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発刊にあたって

科学の進歩によって人類は多くの伝染性疾患や災害から護られるようになったけれども，

他面，文化の進展に伴い新しい生活態勢に入ったため，予期しなかった公衆衛生上の問題も

たいP員してきている。

術生行政という一つの科学行政の根幹的業務を行なっている衛生研究所の試験研究の実態

も社会情勢の変化とともに徐々に移り変ることは当然のことであろう。

本所は業務運営の動向を，「事業月報」によって毎月，「特別研究報告jによって随時，発表

しているが，年報は一年間の歩みを総括して伝えるものである。

このようにー刑にまとまったものを見ていると，全所員の果した試験検査，調査研究およ

びそれらに関連した事務的処理等一連の活動が力強く胸部jしているのを感ぜずにはいられな

し、。

昭和35年の記録として，本年報を広く関係各位におくり，ごベんたつを仰ぐ次第である。

昭和 36年 8月 1日

辺野 宣
下二I 正夫
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研究所長を辞すに当って

昭和35年11月，私は東京都立衛生研究所長をやめることになった。感慨まことに深いものがある。

それを総括してみると，第ーには，私のような何もわからないものが，よくも10余年の間勤めるこ

とができたということである。これはひとえに初代衛生局長小i~Lr武夫博士をはじめとして，歴代の衛

生局長ならびに安井，東両知事， f:ir~t.研究所の各職員諸君，および都庁，衛生日j，その他関係件機関

の先輩同僚諸賢の絶大な御庇諮によるものと感ぜられ，感謝lこj悼えない次第である円

第三には， ~！＼が東京都職員として就任して以来，現在までに街中研究所を 1~11心左して発生した幾多

の事件についての追憶である日

私事に関することも混入して，恐怖に思うが，回想の念やみ難いものとして寛恕！のほどをお願いす

る。

私は昭和21年12月，時の衛生局長小山武夫博士のお話によって東京都衛生試験所長として東京都に

就職することになった。それまで私は，大正14年春から引続き東京大学第一内科教室に勤務して，一

歩も学外に出たことがない。いわば井戸の蛇（かわず）と同じである。それが実社会ともいうペき衛

生試験所へ飛ぴ、込むので、ある。長い｜臨床生活からの別離のきびしさ，部における実務に関する不安，

これらの言い矢11れぬ心裡に伝って，ついに意を決したのであったっ将来に対する子卜却と希望に心を燃

え立たせてO

f~＼J主I~試験所に来てみると，翌日から団休毛足跡に当首iせねばならなかった。ほとんど全所日を合むこ

の団体は，私に経営協議会を作れと強要し， 団体の作製した筒条書に＋rp印せよということであっ

Tこ。

私は当惑したが，私にも考えがあった。「私は所員の意を反映して試験所の仕事を運営してゆくこ

とは，他からいわれなくても自ら望み，自ら努めようと決心しているところ。しかしたとえば学問に

関すること，裁決に関することなど，すペてが団体によって経営され得るとは，絶対に考えられな

い。それじゃ所長はいらない。懇談会なら大賛成Jと説明して，押印はしなかった。

そのうち妥協案を出す所員もあって， 「所長は懇談会のつもり，所員は経営協議会のつもりで会合

したらどうかJということに大体納得して，時々集つては，お]ff.に「つもりJで会談し，おおむね和

やかに所務に関する意見を述ペあうようになった。

やがて衛生試験所の移転問題が起った。私は小山局長とともに都内を駈け回って敷地建物をきがし

た。そして最後に，現在の衛生研究所の敷地と建物に目をつけ，局長の同意を得て，借用することにし

たのであったが，当時すでに他で使用しかけていたので， これを悠件するまでには，小！｜｜局長ーの詐［l努

力は感謝に堪えないものであった。

きてfl1\J~l：.試験所移i\i去についても J必ずしもスムースには＞；I王がJilliJず，所内にも反対怠見があったの新

宿では速すぎるというのが反対・r_mi=liのほとんどすべてであった。しかし私は移ii去を主張した。その理
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81け、，敷地が極めて広大（当H寺国電線路傍の近くまで借りられた）で将来の発展拡張に有利であるこ

と，者I）の将来の発展を予想すると新宿は都の中心ともいうべき地j或になるだろうということ，などで

あった。

昭和23年，ついに東京都衛生試験所は，現在衛生研究所のあるところへ移転した。

ところが，しばらくしてから，米第八軍々政部当局が衛生試験所を視察に来て，改造を命ぜられ

た。「都の衛生試験所ともあろうものが，この様子は何んということだ。全体がきたなし室内は古

い機械が立ち並んで雑然としている。所員は 8時間労働どころか，始終たばこをふかしたり，お茶を

飲んだりしている口速かに改善で、きなければ，衛生試験所を廃止したらよかろう」という厳命であっ

た。 rJ＼は事情を説明しようと思って軍政部へIP,li~TJ いたが「；説明の！必要なし J と言って何も聞き入れて

くれなかった。

私は局長に御迷惑がかかっては申訳ないと思い，自らの進退について；立を決し，局長に陳謝した。

その｜際小山局長は，私に対してありがたい同情を賜わり，早速衛生試験所を塗装することに決定され

た。

やがて東京都立衛生研究所設立の議が起り，昭和24年 3月5日には東京都条例第22号・を以て創設さ

~＇V/iこ O

東京都立衛生研究所は，当時存在した衛生試験所，衛生検査所，細菌検査所，獣疫検査所，製薬研

究所， J{ll築研究所の 6試験検査機関を統合して創設されたので，その統合に当つては多少の反対もあ

ったが，あくまで時勢に抗するものはなく，その時期に到達した｜捺には，迅速に遂行されたのであっ

た。

創立の当初には，従来の各機関の仕事の性質，人員等を勘案して，次のような部課としたO

総務部（総務課，経理課〉

細菌部（微生物課，寄生虫課，ワクチン課，血築課）

生活衛生部（環境課，栄養課，水質課）

食品獣医部（食品課，製品課，獣医衛生課〉

化学検査部（医薬品課，麻薬化粧品課，衛生用品課）

製薬部（資源課，製薬課）

すなわち 6部17訴であるが，細菌部は従来の細菌検査所（文京区大塚辻町の庁舎〉をそのまま継続

使用することとし，他の 5部は，衛生試験所がすで‘に移転使用していた現在の大久保庁舎に移ること

となった。

ここでまた一つ問題が起った。というのは各部の検査室要求は，現有坪数を透かに上回るものであ

ったからである。

私は， fl~事の＇14；質，仕事軍：の大ノート，部員の数などを検討して，各部妥協，協力し，乏しきをがまんす

ることを願って一応の配分を決定した。しかし「将来の事情によっては室の位置，増減などについて

改変することもあり，今円の部原：書I）は永久のものではないjことを条件として各部長の承認を得るこ

とにした。
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その後昭和25年12月21日処務規程を改正して製薬部を廃止，資源課を化学検査部に移管して医薬品

第2課と改称，医薬品課は医薬品第 1課と改称した。

昭和27年5月1日，処務規程を改正して巾疑課を廃止し，細菌部に！臨床検査課を新設した。

昭和27年11月1日には，また処務規：程を改正して，ワクチン課を廃止，細菌吉I）に衛生動物課を新設，

化学検査部を化学試験部，臨床検査課を｜臨床試験課と改称し，麻薬化粧品課と衛生用品課をノ合併二して

医薬品第3課と改称した。

昭和31年12月16日には，都の要望により処務規程を改正して，次長制を採用し，全機構を 2課， 9 

科，すなわち庶務，経理の 2課および微生物，臨床試験，環境衛生， 7J(質試験，食l昨I，栄養，獣医術

、生，医薬品，衛生用品の 9科とした。

昭和36年春には，前記微生物課などの 9科はすべて「niりになった。

製薬部廃止，血築課およびワグチン課廃止は，すべて時勢の進展，所務の改善などを基盤として実

行したものであるが，その度にむずかしい問題もあって，多少の批判を受けるのもやむを得なかっ

た。

このように，私はいろいろな事件に関係してきたが，その度に所員各［立が協力してくれたことにつ

いて感謝を忘れることはできない。

そして私が常に考えてきたのは， 特殊の職域に働く所員の待遇改善と所務能率の増進のことであ

った。そのため早くから研究織の設置採用についてしばしば都に要望し，また一旦廃止された部制の

再採用について歎願してきたのであるが，今やいずれも実施された。

昭和34年には保健文化賞が授与された口これは木所員全休の努力の業績が認められたものとして喜

びにJb！；えないことであった。

昭和35年には研究所の新庁舎建設が決定され， 36年には着工する運びとなった。これは小林局長の

御配慮と御熱意によるもので‘終生忘れ得ない私に対する恩恵である。

昭和35年春には，しかしこれまた忘れ得ないII青い事件が起った。狂犬病実験rn犬の逃走のことであ

る。いろいろの批判を受けたが関係九位の御同情を賜わり，それに対して感謝とおわびの気持をしず

かに抱きつづけている。

以 i二は，所長を辞して後，｜｜艮をつぶって過去を考えるたびに， 1111然として脳控に浮かぶ追懐の 1,2 

である。私の生涯中，年とってからの10余年を過ごさせてもらった衛生研究所の思い出は，事々に強

い印象として頭に残っている。

この年報についても， 11号までのとびらを書いた。木12号について，編集から何か書けという連絡

があったので，簡単な歴史を綴って責をふさぐことにしたわけで・ある。

:l＆後に東京都立衛生研究所の発展を祈って筆をおく。

昭 和 36年夏

新 井 養 者
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第 一章 序 説

I 設立の自的と事業

東京都立衛生研究所は，東京都の公衆衛生の向＿［~.増

進に宥与するために設立された。

業務内容は細菌学的検査，血清学的検査，寄生虫検

査，臨床検査，環境衛生試験，水質試験，食品試験，

栄養試験，：1吠疫検査，製品試験司医薬品試験，衛生用

品試験，その他の衛生試験およびこれらに悶する研究

調査などきわめて多岐にわたっている。

これらの試験検査は衛生行政の裏付けとなる収去試

験，中毒試験などの行政試験を中心として行なわれる

が？一般都民からの依頼試験にも応じている。

その他，全国地方衛生研究所3 各種検査研究機関お

よび関係各方面との技術交流を行ない，技術の向J≫,

検査成績の確実を期するとともに学術的基礎的調査研

究にも多大の努力を払っている。さらに衛生関係各種

委員会，協議会などを通じて，衛生試験検査基準の設

定や衛生思想の向上指導などについてもまた大きな役

割を果している。ことに都内各保健所の検査室職員，

保健所配属の食品，薬事および環境各監視員などを対

象として試験検査技術指導講習会を開催し技術指導に

つとめている。

五沿 革

また近年各地に発生している急性灰白髄炎（小児ま

ひ＝ポリオ）に関する検査設備も完成をみたので，本

ワイノレス関係の業務を開始した。

1寄生虫関係は約 207,000件であるがその陽性率は33

年および34年の 9.5 %, 6. 4 %, 35年4.56%と漸減し

ているの

近年都市公害の問題は各方面の関心のまとであるが，

29年末からの継続事業であるばい煙による空気汚染状

況の調査を引き続き行なっているが，本年は3 都内の

大気汚染研究主要機関をもうらする東京都大気汚染調

査委員会の発足をみ，これによって従来の調査がさら

に拡大されることになったο その第 1回の調査は35年

3月，東京タワーおよび街頭 7カ所において行ない貴

重な資料が得られた。

水質試験関係は，ほぼ例年のとおりであるが工場排

水等による河川汚濁防止が緊急な問題となっているの

で，者I）の関係各局とともに企画庁および首都整備局の

依頼によって荒川の水質を調査したが．引きつづき，

都内各河川について詳細な調査を行なう予定である。

食品検査関係では特筆すべきものとして，都民の投

書に端を発した七味トワガラジその他の中のコナダニ

などの検査があり，検出率の高いのは販売店3 飲食店，

木研究所の設立以前には，東京都には，衛生試験所， 家庭からのもので‘製造元からの収去品，原料などに

細l~W検査所，衛生検査所，獣疫検査所，血築研究所お は発見きれなかった。また35年9月牛肉大和煮かんづ

よび製薬研究所の 6機関があり，それぞれの目的に従 めの標示問題に関連して｜勾種鑑別試r.J6~t.去の研究を行な

って業務を行なっていたが，昭和24年3月これらを統 い3 ある程度の鑑別が可能となり更に追究中である。

合して東m円f）立衛生研究所が設立されたのであるの 食中市関係では， JfH化学関係3 細菌関係あわせて 197

E 本年の状況 件の検査を行なったo JIH化学関係ではヒスタミシ検出

腸管系病原菌の検査件数は 406,905件と34年度より のもの 2件，変敗油 1件，細菌関係でプドワ球菌検出

約50,000件の増加をみせ，再び流行のきざしを思わせ のもの19件であった。

るが，その陽性率においては， 33年1.77%, 34年1.61 強化食品の試験は大部分が収去品であるが，許可内

%, 35年1.25%と漸減の傾向にある。 容量に対し含有量不足のものが約20%あり満足すべき

梅毒血清反応、の取扱件数は 132,971件で 34年より 結果とはいえない。

28,000件の増であるが，その陽性率は33年の11.4%, 狂犬病検査のため受JfHした検体は 103顕であるが，

34年の11.9%に対し＇ 35年は9.51%と大巾に減少して 相変らず野犬，無・周畜犬が多かったが厳情な検査の結

いるの 果狂犬病とみなされるものはなく， 31年以降引き続き

年年増加の傾向にあり，公衆衛生上の問題になって 東京都では狂犬病の発生をみなかったことになるn

いる食中毒は， 1,759件と昨年より 500件の憎加であ 例年行なっている衛生試rnG~検査技術指導講再会を35

るη34年 Salmonellatennessceを検出した玉川保陀 年にも実施し3 細UI試験，！臨床検査，水質試験，食品

所作肉からは S.enteriticlis を検出している。 試験，牛乳乳製品の試験など技術指導を行ないpこの

( 1 ) 

x If 



講習を終了したものは 401名であったの

本研究所設立以来， 11年間，所長としての重任を負

って来られた新生｜：養老ド1J~ゴコは＇ 35年11月をもって，本

研究所長を退任せられることになり，新所長として，

微生物科長辺野喜正夫博士を迎え研究所に清新の風を

招くことになった。

( 2 ) 

慈愛に満ちた温厚な態度をもって所員を御指導，御

勉励になった新井所長－が，新庁舎の建設も確尖となっ

fこと／， I伴任されることはp まことに痛惜f・こfこえないこ

とであるが，今後ともわれわれ所員をお見拾てなく笹jl

教授下さるよう，また公衆衛生向上のため各分野に活

躍されんことを祈ります。



第二章 機構j示よび事業の概要

1. 機構

本研究所は所長の下に3 庶務課，経理課の 2課と r

微生物科3 臨床試験科？環境衛生科，水質試験科，食

品科，栄養科，獣医衛生科，医薬品科，衛生用品科の

9科がある。細部の組織，担当業務の概要および配置

人員は別表のとおりである。

職員配置襲

（刊日36年h月31FI現花）

ぬ山川

経 1干日 3果 61 21 61 31 51 11 一 23 

fl投 物 科 15 工 51 11 I 工l 11 48 

l臨 床 M! 科－ 8 2 工 3 51 19 

I京： 境 ィ詰 手2↓

質 L会 ~：＞1・
(l)[ 

食 f仁11h 科－

栄 と占もとt 科； 71 11 11 9 

！吠 Fミ f荷 宇1・ 11 21 10 

医 手月口ミ7ヰ ロ仁ロI 科！ 2 1 I 1 I 11 工4

i詣 生 月］ 口仁口l 科 21 8 

w 5長 所

·~』I 11J ~；〕｜ペペ 2 

（注） C ) rj~ の数字は高け支休養者数（河J笥）な訴すハ

( 3 ) 



東京都立衛生研究所の組織と事業

所所属職員の人事および給与
公文書の受発，編集保存
公印の管守
所1J3他課科に属しないこと

予算，決算，会計事務
物品の調達，工事の契約

ー
ム
り
白
つ
d
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1
i
ワ
u

r
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E
I
e
－－
J

〆、
3
1
1
1
1
8
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5
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各種伝染病病源菌，食中毒の検査診定
リケツチヤ． グイーノレスの検査診定
血清学的反応検査
衛生細菌学的調査
そ族，昆虫の検査診定（三河島分室）
消毒剤，予防剤の効力検査
他の科に属しない微生物の試験

血液，し尿，脳脊髄i夜等の生化学的検査
基礎および応用医学の生化学的研究調査
寄生虫の検査診定
原虫の検査診定
その他臨床検査に関すること

日光，空気，温度，ばい煙，騒音に関すること
じん芥2 し尿，その他汚物に関すること
建築および衣服の衛生に関すること
その他環境衛生に関すること

1
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q
ο
A吐
白

b
n
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1
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4
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食
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養

飲
食
製
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飲
栄
栄

1
1
2
3
4
5
1
2
 

ι
l
／、、
l
＼

J 1乳｜会j検査
I 2 狂犬病その他獣疫検査

医薬品の試験検査
毒物z 劇物の試験検査
毒物中毒の化学試験および検査
製薬原料の試験
生薬およびその原料の試験
他の科に属しない化学試験

衛生用品，衛生材料の試験検査
化粧品の試験検査
玩共類の検査
麻薬の試験検査

1
2
3
4
5
6
 1i
ワ

白

円

ο

A吐

( 4 ) 

i立川出張所
i荒川出張所
（小石川出張所

一一一！板橋出張所
i杉並出張所
［荏 原出張所

l深川出張所



2. 予算および決算

昭和35年度予算および決算

(1）総括
（昭和 35年度〉

額予 算
科 日

初｜追加更正
決 算 額 l増ム減または

不用額
当 計

経
都 庁 費’ 83, 643, 

保健衛生費 66, 340, 
国句1司
76, 623, 

費 149,983, 193, 1州 341

財
使用料及手数料 32, 528, 33, 431, 4741 

国庫支出金 7, 128, 7, 455, 

来住 ヰ又 入 63, 48, 

滞、
言十 39, 720, 40, 936, 

差引一般財源充当額 no, 263, 工52,208, 

昭和36年度予算額（昭和36年 4月 1日現在〉

区 分 ｜当初予算額｜追加更正額

｜都庁費 I ioo, 104, 6081 342, 
経 l I I 

保健衛 生費｜ 70, 431, 6321 89, 614, 

費

財

源

諸支出金

計

使用料および手数料

国庫支出 金

雑収入

計

差引一般財源充当額

(2) 事業別予算および決算（歳出〉

年度 区 分 （目別）

和昭

十年度四

計

和昭

十
五

年度

予

170,536, 

35, 246, 

7, 929, 

69, 

43, 246, 

工27,290, 

算 額

9,909,057 
16,637,053 
27，ユ48,235
1, 727,230 
2,079,350 

300,000 
12,614,150 
3,243,576 

73,658, l 

9,697,348 
14,181,897 
26,400,551 
1,745,290 
2,079,350 
9,664,900 
エ4,612,123

llB,800 

78,500, 59 

( 5 ) 

89, 956, 

89, 956, 

決 算 額

9,853,702 
エ6,323,767 
26,845,145 
1,653,865 
1,999,804 
290,000 

12,278,088 
3,078,404 

72, 322, 5 

9,665,351 
工3,538,770 
25,672,737 
1, 735,644 
2,076,343 
9,432,104 
14,385,801 

ll6,550 

76,623, 00 

不

ム 32,878, 

1, 876, 

ム 31,001, 

902, 

ε：，，. 工4,

888, 

30, ll3, 

計

100, 447, 

160, 045, 

260, 493, 

35, 246, 

7, 929, 

69, 

43, 246, 

217, 246, 

j召 客員

55,355 
313,286 
303,090 
73,365 
79,546 
10,000 

336,062 
工65，工72

1,335,876 

31,997 
643,127 
727,814 
9,646 
3,007 

232,796 
226,322 
2,250 

1,876,959 



特定財源予算および決算額内訳(3) 

減

工＇639,199 

22,SOO 

1,426,214 

190,485 

1,598,620 

1,598,620 

0 

ぷ斗

D.. 

D.. 

D.. 

εL 

D.. 

£』

増額

29,130,801 

163,SOO 

工6,575,786 

12,391,515 

5，・234,596

4,889,596 

345,000 

136,624 

算決客百

30, 770,000 

186,000 

18,002,000 

12,582,000 

6,833,216 

6,488,216 

345,000 

89,223 

算予分

数 料

文書手 数 料

細菌検査手数料

理 佑 学 試験手数料

庫支出金

国庫負担金

委託金

収入

区

手

国

昭

和

三

十

四

年

度
’
↑
ト
ト
』i
 

九
官
川

D.. 

ι三与

33,431,474 

143,500 

18, 733,920 

14,554,054 

7,455,899 

7,128,899 

327,000 

48, 761 

34, 502, 02 

32,528,500 

186,000 

17,533,000 

14,809,500 

7,455,899 

7,128,899 

327,000 

63, 

37, 692, 崎』’
i

d

コロ

数料

文書手数 料

細菌検査手数料

理化学試験手数料

庫支出金

国庫負担金

委詑金

収入

止』
仁I

’
↑
ト
ト
h

会
A
4

手

国

昭

和

三

十

五

年

度

計ムロ

昭和36年度事業別予算額（昭和36年4月1日現在〉

正更力日算予
判
川
叫

d
d
A
i
 

当

資

費

費

費

費

費

費

金

費

別）

理

菌検 査

化学試験

究調査

術指 導

五又

分（日

管

細

理

研

技

施

諸

諸

予

(4) 

区

）

）

）

）

j
i
l
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1
2
9
0
4
6
6
7
8
6
 

（

（

（

I
l
l
－
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之』
にI

特定財源内訳（歳入）(5) 

百十

35，ヨ46,

186, 

19, 752, 

工5,308, 

7, 929, 

7, 929, 

寝長正更加迫算

35, 246, 

工86,

19, 752, 

15, 308, 

7, 929, 

7, 929, 

予初出ヨ分

数 料

文書手数料

細菌検査手数料

理 化 学 試 験 手 数料

庫支出金

国庫負担 金

委託金

収入

区

手

国

69, 69, 伴
院
科

乱
官
庁

43, 246, 

( 6 ) 

43, 246, 
2
ド
I

’

A

一一式
H



3. 施設

本研究所・の施設は次のとおりである。

課 科 名 所 在 1出 棟数 延坪数 敷地坪数 摘 要

庶、 務 3果

経 理 課 新宿区百人町4丁目539 鉄筋コンクリート建

環境衛生科 電（371)0591～0593 地上2階地下 1階

水質試験科 3551・1669（所長〉 28 1, 181. 54 3,524.05 付属建物27棟

食 ロロ口 科 0591 （夜間宿直用〉

栄 養 科 (368)4141 

獣医衛生科

医 薬 ロロ口 科

衛生用品科

分 庁 d口;:,., 鉄筋コンクリート建

臨 生 物 科 文京区大塚辻町18 8 675. 53 1,067. 77 地上 3階地下 1階

微床試験科 電（941）（代）8141, 8144 付属建物 7棟

一一一一一一一一一一一一一

立川出張所 立川市柴崎町3の155 電（025)2858 30.SO 立川保健所内

荒川出張所 荒川区三河島7の605の2電（891)8214 ユ6.50 荒川保健所内

小石川出張所 文京区小石川水道町6 電（921)0909 15.00 小石川保健所内

板橋出張所 板橋区板橋町日の961 電（961)1727I 15. 50 板i喬東保健所内

l杉並出張所 杉並区荻窪3の145 電（391)4832 14. 06 杉並西保健所内

荏原出張所 品川区平塚4の23 電（781)3209 16.SO 荏原保健所内

深川出張所 江東区深川白河町3の5電（641)3488 14.SO 深川保健所内

三河島分室 荒川区三河島9のユ893 電（891)4981 2 ll3.00 249.00 家鉄筋建コンクリート平

.8 2, 092. 3 4,840. 82 

( 7 ) 



第三章 業

工藤、務課

人事，文書，給与などの一般的庶務事項の他，検査

物受付，各種統計の作成などを行なっている。

この他本研究所の機関誌として事業月報，研究報告

および年報を発行している。本年は保健所配置の衛生

試験技術者401名に対する技術指導請習会を開催し

た。また地方衛生研究所全国協議会には役員として活

躍した。

E 経理課

A 業務状況

1. 昭和35年度新規経費内示（2月〉

2. 昭和35年度科学技術庁委詑放射能測定調査契約

の締結（ 5見2日〉

3. 昭和34年度決算書調書提出 （8月2日）

4. 会計検査院実地検査（ 9月〉

5. 昭和36年度既定経費予算編成（9月15日）

6. 新庁舎建設に伴う本館耐火耐震等の構造計算委

詑（建設省建築研究所） ( 9月 5日〉

B 主な工 事

衛生研究所庁舎床修理工事 252,700 

か 杉並出張所廊下新築工事 177,000 

II 臨床試験科検査室改修工事 216,000 

II 分庁舎車庫改修工事 345, 000 

II 荒川出張所検査室改修工事 297,500 

II 堅型ガス焚ボイラー修理．工事 285,000

外 27 件 966,380

2, 529, 580 

C 物品調達

1) 島津自記光電分光光度計 1. 2, 110,000 

2) K. K. S式ガス麗l夫記録装置 1. 500,000 

3) 自動化学天秤 1, 350,000 

タト 820点、 9, 735, 054 

D 不用品売却 87件 25, 000 

E 微生 物 科

本l'i-の業務は法定伝染病およびそれ以外の細菌性・

ワイノレス性疾患の病原微生物の検索ならびに梅毒反応

をはじめとする諸種の血清反応試験であるが，その主

体をなすものは法定伝染病々原菌の検索であって，本

年度の総件数は 565,424件であった。このうち健康者

( 8 ) 

務

（飲食物取扱業者，各種団体の賄人〉上水道事業従事

者〉．保菌者3 注意患者，保菌者および患者の家族関

係者等に関する材料が 340,551件であり，倒年のとお

り夏期の伝染病流行期をひかえ都民の食生活と密接な

関連のある，飲食物営業者および集団給食従業員に対

し， 5, 6, 7月の 3カ月の問に 183,922件の検査を行

ない赤痢菌 592件，ナノレモネラ 3件を検出した。

梅毒血清反応は，緒方法3 ガラス板法を併用してい

る。本年の総検査数は 130,539件で昨年より29,426件

の増加を示している。しかし陽性数は昨年の10,234件

に対し3 本年は10,493件（8.02%）であって，検査件

数からみれば陽性者数はやや減少の傾向を示してい

る。また緒方法・ガラス板法の両法による定量検査の

件数は例年に比べとくに増減はなく， 検査件数2,432

件であった。

結核菌の培養検査および耐性試験の取扱件数は前年

よりやや減少し，本年の培養検査は 8,173件でうち陽

性数は 508件であった。また耐性試験は 225件であっ

た。

食中毒関係についてみると本年は 120発生倒につい

て検査を行なった。とくに玉川保健所管内の下山養豚

場に発生した食中毒にさいして患者糞便16件i::Iこ17件か

ら Salmonellaen teri ti disを検出した。

その他日本脳炎等のワイノレス性疾患に関する補体結

合反応およびその他の血清反応，また三河島分室にお

けるペスト予防のための鼠体検査等はほぼ例年なみの

件数であって，それぞれ所期の成果を挙げ司ている。な

お32年以来継続試験として行なってきた本郷保健所管

内に発生をみた集団チフスの感染経路調査の成績にも

とづき，本年はさらに隣接地区の検索を国立予防衛生

研究所，都衛生局，滝野川・板橋・豊島の 3保健所の

協力を得て行なった。その結果板橋保健所管内につい

て検査した 242件のうち 1倒について Salmonella

paratyphi B菌を検出し，滝野川保健所管内では 884

の検査件数中 1倒に Salmonellacholerae suisを検

出した。豊島保健所管内 561件についてはナノレモネラ

は検出されなかった。

近年全国的にジフテリア患者発生が増加の傾向にあ

るが，都内においても地域集団的に患者が発生した。

発生地区および検査成績はつぎのとおりで、あった。
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大 塚 .5 一 ら 22 306 39工 119 20工 29 208 237 18 18 631 582 2,840 2,621 一 一 一 3 一 30 7,94'1 

分庁舎 63 91 2 1 296 453 25工 - 1, 533 11' 437 工9,221 122,566 14 787 3 61 529 2,676 3,266 64 91 155 690 693 141, 945 32,865 _4 1, 545 1, 759 9,349 3 3 29 88 119 705 234, 710 

立 JI! 工 l 工 9 504 313 827 188 75 11 24 35 5 工 6 78 78 699 696 」

一 7 2 2,632 

出張所 3 11 3 一 2 53 72 16 :2 1, 609 6,661 8,4工8 39,040 112 99 工93 823 工，115 エ85 25 210 78 78 8,848 5,027 エ 工 一 38 88 63,125 

荒 Jll 一 一 322 201 523 128 31 56 87 62 55 492 433 一 3 l, 783 

出張所 3 5 一 3 102 113 - 1, 220 3,401 4,621 23, '60 l 6 570 940 1,516 24 3 27 67 67 5,064 l, 708 一 一 一 19 36, 963 

小石川 一 一 一 4 4 2 99 8工 182 87 35 42 77 エ 1 69 69 440 320 一 一 一 一 一 1,249 

出張所 2 2 一 工41 145 4 441 3,198 3,643 28,245 4 639 1,056 1,699 46 46 69 69 8,569 1,900 一 一 一 15 44,400 

j長 橋 一 一 一 9 4 13 7 209 499 715 185 85 44 工29 15 15 188 171 一 2 1,433 

出 5長所 4 12 一 10 919 945 29 - l, 421 工3,313114, 763 44,162 工 29 340 560 929 2 工 3 16 16 2,230 1,250 1 58 64,374 

杉 並 ー ー 一 一 2 62 ユ76 工41 73 45 工18 3 3 195 ユ88 288 276 ー 一 1,385 

出張所 工 5 ｝ 89 95 87 452 2, 427! 2, 966 32, 315 l 10 22 443 463 928 J.54 25 179 207 210 3,963 1,963 1 エ 1 一 エ2 42, 851 

荏 原 2 一 一 5 2 9 工 286 221 508 69 一 31 52 83 68 62 250 209 一 工 1,259 

出張所 5 3 一 9 131 148 2 787 4,977 5, 768 25,079 ヱ 256 995 1,251 8 8 79 79 4,818 2,320 l 39, 551 

深 Jli 一 工35 187 322 98 一 26 37 63 7 7 305 265 一 2 1,069 

出張所 7 10 2 7 91 _7 702 4,166 4,868 25,384 4 660 967 6 7 13 7 7 6.122 1,947 工8 39,450 

7 14 。32 5 9 1, 923 2, 15 3, 972 1, 097 75 321 508 829 7 28 1, 125 1, 16 5, 502 4,991 一 10 40 18, 757 

9 55, 0 16 266 340,551 15 913 5 3, 3 8, 173 11, 671 9 1, 2 9 8 ,559 214 1, 545 1, 759 9, 349 88 139 7 32 1, '.2 2, 188 132 8, 165 3 152 641 1, 213 48,980 5 29 128 119 916 565,424 

（注） 上段数字は陽性数を示す。 (8-9) 



1) 石神井保健所管内：

検索数 247件 楊性 10件

2) 梅ケ丘保健所管内：

検索数 98件 陽性 18件

3) 世田谷保健所管内：

検索数 182件 陽性 15件

合計 527件中43件の陽性者を検出した。

このほか夏に大森保健所管内においてチフスの発生

があったので，その家族関係者の探・尿118件，血液53

件を検査した結果， 1倒についてチフス菌を検出した。
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微生物科取扱件数（最近3年間〕

（註〉細線は鶴性数を示す

また 6月に大島において赤痢の集団発生があり当科

から 6名派遣し検査業務に従事した。

継続研究としては，近年抗生物質多剤耐性ブドク球

菌が広く蔓延し重症な肺炎・腸炎の原因となっている

が，本科においては本菌感染症の病理を解明すると共

に，免疫学的予防・治療の面に検討を加えている。ま

た赤痢菌の抗生剤感受性の推移について調査研究を行

ない，薬剤耐性赤痢菌流行予防に対処している。その他

より正確な検査を行なうために，検査物輸送培地，増

菌＠分離培地などの研究を行なっている。

また昨年から継続して努力してきたワイノレス検査の

ための組織培養が，実際検査に応用しうる段階に達し，

とくにポリオワイノレス検査のために 2室が完成整備さ

れたので，本ワイノレス関係の業務が開始され，ポリオ

ワクチシ接種幼小児の血中抗体産生状態の検討ムが加え

られ，予防面へ寄与することが出来た。

微生物領域科学の進歩とともに9 つぎつぎに諸種疾

患の原因が解明されているが3 なかでも海産物食品に

よる食中毒の原因として病原性好塩細菌が注目を浴び

ている。当科では3 この検査を完全に遂行するために，

基礎的・実際的研究を行ない， 17種の診断用血清を調

製し，また本菌選択分離培地を考案する一方原因食品，

患者材料の申告送・保存の方法，検査方法などを設定し，

本菌食中毒検査の対策に寄与したO このほか食中毒関

係では，ブァージ型別によるブドワ球菌食中毒の汚染

源の追究，コアグラーゼ型別とブァージ型別併用によ

る同様の原因調査方法の精度の上昇について検討し，

この領域の調査に進歩を示し得た。また肉食品中毒原

因として近年諸外国において多数の報告をみたワェノレ

Vュ菌についても都民の食生活の改善・向上にかんが

み3 その対策の万全を期するために，各種診断用血清

を調製し検査方法の確立に努力し所期の目的を達する

ことができた。

また最近学会で注目されてきた蛍光抗体法を実地の

面に応用するための研究に着手した。

IV 臨床試験科

医師の診断に必要な血液，し尿，脳脊髄液などに関

する検査で一般の医師3 病院からの依頼が件数の大部

分を占めていることは倒年のとおりである。

本科の臨床試験関係の取扱件数ならびに研究は年々

増加の傾向を示し昨年に比較して 4,200件増の 9,972

件である。これら増加の顕著な倒としては尿定量検査

の2,767件増の 4,267件を初めとし血清学的検査の

1,300件増の 2,732件である。一方多少ながら件数減

少を見た試験に尿定性試験を挙げる事が出来る。その

ほか潜血反応3 髄液検査，沈？査， 血球計算の各試験

は，ほぼ昨年なみの件数であった。又本年特筆さるべ

き検査としては学校長からの依頼で緑ケ丘中学校全生

徒984人に対し血液型試験を行なっている。そのほか

倒年のことながら，保健所，病院の放射線業務従事職

員の健蔵診断試験として血球数3 血色素，血液像の各

( 9 ) 
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微生物科
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(3）業務成績年報（その 1)（昭和35年 1月～12月〉

検＼ ＼体項＼、＇；目~ ~il 血検 血 車 f尤 血

液 ？夜 液
液型検査Aナu,. 定 定

的査 塁Eヨ王． 性 査

液 484 36 一 995 

清 エ8 3,852 一 一
液 血 7封宮4手<. 一 一

採 一

尿 238 一

脳脊髄 i夜 一
長田呂 液 一
其 の 他

1に』コ

注上段の数字は陽性を示す

(4）業務成績年報（その 2)（昭和35年1刃～12月〉

バと
理 無 有 機

検化学査
機 機 言巨

定 定 j会
J是戸乳正 車5ヨ‘ 査

血 j夜 3,9工2 41 4,140 

血 清 2,016 21,221 3,528 工45

尿 1,209 559 l,848 73 

尿 8 

そ の 他 1,699 1, 752 597 77 

計 9, 844 23, 573 10, 113 295 

血

球

計

算

511 

癌

反

応

42 

エ52

194 

臨床試験科

尿 尿 脳検 潜 妊 採 其 lロ』

定 定
脊 血 娠

の
髄 反 反

量 性 液査 応 応 血 他 計

工19 エ56 2,301 

3,870 
__, 

一 一
481 481 

一 687 687 

283 283 115 工＇126 ー
887 2,366 

35 一 35 

54 54 

一 359 359 

764 
687 887 9,672 

臨床試験科

三fiif；包: 合 拙 寄調 原調 研 そ

1生 成 生 査 査 ~ 
の 計

試 及 研 研 指

j験 び出 虫究 虫究 導 他

8,093 

工6 一 26,968 

4,689 

6,087 5,449 一 ユ1,544

エ58 工67 1,586 888 エ59 8 7,243 

174 167 6,337 159 8 58, t" 包37



(5）業務成績年報〈その 3)（昭和35年 1月～12月〉 臨 床試験科

＼検査開
大分 庁探舎 立出 張 川所 荒出 張 所川 小出 石張 川所 板出 張 橋所 杉出 議 並所 荏出 張原所 深出 張 所川 計

＼ 、

髄数｜ω｜検ーω 検査数｜（＋）｜検査数｜（＋〕｜検判的 検査数｜ω（検判的種別 ＼ 

原
赤アメー痢パ 1,337 一 一 一 一 一 一 1,337 

マラリヤ 工 一 一 一 一 ユ

その他 1 一 ユ

］｛ωJ 

虫 計 1, 339 一 ー 1. 339 

寄 虫匝 虫 工68,5226,245 6, 7221 690 3,684 62 4, 8841 198 352 5,906 エエユ 4,587 132 5,857 工77206,948 7,967 

鈎 虫 60 一 4 一 工 一 ユ 66 

鞭 虫 753 88 3 20 一 31 Jl 25 14 

そのイ也 448 6 1 4 3 5 4 472 

虫 言十 168, 522 7,506 6, 722 784 3,684 69 4, 884 219 6, 736 388 5,906 127 162 5, 857 195 206,948 9,540 

えロ』
計 1_1州 7,5061_ 1山小450
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臨床試験科取扱件数（最近3年間）（臨床試験〉

（註〉細線は陽性数を示す

試験をも行なっており貴重な資料得ている。

寄生虫検査については 208,287件で昨年同様，学童

を初めとする工場，団体，栄養学校の実習生，一般都

民からの依頼で，件数の大半は，杉並区，文京区，三

多摩の学童によって占められていることは本年も変り

ないが3 特に文京区の 6校 6,200人に対し，セロブア

ジテープ法による蜂虫卵試験を行なった結果21%の陽

性率であった。又寄生虫検査全般の陽性率を見ると，

33年の 9.7 %, 34年の6.5%, 35年の4.5%と年々 ｜弱性

率の低下を見る事が出来，公衆衛生上まことに喜ばし

い一事である。又近年一般からの依頼も暫時増加の傾

向にあることは寄生虫病に関する都民の関心が高まっ

てきている事を物語っている。又アメーパ赤痢検索も

1,339件を数え陽性は皆無であった。この数学は昨年

に比較して 500件からの増加を示している。また土壌，

野菜の寄生虫卵検査は昨年なみであった。

当科における調査研究としては生化学的研究を挙げ

ることが出来る。すなわち倒年のごとく 3 カノレνワム

および‘マグキ、νワム代謝の研究，癌の生化学的研究，

糖尿病に関する生化学的薬理学的研究，寄生虫培養な

らびに抑制剤に関する研究，ビタミンKの豚姻虫卵に

及ぼす影響について等々で，いずれもその成果があが

りつつある 3又来年への継続調査として，島しょにおけ

る寄生虫卵の分布状況の調査等多岐にわたっている。

又業務外の事業として以上のほか，医科大学，歯科

大学生の見学，インタ一人教育委員会， P.T.A, 

一般都民等の見学ならびに指導3 保健所職員の講習等

延 800人を数え当科のj去汎な検査研究，指導の使命を

遺憾なく果している。

v 環境衛生科

諸種の環境衛生学的試験研究を行なっており，その

中心をなすものは空気関係の試験であるが，主な項目

を記すると，室内外空気，日光，照明等に関すること，

( 14 ) 
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ばい煙，騒音，紫外線等に関すること，ぢん芥（かい），

尿（し）尿，その他汚物処理に関すること，その他環境

衛生に関すること等となる。

なお本科の対象事業所は，一般都民の公衆衛生に密

接に関連しているもので，一般都民の依頼によるもの

では，ピノレ，事務室，工場等の一般空気，有害ガス試

験が多く，行政面では興業場，公衆浴場3 理，美容所，

学校，プーノレ，河Jll，公園，墓地等の空気や業務用器

具等の環境衛生的試験，調査が多い。尿（し〉尿，塵芥

等の汚物処理や，衣服衛生等も大きな環境衛生上の問

題であるが，これ等についてはなお手がまわりかねて

いるO これ等：の全般的事業活動はp 今後の人的，物的

の強化によらなければならず，時代の要請に充分応じ

得るよう科の充実につき配慮を希望すること切実であ

る。特に大気汚染や職業病の問題や3 原子力工業のぼ

っ興に伴なう放射能問題等の重大化の予想せられる現

状からしても，本科の一層の整備は急務である。

昭和35年度の本科の業務を顧ると，従来からの諸業

務の増大が著しい。すなわち業務処理件数においては，

昭和35年は 132,432件で昭和33年77,212件3 昭和 34

年91,733件に対して9 それぞれ55,220件， 40,699件と

大巾に増加している。これは行政的試験，依頼試験の

件
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いずれも増加しているためである。

従来の都の大気汚染調査は主として全域的な水平分

布に関するものであったが，これだけでは汚染の発生

機構ないし健康への影響等を間接的に推測する資料を

得るにとどまり，これらを直接に把（は〉握することは

困難である。

よって従来の調査をさらに拡大することはわれわれ

の本調査発足頭初以来の要望で・あったがJ このような

調査研究は関連するところが広汎かつ複雑であって，

気象，衛生両面の多数の専門的知識の結集が必要で・あ

り，所要経費も少なくないので，なかなか実施に入る

ことができなかったのであるが，ょうやく昭和34年度

に都としては特倒的な，研究調査費の支出が認められ

て，ついに都内大気汚染研究主要研究機関を網羅する

都大気汚染調査委員会が成立発足し，都の大気汚染事

情調査に大幅の進展が行なわれたので、ある。しかし何

分にも都としても始めてのことではあり p 予算が認め

られた後研究委員会結成までの都関係職員および特に

委員中本部国立公衆衛生院等の労ははなはだ大なるも

のがあった。

第 1年度調査は昭和 35年3月国立公衆衛生院，労

働衛生研究所，労働科学研究所3 東京医科歯科大学，

慶応大学医学部3 気象研究所及び都立衛生研究所の 7

機関により東京タワーおよび街頭7カ所において行な

われ， わが国の大気汚染調査上に貴重な資料を供し

た。また本調査の第2年度調査が大気汚染状況および

保健上の影響の検討を百指して日下行なわれつつあ

る。第 1年度調査成績は昭和35年末大気汚染全国協議

会第1回発表会において発表された。

その他大気汚染物質の一つである一酸化炭素測定法

について，検知管法の検討を行ない，第四回日本公衆

衛生学会（神戸， 10月〉に発表した。

また 5月には八丈島砕石場の粉塵発生状況の調査を

行ない，調査報告を提出しp 島民の不安の解決と施設

の改善に貢献した。

その他降下煤麗の測定における本所考案の広口瓶法

の妥当性と 3 現行英国法への検討実験も漸次進行しつ

つあり 3 その所見の概況は過日の大気汚全国協議会研

究発表会に発表したが3 現在なお検討の余地の少なく

ない大気汚染研究方法も，漸次整備されて行くことを

思えば3 いささか慰められる心地がする。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 fl 

生活環境の整備は，オリシピックを控えて首都の当

面している大事業であるがp 都市計画は今後はますま

す科学的なるべきで，裏付けの少ない思いつき的机上

プラシでは困難な首都の現実に圧倒されてしまうであ環境衛生科取扱件数（最近3年間〉

( 15 ) 



件 取 扱 件 数 試 験
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種

計
の熱

外
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＼＼ 

他条
＼＼  頼 査 究 温 度 の件 明 線 三回五

事 務
所場店 i6~ cJ; 350 4, 544 4,544 8,950 2,236 663 

ヱァパ ー
105 工77 177 269 70 

ト・商 一 一

事興 劇寄映そ

画

館場席他

の

｛ニド主ムじー・ 住ア
ノ、。 一 ニドムトじ噌

一 一
一 一 一 一

屋
繁住ム民 ←ニ華そムむ噌 街街他

外 闘 の 一

接客業 旅浴理 場店館
一

髪

研

降所動川酸内麗煙下車市外化排のの有煤炭気の定ガ害定気素鹿スガ量量象測のス試試分調定測試査法定験他験験析

工2 一 12 2,150 1,074 1,611 一 543 

一 工2 エ2 工2,888 7, 502 S,907 
2 2 

エ 工 2 86 86 工97
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(7）業務成績年 報 （ 昭 和35年 1月～12月〉

＼＼件
取 扱 件 数 5式 験
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応 I査
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工水業道用水水，工（工場場浄廃水水〉
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工62 16'2 637 工60 160 
l 

水天沈鉱河浴放泉，場温水泉． 湯水の海花泳， その他水
4 7 工2 エ 23 工 23 12 
969 85 1,054 498 282 278 7 

水流， プーノレ 680 工42 822 410 499 351 
3,245 工工 3,256 11 87 425 17 

中生物，その他の生水物水物 252 252 
工 7 8 8 8 
6 21 27 工6i殿

11 工l 3 3 
下 他水

3 3 2 9 
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ろう。一方科学の進歩は日進月歩である。我々は大東

京の環境衛生事業の力強い合理的進展を待望するもの

である。

官水質試験科

一般飲料水の飲料適否，水道水の検査，温泉，工業

用水，水泳プーノレ水，海水浴水泳場の水質試験，公衆

浴場の浴場水，し尿浄化槽p し尿消化槽の放流水等の

試験検査を行なっている。また，前年度に引続き科学

技術庁の委詑を受け伊立大島の天水および同貯水滴中

の沈j殿物，多摩川の河水と三河島汚水処理場から！士iる

処理下水の放射能を測定している。

また，近年都周辺地区の発展目覚しく都営住宅，住

宅公団，アパート等集団住宅の建設がとくに多く，簡

易水道或いは専用水道も増加して来ているのでその水

質検査も 35年は其件数が2,000に達し年を追って増加

するものと思われる。また，これら団地の住宅或いは

個人住宅，商店，事業所等では近頃し尿浄化槽を設置

するようになり現在都内には其数数万にも逮してい

る。また，諸工業の発達も著るしく各種製造工場から

/:l:lる廃水の量も日を追って増加して来ている。これら

し尿浄化槽からの放流水や工場から排出される廃水は

遺憾ながら浄化，処理共に極めて不完全なものが多く，

このために河川の汚染甚だしく公共用水の汚濁防止が

重要且つ緊急な問題になって来ている。当科において

は都の杏局と共に企画庁及び首都整備局の依頼により

35年度は荒川の水質を調査試験中である。

また，調査事項としては地下性生物を全国に互り採

集し其の種類と分布を調べ現在すで、に其数ニ百数十に

達した。そのなかにはー，二新種と推定されるものを

発見したので日下欧米各国へ照会中である。

四食品科

1. 化学試験関係

A) 収去品検査および食中毒関係検体（送付〉

収去検体の総件数は 8,522件で内不適品 260件で

あるが3 本年行なわれた一斉検査には次のようなもの

がある。

(1) 飲用氷一斉検査……件数 115件中不適18件，不

適理由としてはクローノレイオシおよびアジモニア量が

限度を超過するものが多かった。

(2) 異物（昆虫，だに類の検査〉…・・・都民からの投書

に端を発して，七味とうがらしその他のコナダニ等の

異物検査が行なわれた。

その結果は販売店，飲食店3 家庭からの品からは検

出率が高かったが，製造元からの収去品およびその原

料等からはほとんと、検出されなかった。その発生経路

等についてはなお調査が行なわれている。

件

7000 

一回目白ーー i昭和33{j'. 

6000 I 』一一一昭和：~4 iド

5000 

句。。。

3000 

2000 

1000 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12月

水質試験科取扱件数（最近3年間）

(3) 歳末一斉検査・…・・検査件数7,712件中不適品60

件（0.78%）であった。不適品中最も多かったのは，

甘納豆，煮豆等に漂白の目的で使用されている亜硫酸

が，法定限度を超えているもので，試験件数 1,400件

仁！こI不適57件を数えた。｛也に許可外着色料の検出された

菓子 3件があった。

食中毒およびその関連検体は総件数72件で，そのう

ち毒性物質の検出されたもの 3件であった。

その内容はいわしみりん干し，鯖ひらき，ピーメシ

（麺類）であり，みりん干し，ひらきからはいずれも

著明にヒスタミンを検出し，ピーメシについては油の

腐敗を認めた。

B) 製品検査関係

製品検査中かん水は総件数7,010件中不適品41件，

甘味料は総件数2,184件中不適品20件（サツカリシ製

剤 1件，ズノレチシ製剤3件，混合製剤 16件〉，着色料

は総件数 318件中不適品 3件，硫酸カノレνワムは総件

数 326件（いずれも適品）となっている。以上のうち

飛躍的に増加したものは人工甘味料であるが他の品目

についても持合いまたは増加の傾向を見ている。硫酸

カノレνクムとかん水については35～36年以降新規格に

より試験を施行することとなったが，純度試験その他

いずれも方法は複雑3 且つ精街化されることとなった。

( 18 ) 



C) 食品，添加物規格，容器包装等の依頼試験

食品の依頼試験は検体数250種（定性 471件，定量

73件〉で、内不適28件で、あった。添加物公定書の公布に

ともない，これによる適否を依頼する向が漸増してい

るが3 今年中検体数 165撞（定性244件定量 172件）

となっている。容器包装関係は試験件数 631件で，そ

のうち合成樹脂製品は 279件で規格試験では不適品は

なかった。しかし参考試験として熱湯による浸出試験

でホノレムアノレデヒドを検出するもの 3件，着色料をj容

出するもの21L!ニがあった。また牛乳キャップはじめ食

品包装紙など紙製品の依頼が 232件あり，いずれも印

刷されたものが多く試験の溶出条件によっては重金属

を検出するものがあった。また着色包装紙から塩基性

ターノレ色素を検出するもの 1件があった。

D) 調査研究事項

本年9月牛肉大和煮缶詰の標示問題に関連して内容

肉の鑑別試験法が必要となり，当字｜においてはその化

学的方法の調査を担当した。

その結果内容油脂のヨク素価の測定（Hanus法〉お

よび臭化物法による高度不飽和脂肪般の試験等により
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或る程度鑑別が可能であると云う見通しを得た。上記

の方法で大和煮缶詰29種（市販品〉について調査を行

なったところp 内容が牛肉とみとめられたもの 1種，

魚肉12種p 鯨肉 6種という結果を得た。なお本研究は

目下続行中である。

添加物関係については公定書の品目追加にともない

かん水，甘味料製剤，着色料製剤j等につき原案作成を

行ない公定書委員会に提出した。

2. 細菌学的試験関係

35年中に処理した検体は例年同様そのほとんどが食

品衛生行政にともなうもので，本年は一般培養検査と

ともに特にブドク球菌の検索に意がそそがれたため，

これによる検体が著じるしく増加し，処理検体数も

7,678件と急増，今後もなお一段と飛躍的処理が要望

さj乞ている。

一般都民からの依頼試験は，昨年度最も多かった清

涼（保存）飲料類の例外容器および特殊殺菌法の使用

許可申請に要する試験が本年は法の改正により，ほと

んどなく，これによる試験は激減を見たが，各種食品

製造業者の製品に対する自主的試験の依頼が比較的多

数を示したため総数においては前年をやや下廻る程度

に止まった。

A) 収去検体検査

都公衆衛生部から送付せられた衛生行政にもとづく

収去検体は前述のように急増し，昨年の 3,983件に比

し本年は 6,941件を算した。これを各検体種類別に見

ると，食品関係従業員手指の汚染調査2,062種を最高

に，そう菜類の 1,390種，すし類の 1,043種，食器類

586種，菓子類 337種3 パシ麺類238種が主なもので

其の他ふきん類，パシ用酵母，マーガリン，冷凍食品，

人造氷，缶詰類となっている。

保健所から送付になったものは，各保健所共ほとん

どが食中毒関係の検体が主で，保健所自体で行なうも

のはp 依然として区々である。これは公衆衛生部にお

いて倒年計画的に実施しているので，特に夏季対策の

とをに一部の保健所において行なう以外は年間を通じ

て比較的少ない感があるが，しかし総数においては昨

年を上廻る 737件を処理している。

当科で処理した食中毒は 125種におよんで、いるが、

本年最も多く送付せられたものは，菓子類36種，副食

類23積であり，次いでジユース類，煮豆類，缶詰類，

其の他である。検出菌のほとんどはプドワ球南で検体

数の15.2%を示している。

B) 一般依頼試験

都民からの直接依頼による試験は総数458件で？本
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年特に目立って多かったものはp 弁当製造業者の依頼

による高lj食類 108積，主食類54積で，次は菓子製造業

者の 140種が主なものである。

清涼（保存）飲料類が昨年度412積もあったのが本

年は激減してわずかに60種であった。

C) 調査研究事項

エシテロトキ VY産生能を有するプドワ球1~1t~1'i養·rr

液を塩化亜鉛沈殿，硫開会安門海折， Ethanol沈澱等の

方法を用いて精製後， Veronal血目安緩衝械に溶解して

電気泳動分画を行ない，陰極側に移動した発n1＆吐（生物

質で、注射免疫した兎血清は，明確にブドワ球菌エシテ

ロトキνγを中和する抗体を保有することを実証した。

この血清をもってプドク球菌暗養i戸j夜との沈降反応を

寒天照内沈降反応の術式で、試験すると沈降帯が形成さ

れるが，エシテロトキνシ反応を有する毒素と‘ヱシ

テロトキVY反応陰性の毒素との聞に判然とした差速

を認め難い。しかし3 この血清をエンテロトキνソを

含有しないプドワ球1~1哨養P液を｜：：三己の方法で、精ー製乾

燥した毒素です吸収後，試験した結果は司エンテロトキ

νγを含有しない毒素とは反応しなかったが3 エンテ

ロトキνγを有する毒素との聞に沈降惜の形成が見ら

れた。このことはエシテロトキνγの試験方法として

血清学的試験方法樹立の可．能性を深め得たものと忠わ

れ研究を続行中であるの

vm栄養科

食品の成分分析，栄養価の測定，栄養調理の研究，

強化食品の試験，栄養改普に関する調査などを行なつ

ている。

35年中の依頼試験は 179件で，菓子類， H番好飲料委員．

が多く 3 その他調味品類，穀類，魚介類等であるη

強イ七食品の試験は大部分収去品で、あって， 35年中の

取扱検体は 269種類で主として食パ人ジユース類，

調味品類，菓子類，獣鳥肉類加工品，果実缶詰類，野

菜缶詰類，つくだ煮，漬物等であるO

試験の結果は許可内容量に対して含量の不足のもの

は約20%で、満足すべきものではないが，漸次改詳のあ

とが認められる。成績の不良のものには？食ノミ γ中の

V. B1, V. B2，味ll曾のV.B1, V. B2やジユース類の

v.cがある。その他のものは大体良好で、あった。

調査研究の主なものは次のとおりである。

(1) 都内農家主婦の生活実態と栄養調査について

城南地図の農家42世帯の主婦について，農繁期と農

閑期における生活実態と栄養摂取量を調べたの生活実

態は，生活時間の結果からみて， JlliH羽とも 7時間の睡

眠時間を除き，残り大部分を農業労働，家事・労働に費
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栄養科取扱件数（最近 3年間）

し，自分の時間である教養，娯楽，趣味，読書はわず

か2ll寺間程である。叉 1日の摂取量は農繁期において

は消費熱量より 4%少なし農閑期には 6%ヒ廻って

いるが3 両期とも所要熱量（消費熱量に10%加味した

物〉に比較すれば不足である。他の成分も，所要量に

比べて Ca,V. A, V. B2等が不足であったの又特に農

繁期は食＇］ l：がm求で、rtりにi今せが多く，材料も料］唱も変

化に乏しかったσ

(2) 古／.＼！勾飲料水中の Ca含量についての調査

家庭において調珂！，飲料に使用している水の Ca量

を知るために， 35年7月から 11月までの間に 418例

の飲料水（井水 396例， 水道水22例）について調査

を行なった。その結果， 井水では区内の最頻値は 16

p.p.m.で24｛司、 郡部の最頻｛直は 14p.p. m.で35例，

水道水は金町浄水場系のものは約20p.p. m, 1淀橋浄

水場系のものは約 14p.p. m.であった。

1日の調理飲用に約 2,500～3,500ml mいるとして，

最頻f簡をとるたらば

14mg×2. 5～3. 5 

16111只×2.5～3. 5 

の Caが水からHf取さjもるハ

(3) 魚｜夫Ji::j::i（自身，赤身）のNaとKの含有最について

従来浮腫を伴う病人食として自身の魚が多く使用さ

( 22 ) 



れ，赤身魚は敬遠されがちで、あるが3 その根拠を明l!Ji~

にするためp まぐろ， fn，問，ひらめ、かれい等ll;f霊の魚

肉について調査を行なったと！なお3 実験を続行中であ

るの

(4) 都内標準1立荷のエシゲノレ係数と栄養t:ni取量の関

係について

都内の標準世帯（①世帯主の勤労収入を主として家

計を営み，①世帯主が年令28才～40才までの男子であ

り，①世帯員数が4人または 5人で，妻および 2人又は

3人の子供と共に居住している，＠家事使用人，同居

人のいない事，①借家，借間又は建築面積15坪以内の

持家に居住し，長期療養等のため特に大なる費用を支

出していない事〉として10世帯につき昭和35年 3月か

ら1カ年にわたり 3 栄養家計簿の記入による食費調査

及び，年4回， 1恒13日間の食事について分析を行な

い。そのエシゲノレ係数と栄養摂置の関係について調奇

し，現布なお続行している。

立獣医衛生料

狂犬病その他公衆衛生に関係ある獣疫，乳及び乳製

品3 食肉魚介類ならびにその加工品などの検査と，こ

れらの業務遂行l：必要な基礎的調査，研究を行なって

おり，その概要は次のとおりである。

A 狂犬病その他獣疫の検査

狂犬病検査のために受珂！した検体は 103頭で前年よ

り33顕増加している。この内訳は野犬38頭，無届犬31

頭，畜犬32顕3 猫2頭で相変らず畜主のない犬が多い

傾向がある。検査結果（補体結合反応試験，ネグリ小

体検索，動物試験）はいずれもl創生であって，昭和30

年以来をE犬府の発生は見ないのであるが，何H寺発生す

るか判らぬ状態にあるので，当所では色々な研究に必

要な狂犬病街上市：株保存のために，又i皮傷犬の狂犬病

検査の基礎資料とするために数年来犬を川いて狂犬病

毒接種試験を継続実施している。なお，疑似狂犬病の

疾患の診断としてまずディスデジパーの血清反応によ

り迅速診断法を，次にまた犬に多い疾Jtti、としてブイラ

リア，！日二炎， トキソプラズマ等の研究を並行して行な

っている。さらに狂犬病診断に欠くべからざる補体結

合反応試験の価値をネグリ小体検索成績と比載して3

マクスを用いて実験を行ないその成績を発表した。

B 乳，乳製品の検査

乳，乳製品の検体は都公衆衛生部及び都内各保健所

から送られる収去品と，会社，間体ならびに一般都民

なと、からの依頼品であり，その種類も多種で，乳，乳

製品のみでなく，乳業関係の容器包装，添加物なども

含まれている。 35年に受理した検体は収去品 2,886件，
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獣医衛生科取扱件数（最近3年間）

依頼品 1,493件，計ム379件で，昨年より約 200件の

増加をみている。その中で牛乳，加工乳，粉乳》アイ

スクリームなどが最も多く，手し椴菌を利用した乳製品，

乳加工品がこれに次いでいる。ここ数年来収去検査も

さることながら，｜司体》会社などの依頼検体が著しく

増加したことは3 一般消費者屑の乳，乳製品に対する

関心の高まったことの反映であろうと忠われる。某社

の如きは毎月定期的に自社の全製品についての検査を

依頼して来ている。また学校給食用粉乳についても都

学校給食会を通じ，すでに学校に配付されたものの中

の事依品その他の検査依頼があり，その検体数もかな

り多い。なお，全般的にみて，乳，乳製品の品質は著

しく向卜．している。これは乳，乳製品が国民保健上重

要な食品であることから見て，極めて喜ばしいことで

ある。

c 食肉魚介ならびにその加工品の検査

検体は前項と同じく収去品と依頼品とであって〉こ

れらの種類は多種にわたっているが，獣肉加工品（ハ

ム，ソーセ~）／＇類），魚介加工品（ねり製品，魚肉ソ

ーセージ類）がその大部を占めている。

次に本年中の受理件数についてみると，収去品

2,032件3 依頼品 708件， Z十2,740件であって，受理

( 23〕
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一斉収去検査状況（昭35.1，～12)

No. 月 日 種 類 {L［二 数
－－一一一一

1) 1.14～ 1.28 生 か き 48 

2) 2. 2～ 2. 4 思ミ 7τhュPー 方日 温 牛 手し 86 

3) 2. 2 生 力、 き 31 

4) 3. 1～ 3.29 生 か き 100 

S) 4. 4～ 4. 8 長人と- 内 工 ロIコロ 220 

6) 4.12～ 4.13 アイスクリース（下委員谷H.C.管内ク〉リ 49 

7) 4.18～ 4.28 ｛アイスクリーム及びアイス ーム 478 
アイスクリーム・ミックス（第 1回） 15 

8) 5.30～ 5.31 手L，乳飲料3 はつ酵乳，乳酸菌飲料 工45

9) 6. 1～ 6. 10 同 j二 578 

10) 6.13～ 6. 22 生肉p 食｜勾方II 工品 296 

11) 6 23～ 6.30 ア イ ，ス ク ーム（第2回） 463 

工2) 7. 工～ 7. 8 アイ スク リ ーム（第 31剖） 469 

13) 7.11～ 7.20 魚 介 ュ： 口仁口l 316 

14) 8. 8～ 8. 11 ア イ ス ク リ ーム（第41団） 256 

15) 10. 4～ 10. 5 乳製品の規柏検査 93 

16）工0.27～工0.28 ノ民k i苅 力口 工 ロロ口 148 

工7）工1.16 生 ク リ 一 ム 工6

工8) 11. 工～工1. 7 食 肉 加 ヱ I~コIJ 7工

19) 11.18～ 11.25 生 カ込 、キ、

20) 12. 1～工2.15 ノ＼. タ 一（l[i白入バターを含む） 68 

21）工2. 1～ 12.14 食｜勾・魚介加工品

件数は逐年増加の傾向にある。一斉検査および依頼検

査における結果についてみると，年毎に成績は良好と

なっており，これを数年前のそれと比較するときは細

菌学的にも化学的にも不良品は全般に目立って減少し3

検体の質的向ヒが著明にみとめられるO しかし？なお

一部の食品（スライスハム，かき，つみれ等）には不

良品とみなされるものが依然として多いので，業界側

の今後の製造技術の改善と製品取扱いの注意工犬等に

一層の努力が望まれるところである。

なお35年中に行なわれた乳肉魚介関係食品の一斉検

査の状況はj二表のとおりである。

X 医薬品科

薬事法にもとづいて，薬事監視員が収去した医薬品，

者15薬務部の補給業務に伴なう医薬品，一般からの依頼

品，衛生局その他の部局が購入する殺虫剤など、につい

て試験を行なっている。

1. 一般薬剤関係

① 一般収去検体のうち，薬剤関係の化学試験は総

数 962件である。

660 

4,626 

本年は 1月～2月に歯科用医薬品78件（否37.5%), 

2月～3月には3 都内におこった医薬品の乱売にから

んで，総合ビタミシ剤，その他 136件を試験したが，

成績は良好で、あった。 3月～6月には各種殺菌斉IJ, チ

ンキ剤， 136 fl二を試験したが，その28.596は不良品で、

あった。また4月～6月には，者i)J)j某特定メーカーの

ほとんど全品目 214件について品質検査を行ない，

32%の不良品を発見した。 11月～12月には，各種風邪

薬 272件について試験し3 製剤重量の不均等；3 異物混

入などのため＇ 21%が不良品と認められた。

他に中審，内容不明，その他の事故のため送付され

たものが 126件あったが3 試験の結果はほとんど3 呉

市’を認めなかったO

①補給業務による検体はp グリセリ人石炭酸p

クレプーノレ石鹸被等 106件で， 22%が不適で、あった。

① 一般依頼試験は年間 598fl：で＇ 33年＇ 34生｜三の

2s2 ・H：に対し 2倍強の増加であった。

その内訳は，公定書基準適否試験230件（35.8,%), 

定量試験 138件（23%），定性試験214件（35.8%入恒

( 28 ) 



数測定16件（ 2. 7 %） などが主なものである。

また封誠試験は，需要の増大に呼応して上昇‘し3 3 

月～ 8月の 6カ月間に17,713件を処理し3 従米の記録

を大きく更新した。

規格基準適否試験のうち主なものは10%六塩化ベン

ゼシ乳剤，クロロブエノタン六塩化ベンゼン混合油剤，

その他の各種殺虫剤 209件で，全基準試験の91%（全

試料の35%）を占めているO その他予防部委託のサノレ

プア剤 6 件，各撞ili~u入医薬品 S 1t！二等である。

定量試験は，各種殺虫剤の主薬の定量671tl二p 製剤中

の各ビタミンの定量37件p 製剤中の各ビタミンの定量

37件（V.A 14件， V.B1l0件， V.B24件， v.c9件〉

が主なもので， それぞれ定量試験の48.6%, 26. 8% 

（全試料の11%および 9%）を 1~i めている。この他各

種1!i(iij入医薬品13件がある。

定性試験け、各種乳剤の乳f七性，乳化安定住I~の試験が

102 iL¥二で3 全定性試験の48%（全試料の17%）を I~ め，

他に各種輸入医薬品16件がある。また前年よりは減少

件
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医薬品科取扱件数（最近 3年間）

（註）表（1), (2）を合わせたもの

しているが，内l齢者からのゴムのりの検査が年間 7件

あった。

封かん試験は全品目殺虫剤で，－i~tl~：各区購入のもの

を除けば，大部分予防部購入のものでp 3月～ 8月の

6カ月間に 2001立混合油剤 1,883ドラム） 18 l入手し

剤15,830缶を抜き取り試験の上封かんした。

なお本年は上.i記のように 6カ月間は封かん試験に忙

殺され，一般依頼を若干セーブしたため，殺虫剤以外

の品目の減少が目立っている。またこの封かん試験と

並行して乳剤の乳化安定性試験の方法にかなり無理の

あることを認めp メーカーと協同して，是正のための

研究を行なった。

2. 生薬および製剤3 原料関係

行政検体はオリーブ湛＼，ハチミツ等の公定書基準適

否試験，各種製剤成分の定·！~t試験3 不明薬品，鉱石粉

末等の毒性試験等40・jtj：，一般依頼検体は各種粉末生薬P

ilii¥u入生薬類，製剤原料等について公定書基準適吾試験

22・f牛，定量試験63件，定性試験43件，計 133件を受理

した。

毒劇物の無害化処理は34年度， 35年度中に薬務部，

各保健所を通じ処分を委託された青酸カリ 12件， 52

kgについて，無害イ七処Jillの上廃棄した。

薬用植物闘は引きつづき，各種標本植物の管理ょ育

成，標本目録の作成等標本植物の整備増殖につとめ

た。

3. ノミイロジェy，無菌試験関係

34年度に引きつづき薬務部の依頼で9月から12月に

かけてp 都jプ369社の注射薬製造工場の注射液調製室お

よび充てん熔閉室について3 延べ 1,080件の落下細菌

試験を行ない，報告した。

サヨ依頼試験では＇ 34年j立に比して，総合アミノi崎

製剤p 人工体液および P.V.P.製剤等の発熱性物質試

験が増加し 121件 c盛108，否13）に達し，否の13件

はほとんどアミノ酸製剤jの試作品で‘あった。また注射

j夜の無菌試験は年間39件（適38，否 1）であるo

:X1 衛生用品科

化粧品，用具，衛生材料p 玩具およびこれらの原料p

i以薬類等の試験，検査および研究を行なっている。

処理件数は化粧品 342件3 用具衛生材料466件，麻

薬玩具その他74件，合計882件である。

依頼試験（178件）件の中で千七粧品（76）件については

原料基剤，色系・3 香＊＇＇・等に関する試験として枇索，重

金属のほか pH，吸収スペクト jレ寄与｜宜数測定試験を行

なっているがp また3 イ七粧品ヰl特殊成分の試験依頼が

増加している。

( 29 ) 
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(fJ白不［135年1月～12月

H記 扱 干｜二 数 3式 品会

’依 送 調 日： 比 高虫 異 灰 コニ 守l~ノLー－ 中古

査 不 キ 泊

l肝 ス 減 定

1頭 イナ タ7'![, :j;J( 重 点 検 t朔 分 性分 分 量 量

公定書基準適否 22 7 29 工85 8 4 28 ；日 40 14 4 12 10 

｛前：認 i試験 43 24 3 70 56 48 

純度試験 5 5 

定量試験 63 8 9 80 48 40 38 2 40 

数

薬用植物 1,530 

ー1迫2 康j 物 12 12 

1 ,3 51 1, 2 1 、 ~6 19 8 4 "6 ;5 ,Q ;2 6 12 10 

( 30 ) 

2 



医 薬 品 科

'.I '.'.! 013イJ81912：：：~1 
Q
U
 

Q
U
 

4
 

no 
n
d
 

q
u
 

F
b
 

h
h
u
 

n
d
 

E
－

1
 

そ

の

山
出

I
q
l
 

消

h
酵

素

ぃ

K
M
E
E
K

2
u
f
l

勺羽

I B1糖
！力IJ注
lプ

1ヮ

生
叩
食
塩
液

査
「

i

j

i

l

i

－

－

パ

ス

カ

ル

2

糖

衣

錠

7481 24, 783 36 

86 

24 

n
u
n
u
 

円

4

4

4

1
ム216 

48 

68 

36 4 

30 

111 

17 工2

今
ノ
白句，a－

 

21 

R
U
 

nxu 

q
J』

8 

nHu 

n品・1
 

2 

nHU 

F
円

U1
 

不

明

薬

品

一

1
よ

q

u

η

J

4

1

1

 44 

一156111！
斗
1
1
1
i剖

l
寸
川
勺
i

nu i
 

ヨ
i
J
i
l
一
－

3

円
l
J
ム

円

同

U

収

去

薬

品

検

Jg  

材

料

チ

ン

キ

剤

事： 1

Nx: 
検

｛本

一l251 

77 

2，工74

44 36 

83 62 

60 

一』 2,331 つA

円
ノ
出

円ノ
U

1

ム

門
ノ
白

463 

110トベ

22 

ー州！一

叫が

検 査 ］頃 日
一一一一 一一一一一

τl」子父。 酸 ヨ コ二 IN長 不

類純度柑H旨1 

生

金類性属定 金重属定量

1此 庇 そ 栽 栽 1票
ス ｜担金 薬 京 棄 本

京。 ア イ七
イ七 成 定 処

の
管 試 f吟：

ノレ

度 1rlli 佃i 佃i 佃i q却 分 ←5巨1主 分 他 理 i版I＇.ノ、、 3浬

10 4 10 2 6 155 :5 18 586 

4 工21 70 4 24 29 356 

4 6 10 

2 2 一 2 179 6 24 42 8 435 2 

70 650 2,065 340 - 3, 125 

34 一 34 
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（ 凶業務成績年報（ ！ 昭 和35年1月～12月）

1LI二 耳元 扱 子｜二 数 試 脳：

’依 送 調 感 物 rm 『ヨ 試

種 数 見’ 光 加 盟買 気 ~ 、

熱耐耐試験寒

靭 曲 重 伸 沈

学 熱微 密 '11: げ 量 長 下ノ、。
試

試
鏡 度

試験
5式 5式 試 5式 試

試 i試 試
1.JLl 1項 イ~－ 査 脳： H出ノy、、ら 験！抗 ！段 験 』i山rん、 店会 ！＆免 段II 

ff~ 薬 7 so ;7 工 エ

顔面 用品 19 109 1,042 l，工70 2 236 - 24 - 38 - 46 
イ七

和主 頭髪用品 工6 ユ67 707 880 7 11 - 16 3 32 3 -

ロIコロ

原料その他 41 602 643 s 141 工5 s - 62 

歯科 材料 4 20 24 - 24 
JIJ 

｜豆械器械器共 18 34 216 267 9 so 9 118 

ジ1:-0τlぐ

衛 生用品 348 46 s -363 348 10 

医療 品容器 i s 工40 146 

繊維衛生材料 24 38 143 206 182 

玩 ノr~、l lG 18 34 

試 薬

そ の 他 28 sos S33 

704 ｜ト33附69い111いlドい1川川日白mベ5臼4十判6イ十れ｜卜い川1悶司591 ii ml ｜州 192
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衛生用品科
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。1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12月

衛生用品科取扱件数（最近3年間）

玩具（16件）では人形や動物を形ど司ったソフトビニー

ノレ製品，合成樹脂製の笛，移し絵等について試験を行な

ったが，この移し絵から有害な塩基性ターノレ色素が検

出さオ乞ている。

m兵（22件）についてはJI号線縫合糸， ~i!'i子製医療品容

器， iJ!1布血及び採血斤jビニーノレ管等についての試験のほ

か3 規格試験として新たに歯科材料（エポキν樹脂製

品等〉についての各種試験を行なった。

衛生材料（24件〉については局方脱脂綿，タオノレ，局

ガガーゼ，巻！Iii!！帯，コットシポーノレ等の試験を行なっ

ているが，概して品質は向 tしており不適品は極めて

少なく，僅かに巻車1b帯において長さが標示の半ばに過

ぎ、ないものがあった。

収去試験の中で化粧品（266件）では，顔面用クリーム，

イ七粧水等について主として 2.3月に3 また頭髪mトニ

ツク，ポマード，スプレー等について 6.7月及び 8月

( 34 ) 

にp いずれも衛生上の害否を目的として有害·J~j：物質合

有の有無試験を行なった。その結果少数（約12%）の不

適品を検出したが，その主な理由は表示成分を含まな

いこと，許可外色素を含有すること，及び特殊成分を許

可の隈度以上に含有することによるものである。

）！？只.(382件〉については，ゴシドームの試験を 5月

に，また， n＼；~合糸の試験を11月に行なったが，ゴシド

ームについてはピシホーノレによる不適品が半数（52%)

を l~l めていた。然し，伸長力による不適は見られず，重

量不足によるものは極めて僅か（約8%）であった。ま

た，縫合糸では所定の基準に不適として判定されたも

のが極めて多く，その不適理由がヨリ回数によるもの3

ヲリ方によるもの，重量によるもの等であってゴシド

ーム，縫合糸いずれも今後の品質の改善が要望される。

衛生材料（38件）については（2.3）月及び主として 8

月に脱脂綿，ガーゼの試験を行なった。これらの中には

2月に起きた都内池袋の乱売に関する送付検体も含ま

れている。試験の結果不適品は案外少なかったが3 そ

の不適理由からみて，これまtc.，今後の品質の向上が望

まれる。不適理由として脱脂綿では綿塊，わら屑，人

毛等の異物の混入によるもの，また，ガーゼでは長さ

の不足，吸水力の不良，沈降時間 1分以上，紫外線下

で後光を認めるもの等である。

玩具については 4.5月及び6月に主としてセノレロイ

ド製品について試験を行なっており，不適品は少なか

ったが，そのいずれも乳児の口にする玩具であってそ

の附属のリボン（青色及び黄色〉から有害な塩基性タ

ーノレ色素が検出されているO

調査研究の商では前年に引き続き 3 麻薬，化粧品及

びm具の研究を行ない行政上の参考資料をつくると共

に3 学会その他に報告した。主なものをあげるとパー

マネシトクエーブ用剤試験法の研究，紙新iの品質に関

する研究，化粧品の特殊成分に関する研究等である。

それと共に摩生省依頼による化粧品基準作成に関して

調査研究を行ない得られた資料を提出し，薬学会協定

呑粧品試験法作成，化粧品原料規格作成，用具の JI S 

規格作成に協力しp それぞれ成果をあげることができ

た。



第四章調査研究事項

I ブドウ球菌コアグラーゼに関する研究（目。

ブドワ球菌（以下プl~T と略す）の病原性判定の指標

とされているコアグラーゼ（以下「ゴJとII陪す〉が抗

原的に異ることについてはすでに前報1.2）において報

告したが，その後さらに新らしく型を追加することが

できたので，新らしい型の「ゴJの抗原特異性につい

て，さらにこの2型をも含めてプァージ型との関連性

について研究を行なった結果について報告する。同時

にまた 7型の「コJをn=Jいて正治’人rm清の「コJt/i:f* 

Jilliを測定した結果について平l~t与するの

実験方法

1. ＇（史 JT:JJ~T株

前現において用いた「コj標宰菌慌のほか℃3 新ら

しく標窄旅として加えた， Stp 12株（「コJH型，病

巣由：来）および St-1125株（「コJVII Bl！！，食中青山

寺

喜

養

野

善

寺

辺

治

武

夫
E
 

~E) を使用した。またこれらとは別にブァージ型との

関係を検討するためにブァージ型別可能な 112株を）｜］

いた。

2. 「ゴJ型別および印中抗体価測定は前報の方法

によったο

実験成績

1. 新らしく追加した「ゴ」型の特異性

前線においては「コJI型からV型までの特異型に

ついて抗血清を調整し得たが， BVM-16株の「ゴJ

に吋してはついに抗「コj血清を作り得なかった。し

かしながらその後この型とは明らかに異る 3 さらに新

らしい2型を追加することができた。この型の特異性

はそれぞれ第 1.2表に示す通りである。

「ゴJVI型については第 1表・に示すごとく， E型！と

第 1表 羽型コアゲラーゼの類属反応

~寸'i:n'Jl 作m 血 j育 ；市 釈 度 対－
ゴアグラーゼ

ご清 時間 4 8 16 32 64 128 256 512 1024 2049 4つ968工9216384 照

工 一 一 一 一 十

III 3 一 一 一 一 ート イ ト

24 一 ート 十 イー 十 十 ＋ 
J[ 

工 一 十 ＋ イー ト ｝ト
→ 

百 3 十
→－ 

斗叩 + 十 十 十 十 十 十

24 ート 十 十 ト ート 十 十 + 十 十 ー「 十 ート

l 一 一 』ト

班 3 一 十 イー + イー -l 一卜

24 十 十 ート 十 十 十 十 』ト 一「

vr 
l 一 一 一 → ←ト

VI 3 一 一 一 一 一 一 一 ート ート ート

24 一 一 一 一 一 一 一 十 + + 十

、、J／
P

F
D
 

丹
、

υ
〆
｛
＼



させた場合は抑制することができない点から，同型は

それぞれ異った型のものであるといえる。班型「コ」

以外との間にはこのような関係はみられず〉第2表J二

段はこの関係を示している。

「コJTII型の特異性は第2・3表に示した。すなわ

ち第2表下段において I型からVI型までの抗「コ」血

清を四型「コJに作用した場合，各抗血清ともこの

「コj作用を抑制するものはなかった。この「コjに

ついては現在免疫中なので交叉中和試験は行なってい

ないが，健康者血清中の「コJ抗体を測定中たまたま

四型「ゴjを特異的に抑制するものがあったので？と

の血清を月7いて I型からVI型までの仁コ」と作用して

中和試験を行なった結果が第 3表である。健康者血清

（古池）はvrr~~ 「コj に対してその中和力価64倍を示

すにもかかわらず， 工型からVI型までのいずれに対し

ても中和能を有せず，これからしても刊型「ゴJは特

異的な型に属するものであることがわかる。

2. 「コ」型とブァージ群との関係

ブァージ群と「コ」型との相関空I：：については，前平l誌

においても報告したがこの関係

をより精細に検討した結果を第

4表にまとめてみた。すなわち，

ブァージ型別可能な 122株につ

いて「コJ型別を行なった結果，

プァージ工群菌55株中すべてが

「ゴJIV型に一致し？ブァージ

宜群菌19株中すべてが「コJv 

型であって3 この両者の相関性

はまったく否定する余地のない

ものとなった。

一方ブァージE群商中には

「ゴJI型，立型， E型， VI型と HWが存在しており？

プアージE群l主iは「ゴJを指標とした場合同一j宣伝系

によるものではないことがわかる。プァージ亜群1=j::iに

は他の I, JI i時とは異り，多くのパターンがあるので，

VI. VIl型コアグラーゼの特異性

ラ
！
ゼ

ゴ
ア
グ

度手尺希f清血
用
清

第 2表

作
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正常

:j:jcI 

わtJI 

抗直

抗百

抗V

抗VI

正常

抗 I

i!LJI 

tti::m 
抗町

抗V

抗官

刊

日

は凝聞に 3時間を要する＊ 

人血清の刊コアグラーゼ特異的阻止作用

血 コアグ 血 清 希 想ミ 度 対

清 ラーゼ 4 8 16 32 64 128 256 512 1024 2048 日召

I イ イ勾 十 十 十 十 十 十 十 -! 十

JI 十 十 十 十 -! 十 十 イー イー イー 十
τlコiゴ

班 十 十 十 十 十 十 十 十 十 ＋ 十

IV イー 十 十 十 十 ーし 十 十 十 十

j也 v 十 十 十 十 十 十 十 十

日 十 十 十 十 十 一卜 十 + 十 十 十

四 十 十 十 十 十 十

第 3表

コアグラーゼ型とファージ群との関連性

ブァージ型 ゴアグラーゼ型

昨 i菌株数 I 宜 車 百 v VI 

工 55 55 

JI 19 19 

百 41 ］～ 12 19 9 

JV 4 2 1 

コl.r田じ辺！？、I 3 1 2 

122 14 19 56 22 10 

第 4表
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の聞に交叉反応を示している。すなわち直型抗「コ」

血清に班，判型「ゴjをそれぞれ作用させた場合に，

］［型「ゴJは 1n寺問で＇1;'c「コJ血清の8192ff'r, VE'IQ 

「ゴ」では 128倍まで反応が抑制されている。 3時間

ではE型が4096倍まで反応、が阻止されているが，「コJ

R型ではすべて凝問を生じておりその差が明らかにな

っている。E型「コ」では24時間作用させても256倍ま

で反応が阻止されている。これとは逆に， VI型抗「コ」

血清にTII, VI型「ゴ」を作用させた場合では3 1時間

で， IIT, VI型ともに抗「コ」血清の8192倍まで反応が

阻止されており 3 31時間では日型が2048倍まで， :m:iw
が 256倍までとなっていてp その差はE主I折：血清を作

用したll~j とは逆の態度を示しフ 24時間作用ではさらに

との差は明らかとなっているの結局両型とも単時間の

作用ではi也型の f:::r_I作用を阻止するがp 長時間作用



べての抗体をもつものは 5倒（5%）であった（第 1

図）。 またいずれに対しても抗体を有しないものは 14

倒（14%）で，前報において 5種の「コJを用いて測定

した場合に24.3%も抗体を有しないものがあったのに

比較して，抗体無保有者の数が二宮るしく減少してい

る。

つぎに各「ゴjに対する抗体価｜二昇の度合について

．
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三
日

各コアゲラーゼ抗体価の出現度

ゴアグラーゼ型
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そのうちのどれかのパター γ，あるいはいくつかのパ

ター γの組合せと「ゴj型との問に関連性があるのでは

ないかと推測されるが3 現在のところそのような関係

はまったく証明されていない。 42Dブァージに対し感

受性を示す菌をブァージ百群に分類しているが3 「コ」

の型ではTI型， V型， 羽型，四型（「ゴJVil型標準株

が該当する〉の4型がこれに属しており，直群菌同様，

ブァージ君主Iと「つjJ型の相関＇i{J：は証明されていない内

しかしながらブァージ百群のもので「ゴjIV型＇ v型

を示すものはなく， I, I群のものとE群のものとは

まったく違った1詩型で冒ある。

3. 正常人血清の「ゴJ抗体

正常人の血清 100仰について「ゴJI, TI, TII, IV, 

V, VI，四型の 7型を抗原として「コj抗体の有無・な

らび、に抗体価上昇の度合を測定した結果を第 1図およ

び第5表以下に示した。

まず抗体を持つ頻度についてみると，抗体を1種以

上もつものは86例もあり， 2種以上のもの68例と，い

くつかの抗体を持つものは数とともに減少し， 7種す
44 31 38 57 4工46 21 

各コアグラーぜ抗体の出現率第2図コアグラーぜ抗体の分布第 1図
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検討‘してみると第 5表の通りである。各「ゴJ別では、

W型に対する抗体を有するものが最も多く 57例あり，

ついでE型の461fil，刊型の4417il, JlI型の41例p V型の

3517il, VI型の恒例， I型の21例の顕であった（第5表，

第 2図）。

第 3図 力価男IJにみた抗体の出現数
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4x 8 x 16 x 32 x 64>< 

コアグラーゼ抗体力佃i

抗体価別にみると第 3図のごとく最高が 128倍で18

例，ついで65倍のもの29倒， 32倍のもの45倒， 16倍の

もの 57倒， 8倍のもの61倒P 4倍のもの 68倒であっ

た。各「ゴJ別に抗体価上昇の度合をみると（第 5表），

抗体出現頻度の最も高いW型が抗体価J：：＂.昇の面で、も顕

著であり 3 128倍の抗体価を有するものが7例，つい

で：1:1:！現度の高いE型が6例であって，いずれにおいて

も抗体価上昇と抗体出現度との間には一定の関連性が

うかがfつれるの

考 察

「ゴJの抗原的異同について Rammelkamp3〕らが

1~8>' 

報告して以来， Duthie4), Barberら5）詳養寺ら1.2〕

によってかなりくわしく研究がおこなわれてきたが，

「コ」型別とブァージ型別および血清学的型別との関

係を研究したものは少く，わずかに Barberらのによ

って報告された「コj型とブァージ型との関連性につ

いての研究， Oedingら6〕による血清学的型別とプア

ージ型との関係についての研究等が見られるにすぎ

ない。われわれは前報において「ゴJ型とブァージ型

との聞に一定の関連性を認め， Barberら5〕の成績と

ほぼ一致した所見を得たが，関連性を強調するほどの

例数がなかったので，本報においてさらにくわしく研－

究を行なった。 「ゴJの特異型についても新らしく 2

型を追加することができたので、総~－1· 7型と，さらに型

別不能の工型を証明するととができた。とれらすべて

の杭血清を用いるならば「ゴJによるブ菌の分類はプア

ージ型別以上に型別率を向J：：＂.させることができるであ

ろう。またこれによるブ菌の感染原や食中帯の汚染原

の迫究法としての基礎的研究屈もほぼ完成されるもの

と考えられる。

「ゴj型とブァージ型との関連に関しては、ブァージ

I群55株中すべてが「ゴJIV型であり‘ブァージE群

の19株もすべて「ゴJV型に一致することから p ブア

ージ I, IT群と「ゴ」 IV, V型との関連性が確証され

た。しかしながらE群弓 IV:f時中にはいくつもの「ゴJ

型が証明されており，さらに「ゴJが直接ブァージを

I吸着しない点などからのブァージ型と「ゴJ型とのj宣

伝性を支配する因子は別のものであると考えられる。

ブァ ~vI 群， E昨のものであっても「ゴJ 型とブア

ージ型とを支配する遺伝子が連帯して持布するために

一致した関係が現われるのではなかろうか。

ブァージ型はしばしば感受性の面で変化がみられ，

ある集落あるいはある時期に得られたものが型別され

たり，きれなかったりして成績判定が困難の場合があ

るσ しかるに「ゴJ型は常に不変であって「ゴj型を

追跡している限り混乱を生じない。

「コJ抗原 5型を用いて健康成人血清の抗体価を測

定した実験成績1前報に報告したが，その成績では

24. 3%が「コJ抗体を保有していなかった。本報では

7 D~b~の抗原を用いて測定した結果，抗体を保有しない

ものは14%に減少しており，成人では大部分のものが

「ゴj抗｛本を有していることがわかるハ

？企士 E'6. 
Hロ 日間

1. 「コJ型の新らしい 2型を追加することができ

たので，総計7型の「コ」を分類することができたハ

C 3$ I 



ι 

2. 「コJVI型はE型との聞には類属反応のあるこ

とがわかった。

3. 「ゴ」型とブァージ型との間に関連性が証明さ

れたつしかしこれはブァージI群， E群と「コJ百型，

V型との聞に関してだけであって， III群との間には証
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日 ブドウ球菌コアグラーゼに関する研究 CW)

（ブドウ球薗食中毒の疫学調査におけるコアグラーゼ型別の応用について）

プドク球菌（以下プ菌と｜略す）食中毒の汚染原追

跡法として，数年来ブァージ型別法が用いられてい

る。われわれもこの方法により汚染原の追究を行なっ

ているが，しばしばプァージ型別不能なものに相遇し

て，型別の成果を期待し得ない場合がある。そこで、わ

れわれは前報1.2）で報告したゴアグラーゼ（以下「コ」

と略す）型別法を食中毒の汚染原迫究法として応用し p

「コ」型別法が，プ菌食中毒の疫学的調査法として優れ

ていることを確認することができたので、この点につい

て報告する。

実験方法

1. 「ゴ」型別法

前報1.2〕の方法にしたがい， 6 現~のわt 「ゴj I(ll清を

用いてPiM別を行なった。

2. プァージ型！別法

N. C. T. C phageをmい， Williamsら3）の方法に

よった。

3. 血清学的分類法

秋山の方法めにより，アノレカリ処:F~［を JTJ いてスライ

ド凝集反応を行なった。

4. 生物学的·i~I：：状

プドワ球菌検査指針5）の方法によったσ

実験成績

1. いなりずし食中毒例

本中毒の発生状況は第 1表に示したごとく，いなり

ずし3 のり巻弁当によって発生したものである。昼食

汗！として 202名に給食して 106名がfl恒吐・下痢を主徴

とする中毒症状を呈して発病した。原因食と推定され

た食品はいなりずし及びのり巻ずしが一箱に詰められ

たものである。閣の分離はすしの油揖，米飯およびの

り巻ずしに分けて行なった。食品材料別に菌数を算定

善養守＝ 許！？

寺山 武

辺野喜 E 犬

北村久寿久

した結果，それぞれ lg当たりの総生菌数は，油揚で

は190,000,000コ，米飯では23,000, OOO::r，のり巻ずし

では 2,100,000コであって，いずれにおいてもその約

半数が， 「ゴ」陽性， マシニット分解明：の黄色調を呈

する Staphylococcusaureusであった。この結果か

ら最も菌数の多い油陽が最初に菌の汚染を受け，その

第 1表 いなりずし食中毒の発生状況

発 生 年 月 昭和35年 2月

発 ~！：. 場 所 東京都台東区某工場

発 生 状 j兄 202名中 106名

症 状 日匝吐・下痢

推定原悶食 いなりずし・のり巻・弁当

I草i ？出 ：燭 エ90,000,000

米 飯 23,000,000 

数
のり巻ずし 2,100,000 

材中｜をmいてすしを調製したために米飯にも多数の閣

が増摘したものと考えられる。また3 のり巻ずしでも

同一性状のプ荷が検出されたのは調製時の汚染による

ものであると思われる。マスターテープノレにより推定

した結果と菌検査との成績から，本食中毒はたいなり

ずしW によるものであると推定された。

分離菌の由来とその性状：汚染原を追求するために，

原因食品以外に，調理人6名の手指および鼻前庭から

菌の分離を行なった。とくに調理人の一人は弁当調製

時にはほとんど治癒寸前であったが，｜ご｜唇に小さな化

膿巣を有していたので，おそらく鼻前庭には，その化

膿巣と同一の菌が保持されていて，中市原岡となった

ものであろうと推定された。

おのおのの原悶食および調理人の手i＇日と口符化 Jj農巣

( 40 ) 



第 2表いなりずし食中 毒 の 汚 染 原 調 査

生物学的性状

11¥i の由米 マト コ l

踊
：容 ゲ

ン アゼ
lllJ. 

ラ
グ チ一〕

ヅ ブ 1生 y 

ート 十 十 ート 十

いなりずしj支部 イ日 イー 十 一 一
十 十 ート ート イー

十 十 十 一 一
いなりずし飯部 十 十 十 十 十

＋ 十 十 十 十

のり巻ずし
十 イー E十 ート ト

十 十 十 十 十

笠原行男，手指
十 十 十 十

戸ト 十 十 一 ー』同．

；吉井喜作，子指 十 十 十 十 ト

長谷川勇，手j：旨 十 ート ー十 一 一

笠原えみp 手指
十 十 十 -l 十

十 Jト 十 一 一

笠原えみ3 口辺
戸ト 十 十 十 十

十 十 十 十 十

す容器し入 ーロー 十 十 十 十 一

岩崎静子指 十 イ司 ート ート 十

宕 11時首長仁l辺 ート ート 十

から分離したア守菌の諸生物学的性状は第 2表に示した

通りである。表から明らかなように，ほとんどの分離

菌が「コj陽性，マシニット分解性，食塩iM性， j容血

京産主！三，ゲラチン分解·I~！：，および： 1il~酸塩還元性で、あり 3

わずかに溶血京、およびゲラチン分解｜陰性のものがある

にすぎず，生物学的性状からみた場合いずれも同一系

の菌であるかのごとき印象を忌している。秋山の方法

により，血清学的分類を行なった結果で、は抗原2を持

つものと持たないものに大別された。ブァージ型別で

は大多数のものが]1fif53に感受性を有するものであっ

て，抗原 2を有するものも有しないものもl可ー性状で

あったがp 調国人の 1人の仁l辺イ七！股巣から分離したも

のは工群29/52/80に感受性を有していて，明らかに原

因食由来の菌と異ることがわかった。同様にまた，

「コ」型別法によっても原因食由来，その他の調理人

の手指由来のものが宜型であるのに対してP 仁｜辺化m長

巣由来のものは町型であって，原因食由来のものとは

1~i ｝塁

関空

塩元

ート

十

イ四

十

十

十

十

十

十

斗ー

十

十

十

→叩

斗ー

十

十ー

ート

十
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1/i: 原構造 Ct火山法） ブ ゴ m~
一一 ， ー 晶 一
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型 ゼ

一 一 一 53 JI 

一 十 一 一 一 53 JI 

一 十 一 53 JI 

一 一 一 一 一 一 53 JI 

一 十 一 一 一 一 53 JI 

一 十 一 一 一 一 53 五

一 一 一 一 一 一 53 JI 

一 イー 一 一 一 53 JI 

一 一 一 一 一 一 53 JI 

一 一 一 一 53 JI 

一 十 一 一 一 53 五

一 ト 一 一 十 一 JI 

一 十 一 一 一 一 53 JI 

一 十 一 一 一 一 63 JI 

一 十 一 一 一 十 129 'SC 百

一 十 一 一 一 一 129 vsc 町

十 一 一 一 一 十 一 一

一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一

明らかに異った菌型で、あることが証明された。

本食中毒倒では当初疫学的に汚染原であると推定さ

れた食品取扱者の 1人がブァージ型別および「ゴJ型

加によって明らかに否定された例で、ある。 この場合

においても，生物学的性状およびl芸i体抗原の分析だけ

では｜司ー性状のものと見倣されるおそれがあるので，

第 3表氷あずき食中毒の発生状況

予告 生 司王 月 昭和35年 8月

発 生 場 月？ 上野公園

発 生 状 況 54名中 5 名

症 状 日区吐＠下痢

推 定 原 因 食 ガくあずき（あん〉

1 11,000,000 
菌 3耳jぜへr 

2 3,900,000 



汚染原の追究にはあくまでプァージおよび「コJ型別

を主体としp 生物学的性状および血清学的型別は参考

にとどめるべきと考えられる。

2. 氷あずき食中毒例

本食中毒は第 3表に示したごとき発生状況によった

もので，小規模な食中毒倒であるが，汚染原の追究を

ブアージ型別および「ゴ」型別により行なった。推定

原因食は氷あずきに用いた、あんd によるもので，

分離菌の大部分が「ゴJ陽性，マシニット分解性の

Staphylococcus aureusで－あった。食品取扱者5名に

ついて手指および鼻前庭から菌の分離を試みたが，そ

のうちの 1人の手指からのみ「ゴJ陽性ブ菌を検出し

たにすぎなかった。分離菌のブァージ型および「ゴJ
型は第4表に示した。表から明らかなように，この場

第4表氷あずき中毒の汚染原調査

菌の由来

原

工

: 1:1 
53 IT 

因 53 IT 

3 53 IT 

1 I子
鼻前庭

食

2 I手指
品l 鼻前庭 l十

ll足 3 手 指 l十 I+ I 53 IT 

鼻前庭

扱 4 子

鼻前 j定｜十

者 I 5 I子指

鼻前庭

合には、あんミおよび食品取扱者の手指から分離され

た菌はいずれもファージ班群53に感受性を有し，「コJ
型でもすべてE型であって，両者から同一型蘭である

ことが確認された。

3. プアージ型別により菌型を誤判し易い倒

以上はいずれもブァージ型別と「コ」型別との結果

が一致した倒で‘あるが，食品その他から分離される菌

は必ず、しも 1つのブァージ群にのみ感受性を有すると

は限らず，いくつかの群にまたがって感受性を有する

ものがあるO このような場合に誤った判断を下し易い

ということが「ゴJ型別の研究から明らかとなった。第

5表はその 1倒を示したものである。表中，名古屋倒

では42E/6/7/47/75のブァージパターンを示すものが

「ゴJE型であって，これと非常に類似したブアージ

パターシを示すものが同一系列のものから分離され，

42E /6/7 /47 /75/55/71というパターンを示した。これ

第5表 7ァージ型別により誤判し易い例

分離菌 ブ ァ ー ジ 型

名
la 42E/6/7/47/75 宜

古
5a 42E /6/7 I 47 /75 IT 

屋
lla 42E /6/7/47/75 IT 

lb 42E /6/7 I 47 /75/55 /71 v 
一一一一一－－一一ー 一一

111 I ト1（原因食）

J 13由工（｛七膿巣〉

梨｜ト1（糞便）

53十

日3十

53/42D 

E

E

V

 
は42E/6/7 /47 /75にE群の 55/71が加わり， ill, :rr群

の混合群であるが，食中毒倒から分離されるものはそ

の大多数がE群であり p また同じ系列のものと大体に

おいて類似しているために同一菌型！として取扱われる

おそれがある。この両者を「コJ型別を行なった結果，

42E /6/7 /47 /75のパターンを示すものは「コJIT型で

あり， 42E/6/7 /47 /75/55/71のパターンを示すものは

「コJV型であって，明らかに両者は異る菌型である

ことがわかった。ブァージ群：と「コJ型の関連につい

て前掘に報告したごとく，「コJV型はブァージEi洋

に属するものであるから，この菌のプァージ型の主体

は瓦群にあることがわかる。

また表の山梨何では原因食および化膿巣からの菌が

ブァージE群53で， 「ゴJ型はE型であったが，食中

毒忠者の糞便由来のものが 53/42Dの混合群で「コ」

型はV型で、あって明らかに原因食由来のものと異って

いるO この倒においても糞便由来菌はプァージパター

ンのE群が主体となるのでなく， IV群42Dのパターン

が主体となっているo

考察

食中毒汚染原追究あるいは，ブ菌流行の疫学的調査

法としてはブァージ型別法が用いられており，一部に

血清学的分類法が応用されているに過ぎない。われわ

れもブァージ型別法や Oeding6.7）の方法による血清

学的分類法を応用しているが，かならずしも良好な結

果が得られていない。そこで本幸｜えでは食中毒倒につい

て汚染原の追究に「コJ型別法を応用した結果，かなり

良好な成績を得た。本幸I~の食中毒｛却においても生物学

的性状による分類法は何ら分類学的意義が認められな

い。また同時に行なった秋山法による菌体抗原の分析

によっても汚染原追究法として優位性を認めることが

( 42 ) 



できなかった。生物学的諸性：！？；においても，抗原構造

においても共通した性状を示すブ菌でも，ブァージ型

店により －）＼•l格4群に分類されるので，この方法によれ

ばかなり分類成果を期待できるが，一般にブプージ型

別可能な閣は病巣由来のもので80%前後であり，食中

毒倒などではわずかに30%が型別可能であるにすぎな

い。さらにまた中毒の際に分離されるものはほとんど

ブァージE群のものであり， 「コ」型別によればブア

ージ直群に属するものが 5型に分類されるのでp 「コJ

J目別法は食中毒の疫学調査にすぐれた方法と云える。

ブァージ型別で， 2つの群のブァージにわたって感受

性を示し，主lfi1IIとなるブァージ・パターシが極めて酷似

しているが，一部のブァージに対し感受性の異なる菌

株が，同一事例からかなりの数に分離された場合3 こ

れらの菌株をブァージ型別のみで的確に分類すること

は不可能と忠われる。ところがp このような菌株につ

いて「コ」型別を行うならば，容易に菌型を決めるこ

とができる。たとえば，プアージ型の工群は「コJIV 

fil!に， JI;fl:'I:は「コJV型に一致するもので， 2つの群

に感受性を示す菌株でも 3 「ゴj型が町型であれば，ブ

アージ型は工群に， V型であればプァージE群に属す

るものであると推定し得て，ブァージ型別の混乱をな

くすることが可能となるO したがってP プァージ型別

を行ないえない場合でも， 「コj型別によりかなり正

確に菌株の型別が可能であり，もしできるならば＼両

型別法の併用が，本菌による食中毒汚染原の追跡のみ

でなく，本菌感染症の流行調査にも望ましい。

( 43 ) 

結論

1. ブドク部~I食中毒の汚染原追跡方法として，

fコ」型別法が良好な成績を示すことを認めたc

2. ブァージ型別法により，菌株の型別の困難な場

合，あるいは誤って判定するような場合でも， 「コJ

fil!別によって容易に型別し得る。

3. ブァージIおよびE群に属する11¥i株は，「コ」型

加ではそれぞれ 1つの型に分類し得るのみであるから，

この群に属する菌株については「コJ型別のほかにブ

ァージ型別の併用が望ましい。

4. 「コj型別法とブァージ型別法とを併用してブ

菌食中毒の汚染原を追跡した事倒を報告した。
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JI[ ウェノレシュ菌による食中毒の研究

( 1) 熱抵抗性ウェルシュ菌の分布について

緒 Eコ

ワェノレVュ菌は長い間，ガス壊症の原因菌としての

み知られていた嫌気性菌で、あったが， 1943年，英国で

本菌のうち 100。C, 1～5時間の加熱に抵抗性の芽胞

を作るA型菌の変異株1）およびドイツ等では同様に熱

抵抗性を有する F型菌による食中毒倒2〕が報告され3

この種の菌による食中毒が近年注目を引くようになっ

てきたO

普通，食中毒の場合3 嫌気性菌の検索はボツリヌス

菌を疑う時のみ行なっているので，食中毒のうち，原

因菌不明とされている幾剖かは，クェノレνュ菌による

ものである可能性がある。しかしこれについてわが国

では数倒3.4. 5. 6）が報告されているにすぎない。

われわれは本邦における本菌による食中毒の発生ノ

表 1

辺野喜正夫

西条頼広

の可能性を考慮、して，本菌の基礎的研究の第一歩とし

て食中毒に関連の深いふん使および土壌等における本

菌の分布について調査を行なった。

なお，嫌気性菌の｜可定方出について従来は相当繁雑

な術式が多かったので‘あるが，近年ナイオグYゴレー

トあるいはカゼイシの加水分解産物である TRYPTI-

CASE等7.8〕を用い，嫌気的操作を行なわなくても割

合容易に生化学的性状を観察することが出来るように

なって来た。われわれは TRYPTICASEを主体とす

る確認培地を用いて生化学的試験を行ない好成績を得

た。

実験材料及び方法

A) 実験材料は表1に示す如くである。

すなわちヒトのふん使は昭和35年 5月から 6月まで

採集地域 採集時期 備 考

ヒ のふん使 東京都 23区 健康者ふん便

イ ヌのふ ん便 II 34.10～ユ2 三河島野犬抑留所

ネ ズ ミのふん便 II 34. 9～ 12 当衛研三河島分室

土 壌 II 35. 5～ 6 

34.12～ 35.12 当衛研獣医衛生科に於いて採取

の聞に採取した健康者ふん使であり，イヌのふん便は

34年10月から12月までに三河島野犬抑留所において採

取した。ネズミのふん便は34年 9月から12月の聞に当

研究所三河島分室において採取した。土壌は35年5月

から 6月までの間に，直接ふん｛更による汚染のないと

思われる場所，とくに神社仏閣の境内等，人畜のあま

り入らぬ場所を選び，地表下10乃至 15crnの土壌を採

取した。 iム！；製品は当研究所獣医衛作下｜における被検体

からj;{(fl記しずこO

B）実験方法

i) 増菌および分離方法

ふん便および土壌は使用前，あらかじめ pHを 7.6 

に調整した肝々ブイヨンに材料を投入，コツホ釜で

100°c 1時間加熱後速かに冷却したものを牌卵器に入

れ， 37°C18時間増菌後，ツアイスラー血液寒天板に

塗抹し，真空デνケーターに入れ Hosenthal法で嫌

気状態としフ 37°C48 Ii主問 i ，＇~i養しこれから湛｜を分断

した。食品は PolymyxinB sulfate 添加iナイオグ

リコレート培地で増菌した。

( 44 ) 



ii）同定方法

ツアイスラー血液寒天平板上に発育した集落から釣

菌し，表3に示す確認i昔日自に穿刺，嫌気的操作を行な

わずに培養を行ない，乳糖・プドワ糖・庶糖・硝酸塩

還元能・運動性f・ゼラチン分解能・インドーノレ鹿生能

表 2

ブドワ糖｜乳 糖｜庶 糖

－干－－T--+-----r-－干一

および牛乳に対する stormyfer men ta ti onの有無

などの生化学的諮性状を観察した。また Rosenthal

法によって，卵黄寒天平板をHJいp レνチナーゼ産生

能を観察し，かつ形態学的観察を行ない菌を同定した。

表2はワェノレνュ菌の一般性状を示すものである。

V：不定を意味し，牛乳 St.F.とあるは stormyfermentationの！略である。

iii) 確認培地の組成

この実験に用いた確認培地は BBL製品である

TRYPTICASE (A pancrea:tic digest of casein) 

を主体としたもので，ブドワ糖分解能観察にはTRY-

PTICASEブドク糖寒天培地を，運動性・乳糖分解能観

察には TRYPTICASE乳糖鉄寒天i有地を，インドー

ノレ産生能および硝酸塩還元試験には TRYPTICASE

硝酸塩出J也を，ゼラチシ分解試験にはサイオグリコレ

ートの入ったゼラチン培地を，牛乳に対する反応を見

るためには還元鉄片入り牛乳培地を）甘いた。その各々

の組成は表3に示す如くであるO なお， pHは7.2に

調整したものを使月jした。

表 3

a) TRYPTICASEプドヲ糖寒天培地

TRYPTICASE 

プドワ糖

寒天

20g 

5g 

3. 5g 

B. T. B. O.Olg 

＃三 洛J 水 10001111 

b) TRYPTICASE乳糖鉄寒天tig[j也

TRYPTICASE 20g 

j措 lOg 

1流選第一鉄 0. 2g 

寒 7( 3. 5g 

1il~水亜硫酸ソーダ 0. 4g 

チオl流自主ソーダ 0.08g 

プエノーノレレッド 0.02g 

？！~壬 濡i 水 lOOOmL 

c) TRYPTICASE庶糖寒天培地

TRYPTICASE 20g 

育、 糖 lOg 

寒 フミ 3. 5g 

ブエノーノレレッド 0.02 

溜 水 10001111 

d) TRYPTICASE硝酸塩培地

TRYPTICASE 20g 

第2l燐酸ソーダ 2g 

ブ ドワ糖 lg 

寒 天 lg 

M 酸カ リ lg 

J若手 出1 水 10001111 

e）ゼラチン t~i i出

サイオグリコレート培地 lOOOml 

ゼラチン 60g 

無水亜硫酸ソーダ 0.lg 

f) 鉄牛乳培地

牛乳を小試験管に分註！＿.，P 之に還元鉄片を入れ

たもの。

g）卵黄寒天培地（McClung)

よく洗った卵黄を等量の食塩水で、平等にほぐし，

寒天培地に10%の割合に加えたもの。

h) ソノレピシ酸・ポリミキVシ添加

サイオグリコレート上音地

サイオグリコレート培地 10001111 

ソノレピシ酸 lg 

ポリミキνシB硫酸J1[ 20mg 

pH: 5. 5に調整

実験成績

実験材料各倒からの熱抵抗性ワェノレνュ菌の検出結

果は表4に示す如くであるO

表 4

便
一
便
一
便

ん
一
ん
一
ん

一

一

ふ

ふ
一
ふ
一
の

の
一
の
一
、

ト
一
ヌ
一
ズ

ヒ
一
イ
一
ネ

59.0 

45.6 
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すなわち，ヒトのふん便では500件中110件陽性で陽

性率22.0%，イヌでは400件中236ftl二陽性で陽性率59.0

%，ネズミでは 500件中 228件陽性で陽性率45.6%, 

土壌では 500件中22件陽性で 4.4%，食品の内， i苅製

品（ハム及びソーセージ〉においては 500件中11件で

陽性率 2.2%であった。

総括および結論

東京都23区におけるヒト・イヌ・ネズミのふん便・

土壌および食品のうち肉製品（ハムおよびソーセージ〉

における熱抵抗性ワェノレνュ菌の分布を調べた。その

結果，ヒ卜のふん便では22.0%，イヌでは59.0%，ネ

ズミでは45.6%の如く 3 かなり高率に分布している事

が判明した。このことから本菌による食中毒発生の京

地は充分にあるものと考えられる。

また土壌においては4.4%と低率で，かつ同一場所で

同時に二検体の資料を採った場合でも同一結果が得ら

れず，その分布は均等なものでなく局部的なものとj＇住

定される。なお，食品中，内製品ハムおよびソーセー

( 46 ) 

ジにおいては 2.2%と低率であった。

本論文の要旨は第16回日本公衆衛生学会総会（神戸・

1960）に於いて発表した。

参考文献

1) Hobbs, B. C., et al. (1953) : J. Hrg., 51, 75 

2) Oakley, G. L., (1947) : Brit. Med. J., (1) 269 

3) Yamagata, H., et al. (1959) : Jap. J. Micro-

biol., 3, 4, 365 

4) 山県宏外：山口県衛生研究所年報 第1号 13, 

1958 

5) 中村豊外：北海道衛生研究所特報 1959

6) 青山巌外； 日本伝染病学会雑誌第34巻第 6J寸

634, 1960 

7) Marshall, J. D. et al. (1955): Kitasato 

Arch Exper. XXVIII, 3～4. 1 

8) Schaub, I., et al. (1958) : Diagnostic Bacte-

riology. C. V. Mosby Co. 



Salk型ポリオワクチン接種幼児の

血中々和抗体の産生
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荏）京病院小児科

墨田病院小児科

第 11現と第2回の問は 1カ月，第2回と第 3回の間は

6カ月であった。

血清採取は各国のワクチン接種目寺に行なった。

中和抗体価の測定は I-IeLa細胞培養系を使って，血

清希釈法によって行なったO 血清希釈に等量の 100

TCIDsoのワイノレス液をj見合し，室温1時間作用した。

この混合物を 0.leeずつ3 それぞれ2本の細胞培養管

に接種し， 4El間廻転培養した。細胞変性効果の有無

によって成績を判定した。

抗体価の表現はlOOTCIDsoのワイノレス量を中和する

血清最高希釈倍数を以ってした。

中和試験に使用したワイノレス株はI型 Mahoney株，

E型MEF-1株， E型 Saukett株で3 予研竹森博士の

御厚意により分与された。

ポリオワクチン免疫の真価は，他のワクチンの場合

同様3 病原体の自然感染に遭遇した後で，判決される

べきものである。 Salk型ポリオワクチンの免疫効果に

ついても既に数多く研究報告があって，その価値につ

いては実験室的にまた野外実験的に評価されている。

我々 は血仁！こl11:1和抗体産生を目標に，米国製 Sau王型

ポリオワクチンの免疫実！肢を行なったので，成績の概

要を報告する。

1) ワクナン接種前幼児の年令別にみたポリオM：体

保有状況

出責成験実

実験材料及び方法

免疫実験対象は，都立墨田，荏原同病院，小児科外

来を訪れた生後6カ月乃至4才の健康幼児で，被検材

料である血清をペアとして採取出来たのは67名であっ

た。

実験に使用したワクナシは米国 Parl王Davis 社製

Salk型ポリオワクナシである。

ワクチン接種は皮下及び皮1J~ 両法を行なった。 j支下

接種は1.Occ 3回， j文内接種は0.lee 3回，接種間隔は

ワクチン接種前幼児の年令別にみた中和抗体保有状況

検 査 11c イ本
抗 体 保 有 内 訳

生ド メ1コ>. 保有倒 エ 抗 体 2 七’c 3抗体

倒 数 （孟 2) I IT I[ I IT I IIT IT IIT I IT IIT 

0.6 ～ 工 24 2 l エ

1.1 ～ 2 31 9 3 2 2 l エ l 

2.工～ ス 14 4 工 工 工 エ

3.1 ～ 4 工8 8 l 工 3 l 2 

87 23 4 5 7 3 4 

4.1 ～ 10 工5 9 4 工 4 

23 ～ 35 7 7 工 2 工 3 
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ワクナジ接種前幼児87名のポリオ抗体保有状況を年

令別に整理t[すると第 1表に示したような結果が得られ

た。すなわち，抗体の保有率は年令の上昇と共に上昇

E型10/87, Ill型14/87であって， I型が最も低率で，

E型が最も高率であった。

2) ワクチン接種後の血仁！こl仁｜ニI平！！抗体上昇

し， 3.1～4才の年令層においてもなお44%程度で、あっ ワクチン接種後の血中lこ｜ごI平日抗体上昇（ワクチン接種

た。 87名について抗体別保有状況をみると， I型8/87, 前抗体価の4倍以上上昇倒）を接種前のf:/L体1illi別にま

第2表ポリオ・ワクチン接種前の抗体価と接種後抗体価との相関

川ムム ワクチン工囲接種後中和抗体価 ワクチン 2田接種後中和抗体価

別｜ ＼｜く2 2 4 s 16 32 64 128 256 512 I く2 2 4 8 工6 32 64 128 256 512 1024 

l l 

56 2 l 1 工 35 9 3 l 

工

~！： 
2 2 工ワ l 

l 
ク

l 工

ナ

ン く1司2(1  14 2 

工 工 工3 14 工5 3 3 ,l 

J妾 工 l l l l 工

種 工 工 エ l 

立｜ 工 l 

自白 l l l 

仁ド

平日

ふI八・： I <21 s6 l l 2 ユ 2 l l 

体

｛出

班｜ l 1 

l エ

工 工

2 

l I l 

表中の数字は倒数を示す。

第 3表 中和抗体価 1: 2以下幼児のワクチン接種後の抗体上昇

勇接 抗体別

工 回 接 種 f申 2 回 接 種 f麦

検 査 J克 ｛本 11m 検 査 ’体 1illi 

｛ 数 く2 2 4 8 16 32 64 子｜二 数 く2 2 4 8 16 32 64 128 

40 37 工 工 工 33 21 9 l l 工

40 26 11 l 工 工 35 5 14 12 工 3 

下 車 40 38 工 工 34 29 2 工 工 工
一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一

21 工9 ］ エ 17 工4 2 l 

19 工5 3 l 14 8 3 2 工
lj~ Ill 18 18 18 14 工 工 l エ
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とめると第 2表の成績のようになる。

すなわち 3 各型とも接種前の抗体価が2以下及び64

以！：のものは上月ーし難かったが） 2～32のものは1：昇

し易く， 11百接積によっても容易に抗体上昇を示し

た。また抗体｜：昇をワイノレス型別にみると E型が最も

良好であった。

次に，接種前の抗体価2以下のものについて，皮下，

皮内接種による抗体産生を比較してみると第 3表のよ

うになるO

すなわち，皮下，皮内接種岡群の中和抗体産主1：：.には

？古典を認められなかった。

接種幼児の数が少なすぎること，また自然感染を否

定する裏，付・けが得られなかったことなどの難点がある

ので，以 i二の実験結果から直ちに皮下P 皮内接種によ

る差異なし，との結論を出すことは差しひかえたい。

企士 号b

－ －－  mロ 悶問1

生後， 6カ月～4才の幼児67名に米国製 Salk型ポ

リオワクチシ接種実験を行ない3 次のような結果を得

fこ。

1) ワクチン接種前幼児の血中中和抗体は年令の進

むにつれて保有率が上昇したが 3.1才～4才の年令屑

にあってもなお44%程度の保有率であった。抗体をワ

イノレス型別にみると87名中9 工型は 8~g, JI型は10名，

E型は14名で， E型が最も高率で、あった。

2) ワクチシ接種後の血中中和抗体上昇は各型とも

接種前の抗体価と関係が深く，接種前の抗体価2以下

及び64以上のものはj：弁し難かったの 抗体価2～32の

ものはl：昇し易く， 1回接種によっても容易に！二昇し

た。抗体｜二昇を型別にみると E型が最も良好であっ

た。

3) 接種前の抗体価2以下のものについて，皮下，

皮内接種による抗体産生を比較したが，両者の問に明

らかな莞異を認めなかったn
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v 東京都内の野犬にふ、けるポリオウイノレス

中和抗体の検出について

1~1主主同公衆衛生部

最近北海道において小児麻姉が集団発生して以来，

本病に対する都民の関心もとみに高まり，その対策が

急がれている。我々は先に都立病院と協同でソークワ

クナシを接種した幼児における血中々和抗体の推移に

ついて報告して来た。1.2) 

今回は人間生活と非常に密接な関係にある動物であ

る犬について，ポリオワイノレスに対する血中々和抗体

を調べることにより，その検出率，型あるいは抗体価

等が人間におけるポリオの流行と血清疫学的にいかな

る関係にあるか検討を試み，最近のポリオ流行に対す

る対策に資したいと考えて，昭和34年 7月～昭和35年

6月の 1年聞に都内荒川，世田谷3 武蔵野の 3犬抑留

所ーから送付された野犬483顕の血清についてポリオワ

イノレスに対する血中々和抗体の保存率を調べたので報

告するの

材料及び方法

1. 被検血清

心臓採血により採血された血液は斜面にして研究所・

に送付された。これらの検体は直ちに遠心操作により

血清を分離し，－20°c のデープフリーヂー中に凍結

保存した。検査に先立ち56°C30分間加熱して非働性

とした。

2. ワイノレス羽；

検査に使用したワイノレスi~（は 3 工主IMahoney, TI 

型MEF-1, TII型 Saukettで，いずれも予防衛生研

究所竹森博士から分与を受けたもので，当研究所にお

いて HeLa細胞に接代されたものである。

3. HeLa細胞培養

培養瓶（池本Fil化学 K.K.製 TD 40）に増殖した

He La細胞を， pH7. 6の燐酸援街食ij［水で洗江東し，

:ti 崎 謙

坂井千

薮内 清

上木英人

多 勉

田中錠太郎

坂井富士子

村上

平山 1!3~

0. 25% Trypsin (Dif co 1 : 250）で37°C15分消化し

た後，遠心沈殿操作を繰返すことにより Hanks氏液

で洗糠し細胞増殖用培地3）に 1ml 当り約20万コの割

合で浮瀞させ，滅菌試験管（15×150mm）に 0.5ml 

宛分注しゴム栓を付し斜位に静置培養した。 37°C3 

日間出養して細胞が完全なνートを形式した試験管を

選出し，増殖・m培地を細胞維持用倍地3)lmlと交換し

た後実験に供した。

4. 中和試験

被検血清の 2倍階段希釈列に？あらかじめ力価のわ

かっているワイルス希釈液を等量混合し， 37° c 恒温

和U／中に 1時間反応させた後，各々 2本の試験管に

0.1 ml宛接種した。接種を終った試験管は 35°C,72 

時間ITIJ!I日吉養をした。結果の判定は細胞変性効果

(CPE）の有無によって行なった。血清力価の表現は，

100 TCID 50のワイノレスを中和した血清の最高希釈｛有

数，すなわち鏡検によって得られたワイノレスの細胞変

性効果を抑制した血清希釈の終末点をもってしたの

成 績

1. 年令別にみた中和抗体保有状況

野犬におけるポリオワイノレス中和抗体の保有状況を

年令別，ワイノレス型別にまとめてみると第 1表の如く

なり， 1才以下及び 1才では抗体を持っていたものが

ほとんどなかったが， 2才及び 3才で10%, 4才及び

5才以一卜．で・15.5%と年令が進むに従って抗体の保有率

が高くなっている。抗体保有状況をワイノレス型別にみ

ると 483頭中工型9顕， E型14頭， E型21顕であって

E型が最も高率であり，次いでE型， I型の！闘に率は

低下した。この傾向は各年令層とも同様であった。な

お1 5才以との所で、I型， E型， E型の抗体を検出し

( 50〕



3. 季節別にみた中和抗体保有率

1年を通じて季節により中和抗体の検出率に差があ

るかどうか検討してみると第 3表の如くなり， 7, 8, 

9月が8.5 %, 10, 11, 12月が 8.6 %, 1, 2, 3月が

10.8%, 4, 5, 6月が 7.1%となりいずれも同じよう

な百分率を示している。

野犬におけるポリオウイルス中和

抗体保有状況

検

顕

1

1

1

2

7

2

 

円
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0.9% 
季節別にみた野犬のポリオウイルス

中和抗体保有率

第 3表
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4. 性別にみた中和抗体保有率

性別により中京l抗体の保有率に差異があるかどうか

調べてみると第4表の如くなり牡では 7.9%，牝では

9. 7%と牡よりもやや高い百分率を示している。

第 4表性別にみた野犬のポリオウイルス

中和抗体保有率

た頭数の合計と抗体保有頭数が合致しないのは， 1頭

で2つの型の抗体を持っていたものが2頭あったから

である。

2. 地域別にみた抗体保有状況

ポリオワイノレス中和抗体の保有状況をその犬が捕獲

された地j或ごとに分類してみると，第2表の如くなり，

武蔵野犬抑留所管内では 2,3才では 6.7%のものが4

才及び 5才以上で 8.3%とその抗体保有率が増加して

いる。同様に荒川犬抑留所管内に於ても 1才で 1.5%, 

2, 3才で10.6%, 4才及び 5才以上で、は急激に増加し

て27.2%を示している。しかし世田谷犬抑留所管内に

於いては2, 3才では11.2%を示しているが， 4才及び

5才以 l二け、逆に 8.3%と少なくなっているの

中和抗体
性別地域別にみた野犬のポリオウイルス

中和抗体保有状況

第 2表
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検査抗体
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頭数

5. 仁l:i和抗体価別にみた抗体保有状況

総検査頭数483顕9:11倍のもの25顕で 5.1%, 2倍

のもの11頭で 2.3%, 4倍のもの 4頭で 0.8%, 8倍

のもの 3頭で 0.6%, 16倍のもの 1頭で 0.2%と倍率

が高くなるに従がって，急激にその抗体保有率は減少

している。

考察及び結論

都内 3犬抑留所から送付された総計483頭の犬向清

についてポリオワイノレス仁1:1和抗体保有率を 1年間にわ

たって調査したが，その抗体保存率は年令が高くなる

に従って急激に増加する傾向が見られたσ しかしこの

犬の年令は野犬であるのでいずれも推定年令である。

抗体保有状況をワイルス型別にみると直型が最高率を

示しE型， I型の！艇に｛氏率となったn この傾向は各年

保有率

( 51 ) 
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令層とも伺ーで、あった。この事は一見，こと数年来都

F＇~ポリオワイノレスの浸j関はE型が最も多く E型， 工型

の）I聞に低下しているように思わぜるが，結論を導くに

は，なお検討を要する。またこの成績を犬が捕獲され

た地域すなわち，その犬が住んでいた地域に分けると

第1図の如くなり荒川犬抑留所管内で捕獲された犬が

最も間体保有率が高く，次いで｜立EE!谷，武蔵野・1q1留所

符内の）I闘に郡部に近い方面で捕獲された犬に抗体保有

率が｛尽く／［：Iている。そこでこれらの地域における人間

の擢病率を部予防部の資料によって見ると第 6表のよ

うになり，これから直ちに犬の抗体保有率との関係を

第5表抗体価別にみた野犬の中和抗体保有率

血 清 中和抗体
検（48査3頭頭中数） 

希釈 工型 E型 E型 抗体保有率

工：工 6 9 10 25 5. 1% 

工： 2 3 3 5 11 2. 3% 

1 : 4 4 4 0.8% 

工： 8 2 工 3 0. 6% 

l：工6 エ 工 0. 2% 

9 14 21 44 

第 6表都内犬抑留所管内に於ける人間の躍病率

昭 和 34年 昭和 35年

荒川犬所抑留I 最最

阿仁司J エ3.6 10.8 

｛自 0.6 0.8 

司Z 均 3.91 3.22 

i立折1 最 i同Fl.I 10.3 工1.8

谷犬EB所悶田 最 11J; 1.2 1.4 

平 均 3.45 2.87 

2.2 3‘6 

論ずることはl:f:I来ないが，全く無関係なものではない。

今後例数を重ねて検討すれば興味ある結果が得られる

ものと思う。次に季節別に中和抗体保有率に差があ

るかどうか検討してみたが，測定したものが中和抗体

と云う一度出現すると長期間にわたって存続する性質

のものだけに季節による差も認められなかった。しか

し同一年令屑，倒えば 1才なら 1才の所のみについて

名季節ごとに多数の倒について比較するな伝ば何らか

の変動がみられるものと思うが，今rITIけ、倒数も少なか

ったので、その検討は出来なかった。また，性別による

抗体保有率について検討したが3 牝牡開に約2 %弱の

差が認められたのしかしこの差が有意、のものであると

は認め難いが？部予防部の資料によると人の催病率が

117~和34年において 1 才の所で男子32. 5%，女子37.396 

と女子の方が擢病率が高くなっており，他の年令j問に

おいても女子の慌病率が高い傾向が示されているが3

犬における成績と比較して興味ある事実であると思う。

これらの犬のうち抗体を認められたものについて抗

体価別に検討してみるとその抗体価はあまり高くなく？

16倍を示したものが最高でしかも 483顕中 1頭という

ように非常に低い率なので，一般に犬はポリオワイノレ

スに対して極めて感受性が低いかあるいは感染をして

もワイノレスが犬の体内で増殖をすることは稀で、あると

考えて良いのではないかと思う。

以上を総括すると，

1) 都内において捕獲された野犬のポリオに対する

中和抗体保有率は年令が高くなるに従って急激に

増加する傾向がみられた。

2) 抗体保有状況をワイノレス型別にみると， E型が

最高で次いでE型， 工型は最も低率であった。こ

の傾向は各年令j留とも同一であった。

の これらの犬から検出された中和抗体価はあまり

高くなく，一般に犬はポリオワイノレスに対して感

受性が低いものと思われる。
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VI 東京都にbける昭和35年日本脳炎流行時に

行なった血清学的検索成績

日本全般的にみてもここ数年来， 日本脳炎の大流行

は見られず年々患者発生も減少の傾向を示している。

東京都内における昭和35年度の日本脳炎流行は患者

総数70名であり，前年の 107名を下まわる小規模なも

ので、あった。この流行時に際して行なった血清学的検

索成績の概要を報告して今後の参考に供したいと思

う。

実験材料及び方法

被検材料は都内の各公私立伝染病院から試験検査を

依頼された日本脳炎を疑う患者血清で、総数85名） 151 

件であった。

血清検査は補体結合反応により行ない，その術式は

厚生省編衛生検査指針の記載に従ったの

実験成績

(1) 月別にみた被検血清の補体結合反応成績

第 1表 月別にみた被検血清の補体結合反芯成績

月別
陽 性件数

4 中旬 工 。 1 

下旬
工

小計 工 。(0%) 1 (100%) 

。 2 

s 中旬 。 3 

下旬 。 4 

小計 。(0%) 9 

1 。 1 

6 中旬 9 工 8 

下旬 9 2 7 

小計 19 3(15.8%) 16(84. 2%) 

坂井富

薮内

村 上

岩崎謙

岩井好子

子
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d、2「. 

rJ昼．旬

10；中
！下旬

d、百十

（上旬
11 .! r:j::i旬

下旬

小計

（上旬

12 ~中旬

！下旬

小計

陽性：血清希釈 2 倍以 i：で、反応陽·1~1：なものn

陰性：血清希釈2倍で反応陰性なもの。

「j：旬

7 ＇中旬

！下旬

小計

I i上旬

I s ~中旬
；下旬

小~~1·

! j二旬

9 : ~1::i 旬
i下旬

工 10 

1 11 

工 13 

34(91.9%) 

。 8 

2 4 

3 5 

17(77. 2%) 

19 

10 

13 

エ 2 

6(60%) 4(40%) 

被検血清 151件の検査成績を採血月別に整3唱して、

月別患者発生数と対比させて表示するとtlH表のよう

になる。

被検臨i育全体の補体結合反応陽性率｛血清希釈2倍

、1
J〆

AA 

同

h
u／’目、、



以上で、陽性なもの）は18.5%であって，前年の30%に よりに大きく影響されている。

比べてお・干低下している。 (2) El脳患者血清の病遡及び性別 CFT試験成績

各月の CFT陽性率をみると第 1のピークが 8月に ｝ 前述の被検血清中から転症例を除外した患者血清に

あって，患者発生数のピーク（ 7月）に対応している ついて CFT陽性率を病週別及び性別に検討した成績

が， CFT陽性率第2のピークである10月の60%は陽 を表示すると第2表のようになるO

性血清が続けて送付されたためのナシプリングのかた／ 男女合計の病jifil別陽性率を検討すると第 1病週22.7 

第2表 昭 和35年度都内日脳患者血清の CFT検査成績
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合計 I321 21/ 1 5 3 2 1 311 151 6 2 4 2 1 1 

%, 2病週41.7%, 3病週45.5%, 4病i国60%, 5～ 長に比較的よく呼応して増減した。

8病週75%であってp 前年度の第 1週10%, 2 )@33%, (3) 店、者血清の病週別 CFT陽性率は病週の進むに

3 jlli]72%, 4 )lli]80%, 5～8週76%に比べて若干低下 つれて上昇はしたが前年の成績に比して若干低かった。

している。 (4) 患者血清 CFT陽性率の性別比較は被検数が少

性別の検討は被検数が少いために結論を引出すこと いため結論は出せなかったη

は無瑚であるが女性昨において多少高率であるように

,mオっjもる。

結 論

東京都における昭和35年度日脳流行時に｜探して行な

った血清検索成績について要約すれば次のようにな

る。

(1) 被検血清の CFT陽性率は18.5%で前年の30%

に比して低率であった。

(2) 被検血清の月別 CFT陽性率は患者発生数の消

文 献

1) 原生省：衛生検査指針JI,128頁， 1950

2) 東京都：日本脳炎，昭和35年

3) 辺野喜，ほか：東京都立衛生研究所年報立， 25頁

昭33

4) 岩｜｜恥ほか：東京都立衛生研究所年報XL 36頁，
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ハムスター腎細胞継代日本脳炎ウイノレスの

ハムスター免疫実験

珊
四

一一一一一
千

謙

井

崎

坂

羊7

坂井富士子

村上

薮 内 清

胞t~~養の組合せで，ワイノレス希釈法によって行なっ

た。被検血清はPB Sト）で 2倍に希釈後 56°c 30分不

活イ七して実験に供した。血清， ワイノレスの混合は室温

に 1時開放置， 0.1 ccずつ2本のハムスター腎細胞培

養試験管に接種し， 37°Cで4日間回転培養（12r.p.h.)

した後で細1包変性の有無によって成績を判定した。

細胞増殖m培地は20%牛血清を含んだ 0.5%ラクト

アルブミン， 0.1%イーストエクストラクト，ハンク

ス氏j夜を用いた。細胞維持用情j由は向上培地の牛血清

2%にしたものである。ペニνリ九ストレ

プトマイ νンはそれぞれ， lOOu/ml,lOOrf mlを加えた。

実 忠実

1. 市販ハムスター血清中の日脳ワイノレス抗体

以下の実験を行なうに先立って，う＇ cず市販ハムスタ

ー血清l*Iの日制ワイノレスl/1；体保有状況を補体結合反応

術式によって検討した。

成5食

市販ハムスターの日脳ウイルスに

対する血中抗体（CFT抗体）

第 1表

日木脳炎ワイノレス（Elij品ワ）免疫に関する実験l'i';:J研

究は1935年の大流行以来，多くの先人によって究明さ

れ，感染防禦能と血清IJ':Iあるいは組織内抗体などの｜悶

連性についても詳細に検討・されて来た。

1957～ 8年に至り， Kissling,Diercks, Lee らは

iヨ！！日ワがハムスター腎細胞または隊腎細胞内で増殖し？

しかも細胞変性効果（CPE）をあらわすことを見出

し，日脳ワ研究における組織培養法の価値は改めて認

識されるようになった。

共同研究者坂井（千）は1959年以来日！！日ワのハムス

ター腎細胞陪養実験を行ない，ハムスター腎細胞継代

＊＇＊のマワス P ハムスターに対する病原性の低下，復帰

試験，血清学的性状などについて既に報告した。

同報告においてハムスター腎細胞継代によりマクス

またはハムスターに対する病原性の低下した弱青HK 

株の抗体産生能については，極く限られた部分の検討

しか行なわなかったので，今回改めて弱者HK株のハ

ムスターにおける抗体産生能を究明した。なお，同免

疫血清を用いての日脳感染マクスJ/c原のCF力制Ii測定

試験も行なった。
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実験材料及び方法

日脳ワイノレス： 実験に使ったワイノレスは中山株で，

原株はマクス脳継代により，ハムスター腎細胞継代株

(HK株）は invitroに増殖させたハムスター腎細胞

に継代保在中のものである。

ハムスター：腎細胞供給源及び免疫用として使用

したノ、ムスターは研究所出入の商人を通じて入手し，

入手後，半～ 1カ月の観察期間をおき異’fi｝＇の認められ

なかったものを使ったの使用ハムスターの体重は70～

110 gr. で、あった。

補体結合反応：術式は厚生省編衛生検査指針の記

載に従って行なった。

中和試験： 日脳ワイノレスHK株，ハムスター腎細



あった。 6群は未処置のまま対照とした。ワイノレス接

種後 1訴は 1J目後， 2昨は 2J国後， 3群は 3］｝］！後に，

4群は4！出後に， 5 11平は 5！国後十こ採血し，それら血清

のCFT・filli及び中和能を測定した。

CF Tの結果を表示すれば第2表のようになる。す

なわち，免疫ハムスタ…l邸中のCFT 11Uiv主1j国後に最

高舶を示し，その後漸次逓減することが判った。

仁1=1和抗体制Iiは前記のようにH K株－HK細胞の系列

にて測定したが，その成績を表示すると第 3表のよう

になる。

すなわち中和抗体価は 3週位から出現し，爾後漸次

上昇した。 H K株接種ハムスター血中におけるCFT, 

中和両抗体の産生状況を比較するために各群萄：の両抗

1959年 4月～12月までの 9カ月間に購入したハムス

ター 131頭の補体結合反応成績を月別に整理すると第

1表のようになる。

131頭全例陰性と云うハムスタ…がそノレモツ卜など

に較べて？ 日！！品ワイノレスに高［史の！惑叉’性をもつだけに

怠外で・あった。

2. ［！脳ワイノレス HK 株によるハムスター免疫尖

体重 70～110gr.のハムスターを5出ずつ 6群に分

ち， 1～5群計 25出は腹腔に日脳ワ中山株HK継代 20

～59代の l音養液混合の遠心上清（3000r.p. m. 30分）

を2.0ccずつ接種した。接種材料のマワス脳に対する

感染価は10<3.5で， HKT Cによる感染価は 1Q5.0で

日脳ウイルスHK株で免疫したハムスター血清の補体結合反応試験

平均抗体価
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第 3表 日脳ウイルスHK株で免疫したハムスター血清の中和試験

接種後の ハムスター ウ イノレス希 釈

経過週数 No. 工0-1 10-2 10-3 10叩量 10-5 10-s 

140 4↓十
1.5 

イ十十 一 一 一

工41 十十 件＋十 。
十 十一

工
工42 0.5 

工43
十件 十十十 朴巴 0.5 
十件 十件 十ト ー

144 十十 十十 十 土
0.5 

十ト 十ト 十十 十

工45 十十件件 十十十十
十ト 一 。
十 一

エ46
情+H-｜寸~十十 i 十

。
一

エ47 4十 十ト ー 一 エ.52 
廿十

時H十ト 十 i=土
一

0.8 

ユ48 批判十 1.0 

十十 十 一 一 1.5 149 
十ト 十十 一

150 4十t十十 十制枠十 千刊十一
一 1.0 

151 
十件

十十件件 1. 0 +f十

3 工52 十甘i十十 一 2.0 L工
十十十 ± 一

153 +f十 柑片） - 0.5 
廿十 十時 一

エ54 十十十ト 十一 一 1.0 
イ十 一 一

155 4十十件十 十件十 一 一 1. 0 
一 一

エ56 一 一 一 三三 3.0
一 一

157 ι二

一 一 一 3.0 4 一 一 一 二三 2.6 

一 一 一 3.5 158 
一 一

十件 i寸一寸 一 一 一 2. 5 工59
十件 一 一

160 一 一 一 一 与三 4.0
一 一 一 一

161 +f十 叶「幸一I- 0.5 
十時 十社 一

5 工62 一 一 一 二三 4.0 与 3.3
一 一

163 一 一 ミご 4.0
一

164 一 一 一 一 二三 4.0 
一 一
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体反 sr:It 1i~ を算出して IK示すると第 1 図のようになる。

3. HK株免疫ハムスター血清による日脳マワス抗

原の測定

以上HK細胞継代によって病変性の低下した日脳ワ

HK株のハムスターにおける抗体産生能について実験

成績の一部を報告したが，われわれの取りあえずの目

標は，日脳CF T用標準血清の作製にあった。

マヲス脳成分を含まないTC培養液で－免疫して得ら

れた抗血清を用いて3 日！日ワイノレスを含有するマクス

脳抗原の力価を測定することは 理論的に考えて非特

異反応の出現を考慮に入れなくてすむので便利である。

実験としては，マクス脳継代の中山原株に感染発症

したマワスを放血後採脳L，型の如くマクス脳抗原を

作り，同抗原の抗原佃iを，患者快復血清及び、HK免疫

血清を用いて Boxtitration法により測定した。

実験結果は第4表のようであって，両血清の抗体価

は呉ったが3 抗原価iは同一値を示した。

企士 吾4
耶同 日間

ハムスター腎細胞継代によって病原性の低下した日

脳ワイノレス（HK株〉のハムスター腹腔免疫実験を行な

い？血中抗体（CFT抗体3 中和抗体〉の消長を検索

し，あわせて問血清を用いての日脳ワ感染マワス抗原

の力組i測定実験を行なった。
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Virus (NDV）の組織培養Disease Newcastle 師
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ワイノレス感染， i曽吾の指標：ワイノレス接種後毎日培

養管を鏡検して，細胞変性効果（CPE）の出現ならび

にその度合を観察する一方，培養液中の赤血球凝集悩

(H A仰j)を測定した。 H A価は Salkの Pattern

inethodによって行ない，鶏赤血球の最終濃度は0.25 

%で3 室温 11時間静置後判定した。

われわれは先に，発育鶏腔各組織におけるND V増

殖に及ぼす諸条件を宿主側あるいはワイノレス側の諸角

度から， また物Jm的条件をもあわせ検討ーし？その成績

を報告して来たが，今［IT!はハムスター？豚？成鶏3 招1£

（ひな〉，各積動物の腎細胞におけるND Vの増殖性を

検討したのでその成績について報告する。

績

(1) 各種動物腎細胞におけるND Vの増殖

ハムスター3 豚 3 成鶏，雛，各腎細胞における NDV

の増殖性を赤血球凝集素（HA）産生及びCp E出現

を指標にi主義日数を追って検討－したところ第 1表のよ

うな成績が得られた。

成験実

第 i表

工 2. :Iく15 く1.0 く1.5 く1.5 

2 3. 2.5 くL0 5.2 5.2 6.0 5.0 

3 6. 5 5.2 6.5 6.5 6. 5 

4 6.8 6.8 5.8 6. 5 6. 5 6. 5 6. 5 

5 6.8 6.8 6.2 6.2 6. 5 6. 5 6. 5 6. 5 

6 6.8 6.8 6.2 6.2 

各種腎細胞における感染価の最高値は 106.2～106. 8 

の範間にあって，接種ワイノレス量に対する各腎細胞の

感受性は差異がないものと考えられる。

各腎細胞のワイノレス増殖過程には若干の差異が認め

られた。すなわちハムスター及び豚腎細胞におけるワ

イノレスの増殖は緩徐であって情養4日にして最高値に

達した。成鶏，雛腎細胞にあっては培養3日後に最高

値を訴したが， 2 日ですでに最高1il~に近い伯を示して

いた。

ND  V接種腎細胞のワイノレス産生量を推定するため

( 61 ) 

ワイノレス：発育鶏怪尿！｜莫腔継代保存のND V古寺株

を使用した。

ワイノレス接種後 35°C2日間培養した感染鶏粧の尿

膜腔取をワイノレス原被として尖験に使用した。

各積動物腎細胞培養：ハムスター，成鶏及びt~ft （ひ

な）の腎は当研究室飼育中の動物から採取した。豚腎

は都衛生局公衆衛生部宮崎3 小野両技師の御厚意、によ

り健康屠殺成豚のものを入手した。

腎は無菌操作の下に先ず包）撲を長lJ離し鉄で皮質部

を細切した。細切組織はガラス玉入りの滅菌プラスゴ

に入れ， 0.25%トリプνγ液（Difco 1 : 250を同割

合にpH7.6燐酸緩衝械に溶解P過滅菌したもの〉を加

えて 37°C温浴槽内にて消化した。遊出細胞は？遠心

沈殿燥作によりトリプi/：／を除去洗繰した後，増殖Jlj

培地に浮遊させ，長さ 150111111，日経 15111111の硬質ガ

ラス製試験管に 0.51111ずつ分注，ゴム栓を付け3 斜

｛立のまま 36°C僻卵器内で静置培養した。

培養2～ 7日後鏡検して細胞νートの形成している

ものを選び出して実験に使った。

細胞増殖！日出地として， 20%牛血清， 0. 5% Lact-

albu111in hydrolysate, 0. 1% Yeast extractを含む

Hanks氏液を月jいた。抗生斉｜！としてペニ V リン

lOOu/1111，ストレプトマイ νン lOOr/1111を添加した。

ワイノレス接種培養：取養管はワイノレス接種前に旧片！？

j出をJt~c, f；’＇d5li: ( 1. 0 ml)の細胞維持li1iJ自に交換してフ

ワイノレス稀釈 0.11111を按植？ 36° C僻卵器内で斜｛立の

まま回転出養した。

実験材料及び方法

各種動物腎細胞における NDV の

増殖比較実験

培養｜三番スタ！豚 腎｜成鶏腎！雛 腎

日数jHAlcP EIHA/c P EIHAjc P E[HAf c P E1 



第2表 ND  V接種各種動物腎細胞における HAの産生

均 H A 

10-2 

工 2 3 4 

ノ、 ム ス タ 一 32 工28 工70 64 

豚

戸店 鶏 26 

¥M~ 48 24 く4

・印はテストせず。

にp ワイノレス接積後毎日培養管の培養液を交換し，そ

のl音養液についてHA価を測定した。実験結果を表示

すれば第2表のようになる。 HA価は培養細胞のCp 

E出現に呼応して見出されたが，各腎細胞のワイノレス

産生量は前述のワイノレス感受性とは異って，各細胞問

に有意な差が見られた。すなわちハムスター腎細胞の

産生量が最も多く，日くぎは豚腎で，成鶏及びおft腎は前

2者に比較して劣った。

(2) ハムスター腎細胞継代株のハムスター腎細胞に

おける増殖’性（HA, CPE) 

日本脳炎ワイノレスはハムスター腎細胞継代によって

容易に病原性の弱い変異株が得られることが知られて

いる。

われわれはハムスター腎細胞継代ND Vの変異を検

討するために，先ず， ND Vのハムスター腎細胞にお

ける五A及びCp Eの出現状況を，原株，ハムスター

腎細胞 1代継代株，同 6代継代株について比較検討し

た。実験結果は第 3表にまとめた。

すなわち， ND Vはハムスター腎細胞継代6代にな

ってもHA産生及びCp E出現の度合において原株と

第3表ハムスター腎継代 NDV 及び原株の

ハムスター腎細胞における増殖比較実験

培養 i原 i P 寸 h I ／ 寸 h

日数

2. 51く2.

3. 51 2. 

6. 51 5. 

6. 81 6. 

6. 81 6. 

6. 81 5. 

fr日i 平 ;ltj H A 11lli 

10『 5

5 6 工 2 3 4 5 6 

16 8 く4 く4 75 426 工70 128 

85 85 

13 く4 8 43 4 

く4 48 32 12 く4

何ら差異を見出すことが出来なかった。

結 論

試験管内に増殖させたハムスター，）抵，成鶏及び~D!t

各種動物腎細胞における NewcastleDisease Virus 

(NDV）のよ古養笑験を行ない3 以下の結論を得た。

(1) 各腎細胞の接種ワイノレス量略式Jする感受性は差

異を認めなかった。

(2) 各腎細胞におけるND Vの増殖過程には若干の

差異が認められた。すなわち成鶏及び~Dftにあってはワ

イノレス接種後3日にして最高の感染価を示したが？ハ

ムスター及び豚では4～5日後に最高値を示した。

(3) 各腎細胞のワイノレス産生量はハムスターが最も

多く，次いで豚でp 成鶏y おmは前2者に比して明らか

に少なかった。

(4) ND Vはハムスター腎細胞継代6代に及んでも

ハムスター腎細胞におけるHA産生， CPE 出現状況

が原株と何ら差異は認めなかった。
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政 昭和35年度臨床試験科の研究業績について

昭和35年度において当科の行なった業績は？前年度

に引き続き電解質代謝と糖尿病に関する生化学的研究

が主なるものであるo なおこれらの業績は東京医科歯

j
 

d
』

y
，JS
A－－ 沢 文正

科大学農村厚生医学研究施設と共同研究を行なったも

のが多い。その要旨は下記に示す通りである。

1. カノV ジクムおよびマグネジウム代謝〈第26報〉

胃液中のカノレジクムおよびマグネジクムについて

第 102回日本生化学会関東支部倒会 (JI鼠天堂大， 1月30日）

柳沢文正，春別府 稔1)

Ca ・Mg代謝の一環として，胃液中のCa・Mgを柳

沢法により測定し，それが健康人および各種の疾患に

おける変動と，胃液酸度の変動をあわせ観察したので

報告する。

CaとMg量の変動について， 健康人および各種疾

患別に観察すると，健長詩人で‘は空腹時，最高酸度時・

最終時胃液中総 Ca・不結合 Ca（イオンイ七 Ca）・ Mg

ともに多少の変動があるにすぎない。急性胃炎の胃液

は最高酸度時に総 Ca・不結合 Caがやや増加し， Mg

は低下する傾向がみられる。慢性胃炎の胃液では，総

Ca －不結合 Caが最高酸度時・最終時に空腹時より低

下するが， Mgは一定しない。胃酸過多の胃液では，

その大部合が胃炎の場合と逆の傾向が認められる。胃

潰療の胃液については一定しないが，しかし高数値を

採って変動するようである。十二指腸i員協の胃液では，

胃炎と胃酸過多症のいず、れかを示して一定でないが，

空H夏時にやや高い数値を示す。胃癌・ 1卒臓：J高・／ff）臓続i

の肖液においては，慢性胃炎の胃液の場合よりも明ら

かに総 Ca－不結合 Caが最高酸度H寺に低下する。 し

かし胃炎の場合と明らかに異なることは Mgが最高酸

度時に増加することである。 JJ平！臓癌・）ff）臓痛は胃癌よ

り空腹時総 Ca－不結合 Caが高い数値をとるようで

ある。
／ 

以上述べた総 Ca・不結合 Ca・Mgと胃液酸度の関

係については，急性胃炎の場合は健康人とほぼ同じで

あるが，慢性胃炎・胃酸過多症・胃潰鹿・十二指腸潰

軍事は胃酸度は増加するが， これと総 Ca・不結合Caと

の聞に相関関係は認められなかった。胃癌・日平！蹴癌・

/FF！.蹴癌の胃酸度け、，空腹時も最高酸度時もあまり変動

ないが，総 Ca・不結合 Caが低下し， Mgの上昇が認

めらjもる。

健康人と各種疾忠における空腹11寺・最高l~i支度H寺・最

終採取胃液のCa・Mgの変動域伯を示すと次表の通り

である。

胃液中の Ca・Mg変動域値（mg/di)

空 腹 時 最 ～ I同可 行寺 最 終 時

総 Ca 不結 Ca Mg 総 Ca 不起iCa Mg 総 Ca 不結 Ca Mg 

i建 j誕 人 s.s～6.8 1.2～4.2 0.6～3.1 s.o～6.0 0.8～3.6 0.2～1. 2 4.S～8.3 工.9～4.40.1～2.3 

l弓El ±Y く 4. s～6. 7 0.8～4.2 0.工～3.1 s.o～7.3 1.9～3. 7 0.1～0.8 4.0～6.4 2.0～3.8 0.8～1.8 

慢性胃炎 s.o～8.4 0.1～5.6 0.1～2.0 3.4～8.8 0.1～5.4 0.1～1.6 4.6～7.0 0.1～4.6 0.工～2.6

I弓El 潰 混 3.6～10. 0 0.6～4.4 0.工～1.94.0～11.0 0.1～7.9 0.1～1.8 4.3～11.0 0.1～7.6 0.1～3.1 

十二指腸潰筋 2. 7～8.6 0.9～4.5 0.1～1. 7 4.0～6.1 0.1～3.S 0.5～2.6 3. 7～9.0 0. 7～4.S 0.3～1.8 

日I弓ヨ 癌 4. 7～6. 7 2.5～4.0 0.工～3.6 2.0～4. 5 1.3～3.S 1.1～2.0 4. 6～7.8 1.9～4. 7 0.1～1.2 

胃酸過多 5.0～6.0 0.8～3.3 0.1～0.4 4.3～6.4 0.工～2.90.1～0.2 5.0～7.8 1. s～2.5 0.1～0.8 
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2. 八丈島栄養調査報告

(4) 摂取栄養量および食糧構成について

第141TII栄養食糧学会（大阪毎日公堂， 5月 6El) 

柳沢文正，小笠原公3 高野苔七，桑原子jll二生，高橋重）乱大1i司政！乱赤羽正之2)

(5) 血液分析からみに栄養状態

向上（向上）

柳沢文正，小笠原公，高野部七，桑原丙午生，高橋重j富，大｜封政康，亦羽正之3〕

われわれはすでにい 2・3報において，栄養指導の

基礎資料にすることを目的に，八丈島民の食物摂取量，

身体状況を調査し，さらにに血液各成分を分析した結

果，栄養摂取が不均衡であり，その栄養欠陥が脈牌の

不正，最低血圧の低位，歯牙異常の多いことを報告し

た。血液成分については東京都杉並地区の栄養調査資

料と比較して，特に血清総Ca・透析性Caが著明な低

値であることを報告した。

今回は翌年までの 1年間に栄養指導をおこなった結

果を報告する。

摂取栄養量の調査，身体検査方法ならびに血液成分

の分析方法は前回と同じである。

結果は，島民の食物摂取状況が不均衡である点は改

善されていないが，栄養指導により従来に比較して牛

乳・魚類・野菜などの摂取量が増した。血液成分の調

査については，表示するごとく前年調査した値に比較

して，血清総 Ca・透析性 Ca・Mgが増加の傾向を示

し，血清無機Pは減少して，同季節に実施した杉並地

区の分析値に近似してきた。

血液

血液成分の分析値

血清蛋白質 (g/cll) 血清電解質（mg/ell)
調査地区 i調査人員

八 丈島 i第 11国 76I i. 

第 2回 66I i. 

杉並地区 Is 月 97I i. 

3. メグ酒石酸マグネジウムの合成法

お茶の水医学会倒会（東京医科歯科大， 7月15EJ)

Wll 沢文正，内ll

さきに相＼I沢はメゾ酒石酸カノレνワムの合成に成功し，

この薬理学的，生化学的研究を行なった結果，抗糖尿

作用を有することを明らかにしたが，さらにメゾ酒石

1~1をカノレνワムの置換体について研究を行ない，新らた

にメゾ酒石酸マグヰ、νワムの合成を行なった。メゾ酒

石円安マグνワムは化学名として未だ認められないので，

その合成はもちろん性状は全く不明で，多くの興味あ

る生体機序が残されている。それjl夜この物質の合成法

についてのベる。

マレイン酸 200g を ！.I.~治水 1 lに溶解し，これに30%

過酸化水素 500g を加えて加熱酸化し3 さらに炭酸マ

、，ノauτ ，F

、、
叫

U
ト
H

寸＋

グネνワム 500gを徐々に加えて捜持するO これを鴻

過してi慮液に諜水酸化ナトリクムj容液を加えてpH9に

すると沈搬を生ずる。これは過剰マグネνワム出であ

るからこれを除去して，さらに水般化ナトリクムj容械

を加えて pHlO～11にすると白色の沈澱を生ずる。こ

れを水洗しさらに塩搬を加えて pH5～6にすると

全部溶解する。この操作を繰返えし，その沈i殿物を水

に浮櫛させて少量の目安で溶解せしめ， i決アンモニア水

を加えて沈澱を生じたものをアノレゴーノレ・エーテノレで

処J~llすると純粋な結品が析出するO 使）りする水は全て

カノレνクムを含有しない蒸溜水をJIJうること。メゾ酒

( 64 ) 



石般マグネνクムの確認法については，酒石般の呈色

反応の応m，すなわちチロνγ1%を含むiJJ~硫酸を力｜｜

えて120°Cに加熱すると，強い後光を生ずるc 叉メゾ

酒石酸マグネVワムの一定量をとり，このものの Mg

量を測定すると理論値とよく一致する。

メソ9酒石酸マグネνワム

coo 

HCOI-1 
I Mg・3I-l20

I-ICOI-1 / 

COO/ 

4. メゾ酒石酸マグネ γ ヲムの抗糖尿作用に関する生化学的研究

お茶の水医学会例会（東京医科歯科大， 7月15日）

1-0~ 沢文正，畑 l~ff. 次， 1Jjll 沢文徳5〕

メプ酒石酸カノレνクムが抗鱗尿作用を有することは

すでに柳沢文jfにより報告され，今日においては糖尿

病の新築として健康保険に採用されるに至った。しか

しこれと類似のメソ’酒石酸マグヰ、νワムに関しては，

J/t:糖尿作用の研究どころか一般化学においてもその合

成法すら行なわれておらず，その性状は全く不明であ

った。ところが1~)11沢によりその合成が行なわれたので，

メゾ酒石隙カノレνワムと同様の杭糖尿作用を有するか

否かにつき実験を行なった。

結果は，メゾ酒石隙マグネνワムを実験動物（マウ

ス・ラツテ・ワサギ）を使用しての急性毒性試験なら

びに慢性毒性試験においても異常を認めなかった。又

健康動物（ワサギ）の静肱内注射による血糖と血清電

解質（総Ca・透析·l~I: Ca ・Mg・無機P）の変動につい

て吟味した結果，血糖には変動を認めなかったが，血

清総Ca ・透析•ftJ: Caが低下し， Mgもメゾ酒石聞をマグ

ネνワムを註射後4時間値に低下し， 6時間では増加

を示した。叉血糖の減少をきたすイシνユリシ処理ウ

サギにメプ酒石酸マグネνワムを投与すると，インν

ユリンの低血糖作mを抑制する。さらにはアドレナリ

ン処耳目ワサギに同様の実験を行なうと，アドレナリシ

による高血糖作用を改善することが認められた。アロ

キナシ処vnの実験的糖尿ワサギにメソ’酒石階マグネν

ワムを連続投与すると，持続性高血糖ならびに糖尿は

著しく低下して，一般状態を改善することができるこ

とを認めた。以 i二動物実験により，メソ1酉石般マグネ

νクムがtJt糖尿作用のあることを認めた。

5. 糖尿病に関する電解質ならびに pHの基礎実験

(2) イソシユリ y注射の電解質および、 pHの変動

第26!TII東京都衛生局職員業務研究発表会（日本医［耐会館， 10月27日）

柳沢文 TE，小笠原公， i度辺 学的

さきにわt糖尿性を有するメソ守酒石~I安カノレ V クムにつ

いての血液 pHならびに電解質の変動に関して述べた

が，今聞は従来から抗糖尿薬として用いられているイ

ンνユリシについて検索したところ，メプ酒石酸カノレ

νワムと対照的な結果がこ，三みられたので報件す

るn

実験方法

2. 5kg前後の健康クサギを禁飼しておき，採rm後イ

ンνユリン・メゾ酒石酸カノレνワムをそれぞれ皮下，

静脈注射してその後時間的に採血して，血糖・血液pH・

電解質（総 Ca・透析性Ca・Mg・無機P）を Leitz光

( 65 ) 

電比色，＇＼ L Metrohm pH補償装置を用いて測定しずこの

実験結果

(1) インνュソシならびにメプ酒石田空カノレνワムを

注射した場合の血糖および血液 pHについての比較実

験では，メゾ酒石酸カノレνクム注射により血糖は変動

がなく，血液 pHの上昇がみられるのに反し，インν

ユリシ 1単位の注射で血糖が 95mg/dlを示していた

ものが注射後2時間では 51mg/dlに低下し， 以後暫

II寺ト．昇して24時間にいたり注射前に復するの山被 pH

もともに侭下して後注射前に復するのしかしインνユ

リシの注射量を増量すると，少最注射と異なり血糖値



は注射後2時間には極度に減少し，血液pHの低下も

大でありうその後上昇するC

(2) インνユリンならびにメゾ酒石般カノレνワムを

注射した場合の電解質の変動についての比較実験では3

メゾ酒石酸カノレνワム 35mgを静脈注射すると，血清

総 Ca・透析＇）~t Caが上昇しp 逆に血清無機 P・Mg

が低下する。これに比較してイシνユリシ皮下注射で

は，血清総 Ca・透析性 Ca－無機P・Mgが低下を示

す。

(3) インνユリン注射後更にメプ酒石酸カノレνワム

注射を行なうと，インνユリンによる血糖ならびに血

液 pHの低下は一時性にとどまり，かつ早急に注射前

の値に復する。血清電解質についても両者併用の場合

は3 血清総 Ca・透析性 Caが低下せずp メゾ酒石酸

カノレνワムのみを注射した場合の結果と同一傾向を示

した。

6. メゾ酒石酸塩の生化学的p 薬理学的研究

(3) メゾ酒石酸塩とィ γ ジユリンの抗糖尿作用の差異

第33回日本生化学会総会（日本医大， 10月1～3日）

すでに第 1報・第2報においてメゾ酒石酸カノレνワ

ムが抗糖尿作用を有することを報告Lた。その後各大

学において基礎実験・毒性試験・臨床実験が追試され，

今日では市販されるまでにいたった。しかしイシνユ

リシとは抗糖尿作用が異るので報告する。

(1) メゾ酒石酸カノレVクム投与では，正常クナギ・

健康人ともに血糖値の変動が認められないが，糖尿ワ

サギ・糖尿患者のごとき血糖値の高い場合は低下させ

る。イシVユソシ投与では？正常ワサギ，健康人のい

ずれも血糖値を低下せしめる。

(2) 電解質代謝については，メゾ澗石限カノレνワム

文

1) 春別府稔：医学研究， 30, (1)158, 1960. 

2) 柳沢文正外：栄養食続学会総会発表要旨， 1959.

3〕 柳沢文正外： 同上

4) 柳沢文正，畑卓次：際学研究， 30, (9)173, 1960. 

5) 畑卓次： 医学研究， 30, (9)165, 1960. 

柳沢文 E，小笠原公，渡辺 学7)

は血清総Ca・ j~1、斤性Ca を増加し，血清 Mg を低下さ

せるが，イシνユリシは血清総Ca－透析性Caを一時

的に低下せしめる。

(3) 血液 pHについては，メゾ酒石酸カノレνクム投

与はアノレカリ性に傾むくが，イ ~i/ユリシ投与では一

時酸性に傾きのちアノレカリ性になる。

(4) この両者を同時に投与すると，血糖の低下を抑

制し， 2時間後には早急に上昇して正常値に復する。

すなわちイ y i/ユリシ皮下注射を行なっている糖尿

病患者にメゾ酒石円安カノレνワムを投与すれば治療効果

が著しく減ずるのもこれが原因であると考えられる。

献

6) 柳沢文E，小笠原公，渡辺学：東京都衛生局職員業務研究発表会報告書， No.26, 42, 1960. 

7) 柳沢文正，小笠原公，渡辺学：生化学誌掲載予定。
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x 東京都大気汚染調査報告（第 1年度）

東京都大気汚染調査委員会

（斎藤潔×1，鈴木武夫×1，伊藤彊自×2，坂部弘之×3＇外山敏夫× 4

北博正×5，三浦豊彦×6，斎藤功×7，太田芳夫×s，橋本梅治×9

問 中耳×10，）〔文責p 斎藤功）

I 東京都大気汚染調査グループの結成について

大気の人工的汚染問題は，産業革命以来の問題で、あ

るが，近年は工業の急速な拡大と，都市への人口集中，

交通量の飛躍的増大等のためp 都市の大気汚染は世界

各国共通の関心事となり，特に第2次大戦前後の欧米

における数次のスモッグ禍は？戦後登場した原子核破

壊実験に伴なう放射能灰による大気汚染を加えて，大

気汚染問題を一層複雑｛七し紛糾せしめた。わが国にお

いてもいわゆる横浜鳴息等の問題もあり、わが国の若

干の主要工業地宿：においては，大気汚染にi均する総合

的研究も発足してそれぞれ成果を挙げ、つつある現状で

ある。東京都においても都立衛（況は1954年11月中旬か

ら都内各地の降下煤庫その他の汚染物やフ気象条件等

の測定を始め， 1955年4月からは浮遊煤塵の測定を追

加し現在まで継続しており，大気汚染の逐年変化，東

京都の煤肝！対策の効果，二日さないしピノレ暖房の影響等

種々の要因の解析に役立たせてきた。浮遊煤塵につい

ては公衆衛生院は1954年12月末からわが国における先

駆的測定を行ない，その変勤は人間生産活動と気象条

件との交互作用によることを明らかにした。また1955

年 1月には、市等の厚生省科学研究費によるトーマス

法による距硫階ガス（S02と記す）の測定が行なわれ

た内 S02については1956年の北等の報告もあり，また

1957年以降は S02の過酸化鉛法による測定が東京都建

築局により行なわれている。

大気汚染の研究は複雑多11皮で、労多いものであるが1

以上のような諸調査研究は能力の許す限度において行

なわれ3 なお東京のような巨大な広域都市の大気汚染

の全貌を示すには不充分の点が多いとは言え，ほぼ者I)

の大気汚染度の概｜略を祭知するを得しめるものである

が，しかし以ト．の調査研究はすべて地表に近い平面j二

の汚染状況の調査であって，大気汚染物の立体分布や

人体に及ぼす影響等については未調査であり，なお近

年急増し不快化し来った街頭における自動車排気ガス

等の状況等については総合的調査がない。したがって

大気汚染発生機構の解明や対策樹立の資料としては，

なお不充分の感を免がれなかった。本委員会け、者j）の委

記により，このような諸問題に関する調査y 研究のた

め1959年に結成されたもので部の大気汚染対策，ひい

ては総合的都市計画樹立等に寄与しようとする標記の

如き各界の総合的大気汚染調資グループであり，者I）の

特別調査研究費（第 1年度は約400万円）による 3カ

年計画によって行なわれることとなったものであるσ

本車｜ミはその第 1年度調査（1960年3月8日～17El)

結果の略報である。

旺調査方法

1) 大気汚染物の立体分市の測定： トJ己の如く今

回の調査は大気汚染物の立体分布の測定と，街頭空気

の自動車排気ガスによる汚染度測定の 2目的を有す

るη 従来わが国で、は航空機による調査が尼崎市，神奈

川県，札幌市等で、行－なわれているが，かかる方法はあ

る地点における立体分市の時間的経過を正確に測定す

ることは出来ず，また一定期間継続測定することも非

常に悶雑であったのわれわれは本測定に東京タワー

（港区芝公闘内）を利用し，各種測器を地表Jニ，近代

科学館上（地上25m），展望台i二（地j二135m），作業台

上 u出L225m）に配置した。調査項目および測器は

気温（｜ヨ巻自記計，地表のみはタワー南方約 lkmの

慶応中等部露場とす），温度（同前〕，浮遊粉麗量（組本

式自動粉塵濃度記録計）， S02 濃度（紀本式自動ガス

1Tll集器p トーマス法），なお気象条件については，木

委員会気象関係者等ならびにその協力者によって広汎，

Xl悶立公衆衛生院予 x2気象研究所， X3労働省J労働衛生研究所， x4慶応義塾大学医学部

x5東京医科iW<l科大学医学部， x6労働科学研究所，×7東京都立衛生研究所， X8東京管区

気象台， X9東京航空地方気象台， x10日本電波塔株式会社
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東京 TVタワー大気汚染測定個所（1960年 3月〉

近代科学館 25m

多角的な東京全域に亘る調査が行なわれたが，東京タ

ワーにおいては地上 25111,67111, 107111, 173111, 253111，の

5点、に置かれた自記風向？風速三j・により，風向，瞬間

風速， 10分間平均風速，風の息が測られ3 その他，m距

離（視程図使用〉， 日射（ロピッチ Ef巻日射計）等の測

定の他，気象台にては測風気球による上層大気の風向，

風速測定も行なわれた。なお東京タワーおよび東京都

の気象条件の検討は測定期間以前から行なわれた。

2) 街頭空気の自動車排気ガス汚染調査：測定項目

ならびに測定法は一般化炭素（北Jll式検知管法），ホノレ

ムアノレデ、ハイド（HCHOと記す） （クロモトロープ

限ソーダ法〉，窒素般化物（二酸化窒素として，N02と

記す）（ナブチレン・ジアミシ，ズノレプニノレアミ ド試

薬法）， S02 （組本式自動ガス打11集器p トーマス法）と

した。これ等の測定法は精度その他の点において完全

に満足すべきものとは思わないが，街頭測定でもあり，

~4f)fJ，準備等の問題も考え合せて？これ等の方法を採

った。これ等はまた米国における日常業務としての測

定法に近いもので， ロスアジゼノレス市の測定法とも同

じであるから，彼我対照に便である。 S02以外のガス

捕集瓶はミゼツトインピシジャー，通気はHCH  O及

びN02は 3l／分， 30分間， S02は2l／分＇ 50分間p 採

気は歩道と車道の境界で，地上 1.5111の高さで行なっ

たの測定個所は都内でも最も交通量の多い 7カ所（銀

座4丁目角，新橋 1丁目，新宿3丁目角，渋谷駅前，

五反田京浜第21玄1.道中原街道分岐点，上：野広小路角，

東両国緑町角千葉国道〉で，最も交通量の多い時期jを標

準とし， 7機関が分担して行なった。測定は 3月3日，

4 Elの両日，！時刻は 7～ 9II寺と16～19時であるが，そ

れ以外の｜時期！の測定も若干行なわれた。

ll[ 調査成績

1) 天気概要ならびに視距離：紙面の都合で詳説

するを得ないが， 2月下旬には天気は大体落ちついて

いたが3 3月に入ると高p 低気圧の往来がはげしく，

全般的に活動1'1'9となり，風のある日が多くなった。全

体としては北，；jt;々 東の風が多いが，ただ 9' 10, 12 

日がそれぞれ東，東南東～南東，市～Iむ々 商である。

風速は 8' 10日が弱かったO

視li＇§離はほぼ大気汚染度に逆比例 i’iサで，視距離から

見た汚染のひどい地区は傾向的にはほぼきまっており，

ほぼ東京湾北岸，大！こFl区南部？大j:j：地区，江東地区等

であり， 300111以下の気屑で，下層ほど汚染の濃い例

が42%，汚染分布の等しいもの28%，下屑ほど汚染の

薄いもの14%, 1~::iJ習の汚染が薄いもの 5%，濃いもの

12%となった。

2) 東京タワーにおける調査： a) 気象概況：気

温や視度の還時変化としては特に異常な現象はほとん

ど認められなかった。温度と気温の昇降はほぼ対師！；的

であり，また湿度は高所の方が多少高い傾向がある。

立体分布では気温の逓減率の減少，特に逆転が問題

であるが， J二記のように本測定期間は大気は大体不安

定で，高度の逆転は認められず，表に示した日時に比

較的な大気安定度の高まりないし低度の逆転を認めら

れた。逆転は主に弱風（4111／秒以下〉の夜間に発生す

ることが多いが，風があっても起ることがあり，地｜二

と屋上の間で、も少数回起っている。

b）浮遊粉鹿濃度：特に風速？気温逓減率ないし

逆転および人間の生産活動の影響が大きいことは，図，

表から明瞭であって，風向け、東京は汚染源が多いため

か影響不明瞭である。混度は粉麗濃度とは若干の対応

があるようで注意される。日変化は午前と夜にJIJを持

つ既に多く知られた規則的変化が各高度とも見られ

る。汚染度は原則的には高度を増すに伴い減少し，ま

たほぼ風速と逆比例的である。本測定期間は｜二；1・己の如

く大気は大体不安定な状態にあり，風速も 2111／秒前

後まで低下し，かつ若干時間持続することが少なかっ

たので，逆転や風速の単独の影響を観るのは若干困難

であったが，夜間の逆転が朝の人間活勤の時間まで持

続すると汚染度が高まる。

弱風が汚染と関係深いことはもちろんで，ほほ、 4m/

秒以下の弱風の状況が持続すれば汚染が高まる傾向

が観られ，逆転があっても弱風でない場合は汚染の高

まりは顕著でない。また地上と屋上，展望台と作業台
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超えたのは地とでは総数の14%，作業台は0.7%, S02 

の測定地点における濃度分布も測定値の対数値をとれ

ばほぽ正規型となりヲその平均値土標準備差は地上で

は0.386±0. 504，作業台では0.155±0. 372である。

3) 街頭における自動車排気ガスの調査：かかる

総合的調査はわが国で、は初めての試みで‘ある。結果の

概要は表に示した通りで，この濃度がそのままわれわ

れの生活k危険を及ぼすという程度ではなかったが，

調査日が予期に反し 2日ともかなり風が強く大気汚染

の起り難い状況であったことを考えると，気象条件の

いかんによっては生活に影響を与えるおそれがあると

考えられる。また自動車走行台数，及びそれを風速で

除した指数と各種測定値との間には明らかな相関が見

出し得なかったが，さらに長期間測定すれば相関も見

出されるかと思われる。

終りに本調査に積極的に協力された都衛生局，東京

電波塔株式会社3 東京管区気象台区内観測所その他の

各位に深謝する。なお本報の概要は1960年11月の大気

汚染研究全国協議会第 1回総会（国立公衆衛生院，東

京）において発表された。

の汚染はそれぞれ類似し，地上は近辺の影響で、不定の

変勤を生じ易く，屋上は比較的上空の状況にも類似す

るので，古ISの大気汚染の発生機構の考察には，付近に

著しい汚染源のない高さ 20～30111以上のところで測

定を行なう必要があろう。なお粉塵の濃度指数（KY

s 濃度指数の 100倍〉が20以上の場合は，地上で、は総

数の34%，屋上は14%，展望台は 93話，作業台は 4%,

測定地点の濃度指数の対数値の度数分布はほぼ正規型

で，その平均値土標準偏差は地上で＇ 1. 16±0. 201，作

業台で0.84土0.289である。

c) 亜硫酸ガス濃度： これは地表を除けばほとん

ど5ppm以下で，地表以外では高さによる差が明瞭で・

ない。これは地表では付近の煙突や自動車排気ガス等

の影響が多いことと，ガスの拡散は遠く広く拡散し易

く，粉鹿のように屑をなすことは少いためであろうと

思われる。 S02濃度は表に示したように逆転との関係

は筏接でなく， 10, 12, 14, 15日のような風向が東な

いし南よりの場合に出現している。

すなわち風向と関係が多く，弱風との関係はあまり

密接でなし江東，京浜工業地帯から風に送られてき

たように考えられる。測定期間中S02濃度の；O.lppmを

気象と大気汚染との関連
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XI 東京都のばい1:1EIと屋外空気に関する調査（第22報）

く第II期 第 1年度第1回中間報告〉

I 本回は本調査の第 6試験年度第 1回中間報告

（通計第22半I~ ） (1960年 1～3月間）を提出する。

前平I~，前々平｜えにも記したように，本調査は昭和29年

(1954年） 11月15日発足以来前々線までで満5年を経

過したので，これまでを第工期とし，次ぎの 5年間の

第E期に移るに際し，従来の試験月が15日が期日で暦

月と一致せず，試験年も11月15日が期日で暦年と一致

しなかったのを改めて試験月，試験年ともに暦月，！晋

年と一致させることとした。それで 1月 1日に始まる

この報告は，本調査第E期の第1試験年度第 11田中間

報告ともなるわけである。

従来の試験月は，たとえば 1月15日～2月15日を 2

月というように記すことにしていたので，従来の 2月

の成績は本報以後の 2月より15日ずつ早くずれている

わけMで・あるから，直接に比較し難いのであるが，おお

よその比較は可能であり，特に3カ月単位の比較はほ

ぼ可能なわけであるから，従来同期との大凡の比較は

行なってみた。

またキjlj間試験個所で、滝野川は試験続行悶難となった

ので，降下煤鹿等の試験以外は除外し， 2月から江東

（者／）立化学工業高校）を高校側の好意的御協力により

加えることにしたの試験個所や方法の変改は従来の成

績と比較するJ・.で、は避くべきであるが，このような長

期継続調査には止むを得ない場合には適当の機会に変

改することは止むを得ないことである。先きにも精密

試験個所の荒川の精密試験を中止して，浅草に移した

のも間難な事情の発生したためであった。その他本報

の試験要領は従来と変ることはない。江東は準工業地

j域（江東区深川千石町）でn ~ まい州地区に入れること

とするn

T［調査成績

1) ！日下下ばい塵の量（国／km2，月）

木幸I~は暖房期で一般にばい姻の増加する季節である。

功

武

子
王

尭

藤

松

木

斎

小

鈴

両角 J背

中山袈裟典

木·：11~ も前半I~ より増加L P 特に2' 3月の増加が著明

で，既往同期と比較しても最も多い部に属する成績を

示した。しかしこれは必ずしもばい服自体の増加のみ

によるものと観ることは出来ず，今年の 2, 3月，特

に3月はしばしば相当強い風が吹き，それが既往同期

よりも頻度が大であったので，一度降下したばい麗が

砂塵等をも伴って再び舞い上ったものの再降下等で一

般に降 Fばい臆量が高値を示したものと思う。この値

がi直ちに真のばい姻ないしばい塵量の増加を示してい

るか否かは，これだけの調査からは分析困難であるが，

原因のいかんはしばらく措き，本期の降下ばい塵量が

従来以上に多かったことは事実であって，いずれにせ

よ好ましくないことである。

被検27カ所の調査成績を従来同様 仔）調査個所の煤

畑の多少の視察による区分，（ロ）調査個所の地理的位置

による区分，け調査個所のm途地域別区分の 3種の区

分法によって観察することとする。

本期各月の各地の降下ばい鹿最の最多一平均一最少

値および各種地区別平均値を記すると，それぞれ

1月は136.27（千代田紙業） -24. 22（特に多い千代

¥Tlを除けば19.74) -4. 99随（石神井），これをれ）の区

分で観ると，平均煤畑地区 34.54随，中間地区19.62 

随，非煤畑地区 8.19醒，（ロ）の区分では荒川以西の旧

市内部 29.29随， 旧市内以外の区部および郡部都市

10. 64随，大島9.34随，（ぺの区分では工業地域28.00臨

（青栴を加えれば 25.50随），商業地域43.97随（杉並

を加えれば 39.24臨），住居地域 16.06砥。

2月は123.40（千代田紙業）－36.26 （特に多かった

千代l孔浅草，渋谷を除けば 29.63 )--11. 39臨（大島），

（イ）の区分では平均煤畑地区 39.23凪，中間地区 35.90

国，非煤畑地区33.99臨，（ロ）の区分では旧市内部39.54 

庖，旧市内以外 29.46臨，大島 11.39随，付の区分で

は平均工業地域 36.43随 crzH'i~を加えれば 37. 70臨），

i肖業地域 50.01随（杉並を加えれば 46.59国入住居地

域 31.46躍。
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3月は163.33 （浅草）－53.53 （異常に多かった浅草，

渋谷を除けば45.89）一一11.77）也（玉川｜），付）の区分では

平均的~ViiJ也｜玄46. 41E也＇＊ l問地区69.81］也非煤開j出区

33.28凪，（ロ）の区分で、は平均旧市内部 57.89臨，旧市

内以外44.47班，付の区l分では平均工業地域47.27臨

（青梅を加えれば46.95斑〉，商業地域 67.10腫（杉並

を加えれば 64.62随），住居地域 53.64殖であって，

各理区域の降塵震の接近していることは，降麗が煤塵

性のもののみでないのでないかと考えさせるものであ

る。しかし風により煤塵が風の弱いときよりかなり遠

くまで運ばれるようなこともあり得るから，必ずしも

これを砂鹿のような非煤煙性塵壊の増加によるとのみ

断定することは出来ない。実際の原因は風による運搬

と砂塵の増加の両種の原因が相重っているのが主閃と

考えるのがほぼ妥当でないかと思われる。

次ぎに降下ばい塵の放射能（cpn1/1112.月）は，前報

と同じ位で上昇する傾向はない。核爆発実験停止が続

けられる限りこの位の状態が当分続くのであろう。各

月の各地の最高一平均 最低カワント数を記すると，

1月は1987（浅草）－773 177（王子）

2月は4126（渋谷）－768-211（鶴岡J)

3月は3230（中央）－965 127（玉）I I) 

であって，既往向期中第1年とともに本期が最低で，

前年までは第 2年以降逐年著しく増加していた。

2) 降下煤趨の成分

木期降下煤鹿の成分は不治分ないし11肘幾分が，可j存

分ないし有機分の 3～4倍で，特に不j容分と可j存分の

差は，有機分，無機分の差よりも著明であった。この

点前報ないし従来は 2～3倍を越えることは少なかっ

たから，従来とかなり著しい差がある。しかしこれを

簡単に砂塵混入のせいとばかり決めてしまうことも出

来ないが3 砂塵混入も影響しているとは忠われる。こ

の聞きは 3月が最も大きいが， 2, 3月は大同小異で，

1月も 2' 3月と大差はない。

不溶分，可溶分等の比率はとのようであるが， 1月の

降塵の精密分析による｜埠塵成分各地平均値｛（随／km2

・月〉及び（同形分総量に対する%）｝では，既往同期

と大同小異である。

すなわち降鹿成分中不溶分19.641也（81.1%) lうち

ターノレ分2.27班（9.4%), ターノレ分以外の炭素分2.69 

班（11.1%），灰分 14.68随（60.6%）｝，可j容分 3.58臨

(18. 9%) lうち灼熱減量2.01随（8.3%），灰分2.57班

(10. 6%), SOs 1. 28殖（5.3%), Cl' 0. 15臨（0.6%), 

NHs 0.12随（0.5%）｝で，

ターノレ分以外の炭素分， SOs等の量は，既往同期と

同等以上であるのは，今期の降塵に必ずしも砂鹿混入

が多かったとばかり推定することを許さないのであるつ

3) 一階｛七炭京j限度（ppm)

前半IIと大差ないが， 今回は 1月の深）｜｜， 3月の組問J

のように，それぞれ12ないし 18ppmというような従

来より比較的高濃度の検出個所のあったととに注目さ

れる。しかし検出不能の日もあって日々変化の高度化

を示している。

名月各地の最多平均最少値を挙げると

1月は 12.3（深Jll)-3.6-(-)ppm （麹町・・他）

2月は6.1 （深Jil)-1.9－（ー）ppm（城東・他）

3月は18.1（麹町）－2.8 （一）ppm（芝・他）

本期各地計3回の平均値では

7. 5 （深JIJ)-2.7－（ー）ppm （大久保）となり深川

は毎回相当高濃度を示したの深川は前年同期も比較的

多量で，風向も概して；It偏りであるかち，風卜．の江東

工場地#1：の影響を受けるのでないかと思われるの

4) 塵l実数（個／ml)

前報よりもずっと増数している。特に 2, 3月は多

く，既往同期に比しでも最多数である。降下燦塵置の

増加とともに注目される。

木期の各月各地の最多一平均一最少値を記すると 9

1月は6000以上（大森）－1116-90（牛込）

2月は6000以ト．（日本橋）－2423-700（立！！｜）

3月は6000以上（鶴町・他） -2870 410（渋谷・他〉

木期3回の平均値では， 4307以上（日本橋） -2122 

以上 963 （赤坂）となる。以卜．がついているのは，

数が多すぎて疋椛な ~ll'数が閃難な場合であるη このよ

うなことは従来外気においては認められなかったこと

である。

5) 麗j史量（浮遊塵i註） (mg/1113) 

前半｜ヨより平均で多少少な気味であるが，そう大差は

なく，既往同期中多い方に属する。

木期各月各地の最多 平均一最少i簡を記すると，

1月は5.8 （日本橋） --3. 3-1. 5mg （大久保）

2月は5.1 （壬子） 3. 2 1. 9mg C主）

3月は7.2（麹町） 2. 8 --1. 3 mg （；りで

木期各地3凹測定の平均値では
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5. 2 （日本橋〉 3. 1 --1. 9mg （大久保）となる。

成分的には比較的無機分が多いが，本期としてはそ

う怪しむに足らない。

6) 炭~Iをガス；監（話。）

これは農民数や一般化炭素量に比し日々変化の少い

点で，鹿i突量にむしろ類似するものである η 前障と大

設ない成績であった内

木期の各月各地の最多一平均一最少舶を挙げれば‘

1月は0.63 （向島） 0. 43 0. 28%0 （大久保）



2月は0.44 （大久保・他）－0.36-0. 21%。（浅草）

3月は0.79 （麹町）－0.40-0. 26%0 （滝野川）で3

本期の各地 3[IIの測定の平均値では，

0. 25 （荒川1)-0.39 0. 30話。（滝野川）

となり 3 既往｜司期と比して大差なく，ほぼ仁｜二，nJJ 1立であ

る。

7) 落下菌数（細菌数）

前報よりやや多い位である。

本期の各月各地の最多 平均一最少｛出を記すれば

1月は117（渋谷）－53-17（芝；他）

2月は135（王子）－67-17（麹町）

3月は158（王子）－74-26（城東〉で，

本期の各地 3回の測定の平均値では，

110 （王子〉 65-37 （中央）となる。

既往同期に比すれば本期はむしろ多い方である。風

力との｜期連が多いものであるから，本期のj虫，＼力が比lj皮

｜’！甘大きかったのと関連しているようであるO

8) 紫外線強度（エノレグ／cm2，分）

9カ所の成績である（ 1月は 8カ所）。

前報と大差ないが，前報よりはむしろ多少漸増傾向ノ

～月＼＼＼＼個所＼ 大久保 杉並西 erミl 栴 江

工月｛ ~ι！卜？明13t 100 103 98 
100 工65 95 

2 パ月 jレ~：二二前後 工00 105 102 85 
100 142 118 

3月p卜？閉13Z 
100 74 86 79 

エ00 90 95 

これを既住同期と比較すると，本期は前年， I河々年

よりも強く 3 各年次仁［一1最も強い部にj品している。

9）天候

前半11に比し 1月はややII吉が多いが，｛山はi抑制と大差

ない。大体本期は東京はII古の多い季節である。

1月ではHι 去，ドm，雷の各地の延べ｜亘｜数平均110は3

午前は月rmhlべ'!ii¥l測！El数約 23I亘1＇＊＇＇それぞれ 17.9, 

3. 6, o. 8, o. o IITI，午後は月間延べ観測i豆｜数191DJヰら

それぞれ13.7, 4.8, 0.2, 0.0回となる。

2月では， H古？曇，雨，雪の各地延べ1111数平均｛l&H丸

午前は月間延べ観測IJll数約 25回仁｜こ＇，それぞれ 18.0, 

5. 7, 0. 9, 0.0回，午後は月間延べ観測｜回数約211丘！1:j:1

それぞれ15.3, 5. 2, o. 3, o. o ITIIで 1月と大差ない。

3月ではll乱 曇3 雨，雪の各地延べ回数平均値は，

午前は月間延べ観測回数約 27恒l中，それぞれ14.2, 

9. 2, 2. 1, o. O IIIし午後は月間延べ観測回数約23回仁｜ごら

それぞれ12.7, 7. 2, 1. 4, 0. 0 jlrlと1, 2 nより少し

曇が多い。

式ミ

工29

117 
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を示している。もっとも前報とは内容的に異なり 3 滝

野川が脱落して江東（都立化工）が入り，これが滝野

川よりは紫外線が強いようであるから，この点を考慮

すれば前半日と大同小異とだけ言っておく方が適当かも

しれないが＇ 12月後半は弱かったので＇ 12月後半より

は強くなっている。

各地月間平均値の最高一平均一最低値を挙げると，

それぞれ，

1月午前は 2.413（杉並西） -1. 575-0. 473 （日本

橋），悶午後は 2.353 （杉並西）－1.108-0. 426 （日本

橋〉

2月午前は2.220（杉並西）－1.421-0. 469 （麹町・），

｜可午後は1.869 （杉並西）－1.213-0. 486 （日本橋）

3月午前は2.676 （大久保）－1.648-0. 489（日本橋）

同午後は2.445 （江東）－1.542 0. 508 （日本橋〉で杉

並，大久保3 青梅，江東（者j）立化工〉が強く，日本橋，

旭町は弱い。

これを従来同様大久保を 100とした相対強度で示す

と3

央 ｜珂 局 浅 草 麹 lllJ 日本橋

78 46 24 20 
66 42 46 30 

70 51 45 22 23 
工20 86 5工 49 37 

60 64 52 20 18 
67 71 63 35 24 

雪は従来も少なかったがp 2, 3月中昼間雪を見な

かったのは，今回の従来とやや異なる点であるO

各地の差は 1月は少なく，ただ芝，渋谷が若干H吉が

多く，浅草，青i'/IJ，大島が若1二曇が多いのが目立つ位，

2月も各地の左は少し深川，赤坂p 向島，王子等が

やや11Aが多くう El本橋、 ；L，浅草，大森？大島等がや

や去が多いflt.司 3 月も各地大志ないがl~I谷，大久保，

l(rJ i誌等がやや｜｜古が多く，牛込，石ti!l;J:j：，立川，杉並，

特に大！誌が曇が多かった。

今回の成績は試験月が従米と半月ずつずれているの

で，既往同期と直接比較し難いが，ほぼ既往と大差な

い成績と言ってよいであろう。

10) 気温（。C)

前半I~に比し 1 月は低下したが， 2, 3月は漸次少し

ずつまた上．拝しているO 本年は昨年と同じく初めは寒

冬で3 1月がやや例年より低日で‘あったが3 2' 3月

は割合暖かとなった。

総月間平均値で－の最高一平均一最低値はそれぞれ



1月午前は10.9 （四谷） -6. 7-5.1°C （石神井），

同午後は14.0（四谷）－10.3-8.1°C （荒JII) 

2月午前は 12.5 （立Jll)-8.1-5.6°C （渋谷），同

午後は15.0 （四谷）－ll.7-10.1°C （中央）

3月午前は14.4 （立・Jll)--11.2--9.1°C （渋谷），同

午後は15.9 （赤坂）－13.8-ll.9°C （江東）

各地の差は若干あり， 1月では四谷，立川が高く，

石神井，渋谷，牛込，荒川等が低い部である。

2月は四谷3 赤坂が高く，渋谷が低いほか大差なし

3月は四谷，赤坂，立川が高い部，江東（都立化工）

が低い部である。

気温の最高一最低値（。C)

前報に対しては気温と同傾向を示している。

これは 8カ所の成績（ 1月のみは 7カ所）であるが，

各地の月間平均値につま最高一平均（最高値平均と最

低値平均と 2種ある）～最低値を記すれば，それぞれ

1月午前は 13.7 （青梅〉～10.6, -0. 8～－2. 3°C 

（青梅），同午後は10.2（中央・他）～9.8, 5.8～4. 5°C 

（日本橋〉

2月午前は 16.7 （青梅）～12.1, 1. 5～ー0.3° c （青
梅〉，同午後は 12.8（江東，青梅〉～12.2, 7. 3～6. 4° 

c （中央）
3月午前は16.9 （青栴）～14.7, 4. 6～ 2. 0° c （青

梅），同午後は16.4 （浅草〉～14.8, 10. 1～8. 3° c （江
東）となる。

以上の如く青梅は月間各地平均値中の最高～最低個

所を独占し，気温変動＊日最大であり，その他では 1月

では杉並が最高一最低の聞きが大きく，他は大差がな

い。 2月では青梅以外は最高一最低の開きに大差なく，

3月でもほぼi司様で，結局区音j）は大差なく，青梅のよ

うな郡部は気温の変動が激しいことが明瞭に表わされ

ている0

11）極度（%〕

毎日の各地混度は相当の差があることが多いが，月

間を平均すれば地区若は小となること従来の通りであ

る。前線よりは低くなっているが，これは季節変化と

言い得る。本期各月の問には差は少なかった。各地の

月間平均値では，最高一一平均一最低値それぞれ

1月午前は65（大島〉 ・52-42%（大久保）， I司午後

は63（麹町） --46-36% （赤坂）

2月午前は68（深Jll)--54--41%（立｝11)＇同午後は

60 （大島） -45-36% （大久保）

3月午前は62（大島） -54-46%（大久保），同午後

は62（大島）ー 54-42%（大久保〉，で各地の売につい

てはう 1 月では高い部は姐~IT, ;j:lj1「II, !JLj谷p 大島，侭

い部は中央，城東，荒Jil，大久保

2月の高い部は深川，大島，浅草，低い部は麹町，

中央，日本橋，芝，赤坂，渋谷，城東，大久保，立川

3月の高い部は大島，低い部は赤坂，渋谷，大久保

立川で3 3月はあまり各地の若が大きくなかった。

本期を既往｜司期と比較すると，特に高目であった昨年

よりは低いが，まず例年と大差ないと言い得るようで

ある。

12）風向

前半I~ よりは花偏りの風（北，北々西，北々東の比較

的類似した風向の風を総称するものとする。他の場合

もこれに準ずる〉が増しているが，午前と午後でかな

り異なり，午前が北偏りの風が午後より多く，全個所

平均でももちろん主風（最頻風の意とする）であるが，

完全主風（主風でその頻度が全風向頻度の 1/2以上の

ものを意味するものとする〉には多少頻度不足であ

る。 3月となると再び多少北偏りの風が減じ，山偏り

の風が増しているが，なお北偏りの風は全体的に言っ

て午前，午後いずれに於いても主風である。

午前，午後の風向がかなり異なるのには，太陽幅射

や人間活動の影響がかなりあるのであろう。

前幸I~ も倒の如く各地風向は相当異なり，本土と大島

はもちろん，区部，郡部および区部各地問でも差異が

あるO

各地の主風（うち完全主風の所は×を付して示し，

午前のみ完全主風の所は③で示す〉を見ると， 1月は，

北偏りの風は中央×，日本橋⑧，赤！反＠，渋谷③，四

谷②，牛込＠，浅草，王子× 3 石ネrj1井×，杉並の10カ

所，麹町は北偏りの風と北東風が同頻度；北東風3 青

梅，立川，大島；北西風，芝×；主風不定（午前，午

後で主風異なるものを含む），城東，荒川，大久保，大

森；不詳（欠測が多いその他のため），小石川， li'IJ島，

玉川で，主風不定は午前？午後で主風向が変つ℃も北

信1りの風が北京ないし北聞に変る場合が多い。

2月は若干 1月とは変ってきて，二｜じ偏りの風は芝，

四谷＠，城東p j向島＠，荒川＠，王子②，石村1;J=i：×の

7カ所；北東風は浅草，青梅；北西風はホ坂；主風不

定は麹町p 中央p 日本橋p 渋谷p 牛込，江東p 大久保
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（以上7カ所は午前は北偏りの風，午後は反対にT'H偏

りの風が主風で、ある），大森，立川p 杉並，大島；不詳

は玉川

3月は，北iWりのj凪は麹町・9 中央， 日本橋＠，渋谷

＠，四谷，牛込③，向島＠，江東×，王子②の 9カ所；

北東風は赤坂，浅草，青梅，大島；東偏りの風は神III'

；｜じ四風3 杉並；主風不定は芝＇ J}J~ ~1i，荒川，大久保，

大森， Fj;f1j1;Jl：，立川（北京， f・?i間半々 ）；不詳は小石川，

玉川で， 1月に類似するが， 1月より風向不定であ



る。

以上本期の風向を既往と比較すると 3 本期は北侃り

の風が季節1'1'9に多いとは言っても，例年よりはむしろ

少い位で，特に昨年よりは少い。

13）風 力（風級j

本期の 1月は前報と大差なく，全体的に儲か大きい

と思われる程度で、あるが3 2月はやや弱化して前報よ

りもむしろ弱い｛立になり， 3月には若干増大して今期

中では最大となった。

各地風力に若干差のあることも従来と同傾向であ

る。

各月につき観察すれば，各地月間平均値につき，最

大一平均最；j~を示すと，それぞれ，

1 )=J LI・・ jjfJで、は2.7 （荒）11) -1. 7 1. 0 （赤坂・他），

M午後は2.5 （渋谷・他j 1.8-1.0 （赤坂）

2月午前では2.4 （渋谷・他） --1. 5-0. 8 (LI二込），

｜寸午後は2.8（渋谷） -1. 6--0. 8 （赤坂）

3月午前では3.3（杉並） -2. 0・---1.1 （牛込）, ,,a1r・ 
後は 3.8 （渋谷） -2. 3 -1. 2 （赤坂〉で？各J也の大小

を月毎に制察すると，

1月では大きい方は芝p 渋谷，城東，荒川，王子，

大久保，杉並，小さい方は赤坂， 1~q谷， LI ＇·）ム，大森3

立JI!

2月では大まい方は麹a1s，渋谷3 荒川！？大久保， r'i'

栴，杉並，小さい方は中央，赤坂，田谷，牛込，浅草，

大森，立川

3月では大きい方は麹町3 渋谷，荒川｜，杉並，小さ

い方は赤坂，！些i谷，牛込，大森，立川となり各）~ 大泣

ない。

これを既往同期と比較すると，今期 1, 2月はほぼ

普通で， 3月は倒年より若干大きいと言ってよいよう

である。

E 結 五口
己
主
円
un

本調査の第五期第 1回中間報告を提出する。本回か

ら試験年，試験月を暦年と一致せしめた。従って第工

期の試験月とは15日ずつのずれがあって，本期の成績

を既往の試験月と比較することは正確には困難である

が，それでも大凡の比較は可能であり，特に 3カ月を

まとめた比較は可能である。

本W3は既往に比し降下煤塵量，麗；1央数が特に多く，

麗j夫量，細菌数も比較的多し結局空気汚染は一層高

度であった。特に鹿挨数の増加は注目される。また試

験日によっては一酸化炭素も従来以J二の高濃度を示し

た。これ等はltil型燃料のみならず，液体燃料の増加と

も｜月連があるのではないかと考えられる。

さらに推移を観察しつ多角的に対策を進める心構え

をJ~｝＇ちたいと思う。
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降下煤塵量（臨／km2，月）及び放射能（cpm/m2，月）

工960年1月工日～工960年工月31日

1ι~ 
（不溶解明：成分 可溶性成分）

総 最 総放射能
（煤鹿量： 放 射 能 煤塵量 放射能）

麹 間J 27.27 59工 (18.07 285 9 20 306) 

千代旧 紙 業 136. 27 688 （工25.61 457 エ0.66

中 央 24.9工 904 (19. 57 446 5.34 

日 本 橋 エ8.64 962 （工2.62 295 6.02 

神 田 24.51 1,491 (19.30 1,098 5.21 393) 

石 JI! 13.45 870 (10. 28 264 3.18 606) 

深 JI! 29.47 737 (21. 63 462 7.84 

芝 20.20 445 （工6.62 144 3.58 302) 

赤 坂 16. 53 348 (12. 94 157 3.59 

訴と 谷 30.85 897 (27. 32 897 3. 53 。）

四 谷 18.32 66工 (15.工6 工88 3.16 473) 

牛 込 24.95 673 (18.82 246 6.13 427) 

初見 東 30.36 276 (20. 87 39 9.49 

向 島 35.59 768 (29. 79 423 5.80 

浅 草 32.22 1,987 (28. 25 1,858 3.97 129) 

荒 JI! 30. 70 763 (26. 85 556 3.85 207) 

i註 野 JI! 8.33 726 ( 4.03 491 4.30 235) 

王 子 ユ3.89 ユ77 ( 8. 57 159 5.33 18) 

大久保（衛研〉 20.01 1,233 （工6.41 983 3.60 250) 

大 森 エ8.27 412 （工4.55 368 3. 72 44) 

玉 JI! 6. 70 530 ( 4.26 368 2.44 

石 ネ1jJ JI: 4.90 196 ( 3. 01 130 1.89 66) 

古 12.98 403 (11. 41 263 1.57 140) 

立 JI! 10.15 126 ( 9.09 564 1. 06 

並 西 10.84 628 ( 9.42 269 1.42 359) 

大 島 9.34 1,604 ( 6.29 1,525 3.05 

最（場
多

所）値
136.27 1,987 （代125.6工 1,858 10.66 

総 （千代｜王｜〉 （浅 草） （千四〉 （浅 草） （千代田） （日本1喬）

（平各忙成対分す均のるF総H量値) 
24.22 773 ~19.64 498 4. 58 275) 

(100%) ( 1.1% (18. 9%) 

j舌
最（1易少 m~~［ 4.90 l'Tl (3. 01 39 1.06 。）

（正itill Jj:) （壬 （石千lJI:) CM .4I) C¥L Jll) 〈ちlミ谷）
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降下煤聾量（鴎／km2，月）及び放射能（cpm/m2，月〉

1960年 2月工日～ 1960年 2月29日

＼＼＼＼＼  試！挽項目 （不溶解性成分 可溶性成分）
~~卦＂、 窪L 総放射能

保健所名 （！煤鹿量 放射能 煤塵量 放射能）

麹 関I 15.27 211 (11.61 203 3.66 8) 

千 代田紙業 123.40 631 (114. 53 492 8.87 工39)

仁ド 央 39.43 721 (31. 68 564 7. 75 エ57)

日 オミ 橋 17.06 631 (12.19 349 4. 87 282) 

神 rn 30.63 917 (24. 20 703 6. 43 214) 

石 Jil 工6.69 662 (13. 32 398 3.37 264) 

深 ）！｜ 46. 71 874 (39.17 613 7.54 261) 

二｝·～一！•・ 21.00 909 (17.94 411 3.06 498) 

赤 Jlえ 34.58 336 (30. 27 336 4. 31 0) 

渋 谷 70.17 4,126 3,615 3. 94 

四 谷 21.83 759 （工6.22 521 5.6工 238) 

牛 込 38.67 682 (33. 91 580 4. 76 工02)

初見 東 22.51 399 （工6.68 280 5.83 119) 

i工 東（都立化工） 26.55 529 (13.69 218 12.86 311) 

！丙 島 66. 70 806 (59.40 486 7.30 320) 

浅 草 74. 28 716 (67. 78 459 6. 50 257) 

荒 Jll 35.91 524 393 4.48 エ31)

r竜 関i Jll 26.41 1,195 （工7.32 267 9.09 928) 

王 子 20.19 579 (15.09 工99 5.10 380) 

大久保（衛研〉 42.87 582 (38.53 207 4.34 375) 

大 3刷h、： 工6.11 373 (10. 84 364 5.27 

玉ー Jll lG.06 283 （工4.03 工90 2.03 93) 

石 1111 ;r+ 40.55 518 (38. 23 214 2.32 304) 

同 45. 35 297 (42. 58 232 2. 7'J 65) 

lL Jll 32.60 661 (31.10 419 1. 50 242) 

並 西 26.08 673 (23. 91 410 2.17 263) 

プミ 島 工1.39 1,138 ( 9. 18 666 2.21 472) 

最（場多所〉値
123.40 4,126 （代114.53 3,615 9.09 

（滝野9f~s $巾~ （千代田〉 （渋 谷〉 （千回〉 （渋 谷〉 （滝野川｜〉

（平各忙成対分す均のる%総量｛直） 36.26 768 31.15 51工 5.1工
(100%) (86. 9%) (13.1%) 

括－ 最（場少所~1H 11.39 211 (9. 18 190 1.50 
坂05（大 ltii) （姓J ITIJ) （大 出） （玉 J 11) （立 J11) （亦
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降下煤塵量（鴎／km2，月）及び放射能（cpm/m2，月）

工960年3月 1日～ 1960年3月31日

試験項目 （不 溶 解 性 成 分 可溶性成分〉
総 主豆ヨ主‘ 総放射能

保健所名 ＼＼＼＼  ＼＼＼  （ 煤塵量 放 射 能 煤鹿量 放射能）

麹 lllJ 35. 34 730 (26.59 577 8. 75 

千代田紙業 73.93 618 (65.15 527 8. 78 

中 央 52. 70 3, 230 ( 43. 87 1,098 8.83 2, 132) 

日 ヌド； 橋 26. 77 1,263 (20. 74 642 6.03 621) 

神 任！ 50.53 1,344 (45.83 1,344 4. 70 0) 

石 J 11 33. 89 872 (29.ユ工 543 4. 78 329) 

深 Jll 82.18 791 (71. 10 719 工1.08 72) 

;'.'.'... 42.工3 747 (36. 43 634 5. 70 

坂 60.48 1,031 (55. 55 664 4.93 367) 

渋 谷 工34.71 826 (125. 17 799 9.54 27) 

四 谷 44. 39 690 (40.22 639 4;17 

牛 込 59. 35 799 (50. 70 683 8.65 116) 

城 :r;n 28.54 702 (18. 90 549 9.64 153) 

江 京（者15立化工〉 工4.57 500 ( 9.82 492 4. 75 8) 

lftl 80.14 749 (70.20 749 9.94 0) 

浅 草 エ63.33 644 (152.68 644 10.65 。）

荒 Jll 50.63 1, 223 (43. 86 716 6. 77 507) 

1奇き 野’ Jll 34.03 963 (25. 07 509 8.96 

王 子－ 27.54 804 (20.81 565 6. 73 

大久保（衛 1iJO 62.65 877 じ56.31 456 6. 34 421) 

大 延長 36.55 1, 738 (29.92 798 6.63 940) 

玉 Jll 11. 77 127 ( 9. 79 127 1.98 0) 

石 や11 生｜： 43.0S 901 (41. 26 670 1. 79 231) 

背－ i'JJJ 45.03 792 (42.29 722 2.54 

立 JI! 80.67 1,063 (76. 69 1, 031 3.98 

並 西 49. 74 900 (45. 39 748 4. 35 152) 

大 )L壬，j 20.63 1,148 (15.26 885 5.37 

最 多
所｛）直

163.33 3, 230 (152. 68 1,344 11.08 2,13央2~
司〈〉功;e;,、 （場 （浅 草） （仁1:1 リと〕 （浅 草〉 (:f!Jl i壬｜） （深 JII) （中

五ド 均 値 53.53 965 ~：7.00 686 6.53 
(100%) (8 0%) (12.0%) 

j舌 最少｛）正（ 11. 77 127 (9. 79 127 1. 79 
(frj1 LEI 他o~（場 所 ）｜｜） （玉 JI I) （玉 ）｜｜） （玉 JI I) （石や11井〉

( 78 ) 
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く第II期

内部 25.36凪，旧市内以外 12.79描，大島3.741茜；付

の区分では工業地域 26.73臨（青梅を加えれば 23.74 

1也）， H'.0染地掛30.42臨 Ct~並を加えれば26.90随），住

居地域 19.13凪；

6月は59.78 （浅草） 21. 54 ~ 6. 49随（大島）；こ

れを付）の区分で観ると，煤畑地区 23.371値，中間地区

23. 62凪，非煤畑地区12.19凪；（ロ）の区分では！日市内部

24. SlI[iJL ！日市内以外13.681也大島6.49随，付の区分

で工業地域 23.74随，商業地域 30.08班，住居地域

19. 65 I也である。

これを既往同期と比較すると，試験年甘くにより若二｜二

異なるが，大体においでほぼ中間の成績であるO 合年

若干異なるがp 降下煤塵量：は気象その他種々の影響を

受けるので，かかる差異がそのまま排出ばい畑量に比

例するとまでは断定できず，結論は早急には出せない。

次に降下煤塵の放射能（cpm/m2，月）は， ひきつ

づき低値を示し， 4月はやや前報より大きかったが9

5, 6月は l~i山i とほぼ11~n様である。

i当月の缶地の最高一一平均一最低カワント数を記する

と，

4月は1961（石和ji;Jり－＇1369-376（王子），

5 が 2611（城東） - 925-423 （赤坂），

6 II 1038 （中央） - 615-214 （王子）となる。

既往同期中第 1年とともに本期が最低である。

2) 降下ばい塵の成分

本間31；年下鹿の成分は3 不溶分は可·~容分の約 3 1古， 11lli

機物は有機物の 2 倍強で，前半I~ より大分比率が臨く，

かなり内容が違っているととが拙察される。

6月の｜時塵成分の精密分析成績（量及び総量に対す

る%）は，各地平均すれば降塵全量中不溶分 14.81臨

(68. 8%) ｛うちターノレ分 2.311也（10.7%), ターノレ分

以外の炭素分1.87雌（8.8%）， 以分10.62f也（49.3%)}, 

可溶分6.73臨（31.2%) ｛うち灼熱減量 3.10 i也（14.3 

本回は本調査の第 6試験年度第 2回中｜間報告

（第23字I~） (1960年4～6月間）を提出する

1) 降下ばい塵の量0笹／km2，月）及び放射能（cpm/

m2，月〕

本期は｜暖房期から非｜暖房期への移行期で、あって，ば

い姻は前報より減少する筈の時期であるが，｜時に強風

が続いて砂塵その他堆積塵をまきあげることがあって，

その影響が大きく， i時塵量が暖草子期におとらない場合

もある。しかし本期は割合風は多かったが，強風の持

続するようなこともあまりなかったため，暖房の残る

4月が本期i：~1 では多く） 5, 6月は 4月より減少して，

大体本期としては順当な降鹿量の経過を示じている。

前半I~ よりは従って｜時塵量はかなり少ない。

被検27カ所の成績を従米同様，付）調査個所の煤畑の

多少の視覚的区分，（ロ）調査個所の地理的位置による区

分，り調査個所のJll途地域別区分の 3種の区分法によ

り観察することとする。

本期各月の各地の降鹿量の最多一平均一最少値およ

び：各種地区別平均値を記すると，それぞれ

4月は62.18（浅草）－25.52--7. 301直（大島）；これ

を付）の区分で観ると， x菜畑地区平均 27.241札中IM'J地

区26.76埴，非煤畑地区20.161直，（ロ）の区分で、は荒川以

西のII二｜市内部 27.73 u払 IIとi市内以外の区音15及び郡部都

市21.19雌，大島7.30随，付の区分では工業地域26.35

1-ili （青j企iを加えれば 24.05随〉，尚業地域34.52班（杉

並を加えれば31.71磁〉，住居地域24.28凪；

5月は56.87 （浅草） 21. 77 -3. 74雌（大島）；これ

を仔）の区分で刷ると，：);!i~丸山由区平Jt.J 25. 57 Fiili，中間j白

区 21.931也非煤畑地区 11.96 ~； （ロ）の区分ではIEHl:J

( 79 ) 

本wの試験要領は従米と変らない。

出責成査5同II 

工



%〉，灰分 3.62臨（16.9%), SOs 1. 42 J也（6.6%), 6) 炭酸ガス量（見。）

Cl' 0. 09施（O.4%), NHs 0.16庖（O.7%）｝で3 従来 前半~と大差ない。既往同期もいずれも小差である。

と大差ない成績であるO 各地本期3回測定の平均値では，最多一平均一最少

3) -i~i変化炭素濃度（ppm) fal（それぞれ＇ 0. 42（渋谷）－0.37-0.包括o（神l王1・仙）

前半I~ より一般に小である。本則中で、は 4 月が他より 本期各月各地の場合は，

大で、あった。 4月は0.55（千代田）－0.39 -0. 26話。（杉並〉，

各月各地の最多 平均一最少値を挙げ‘ると， 5月は0.48（深 ) 11)-0. 38-0. 23%。（杉並），

4月は11.1（牛込）－2.0-0. O（青梅・他）， 6月は0.47（日本橋＠他）－0.34-0. 21話。（滝野川）

5月は 4.0（深川）－1.0 0. O（中央・他〉， である。

6月は 3.2（大森）－1.2－痕跡（中央・他）， 7) 落下菌数（細菌数）

本期中 3回の測定値の平均では， 3.7（牛込） 1.4- 前報よりやや多い，特に 5, 6月が多く， 6月が本

0.3（向島〉となる。 期では最多数であった。これは本期が比較的風速が大

また本期中 3回の測定平均値で、 lppm以下の所はp で、あったことと関連が深いであろう。

中央，城東，向島？荒川，滝野川，王子，大久保3 玉 各地本期 3回測定の平均値では3 最多平均一最少

Jll，石t111Jj：，古・Wf.，立川，杉益，江東の 13カ所であ 11白それぞれ， 254（杉並）－83-20(1~1:i 央），

る。 本W'l各月各地の場合は，

4）趨技数 Cl181/cc) 4月は234（大久保） 50 15（赤坂・他）？

前半｜えに比すれば著減して約 1/2であるが，それでも 5月は688（杉並）－－91 7（青梅），

毎月 1,000を越しており，既往同期中最多である。降下 6月は341（浅草） 106-7（仁｜コ央）である。

塵量はほぼ毎年大差ないのに比べて，浮遊塵の逐年的 8) 紫外線エネノレギー強度（エノレグ／cm2，分）

増数は注目すべきものである。このことは既往にも注 これは 9カ所の成績の筈であるが＇ 4月は中央は欠

意していることで3 東京は逐年挨つほ。さが増してゆく。 測多く平均より除外，向島，浅草も午後は欠測多く平

本期中各月各地の最多一平均 最少値を記すると， 均より除外した。 5月は浅草が全欠であった。

4月は2550（仁l:i央）－1123-140（杉並西〉， 本期は曇天が多かったため，前報の 3月と大差ない

5月は2250（深JII) 1265-550（石神井）， 状態に終始した。曇の一番多かった 6月が本期中では

6月は5950（大森）－1580 600（石神井〉， 一番弱かった。

本期中各地3回測定の平均値では， 2823（大森）一 各地月間平均値の最高一平均最低値を挙げると？

1305 460（青梅・他） それぞれ，

5) 鹿；技量（浮遊塵量） (mg/1113) 4月午前は2.570（江東）－1.590-0. 416 （日本橋），

これはほぼ前半I~ と同様で，既往同期中やや多い音！）に 同午後は2.562（江東）－1.511---0.390（日本橋），

同する。 5月午前は2.413（大久保）－1.501-0. 281（日本橋λ

各地本期 31豆i測定平均値では，最多平均一最少値 同午後2.471（大久保）－1.526-0. 325（日本橋），

それぞれ4.0（尚野川）一一3.1--2. 2mg・（四谷）で 6月午前は2.489（杉並）－1.461-0. 242（日本稿），

本見j：各月各地の場合は ｜寸午後2.367（杉並〉 1. 402-0. 331（日本橋），

4月は4.9( 芝 )-・ 2. 8--1. 6mg (I二i本橋ー他）， これを従米 j1cd~宗大久保を 100 とした相対強度で示す

5月は5.4（滝野川）－3.1--1.9mg （浅草〉， と，

6月は5.2（中央）－3.5-2. 2mg （四谷）である。

大久保 江 !ii~ 並 青 向 島 央 浅 草 麹 IHJ 日本橋

4)=J ｛ ~l~ 同院 100 108 79 89 59 (60) 51 31 工7
工00 128 98 81 (76) (64) (40) 25 エ9

5月月 ｛午午後前
100 98 71 72 87 33 24 12 

100 85 78 68 77 37 35 13 

{; ~fi 100 89 10() γ1 ']') 31-3 43 つら JO 
l3 jヨノr 100 96 108 GS 71 41 51 之9 15 
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とれを既往同期と比すれば3 本期はほぼ中間に位し 7

:f~ 1 W]iW~ 1 , 2年度が強かったれ木！引け、11'1°年や lJl'J：年

よりはやや強い，岳地の強弱はほぼ従来と類似してい

るの

9）天

前幸I~は晴れが多い季節であったが，本期は曇が多い

季節で，雨もやや多い。本報は各月とも最も多いのは

曇で，前報とは大分様子が臭っている。悶は 5月が他

より多く，曇は 6月が最も多かった。これを例年に比

すると，近年は本格的な梅雨が見られないことが多

くう本期もそうである。 5月はやや例年より雨勝ちで

あったが，それでも大したことはない。近年でやや梅

雨らしかったのは？第I期第 3年度（1957年）のみで

あるハただ曇：は例年に比し本期は最も多い年であっ

たη

H青，曇，雨の各地の延べ日数全平均値は， 4月では，

午前は月間延べ観測回数約25@]i:[:1晴？曇，雨それぞれ

9. 9, 10. 0, 2. 9回，同午後は月間延べ観測回数約20問

中それぞれ 7.9, 9.2, 2.4回，

同じく 5月午前は延べ観測回数約24問中晴，曇，雨，

それぞれ8.1, 11. 1, 4. 81間？同午後は延べ観測回数約

20回中それぞれ9.0, 6. 5, 4.0回，

同じく 6月午前は延べ観測回数約26回中，日青，曇，

雨それぞれ7.9, 14. 6, 2.0回，同午後は延べ観測回数

約21問中それぞれ8.5, 10. 8, 1. 4回である。

名j自の状況は従来同様大島がやや雨，曇が多いほか

大体一致しているがp 雨がやや多かった 5月や曇の多

かった 6月では各地のH青，曇：は相当交錯して必ずしも

一致していなし、。特に曇の多かったのは日本橋，深川，

牛込，大島等で，鶴町？中央等はH青がやや多かった。

深川， Fl本橋等は前年，前々年はむしろII青が多い部で

あったが，木期は反対であるわ

10）気温（。C)

l}ff )1~に比し漸次！：昇している。

総月間平均値での最高 平均一最｛1¥'f/il｛を挙げ‘ると，

それぞれ

4月午前は 16.2 （立川）－－14.3-13. 3°C （渋谷）＇同

午後は18.9（赤坂）－16.3---15. 2°C （城東）ラ

5月午前は 21.1 （壬子）－19.6~18. 5°C（中央），同

午後は23.3（赤坂）－21.2-18. 9° c （深川｜・ f也），

6月午前は 25.0 （赤坂・他）－~23.5 21.4°C（中央），

同午後は26.4（赤坂）－－24.7--23. 1° c （中央），
各地の差は！？仲良よりも小111日となっているが，それで

も色々の形で多少存花し＇ 23区｜ゾ1と，部14[5：者

'?J-H1f と l 土 ~IRilJlがやや！了4なりう 23区内では午前より午後

が多くの場合L・.昇するがy 立川、青梅では大差なく，

午後がかえって低いことも散見し人間活動の影響が

侭度なことを忠わせる仁

白地仁！＝14月では王子がやや高くう立Jll，青H1iは午前

1二｜ごlは他より高いが，午後は平均以下である。 5月では

王子，赤坂，荒川，青梅等がやや高く，他は大差なく，

6月では赤坂，浅草3 王子，立川等がやや高く，中央，

大高等がやや低い。

既往同期と比較することは半月のずれがあるので困

難であるが，大体状況類似しておるがう上記の高，低

個所は既往と異なるものが多く，従来やや高い部であ

った深川等は今年は普通で、ある。深川のこの変化は今

年は例年より曇が多かったのと関係ありそうである。

最高一最低気温（。C)

気温と同様前報より漸次高まっているn

これは 8カ所の成績の筈であるが， 4, 5月は砲町が

欠けて 7カ所となり，さらに4月は中央もとれず， 6 

カ所の成績となった。

各地の月間平均値につき，最高一平均（最高値平均

と最低値平均との 2種）－最｛氏備を記すれば？それぞ

れ，

4月午前は20.2（青梅）－－17.7, 8.8-7.2°C（青梅），

同午後は18.1（江東） 17. 4, 13. 2 12. 7° c （杉並西），
5月午前は22.9（向島）－22.O, 14. 2-12. 3°C （青

梅），同午後は23.9（中央〉一一22.3, 18.4-16.3°C （江

東）、

6月午前は27.1 （浅草）－25.7, 18.6--16.9°C （中

央），同午後は27.8（浅草）－26.2, 22. 5 21. 1 ° c (l！］＇・

HiJ:）フ

となり， 4月午前は青梅が前報にひきつd、き最高，最

低両｛問所を占めているが， 5月よりは各地区々であ

るの結局気温の変動は暖季は寒季ほど著しくないが，

それでも背・梅のような郡部都市は， ピノレ街や区部一般

より気温の日変化がやや大で、あるととが分るη 従来と

同傾向である。

11）限度（%）

！日報の40～50%前後から，木期は60～70%前後に漸

次高まっている。季節的変化と概称し得る。各地の月

間平均値では，最高平均最低値それぞれ，

( 81 ) 

t月午前は69（深川｜） 61 51%（神間），同午後は69

（麹町・他）－59--49%（ネrj11JJ),

5月午前は81（大島）－－ 69 58%伸jrffJ），同午後は83

（大島） -66-50%（神！：日），

6月午前は82（大島）－68 63%（赤坂・他），同午後

は83（大島〕－66-58%（壬子〉，

各地の状況はほぼ類似しているがフ 4月では鶴町，

深川，石神主＼：，大島等は高いfj＼），神問、赤坂，渋谷？



王子，大久保守・は (J＿~い自15, 5月も同1乳 6月り；高いg11

tこ.／.IJ同1，低い部に牛込，立：JI！，杉並%＇；が加わる。

斗よl』1を既住向期と比較すると：本．却1は

で、P 特に 4月はそうである。また冬地の高低は年によ

り必ずしも同様でない。しかし深川，大島等はほl:f高

いことが多く，大久保，赤坂3 杉並等は低いことが多

。
、．．

 、ν
12）風向

前報より北偏りの風（北，；It々 西，；｜七々 東の風の総

称とする，他もこれに準ずる。）が減じ，市偏りの風が

増していることは例年の通りで，風向変化の進行経過

もほぼ例年と大差ないようであるが， 4, 5月はやや例

年より北偏りの風が多く，風向変化の進行が少しおく

れていた。 4月の天候が例年よりII青れがやや多かった

のと関連するものと思う。

それで4月は北偏りの風がなお全平均でも各地の主

風（最頻風の意とする）となっており，北東風がこれ

についで多く，南偏りの風と大差ない。 5月には市偏

りの風が増し，全平均でも各地の主風となったが，次

ぎは北東風，北偏りの風でこれ等も相当多い。 6月に

は一層南偏りの風が増し，また南東，北東，市西等の

風も増している。各地の各種風向頻度の度数分布は相

当異なっていることは例年と同じである。各月別に記

すれば，

4月は主風が北偏りの風なのは， 麹町， 日本橋，

芝大 牛込， 向島，王子，大久保の 7カ所，北東風な

のは大森， 大島＊の 2カ所， 主風不定（主風が午前，

午後でちがうものを含む）神田，赤坂，渋谷，四谷，

城東，浅草，荒川，江東，石神井，青梅，立）I／； 杉並

の12カ所，主風不詳（欠測が多い，無風その他で主風

を決定できないもの〉中央，深川，小石川，玉川の 4

カ所， 以上のうち＊を付した所は， 主風が完全主風

（主風）限度が全観測頻度の 1/2以ート．のものの呼称とす

る）の所である。 h＼己のように風向変換期の木月は大

部分の所が主風不定である。

5月は上記のように風向変換が相当進み，主風がH守
備りの風の所は麹町，四谷，石村1井，北東風の所は！こ／:i

央叱深Jll，芝，北偏りの風の所は牛込， 大森， 南東

風の所は青栴，南西風のmは杉並（西），大島矢主風

不定は日本橋，神IT!，赤坂，渋谷，城東，向島，荒川

江東，主子，大久保，玉川，立川の12カ所，主風不詳

は小石川，浅草で， I十J偏りの風は全体的に頻度が増し

ているが，なお各地の主風となっている場合は依然と

して少く，主風不定の個所が約半数であるσ 主風不定

例所は午前，午後で主風を異にする所が大部分で？午前，

午後の主風は全平均で多頻度のJiJ¥¥p'ijのし円＜fれかで、ある

ことが多く，また4月に北偏りの風を主風とした所が

5月では主風不定に移行した所もかなりある＇ C

6月では一層南偏りの風が多くなり，二｝ミ風がp｝ゴ偏り

の風の所は日本橋，深Jll，赤坂，渋谷，四谷大牛込，

峨東，向島，浅草，荒JII，江東，大久保，大森，石ネrj1

＝）＝／＇.， 青梅，立川の16カ所，東偏りの風の所は小石川，

南西風の所は大島，北東風の所は中央，主風不定の所

は麹町，神｜孔芝，王子，杉波の 5カ所，主風不詳は

玉川で，大多数の所で市偏りの風が主風となる。

13）風 力（風級）

本期付、前mの3月よりは若干小であるが， i日報の 1'

2月よりはやや大で，全体的にはやや前報より大であ

ったn 前報の 3月は比較的大きな11直で、あったので，大

体において木期はむしろ風力はやや大きい方で，本期

中では午前は各月ほほ、類似し，午後は 4月が他より小

で＇ 5, 6月は同程度であった。

各地の月間平均値では，最高一平均一最低値それぞ

Jt, 

4月午前は2.8（渋谷・他）－1.8-0. 9（浅草），同午

後は3.4 （渋谷） ~1. 9-1. 2（四谷・他），

5月午前は3.1 （麹町・）－－1.8-1.1（四谷・他），同午

後は4.0（江東）－2.1-1. 1（四谷），

6月午前は2.8（麹町）－1.7-0. 9 （神田），同午後は

3. 4（渋谷）－2.1-1.1（立JII), 

各地の｛践には若干の大小があるが， 4月でけ、麹町，

渋谷，荒川i，杉並等は大の部，神III＇；乞赤坂＇ l:T.Gfti, 

牛込，大森，立川等は小の部である。 5月では麹町，

中央p 渋谷，荒川，江東，杉並等は大の部，神田，深

川，；乞ホ坂，四谷p 牛込3 王子p 大森，立川等は小

の部， 6月は 5月と類似し，大きい部に大久保が加わ

るくらいのものであるの

以卜．従来と大差ない成績で，既往同期中ではやや大

きい部は！吊するη

結 窓
口＝＝n

”
 

本期の成績は一般に既往同期と大差ないものであっ

たが，塵撲の数，量，細菌数等はむしろ従来より多く，

特に鹿挨数は逐年増加傾向が明らかで，従来より多数

であった。これは早急な結論は慎むべきであるが，！万｜

体燃料の消費はほとんど延びず，液体燃料の消費量は

透年増加しつつあるここと対応するものかと思われるの

いずれにせよ大気汚染対策をもっと進めて，少なく

も現在以上の汚染増大を抑制する必要があると思われノ

/.;> n 

( 82 ) 



降下煤塵最（膳／km2，月）及び放射能（cpm/m2，月）

1960年 4月 lFl～工960年 4月30日

山グ？
（ 不 溶 解 性 成 分 可 j容性成分）

総 量 総放射能
（煤塵量 放射能 煤庫室 放射能）

麹 同丁 エ6.84 1296 (10.87 1113 5.97 工83)

千 lFI 代紙業 50. 71 工240 (41. 30 工118 9.41 122) 

央 28.96 1032 (19.05 809 9.91 223) 

Fl 橋 16.84 1491 (10.34 555 6.50 936) 

:t111 IFI 1596 (24. 16 1422 7.40 174) 

正i JI! 22. 72 1452 (16.05 979 6.67 473) 

｛架 JI! 39.15 1489 (29. 71 ' 1142 9.44 347) 

三＇＜υ＿＿：： 工9.87 1293 (13. 12 854 6. 75 439) 

赤 坂 19.11 1112 (13.34 5. 77 410) 

渋 1ノ＝，、r 40.21 1112 990 3.69 工22)

匹l 谷 25.67 1765 (20.17 1176 5.50 589) 

込 21.88 1129 (15. 70 工047 6.18 82) 

tJj~ 東 30.08 ユ500 1123 工l.77 377) 

j工 東（都立化工〉 工5.64 988 ( 9.05 552 6.59 436) 

i而 島 29.85 881 （之7.96 838 1.89 

浅 草 62.18 1035 (56.16 754 6.02 281) 

荒 JI! 31.13 1857 (17. 07 工409 14.06 448) 

jfi在 野 JI! 23.82 工165 (14.63 754 9.19 411) 

王 12. 26 370 ( 6.60 254 I 5.66 工22)

大久保（衛研） 工6.03 工529 (11.91 1144 4.12 385) 

！大 が叶ミti 30.99 工159 (23. 09 712 7.90 447) 

T. JI! 29. 75 320 （~3. 73 6.02 320) 

や11 ヂ｜： 20.Sl 工961 (16.55 1063 3.96 893) 

,-J +hf: 工0.22 工759 ( 7.39 1538 2.83 

λL JI! 20. 76 工953 (17. 73 1416 3.03 537) 

主主 西 14.91 1562 工200 0.96 362) 

大 島 7. 30 工865 ( 5. 25 1720 2.05 145) 

最（場
多

所〕値
62.18 1961 (56.16 工720 14.06 936) 

総 （浅 草） （石村井） （浅 草） （大 島） （荒 } 11) （日本橋 l

（平ι告成対分す均のる%総最値） ／ 
25.52 1369 ~~9. 25 1015 6.27 353) 

¥100.0%) (7 4%) 
(24.8%) 

括ー
最（場少所）値

7. 30 376 ( 5.25 254 0.96 f詰3~（大 局） （王 子） （大 島） （壬 子） （杉並西） （向
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降下煤塵量（賠／km2，月）及び放射能（cpm/1n2，月）

1960年5月l1=1～工960年5月31Fl 

｜ （不溶解ti:成 分 可溶性成分〕
総 ii歪!l: 総放射能｜

保健所名＼＼＼ （ 煤 鹿量 放射能 煤鹿量・ 放射能）

麹 町 27.88 61工 (15. 78 501 工2.10 工10)

千四代紙業 32.41 1225 (22. 39 ! 998 工0.02

央 20.56 994 （工4.40 669 6.16 

fl 本 j喬 20.99 956 (15. 52 492 5.47 464) 

判1 i=A 23.82 879 (22.88 814 0.94 65) 

石 ) I J 22.62 887 （工6.ユ5 781 6.47 106) 

深 Jll 39. 76 96'2 (30. 65 772 9.11 19の
－〆1,『.I叩・ 20.44 工946 (10.97 エ473 9.47 

赤 坂 14.99 423 （工017 399 4.82 24) 

主そ 谷 33.07 826 (28.92 762 4.15 64) 

四 谷 19.89 (13. 25 514 6.64 

牛 込 16. 74 625 (11.07 403 5.67 222) 

古式 東 28.10 2611 (17. 13 2379 10.97 

江 東（都立化工） 23. 29 401 (14.37 304 8. 92 97) 

向 島 32.99 970 (26.67 597 6.32 373) 

浅 草 56.87 598 (51. 74 418 5.13 180) 

荒ヱ Jll 20.17 583 （工2.97 391 7.20 ユ92)

1注 野 Jll 20.84 525 （ユ3.44 412 7.40 113) 

壬 芋－ 16.04 881 ( 8. 78 490 7.26 391) 

大 久保（衛研） 15. 76 791 610 4.58 工81)

大 森 26.48 1055 (19.80 665 6.68 400) 

玉 Jll 15.54 エ350 ( 9.03 656 6 51 694) 

石 *1lt チ｜： 14.54 工027 (10. 44 I 750 4.10 

青 WE 5.80 572 ( 3.57 410、 2.23 工62)

立 Jll 8.60 717 ( 4.99 263 3.61 454) 

本会 並 四 5. 77 926 ( 3.18 418 2. 59 508) 

プミ 島 3. 74 919 ( 2.19 638 1.55 281) 

最多値 56.87 2611 (51. 74 2379 工2.10 694) 
総 IC場所 （浅 草） （城 東） （浅 草） （城 東） （麹 町） （玉 ) I J 

（平~~符均語「伯 21. 77 925 (15. 62 665 6.15 260) 
(100.0%) (71. 7%) (28.3%) 

括 i最（場少所）｛直 I（大
3. 74 423 ( 2.19 263 2坂4~島） （赤 坂） （大 島） （立 JI I) （神田）（赤
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降下煤塵量（聴／km2，月〕及び放射能（cpm/m2，月〉

1960年 6月工日～工960年 6月30日

（不溶解性成分 可溶性成分〉

保健五示＼＼
お＂、t主' 量 総放射能

〈煤塵量 放射能 煤塵量 放射能）

麹 同了 ユ8.67 411 （工2.82 351 5.85 60) 

千四代紙業 31.70 590 (22.97 533 8. 73 57) 

中 央 31.17 1038 (22.44 989 8. 73 49) 

日 オ三 橋 20.43 539 (14.15 393 6.28 146) 

神 田 18. 75 452 （工2.83 357 5.92 

石 ] I [ 21.23 599 (15. 76 561 5.47 38) 

深 ]I[ 26.85 538 (21. 28 304 5.57 234) 

－三zこI- 19.02 686 (11.65 345 7. 37 

赤 坂 工6.58 663 (11.62 509 4.96 工54)

渋 谷 47.68 912 (36. 58 689 11.10 223) 

四 谷 18.12 595 (11.44 391 6.68 204) 

牛 込 工6.18 683 (10.49 462 5.69 221) 

担日 東 27.18 542 （工4.93 324 エ2.25 218) 

江 東（都立化工〉 33.17 525 (17.87 223 15. 30 302) 

向 島 552 543 9) 

浅 草 59. 78 629 (51.37 486 8.41 143) 

荒 ] I [ 15. 79 384 ( 9.41 211 6.38 

1首 野 ] I [ 17. 67 449 (10.15 284 7.52 165) 

王 子 工5.69 214 ( 8.20 75 7.49 139) 

大久保（衛研） 15.68 732 ( 8.97 359 6. 71 

大 森 28.57 624 (21.53 450 7.04 174) 

玉 ]I[ 13.14 796 ( 8.00 365 5.14 43工）

石 神 f:j: 12.59 445 ( 6.95 369 5.64 

青ー 梅 工0.84 863 ( 7.］ユ 614 3. 73 

lL ]I[ 9.34 611 ( 6,85 403 2.49 

杉 並 西 7.61 59工 ( 5.62 424 1.99 

大 島 6.49 936 ( 4.06 324 2.43 

最（場
多

所値〉
59. 78 1038 (51.37 989 

（話立イ七里）
61島2~

総 （浅 草〉 （中 央〉 （浅 草〉 （中 央〉 （大

（平名に成対分す均のる%総量値） ／ 
21.54 615 (6~工.~.81 420 6. 73 

(100.0%) %〉 (31. 2%) 

括
最（場少所）｛痘

6.49 214 ( 4.06 75 1.99 島9~（大 島〉 （王 子） （大 島） （王 子） （杉並西〉 （向

( 85 ) 



XJlf 陸水の自然放射能測定調査（昭和35年度〉

今年度は上水（青梅市沢井水道），天水（伊豆大島

の島民が貯水槽に雨水をため飲料水にしているもの），

沈殿物（伊豆大島の天水貯水槽内〉， 河川水及沈澱物

最低c.p.m./l

下 水 1. 73 

上 水（原水，蛇口水〉 0. 38 

河 川（多 摩 ) 11) 1.40 

長尾 元雅

村秀

（都下多摩川｜）は年間4回調査し，下水（三河島汚水

処理場〉は停月 1回調査した。その結果は次表のとお

りである。

最高c.p.m./l 平均c.p.m./Z

6.92 2. 74 

1.93 1.21 

1. 78 1. J9 

沈般物 （同 J二〉 3. 28(c.p.m./g) S. 6S(c.p.m./g) 4. 49(c.p.m./g) 

天水〈伊豆大島，保健所） 1. 73 5.05 2.87 

沈殿物（伊豆大島 5カ所〉 9. 73(c.p.m./g) 20.S3(c.p.m./g) 66.13(c札 m./g)

以上の結果から，上，下水，河川水は例年同様，低い

計数率を示し放射能汚染は考えられない。又今年度特

に追加された河川及びその沈澱物も調査の結果は低い

計数率を示している。又昨年度まで汚染の認められて

いた伊豆大島の天水も本年度は非常に低く， lOc.p.m/l

以上のものは一件もなく平均は 2.87c.p.m/Zであるか

ら，全く放射能汚染はないものと考えられる。しかし

貯水槽内の沈殿物は多少高い計数率を示しているが，

これも漸次減少の傾向が認められる。

数 装 置 東芝山00進形放射線計数器 EAG-31102型

数 tコ_,. 科研鉛製計数台

｛史 用 計 数 1＇一ヨ三 東芝計数管 GM-B-s 

マ イ カ の 厚 さ エ.9mg/cm2 

窓 か ら の fili=I 高位 l.Ocm 

比 較 3式 ~＇31- 科研製 UaOs D.P.S SOO 

試料皿 の 形 状材質等 ステシレス スチーノレ製 内径23mm 高さ66111111
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τ ＊ 河 畠

水温
採 水 計 数 率 (cpm) 

蒸残 寝 発物
No. 採 水 i塩 採水部位 測定月日。C

月 日時 比 較 試 料 自然計数率 試料計数率 同 c.p.m./l mg/l 

ユ4 三河島汚水処理場 放流水 17. 
35. 4.25 

35. 5. 7 4636.4土30.45 22. 53土0.87 29.45土1.21 6.92土1.49 571.9 
PM  2.30 

ユ6 II II 工4.0 35. 5.20 
35. 5.30 5209.0圭32.28 20.92土0.84 26.90土0.95 S.98土1.26 5ユ3.2P M  3.30 

27 II II 25.5 35. 6.29 
35. 7. l 5070.0土31.84 20. 90±0. 83 22.63土0.87 エ.73土L08 2324. 0 

PM  2. 50 

29 II II 27. 7 35. 7.22 
35. 8.10 5138.4土32.06 19.07土0.80 22.27土0.86 3.20土Lユ7 ユ（〕24.8

PM  2. 00 

30 II II 25.5 
35. 8.12 
p h在 2.30 

35. 8.22 5510.8土33.20 16.33土o.71 ユ7.93土o.73 1.60土］.07 479.6 

（∞吋）

40 II II 22.5 
35. 9.28 
PM  2. 00 35.10. 7 5308. 0土23.04 15.00土o.71 18.90土0.79 4.85土J.06 487.8 

42 fl ／／ 20.B 
35.10.工8
P M  2. 00 35.10.23 5310.5土23.13 ユS.10土o.72 工8.51±0. 78 3.41土Lユo 725.3 

50 II II 16.0 
35.11.25 
P M  2.40 35.11.28 5405.8土32.88 15.66土o.72 工9.75士0.99 4.08土0.27 529.3 

60 (/ II J4. 0 
35.12. g 

35.ユ2.ユ6 5414.2土32.90 ユ5.80土o.72 20.30土LOユ 4.50土0.28 506.4 P M  2.00 

6ユ II II 9.3 
36. 1.18 

36. 1.20 5266.6土32.45 エ7.30土o.76 工9.50土0.99 2.20土0.23 J240 PM  2.50 

62 II (/ 8.6 36. 2.14 
36. 2.27 5434.0土32.96 16.87土o.75 ユ9.15±0.98 2.28土0.23 1544.0 P M  2.00 

67 II II 13.0 
36. 3.24 

36. 3.29 5372. 6土32.78 ユ6.57土0.74 工8.60土0.96 2.03土0.22 3057.0 PM  3.工O



αコ
00 

No. 

工7

工8

3] 

32 

51 

49 

65 

66 

上水

採 地

青梅市沢井水道

!I 

II 

!/ 

II 

!/ 

II 

II 

採水部位

原 水

蛇口水

原 水

l蛇口水

原 水

蛇口水

原

水温 採 水

。C 月 臼時

12.3 
35同 5.21 
PM  4. 00 

工5.3
35. S.21 
PM  4.30 

エ7.0 35. 8.15 
AM  10. 00 

21.6 35. 8.15 
AM  9.00 

lJ 5 35.ユエ． 5 
P M  3. 00 

12. 2 
35.lJ. 5 
PM  4.30 

1.6 
36. 2.25 
AM  9.00 

AM  8.30 

計 数 午＇＊＂，‘ (cpm) 
蒸残 留 物発

測定月百
比較試料 自然計数率 試料計数率 間 c.p.m.Jl mg/l 

35. 5.30 5209 土32.28 20. 92±0. 84 21.50土0.85 0.58土1.18 29.9 

35. 5.30 II II 2J.30土0.84 0.38土1.18 31.9 

35. 8.22 55工0.8土33.19 JG. 33土0.74 ユ9.00土o.75 o. 60±1. 05 エ04.6

35. 8.22 II II 15.67土o.72 ]. 60±1. 03 43.3 

35.工工.28 5405. 8±32. 88 エ5.66土0.72 J7.60土0.94 1.93土0.22 24.3 

35.工1.28 5405.8土32.88 II 工7.75土0.94 2.08土0.22 24.5 

36. 2.27 5434.0土32.96 エ6.87土0.75 エ7.75土0.94 0.88土0.19 23. 7 

36. 2.27 II II エ8.50土0.96 1.63土0.21 25.ユ



河Jiil](及沈澱物

採 水 計 数 ヰd ー・ユ (c.p.m.) 
蒸残 留 発物

No. 採 水 f也 水混 外観 測定月日
比較試料［自然計数率｜試料開率｜月 日時 間／l(g) mg/l 

エ9 和泉多摩川 工9.5 l. 78土J.2ユ 85.8 

20 " 〈沈i殴物〉 26.57士0.94 S.65土1.26
1000 
(mg) 

33 " 22.0 iii ~0~~0 35. 9. n 5439 土23.32 15.20土0.87 工6.60土0.91 1.40土1.26 119.0 

39 " 〈沈殿物） 20. 05±1. 00 4.85土工.33
1000 

" " " " (mg) 

52 " 11.0 " 
35.11.16 

35.11.28 5405 土32.88 15. 66±0. 72 17.25土0.9工 1.59土0.19 38. 3 
p E在 1.30

53 " （沈殿物〉 " 19.85土0.96 4.16土0.65 エ000
" " " (mg) 

∞む〉

63 " 8.8 " 
36. 2.16 36. 2.27 5434.0土32.96 エ6.87土0.75 エ6.65土0.9工 60.5 
P乱1 1.30 

64 " (P P十〉 20.ユ5土工.00 3.28土0.25
1000 

" !! !! 

" (mg) 



天水

採 水 測 定 計 数 一~芳－－ (cpm) 
蒸残 留 発物No. 採 水 地 水位 外観

月 日時 月 日 比較試料 自然計数率 試料計 数率 関／l mg/l 

28 伊豆大大島島元保町健所 17.2 澄明
35. 6.工5 35. 7. l 5070土31.84 20.90土0.83 22. 63土0.86 l. 73土L09 23.2 PM  3. 40 

41 II 22.0 II 
35. 8.27 
AM  10. 00 35. 9.17 5439土23.32 15.20土0.87 20.15土0.81 5.05土1.15 44.0 

48 エ9.0 II 
35.10.25 35.10. 31 5100土30.09 17.43土0.76 22.15土L05 4. 72土0.73 23.0 II 
AM  10. 00 

59 !! ェ。 II 
35.12. 8 
AM  9.30 35.12.16 54ユ4土32.90 エS.80土0.72 15.45土0.88 （－〉 35. 7 

沈澱物

計 数 率 (cpm) 
No. 採 取 i塩 採取月毘 測定月百 重量（g)

， 

比 較試料 自然計数率 試料計数率 同／g

22 F伊戸ムロ 豆 大 高 元 町ーノ十l、 35. 6. 2 35. 6.14 1.0 5工64土22.72 20.ユ7土0.81 225.5士2.74 205.3ゴ二2.86

23 
If 

35. 6. 2 35. 6.10 
山 回

1.0 II ／／ 29. 9土0.99 9. 73土1.30

6 fl 
1.0 90. 7土l.74 70.5土l.92 

24 農業 協 同 子丑 1に』t 
II II II II 

25 
II 

II 1.0 II ユ38.0土2.ユ4 117. 8 ±2. 30 
拝 裁 学 校

II II 

26 
II 

II II l. 0 ／／ II 30.5土L00 10. 33±1. 30 
坂 本 エドム匂，． 

36 
／／ 

36. 8.27 35. 9.17 1.0 5439土23.32 ユ5.20土0.87 48.40土1.56 33.20土l.78 
Jf[ 島

38 
II 

II II 1.0 II II 35.40土1.33 20.20土1.59
山 田



34 
II 

1.0 5439土23.32 エ5.20±0. 87 64.05土1.79 48. 85±1. 99 
農 協

II II 

35 
II 

1.0 155.85土1.83 140.6土2.92
洋 裁 子主込L. 校

II II II II 

37 
II 

1.0 212.3土3.30 197. 3土3.37
坂 本

II II II II 

46 JI! 島 35.10. 25 35.10.31 1.0 5100土30.09 J7.43土0.76 44.30士2.10 26. 87±1. 96 

44 
II 

1.0 59.90土2.44 42.46土2.32 
山 田

II II II II 

45 
II 

1.0 114.8土3.02 97. 36±3. 25 
農 協 "' II II II 

47 
II 

1.9 67. 50±2. 65 50. 07±2. 75 
洋 裁 λてL子t. 1支

,'/ II II II 

48 
ロ

0.5 27.30土工.65 〈ユ9.72±2. 92) 
坂 本

II II .'I II 

58 
II 

35.ユ2. 8 35.12.16 1.0 5414土32.90 エ5.80土0.72 55.50土1.67 39. 70土0.94
Jfl 島

54 
II 

1.0 20. 30:tl. 01 4.50土0.28
山 田 " II II II 

56 
II 

35.12. 8 35.12.16 1.0 5414土32.90 15.80土0.72 68. 25±1. 84 52. 45±1.工2
注佳a記~ 協

55 
II 

1.0 64.50土1.79 48. 70土L07 
洋 裁 点tム三L,.・ づ4プんミ

II II II II 

57 
II 

1.0 102. 80±2. 27 87.0土l.54 
坂 本

II II II II 



xw清酒中の防腐剤について

現在，食品衛生法で清酒の防腐剤として添加を認め

られているものは，サリチノレ酸のみであり，他の食品

に使用を認められている数種の防腐剤を清酒に添加す

ることは許されていない。清酒は他の食品と異なり，

製造業者はその醸造にあたり 3 長年の技術を尊ぴ＼特

に風味をそこなうような化学的合成品を添加すること

はないと思われるが3 近年防腐剤やその他の添加物の

進歩に伴い，防腐剤の含量や食品衛生法違反のものを

使用していないか，一応検査する必要があると常々感

じていた。たまたま，パラオキν安息香酸類似の反応

を呈する清酒の検体があったので，清酒及び新清酒に

ついて一斉調査を行なった。この調査の結果，試験法

の欠陥や，防腐剤の確認，特にパラオキν安息香般の

場合，類似反応を呈し，これと誤認するおそれのある

物質のあることを知ったので，調査結果とあわせてこ

こに報告する。

(1）検体の選定

検体数としては，多数処理は不可能な状態なので3

次の要領により市販のもの21種類を選定して検体とし

た。（第1表）

第 1表 j青 j酉

地方別 長者 柄

東北地方 。漫 工

関東地方 丸O正O 工

甲信越地方 ダOヤ菊 エ

東海地方 源 。 l 

近畿地方 鹿§rn宗，，署， O松仁聞冠，のO鶴梅J0, 宮O白0久0白QY  日v 
0月 大勇 ' 0,本0 

13 

新清酒

新o,0ーノレデシO久，三o,0正宗 4 

計 21種類
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松井多

木村 康夫

西 ±_TI 進

清酒のうちで近畿の銘柄を多数選んだのは入手し易

いことと，一応有名銘柄に重点を置くためで、あった。

(2) 検査項目及び結果

第 2表に示すとおりであるO

(3）各試験方法

A ナリナノレ酸

食品衛生検査指針の防腐剤検査法中のナリチノレ酸比

色定量法は，エーテルp 石油エーテノレ混液層からナリ

チノレ酸を抽出する際，塩酸酸性で行なうことになって

いるが，抽出が不完全で，詰色の再現性もとぼしいの

で，われわれはこれを改良して次の方法により定量試

験を行なうことにした。

a 試薬

① 10%塩酸

① 鉄アラム抽出液： 2%鉄アラム溶液 lOmlに水

を加えて200mlとする。

① サリチノレ酸標準溶液：サリチノレ酸 50mgを水11

にとかして製する。

b 試験操作

試料 lOmlをとり，水を加えて lOOmlとし，その

50mlをとり， 10%塩酸 1mlを加えた後詰油エーテノレ

40mlでよくふりまぜて抽出し，つぎに石油エーテノレ

20mlでさらに 1回抽出し， trll出液を合せて，少量の

水で、洗ったのち，鉄アラム抽出首長 40mlを加えて強く

振りまぜ，紫色を呈した下層を分取し，さらに上層の

第 1図

•3 

•1 

。
5 10 15 20ppm 



表2 第

Rf 

0.21 

0. 2工

0.21 

0.21 

0.2工

0.21 

0.21 

0.21 

0.21 

0.21 

0.21 

0.21 

0.21 

0.21 

0.21 

0.21 

0.21 

0.21 

0.21 

0.21 

0.21 

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

パラオキ i/
安息香酸

0.ユ9

0.25 

0.18 

0.19 

0.23 

0.11 

0.17 

0.17 

0. 15 

0.13 

0.10 

0.工7

0.23 

0.20 

0.16 

0.19 

0.工7

0.工8

0.18 

0.18 

0.23 

ソノレピシ目安デハイドロ
酪酸

安患、香酸ナリチノレ酸
g/l 

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

K

L

M

N

O

P

Q

R

S

T

V

 

※註：類似反応は MilonLintner反応， Br2沈殿反応陽性を示し， Rfは，後記の PC法で得た類似反応物

質の Rfを示す。

少量の水にとかし， 1%過マシガン酸カリ液3～4滴，

1%硫酸2～ 3滴を加え，沸騰水浴中で約2分間加温

し，飽和蔭酸液を過マンガン酸カリの紅色のなくなる

まで加える。冷後Rimini反応でアセトアノレデヒドの

存否を検し 3 著しく赤色を呈する場合， ソノレピシ般の

存在の徴とし，本反応、陽性のものについては，本試験

を行なうことにしたが，著明に赤色を呈するものがな

かったので，本試験は省略した。

E パラオキν安息香酸及びその類似反応物質

衛生試験法の防腐剤試験法中パラオキV安息香酸

定性法kよって検液を作製し MilonLintner 反応

及びプロム沈殿反応を行なった結果3 沈j股反応、では陽

性を示し， MilonLintner反応では 1%NaN02液

を滴加した1氏加濫する以前に，すでに，微に赤紫色

が認められた。そこでわれわれは，パラオキν安息香

酸を確認すべく，次に述べるペーパークロマトグラブ

イ法（以下 PC法と略す〉を行なった。なお，新清酒

は清酒に比べて，かなり弱い MilonLintner反応及

びブロム沈澱反応を示した。

( 93 ) 

石油エーテノレ層を抽出液 20mlで1回， lOmlで1回

よくふりまぜて抽出を行なう。つぎに石油エーテル層

を水 20mlで洗い，抽出液と洗液を合せ，水を加えて

lOOmlとする。

別にサリチノレ駿標準液で O～20p.p.mの稀釈液を作

り，各 lOOml中に2%鉄アラム液3mlを加えて，約20

分後に光電比色計により，波長530111μで、測定して検量

線を作成し（第 1図）＇検体も同様光電比色計により

測定した。

B 安息香酸

衛生試験法の防腐剤試験法中安息香酸の定性法にし

たがって行なった。

c デノ、ィドロ酷酸

衛生試験法の防腐剤試験法中，デハイドロ酪般の定

性法にしたがって行なった。

D Yノレピシ酸

、2
、
，ノ
n
y．nt凶

検体を溜酸酸性でエーテル抽出を行ない， J1l1出j夜を

少量の水で洗い，エーテノレを水浴上で溜去し，残f査を

試予



PC 法

i 展開 剤

パラオキν安息香酸の展開剤としては，ベンゼン，

酪酸，水（20: 20 : 10）を分液ろう斗でよくふりまぜ

て放置し，完全に分離後，上層部を用いた。

ii 呈色剤

呈色剤として Milon試薬（HgI分を冷発煙HNOa

1分にとかし，これに 2倍量の水を加えて希釈する〉

を用いた。

iii パラオキν安息香酸標準液

パラオキν安息香酸のアノレコーノレj容液（12mg/cc)

を調整した。

iv PC用 P 紙

東洋P紙 No. 50, 1 cm×18cmのものを用いた。

v 展開及び呈色

衛生試験法により抽出，加水分解し，二硫化炭素で

洗糠した残涯をエーテノレに溶解し，エーテルを蒸発さ

せた後，なるべく少量の水にとかして， PC用P紙に

spotし， 一次元 i二弁法により， iの展開斉ljを用いて

展開した。展開後風乾して Milon試薬を噴霧し’電気

第 3 表

試料 展開時間 室温 三口E三 色 Rf 

標準液 約 l時間半 30°C 紫 赤 色 0.28 

j食 j夜 II II 汚褐赤色 0.21 

標準液 紫 赤 色 0.28 
十 ／／ II 

検 tf：長 汚褐赤色 0.21 

乾燥器中で約 100°cで2～3分間加熱して発色させ

た。その結果は第 3表のとおりである。

第 3表の結果のように3 混合試料で展開しでも， 2

つの Spotが現われ，又 Milon試薬による呈色も

異なるところからp あきらかにパラオキν安息香酸と

は別の物質であることが確認された。

(4）むすび

以上の結果のとおり，サリチノレ酸の使用に関して使

用許可規準を超えるものはなく 3 また，デ、ハイドロ酷

酸，安息香酸，パラオキν安息香酸， ソノレピシ酸の使

用を認められるものも見当らなかった。

公認されているナリナノレ酸の定量法の欠陥を改め，

又パラオキν安息香酸の定性を行なう場合には，呈色，

沈減反応がたとえ陽1生であっても，直ちに断定するこ

とは極めて危険で3 その確認には，必ずPC法を併用

すべきであるとの結論を得た。なお本調査の結果，判

明したパラオキ V安息香酸類似反応、物質の本体は確認

できなかったが，新清酒からの反応が弱かったことか

ら，醸造の過程で天然物から生成されるのではないか

と忠われるので，酒の仕込期にあらためて，全原料に

ついて調査を行ない，その原因を追及する必要があ

る。

文 献

1. 食品衛生検査指針

2. 衛生試験法註解

3. 公衆衛生年報 3の2 (1955) 
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xv 各種食品の放射能調査報告（G• M • Cによる）

く昭和35年 5月2日から昭和36年 3月31日まで〉

昭和32年9月以降3 科学技術庁からの委託により各

種食品の放射能調査を継続施行しているが，本報告は

昭和35年度分のものである。

調査対象

1）水産物 iふな 2種 4件

い か 3種 6件

しじみ 2種 4件

2）畜産物牛乳 1種 4件

3） 農 産 物｜番茶 1種 4件

梨 2積 4件

小麦 1種 lftl二

裸麦 1種 1件

水稲 1種 1件

陸稲 1種 1件

大根（根部，架部） 2種 8件

ホワレシ草 2種 4件

19種 42件

松井多

西垣 進

直井家寿太

2. 放射能測定法

検体の灰イ七，放射能測定及び40Kの補正については，

科学技術庁が放射能調査基準小委員会に作成させた方

法に従って行なった。

計数装置は下表のものを使用した。

3. 調査結果及び考察

調査結果は別表に品目別に掲げてあるが，総体とし

て昨年までに見られたような著しく人工放射能にょっ

て汚染されたものがなくなり，昭和35年6月分までの

大根葉，ふなの内臓及び番茶が弱い汚染11直を示したに

とどまった。

その他の品目は前年度は多少高いカクシトを示した

ものがあったが，今年度は全く汚染｛障を示さなかった。

大根葉，番茶の今年度の最高汚染11直は今までの最も

数 装 置 射定置 Model 
科研製放線測装 工OOAS-A4 同 左

｛史 用計 数 ／’3同γy 科研戸線用G・M・T B-3N 東芝製・ G・M • T. B-4 

数 よ仁み::i 科研鉛製計数台 同 左

マイカ：去の J事さ 1. 8mg/cm2 3. 5mg/cm2 

窓からの距離 第一段 （約13mm) 第一段（約工Omm)

比較試 料番号 A-164 同 在

試料皿の形状・材質 科研スーシレス製制主主／（＼径深さ 6~~~~） ｜司 左

備考： 35.6.28以降は右側のものを使用した。

強い汚染値の 1/20～1/40に減少しており，昭和36年

に採取した検体は殆んど汚染が見られないまでに減少

してきた。穀類も全然，異常カクシトが見られずホ－

VY草も前年度まで見られた汚染がなくなってきた。

昭和34年10月から，人工放射能による汚染が減少のー
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路をたどってきたことは，非常に好ましい傾向である

が，核実験俸止以来いまだにわずかでも汚染が見られ

るものがあることは心すべき事実で今後も調査継続の

必要があると思う。



測年且定日 調重量 （灰5補~：正：数値g分率当） 
試料百十数率（除K) I 

採取
生体 自 然 （試E料D計mg~数宰） 

種類 取 士出 水分 ) K 計数率 計数率
灰SOCmg分当｜｜乾lOg当物 備

考
年月日 % % cpm cpm cpm g cpm cpm cpm 

ま 11ム！世一一

35. 5.20 35. 6. 2 200 82.2 5.95 14. 9土0.4 4.6土工.4 5.5土工.7

ふ II II 50 79.4 JO.工5 30. II II 38.0土］. 4 28. 8土Ll 9.2土1.618. 7土3.2

義飾医水元町 35. 6.17 35. 6.28 200 82.0 5045土3421. 5士Q_61 lL 6±1-2 9.3土0.6 2.3土1.6 4.5土3.1
ぶ

II II II 50 82.2 6. 85 29. 5 II グ 39.］土ユ.434. 5±1. 3 4.6土1.9 6.4土2.7 

な な 肉 世田谷区砧町 36. 1. 20 I 36. 2. 9 J 吋 80.i/ 10. 85! 13.料加工i22. 6±0. 6113.出 2)JS. 0±1.わ 8土工 4)-3.9土3.1

肉 葛飾区水元町 36. 2. 26 / 36. 3. 31 / 刈 83.ii 8. 851 10. s.t悶土31/21. 6土0.6/ 12.出 2／エ1.6土工 2/ o.組 4: 1.6土 5

除内臓 房 総 1中 35. 8. 1 35. 8. 9 200 

:;: :I :: ~~I :: ro:d 2L 9士 5

23.6土1.222.5土L0 1.1土1.6 J.5土2.2

し、
II 岩手県大館 II II II 83. 6. 17. II II 20.5土1.220.8土L0 -0.3主1.5-0.4土2.0

!! 静 悶 f中 II !! !! 76. 6. 15. !! !! ユ7.8土J0 J7. 8土0.9 。土ユ.4 0土工.4

か
II 房 総 1* 36. 2.26 36. 3.31 200 76.6 6. SJ 20. 515058土3121.6土0.623‘l土Lユ 22. 1土L0 0.4土1.5 5.4土1.9

II 静 同 Nr II II II 82.3 6.23 !! 20.5土1.2工9.9土1.0 0.6土1.4 0. 7土1.6

し むきみl葛飾区江戸川 35. 8. 6 35. 8.工9 100 85.0 7.06 9.0 5046土3222.S土0.6 9.5土l.J
［！  

ユ0.1±0.7-0. 6土1.3-0. 8土l.7 灰分中に

II 世田谷区砧町 36. 1.20 36. 2. 9 ／／ 87.5 21.60 ]. 0 5047土2122.6土0.6 3.1土工.1 工.1±0.2 2.0土1.2 8.6土5.2多量の砂

じ 貝殻の破
II 葛飾区江戸川 36. 1.20 36. 2. 9 II 84.8 3.49 6. 0 II !! 7寸巴山口4士1.2 o. 3±0. 9 

片の混入

み !! 世田谷区砧町 36. 3.24 36. 4.12 !! 83.0 2. 5i3日土2222・2±0・61 2・5土l. 2・8士G・31-0・3土1.2-0.6土2.4あり

牛 市

伊豆大島「
35. 7. 4 ユSOcc 88.9 26. 7土Lユ-0.4土1.8

グ 35. 8.30 35. 9.14 !! 89.0 6. 37 24. 0 5056土3工 23.3土0. 26. 3土ユ.325.4土0.9 0.9土1.6 L工土2.0

グ 35.10.24 35.Jl. 4 !! 88. 7 
6.22 叩ナ土口

28.2土1.4 0.3土工.9 0.4土2.4

手L 手し グ 35.12.26 36. 1.ユo!! 87.8 6・25i 22・515072土工921. 0土0・ 27・7土1.326. 4±1. l 1.3土1.8 ] . 6土2.3

緑茶［番茶（ 葉 ｜町田市原町田 I35. 6. 13 1 35. 7. 4 ¥ 15 l 叔5.40/ 32.中世23[2工L土o.6[ 44.出 6137. 6±0. 81 6.出 sj7.出 91



葉 町田市原町田 35. 7.工9 35. 7.22 20 一｜※5.68

15：：：：~1 :: ＝~· :! :: ::J ~ ::: :i 
緑 番

33・515136± 21.仕 0・5142・9土1.6 38・5土l.4 4. 4土2・2 5・0土2・

II II 35.ユl. 7 35.11.10 エ5 一※5.50 お 515明土一一 ※ 灰企%は

－余a ： 一余一
II II 35.11.17 36. 2. 9 20 一※5.48 37. 815047土 22.6土o.6 45. 5土1.4: 42. 0土2.7 3. 5土2.91 3. 8土3

88. 2 5. 60 35. 5051土2421.8土0.5 38. l土L1 おベ八雲
果皮l II 85. 4 5. 48 25. グ が 30.8±2. 2 28.2土2.01 2. 6土3.0 2. 8±3. 3 

安？に11 二世十紀
35. 9.14 23.3土0.8 48. 5土l.7 47.ユ土工.3 1.4土］.9 o. 8土L工

果皮 か II II 40.4土1.340.2土0.8 0. 2土3.2 0. 2土1.6

果肉府中市四ツ谷 35.11. 4 35.ユ1.11 88. 5 4. 17 38. 5050土2421.8土o.7 45. 5土1.445. 0±1. 4 0. 5土l.9 0. 4士1.6 

が 世田谷区砧町 II 89. 2 3. 051 35. グ グ 38.l土1.] 39.4土1.6「1.3土1.61-0. 8土1.0

小麦玄麦 種実 世田喜谷区多見町 35.12.20 22.5士0.630.8土］.5 

寸土土問裸麦 II II II 一※1.71 28. II II 30. 3±1. 5 32.8士L -2.5土2.0-0.9土0.7 灰風り乾分%物は当

水稲玄米 II II II II 一※1.62 20. グ II 21.5土1.4

陸稲 !I !I !/ II II －※工.57 エ9. グ II 20. 4±1. 4 22.4土工.4-2.。土2.0-0.6土0.6

一「［
エ001 93. 8 23. 96 25. 04804土29 24.3土工.0 3.ユ土1.5 14. 8土7.2

大
II 、 II 200 95. 5エ6.25 45. 5 II !/ 46. 6土1.544.0土］.3 2. 4土工.9 8. 0土6.4 

板橋区下赤塚 135. 6.泊お 7. 4 JOO 91. 5工9.16 43. 5138土2321.工土0. 18.4土1.6 工4.5土0.9 3. 9土l.6ユ4.8土6.1

グ 35. 7. 7 200 94. 7 16. 09 22.3土0. 48. 0土1.650.4土0.9-2.4土1.8ー7.7土5.8

世田谷区砧町 36. 1. 20 36. 2. 9 ~c日日日 73. 7 13. 24 
ユ0. 5047土2工 22.6土0.6 12. 7土1.2エ2.7土Lユ 0土ユ.6 0土1.6

27. II グ 29.7土J.4 
山 1.:t口3±2.2 0. 7土5.5 

板橋区グ下額塚 136. 2. 20 36. ,:・ 31 89. 5 1工.85 20. 5058土3121.6土口町お 1土工 222.2土L 0.9土工.9 2.1土4.4

35. II グ 38.0土1.538.9土2. -0. 9土2.5~2. 3土6.5

葉・茎世田谷区砧町 36. 1.20 38.9土1.1 。土2.0 0土2.0 

II 板橋区下赤塚 36. 1.21 ／／ II 85. 3 15. 23 36. グ グ 39.8土工.240. 6±1. 5 0.8土2.4 2. 4土7.2

II 世田谷毘砧町 36. 3.24 36. 4.12 が 92.0工9.03 J 2. 5075土2222.2土日 6,13. 2土1.2ユ3.7士0.7 

II 絞橋毘下赤塚 36. 3.27 II II 91. 0 16. 16 29. グ グ 32.4土0.932.4士L1 0土1.7 0土1.7 



XVI 市販缶詰の化学的肉鑑別法

く肉質中の脂肪による方法〉

緒 E司

牛肉の大和煮缶詰と称して内容肉が牛でなく，馬肉

や鯨肉を使用している事実が世論を高め大きな問題と

して取り挙げられた。

当所においてもこれら缶詰肉の迅速且つ確実な試験

第 1表

松井多

遠 藤英 美

直井家需太

法の必要を感、じ？試験法の研究および市販缶詰の調査

を行なった。

牛，馬，鯨の肉質部構成々分の中で最も性質の異る

ものは脂肪である。牛脂，馬脂3 鯨油はその構成脂肪

酸の相異により化学的，物理的性質を異にすることは

多くの文献に明らかにされている。

飽 辛口 目旨 肪 酸 不 飽 平日 脂 目方 自主

C12 I C14 C16 Crn C20 C16F1 C15F1 CrnF2 その他

脂｜｜ト7.8124~沼 r·~.6 …ト
馬 !l旨｜痕跡 5～6 20 5～6 痕跡 30 5～6 34 5～6 

C1aFs 
16 

ナガス鯨｜ I ~4～C1s ~主と C1s～C22少量｜ 25 著量著量 75 

ずトー蝕 Cす14～C1sを主と 工0 90 
C2 量

イワ ν鯨 微量 少量 微 量 ｜ 微 量 20 C1s～22F1およびC20九C22れを主とす｜ 80 

備考 Fiは二重結合 l個を示す。

牛 日旨

第 2表牛馬鯨各油脂の構 成脂肪

馬！！旨鯨 市
開

Z
Y
1
 

Tri-stearo-glycer]de 

Stearn-di pal mi toーが

a-Palm] to-distearo-/1 

Palmito-dioleo-11 

Tri-linolens-glyceride 

Tri」inoleino.

Lino leas幽dilinoleno

Stearo幽dilinoleno

Pal mi to-dilinoleno 

その他

第 2表のようにp 各油脂の主たる脂肪酸は牛脂の構

成脂肪隙は Paln1iticacid, Stearic acid, Oleic acid 

であり，馬！！旨は牛脂構成脂肪酸の他 Linoleicacid, 

Linolenic acidを含有することが特徴であり，鯨油は

Arachidono”cl upanodo-oleo岨glyceride 

Oleo-did upanodo /1 

Oleo-diarachidono /1 

Oleo-dizoomaro /1 

Stearn-Ii noleono・zoomaro /1 

Parmito・Stearidogadoleo /1 

これら陸産動物とは著しく異り》高度不飽和脂肪酸た

る Arachidonicacid, Cl upanodonic acid, Zoonト

aric acidにより大部分が構成されている。図 1参照。

脂肪については第 3表のように動物の種類により沃

( 98 ) 



CHs(CH2)1・CH=CH・（CH2)1COOH

C1sHH02 

Olei.c acid 

CHs(CH2-CH=CH)s・CH2ー（CH2)GCOOI-I 

C18H2002 

Linoleic acid 

CHs(CH2)4•CH=CH ・ CH2 ・ CH口CH ・ CH2 ・CH=CH・（CH2)sCOOH

CHs(CH2)1sCOOH 

C1aHss02 

Stearic acid 

図 1

CHs (CH2) 14COOH 

C1sHs202 

Palmitic acid 

CHs(CH2)4CH=CH・CH2・CH=CH(CH2) 1COOH 

C1aHa202 

Linoleic acid 

CHa (CH2) 6 ・CH= CH (CH2) 1COOH 

C11Hs202 

Zoomaric acid 
C20Hs202 

Arachidonic acid 

CHs・ (CH2)1・CH=CH・CH2・CH=CH・CH2・CH=CH・CH2・CH=CH・CH2CH=CH・（CH2)sCOOH

C22Hs602 

Clupanodonic acid 

第 3表牛，馬，鯨， 油 脂 の 性 質

比 重〔d〕 屈折率〔nD〕 凝融固点点 iI ケシイ七 11副

牛 0.937～0.953 1500 ユ.454～l. 4614 4o0c 35～50 190～202 

馬 0.915～0.933 15°C 1.4604～1. 46471000 29～50 196～204 

イワν鯨脂肉油 0.915～0. 9232 29ん 1.4729～1.4785 182～193 

ずトワ鯨肉油 1.4673 工95.6

ナガス鯨脂肉油 0.9137～0. 9236 20/4 1.4705～1.4769 190～工97

Vロナガス鯨肉油 1. 4648 40°C 194.3 

南氷洋鯨油 0.9123～o. 922 20/1 I 1. 4712～1.4739 193～工96

沃素：価

120～162 

134.1 

107～工56

122.3 

103～工24

日本油化学協会編 油脂化学便覧 1958版

素価が臭っているので，油）！旨試験法の常法たる沃素佃i

測定により牛馬鯨の内鑑別が可能ではないかと思い行

なってみた。

缶詰製品について実験を行なうに先き立ち，牛，馬，

鯨肉から抽出した脂肪の沃素価について基礎実！換を行

ない製品について実用し得るや否やを検討－して見たと

ころ

沃素価については文献記載匁盗塁算企笠盟r

文献｛直 実測fi直
牛）］旨 32～ 47 40. 4 

馬！！旨 75～ 82 87. 2 

鯨 油 100～140 105.0 

内に入る（第3表参照）。従って牛だけで作られた缶詰

は，沃素価測定だけでも牛以外の馬，鯨肉の使用は判

定できることが解ったのであるが，著者等はさらに牛

十馬，ヰ＋鯨，馬十鯨の混合された場合の判定法の研

究をすすめることとした。

市販缶詰は内容肉が馬，鯨の場合にも味付けのため

に牛脂を加えているので，抽出脂肪の直接的測定法だ

けではこれら混合油脂を判別出来ない。従ってt11J出し

た脂肪をさらに適当な溶媒によって分離抽出しp 分割

した各部の沃素価を測定して先きの組脂肪の沃素価と

比較して牛，馬，鯨の判定は出来ないかと考え3 各撞

溶媒に対する各脂肪の溶解度を検べたところ，エーテ

ノレ，四塩化炭素3 クロロホノレム， ベンゼン， キνロー

ノレはいず、れも易溶で、あるが，アセトンが 0°Cにおいて

溶解度

脂

脂

油

牛

馬

鯨

やや難溶 11% 

比較的易溶 80% 

易溶 100% 

と云うことが判り，これについて検討‘したところ牛脂

は 0°Cではア驚セトシに対して 11%位しか溶解せず，

鯨油は 100%，馬脂は約 80%であった。また牛十鯨

( 1 : 1）混合油脂において 0°Cでアセトンにより

分離される割合はアセトシ可溶部：不溶部＝11:9で

あった。 （第 5表参照）

また牛脂十鯨油の各撞割合に混合した油脂について

粗脂肪の、沃素価およびアセトシ可溶脂肪，不溶脂肪の

沃素価について測定した結果は（第 6表〉の如くで，

この結果から大略的な牛，馬，鯨の判定が可能である

ことを知り得た。

例えば粗脂肪の沃素価 99.6でアセトン可溶脂肪の

〔99) 



沃素価97.6，不溶部の沃素価が44.1のような場合，鯨

油の存荘が疑われるようなことである。

次に沃素価試験の補助手段として臭化物試験を行な

ってみたところ，高度不飽和脂肪酸及び六臭化物を多

量に含有する馬脂，鯨油はプロム化によってエーテノレ

不溶性の臭化物を生ずることから，牛十馬，牛十鯨の

確認が沈殿の有無及び7え澱の形状から可能であること

が認められた。

以上の基礎的実験を組合わせ，これらの綜合結果か

ら牛脂，馬脂，鯨i由の判定が可能であることを知り得

た。また，缶詰内容の試験法としては東大農学部の方

法を用いることとし，肉片を取り出し，温湯で表面に

付着している脂肪を取り除き，添加された牛脂を出来

るだけ除去した肉質内部の脂肪について試験すること

とした。

市販缶詰肉について上記の方法を応用して肉鑑別を

行なったところ定性的に満足し得る結果が得られたの

で報告する。

実験之部

〔I) 試料の調製

a，牛肉， 馬肉，鯨肉の脂肪の多い部分をとり，こ

れを細く切り，そのlOOgをソクVレヅト抽出器を用い，

エーテノレ lOOmlで48時間抽出し，エーテノレMi出物に

無水吉硝lOgを加えて一夜放置したのちp エーテルを

溜去し，抽出脂肪を密桧して氷室に保存する。収量5

～6g。

b，缶詰製品 開缶後肉片をつまみ出して約50°Cの

温湯で洗い，乳鉢ですりつぶす。次にこれをピーカー

に移し，水200mlを加えて煮沸し，分j夜口斗に温j受液

を布でろイ七してとり， J令後エーテノレ lOOmlを布を洗い

ながら分液口斗に加えた後よくふりまぜて脂肪を抽出

する。これを3回繰り返えす。分液したエーテノレは合

わせ，水洗した後p フラスコに移し3 無水吉硝 20gを

加えてよくふりまぜた後，一夜放置して脱水する。つ

ぎにエーテノレを溜去し，供試脂肪とした。収量は約2

～4% 

(II) 実験方法

実験その 1

エーテノレ抽出脂肪の沃素価：供試脂肪 0.1～0. 3gを

精密に秤り， Hanus氏法によって測定した。測定方

法は日本薬学会協定衛生試験法による。

実験その 2

アセトシに対する溶解度：牛，馬，鯨各油脂約1.Og 

を秤り， あらかじめ氷室中で冷却したアセトシ lOml

を加え？氷水中で冷却しながらかきまぜた後グラスブ

イノレター（3号）を用いて速かにろ過する。ろ液はア

セトンを蒸発させた後，減圧硫酸デνケーターに一夜

乾燥後秤量する。

実験その 3

牛，鯨混合油脂の溶解度：牛脂約 5.Ogおよび鯨油

約5.Ogを秤りとり，水浴上で、加温してよくかきまぜな

がら混融させた後，水冷して凝聞きせ，その2.0gを秤

り，これにアセトシ（20°C) 20mlを加えてよくかき

まぜた後，ろ過する。ろ液は水浴上で、アセトシを溜去

する。

このアセトシ抽出脂肪にあらかじめ氷室中で冷却し

たアセトシ lOmlを加え3 氷水中で冷却しながらかま

まぜた後，グラスプイノレター（ 3号〉を用いて速かにろ

過し，このろ液を水浴上でアセトシを蒸発させた後，

減圧硫酸デνケター中に一夜乾燥し秤量する。

またクゃラスブイノレター上のアセト γ不溶脂肪は冷ア

セトン 20mlずつで3回洗った後， i威圧硫酸デνケー

ター中に一夜乾燥し，秤量する。

ここに分割された脂肪は Hanus民法によって沃素

価を測定した。

実験その4

牛脂，馬脂，鯨油を約 lOgずつ採取し，エーテノレを

加えて溶かしp 不溶物はろ過した後p 全量を lOOmlと

して 3 各油脂の lOw/v%溶液を取り，その 5mlをお

のおのとり，これを水冷しながらブロムを 1分間以上

微褐色を保つまでよくふりまぜながら滴加し，常温で

3分開放置後沈澱の有無を検した。

牛脂 沈殿生ぜず

馬脂 白色裂性沈澱を生ずる

鯨対i 白色微細沈殿を生ずる

実験その 5

馬脂，鯨油の 10w/v%溶液をおのおのとりエーテノレ

を加えて， lw/v%～10w/v%溶液を作りこの lOmlに

ついてプロムイ七を行なった。

実験その 6

鯨油を馬脂中に 10w/v%溶液を用いて， 0.5%～ 

90%まで混入したもの lOmlについて， プロムイ七を行

なってみた。

実験その 7

実験その 5で得られた，馬脂および鯨油の臭化物沈

殿を遠心分離器にかけた後上澄液を捨て，新たにエー

テノレ lOmlずつでよ〈かきまぜながら過剰のプロムを

洗い，遠心分離してエーテノレを除いた後， この沈j般に

ベシプーノレ lOmlを加えて水浴上で少しく加温しp 沈

殿の溶解性を観察した。方法は食品添加物公定書中通

、、rr
hu 
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則の潤度規定による。

実験その 8

缶詰中から抽出した粗脂肪をエーテノレに溶かして 2

w/v%溶液として，これについてプロム化を行なった。

その結果は第 9表の如くであった。

(ill）実験結果

実験その 1

第4表の如き結果で牛fl旨では約11%位しか。。Cで

アセトシに溶解しないことが判った。

第 4表牛指のアセトンに対する溶解度（0°C)

No j容 解 度%

工 11.l 

2 ユ1.4
平均値＝11.2%

3 工1.1

4 11. 3 

実験その 2

牛脂と鯨油（ 1 : 1）の混合の場合， 。。Cアセト

シ抽出を行なった結果p その分割される脂肪の割合は

第 5表のような結果で，先きの実験結果を裏付けてい

る。

第5表牛脂と 鯨油 1: 1に混合した時

アセトン分離される割合

一一一一 一一一一一一
アセトン分離抽出

牛十｛掠
可 溶 分 不 j容 分

lg十工g l.15g 0.85g 

lg十lg l.08g 0.92g 

lg十lg l.lOg 0.90g 

実験その 3

牛脂十鯨油の各混合拙l脂の沃素価およびアセトン分

割j後の各部沃素価についての結果は第 6表の如くでこ

の結果から鯨油が 9%以上混入するものについては明

らかに認められることが判った。

実験その 4

牛脂・・・・・・沈j肢を生じない

馬)J旨・・・・・・白色裂性洗澱を生ずる

鯨油・・・・・・白色微細沈搬を生ずる

沈殿の性状は馬脂は裂状のカナ高沈j股であるが鯨油

に較べて少量である。肉眼的観察では馬脂臭化物の沈

澱量は鯨油臭化物のよ容であった。
10 

実験その 5

第 7表の如き結果であって9 馬脂にあっては 4%以

上の濃度がなければ充分確認出来ない，鯨油について

( 101) 

は 1%でも充分確認出来る。

鯨油の沈殿が十として認められる限界は 0.2%以上

であった。従って 1: 500が希釈限界であることが判

った。

第 6表各種の割合に混合した牛脂及び

鯨油のアセトン分離抽出法によ

る沃素価測定値表

混合脂の アセトン分離法による
牛脂十鯨油

分アのセ沃ト素シ価可溶I分アセの沃ト素シ不価溶沃素価

10十 l 40.9 86.9 40.4 

10十 2 48.9 84.8 41.工

10十 3 54.0 85.4 39. 7 

ユO十 4 59. 7 88.1 43.5 

工O十日 62.9 93.3 39.9 

エO十 6 66.5 94.8 45.3 

10十 7 69.6 97. 6 44.1 

10十 8 71. 0 96.3 47.3 

10十 9 71. 9 94.5 50.4 

10十10 80.9 95.1 46.4 

9+10 79.8 95.2 44.8 

8十10 80.3 96.2 43. 5 

7十10 82.2 97.3 40.6 

6十10 84. 9 96.6 38 0 

5十10 91.2 99.2 39.2 

4十10 92. 7 98.3 38.3 

3十工O 100. 7 99.9 44.l 

2十10 工01.6 工03.4 48.6 

l十10 103.2 105. 49.8 

第 7表 馬脂および鯨油臭化物の沈澱の有無（常温）

% 馬 日旨 1涼

1 一
2 十

3 ± 

4 十

5 十

6 十

7 十十

8 十ト

9 十十

10 十ト

十・・.."'f夜容のi～__l_p；下の沈殿容積
20 100 

件……液容の1～l以下 が
10 20 

4朴・・...・t夜容のi以上
10 

油

千十

十十

廿十

十件

十件

十十十

＃十

十件

-t+十

＋｜十



実験その 6

第 8表 の如くで鯨油が馬脂に 5%混入していても

10w/v%溶液中に於いて判定が可能であった。 （註鯨

油の沈澱は馬脂の沈殿より重いのですぐ判定がつく〉

第 8表 馬脂鯨油混合油脂のブロム化

鯨油十馬脂溶Yi主

0. 5十9.5 十

1. 0+9. 0 十ト

2.0十8.0 十十十

3.0十7.0 廿十

4.0十6.0 十社

5. 0十5.0 十件

6.0十4.0 十件

7. 0十3.0 -ti十

8.0十2.0 廿十

9.0十l.0 ＃十

判定法は第 7表と同じで鯨油の微細沈殿の量

実験その 7

第 9表の如くで馬脂はほとんど溶けてしまうか，微

に混濁する程度で鯨油と明らかに異る。

第 9表 馬脂および鯨油臭化物の温ベンゾールに

対するj容状

% 馬 日旨 鯨 油

l 透 明 濁

2 i霊 明 j昆 濁

3 j霊 明 裂状沈 i殿
4 透 明 同 上

5 ほとんど透明 同 上

6 ほとんど透明 ｜司 上

7 ほとんど透明 ！司 j二

8 ｛散に j昆 j笥 同 上

9 微に混濁 同 j二

10 微 に j昆潤 同 ヒ

(IV) 供試缶詰の試験結果

第10表の如くであって30試料中試料 No.1はメーカ

ー側がはっきりと牛だけと云っているものでその結果

も明らかに牛の結果が得られている。 No.2～No. 30 

は市販缶詰で肉質の明確でなかったものの判定結果で

ある。

( 102) 

第10表

No ！｜供の沃試脂素肪価I可ア溶セ脂ト肪ン］｜不ア溶セ脂ト肪ン｜｜臭試験化物l！ 判 定

大和煮缶詰 存（（す馬〉るは疑共〉

l 59 ! 26 牛

2 77 84 28 馬

3 42 77 23 イー 牛＇ ~掠
4 85 88 45 馬

5 84 95 35 十 書誌

6 77 93 60 十 指車

7 61 78 53 馬

8 73 87 62 鯨（馬）

9 78 93 44 d喝

10 78 87 44 馬

11 51 79 26 牛，馬

工2 53 82 23 十 牛，鯨

13 60 84 30 馬

工4 78 87 42 十 鯨（馬）

15 56 80 39 十 牛，鯨

16 77 107 52 十 鯨

17 119 工21 80 十 f時
18 87 95 58 十 I京
19 67 89 53 馬

コンビープ缶詰

20 43 57 34 牛

21 54 8工 42 牛3 馬

22 43 70 30 十 牛， fM臨

23 40 80 34 十 牛，鯨

牛肉すきやき缶詰

24 80 97 38 十 鯨

25 85 9工 19 十 （掠

26 工09 工17 ／ 十 ｛掠

27 34 60 29 牛

28 46 71 ／ 牛（馬）

29 77 81 43 十 鯨

30 91 99 31 十 鯨

考 察

本法は脂肪の沃素価および高度不飽和脂肪酸の臭化

物沈般によって牛，馬，鯨の判定を行なわんとしたも

のである。抽出油脂の直接的沃素価については問題が

ないが3 アセトン分割後の沃素佃i測定については，ア

セトシ可溶部脂肪並びに不溶性脂肪についての定量的

取扱いを行なわなかったので今後ζれについて更に検

討することと，臭化物沈j般については馬脂の臭化物沈



j肢は Linoleno-dilinoleicacidおよび Tri-Linole網

ic acidの臭化物と考えられ3 鯨油においては Oleo-

diarachidonic acid および Oleo-diclupanodonic 

acid の臭化物であり》馬脂の場合は六臭化物と云わ

れるものであり，鯨油は八臭佑物，十臭化物に相当す

るものでこの沈般について更に検討を行なえばもっと

容易な鑑別法があると忠われる。

しかし缶詰中から抽出した油脂を 2～ 5%のエーテ

ノレ溶液として臭化物試験を行なえば鯨油の確認は可能

である。

筆者等の方法は脂肪から肉鑑別を行なう場合で従っ

て脂肪の少ない肉質の場合には確実に判定することは

出来ない。従ってスキヤキ缶詰のように肉質の少い場

合には自信のある結果は得られなかった。しかし大和

煮缶詰中の肉では本法は充分に実施可能な方法である。

士
ロ

φ
4山
中

吾，／.：）..

日間

大和煮缶詰？コンビープのようなものは肉属部を取

り出して，これから脂肪を抽出し，それについて沃素

価および臭素化を行なうととによって缶詰肉の化学的

鑑別が可能であると考えられる。従って保健所やその

他衛生検査機関で行なう予試験としては充分実用に供

し得る価値があるものと思う。

本報告は東京都衛生局の「標示と内容の異なる瓶缶

詰の調査jに関する依頼として行なったもので，当部

の他，獣医衛生部，東京大学農芸化学科p 国立予防衛

生研究所と試験法について協議しつつ行なったもので，

都食品衛生課3 経済局の職員各位および東大藤巻助教

授，予研今泉部長に御援助戴いたこと，及び鯨類研究

所俵E先生の御援助を感謝いたします。
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XV ff ブドウ球菌 Enterotoxinの免疫反応

第 3報 猿の経口投与における抵抗性獲得について

ブドク球菌（以下単にプ菌とl略称）食中毒を最初に

実験をもって証明した Barber の報告において3 中

毒事件を起した農場の家族の中で，汚染牛乳を常時飲

用していた 2人の子供は，特別な症状を起きないで，

不規則に飲用していた大人たち，及び農場を訪れた旅

行者たちは，汚染牛乳飲用で胃腸樟害をひき起したと

の記載は， Enterotoxin （以下単に E.T.と略称）の

経口摂取で，免疫が得られるのではないかと云う組像

を示唆した。

Dackら1〕はブ菌培養P液を4人の人に漸次増量的

に与えて， E.T.に対する抵抗性の若干増大すること

を観察したが，これらの人の血清中に E.T.中和抗体

を立証することは出来なかった。 Dack2〕は経口投与

された動物に抗毒素の産生されることは，まだ立証さ

れていないけれども 3 これらの動物が紙抗性を獲得す

るのは，抗毒素産生によるものと考えられると述べて

いる。しかし， Dolmans-4）は 3人の人体実験で， 4 

6カ月間感受性の減退を認めることなしに発症する

ことを観察し，ブ菌毒素を経口投与した場合 alpha

及び beta-hemolysin が消化管から吸収されること

が認められずp E.T.も同様に消化管から吸収されずp

経口投与によって特異性免疫は出来難いと解した様で

ある。

他面 Satoらの，佐藤6）はプ菌アナトキ i/＇；／ を家免

の鼻腔内に点滴して免疫を行ない，溶血毒に対する抗

体が明確に産生されることを実証報告している。

北村7〕はさきに，ブ菌S-6株培養lfiy夜を塩化亜鉛

沈j殴3 硫酸安門塩折， ethanol沈般の方法で精製乾燥

後，番場8〕，滝川19）の行なった方法に準じて電気泳動

処理し，陰極側に移動した発咽吐物質をもって注射免

疫した家免血清は，明確な E.T.中和能を有すること

を実証報告した。

今回著者らは，北村が i二記家免注射免疫に［fjいた毒

素を，猿に経｜コ的に漸次増量連続投与するll寺，極めて

老

郎

江

養

六

春

井

爪

崎

新

橋

岡

北村久寿久

田代秀雄

長沢清子

高度の抵抗力を獲得することを観察した。このことは，

食中毒と極めて重要な関連を有するものと思惟して報

告する。

供試毒素

νカゴ大学 Dack教授から分与されたS-6株を肉

水寒天（寒天 0.6%）培地に移植， 好気的に 3日間

37°C培養後のl?t夜を， 北村7）が家兎免疫抗原調製に

行なった方法で精製，電気泳動分画した毒素（Z19① 

毒）を用いた。

実験方法

空腹時の猿に， カテーテノレを使用し牛乳に混じて与

えた。投与量は総量が 50mlを越えない様にし，投与

後の反応の有無は 5時間観察した。

供試猿

台湾産の雄 1匹，ジヤワ産の雄，地各 1匹で，体重

1. 2-1. 5kgの発育期の若猿である。 3匹中 2匹は，

家兎免疫血清の E.T.中和実験に引き続いて使用した

ものである。

実 験

No.14号猿（体重 1.2kg，表 1）は， 5月2日219

①毒 5mgの経iコ投与でp 1時間半後数回にわたる曜

吐反応を示した。 この猿は2日後の 5月4日に， 前

回目匝吐反応を示した量の倍量に当る lOmgの毒素に，

免疫血清 lOmlを混じて投与し，日匝吐反応陰性，更に

2日おいた 5月6日に，毒素lOmgに非免疫血清lOml

を混じて与えた血清対照試験で， 1時間後数回の曜吐

反応を示したが，この毒素 lOmgに， 5月9日には免

疫血清 5mlを加えて投与＇ 5月11日には免疫血清 3ml

を加えて与えて，唱吐反応、が見られなかったけれども，

5月13日に非免疫血清 5mlを加えて与え3 また 5月

( 104) 



No.14号接台湾産合体重1.2kg，供試毒素Z19①精製毒第 1表

要

工Oml加

工Oml力口

5ml加

3ml加

5rnl加

t向

免疫血清

非免疫血清

免疫血清

免疫血清

非免疫血清

口
u
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得するととが見られた。

次に No.15号猿（体重1.5kg，表2）は＇ 10月7日

219①毒素7.5mgを与え， 1時間40分後激烈な；！匝吐が

頻回惹起された。

5日後同量の毒素の投与に対し， 1時間半後数回日医

吐したが，初回投与後， 10日自には同量の毒累では日！互

吐が起らず＇ 14日自に 15mgに増量して， 2時間後数

16日（初回毒素投与後14日目〉に毒素 lOrngのみを与え

た対照実験が何れもi陰性を示して，既に感受性の減弱

したことが認められた。この猿は引続き，初回毒素投

与後， 16日自に20mg, 18日自に 50mg, 22日自に100

mg, 26日自に 200mg, 30日自に 500rng, 34日自に

1,000rngと3 逐次増量して 219①毒素を投与したが3

いずれもiJ匝吐作用を示さず，極めて高度の抵抗性を獲

No.15号猿ジヤワ産古体重1.5kg，供試毒素Z19①精製毒

試験 年月日 投 与 量 (I匝 吐 反 応 間 F詰 経過日数

1. 昭.35.10. 7 7.5 mg 工2/a時間後頻回激烈

2. エ0.12 II エ1/2時間後数 回 5日 6日

3. 工0.17 II ナ ν s 10 

4. エ0.2工 15 2時間後数 回 4 エ4
s. 10.25 II ナ ν 4 18 

6. 10.29 !/ ナ ν 4 22 

7. 11. 2 25 ナ ν 4 26 

8. 11. 7 so ナ ν 5 31 

9. 工1.11 100 2時間後 工 回 4 35 

エo. 11.16 II 2 1/2時間後 工 回 5 40 

11. 11.2工 II ナ ν 5 45 

工2. 11.25 150 ナ ν E眠気アリ 4 49 

13. 11.30 !/ ナ ν 眠気アリ 5 54 

工4. 12. 5 !/ ナ ν 5 59 

15. 12. 9 II ナ ν 4 63 

エ6. 12.14 200 ナ ν 5 68 

17. 12.19 300 ナ ν 5 73 

18. 12.23 400 ナ ν 4 77 

工9. 12.27 4 
500 9問中 2回 II鼠 吐 工19

27. 36. 2. 3 5 
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回日臣吐したが＇ 18日乱 22日目には 15mgでも曜吐が

起らなかった。更に26日自に25mg,31日目に50mgに

増量しても唱吐が起らず， 35日目＇ 40日自に各100mg

に増量して漸く唖吐した。以後逐次増量して 400mg

に達しでも曜吐作用が見られず， 81日目以後， 4-5

日間隔で3 500mg抱 9回投与したが， 中2回だけ曜

吐した。すなわちこの猿は3 毒素のみを漸次増量連続

投与して，高度の抵抗性を獲得したことが認められ

？ 

ド｝。

次に No.9号猿（体重 1.5kg，表3）は， 8月6日

供試毒 2.25mgを経口的に与えて， 1時間半後数回咽

吐したが，この(I匹吐反応を起した量の約 1.5倍量に当

る3.5mgに，免疫血清加3 及び非免疫血清加の， 血

清の中和能試験に4回使用した後， 42日の休止期間を

おいた，初回投与後67日自に， 5mgを3 更に4日後

の71日自に 12mgを与えたが，何れも咽吐反応を示さ

なかった。この猿はその後約6カ月の間隔をおいて翌

年の4月22日15mgに増量投与したが3 日直吐作用が見

第 4表 No. 9号猿ジヤワ産平体重1.5kg，供試審Z19①精製毒

試験年月日 投与量 日匹吐反応

工． 昭.34. 8. 6 2. 25 mg l1/2時間後

2. 8.11 3.5 ナ ν 
3. 8.18 3.5 l1/2時間後

4. 8.25 3.5 ナ ν 
5. 8.31 3.5 ナ ν 
6. 工0.23 5 ナ ν 
7. 10.27 12 ナ i/ 

8. 35. 4.22 工5 ナ ν 
9. 工2.14 50 ナ ν 

工0. エ2.ユ5 200 ナ ν 
11. 工2.19 500 ナ ν 
12. 12.23 

500 ナ ν 
21. 36. 2. 3 

られなかったので3 更に約5カ月半の休止期間後，

50mg を与えたが111重吐反応が惹起されないので， 翌

日200mgに，更に4日後 500mgに増量投与したが，

いずれも唖吐反応陰性であった。更にこの猿には， 12

月23日から翌年の 2月3日までの33日聞に， 500n1g宛

10回経口投与したが， 1回もll阻吐しなかった。すなわ

ちこの猿も， E.T.精製毒の経口投与によって3 極め

て強い抵抗性を獲得することが認められ，この抵抗性

は6カ月の休止では消失しないものの如くである。

考 察

数回

2回

ブドク球菌食中毒の発生においてp 摂食者中の擢病

者と非憶病者については諸積の事柄が考えられる。そ

の中摂食者のi間体差に関する因子中に，免：皮学的要素

が関与しているかどうかは，極めて重要な事柄である。

En terotoxinの経！こl摂取で免疫が得られるのでは

ないかと云うことを示唆した Barberの報告（1914)

は非常に興味を持たれたが， Dolmanの実験3-4）は

(1943, 1944) , Enterotoxin は消化管から吸収

( 106) 

間隔 経日 数過 t向 要

5日 5日 免疫血清 17.51111加

7 12 非免疫血清工7.5ml加

7 19 免疫血清 7ml 力日

6 25 非免疫血清 7ml加

42 67 

4 71 

6約約カ6カ月

月半
工

4 

4～5 (33) 

され難く〉経口免疫は出来難いとの見解に立つものの

如くである。 Dack2〕 (1956）は3 連続経口投与で人

及び猿が，感受性の減退を来し，これは抗毒素産生に

よるものと思われると述べている。 Satoらの（1939,

1940），佐藤6〕 (1940, 1941, 1943）は， ブドワ球菌

アナトキνシを家兎の鼻腔内に点滴して免疫を行い，

溶血毒に対する抗体を明確に産生することを実証し，

この場合抗原が鼻粘膜から吸収されたものと解してい

るものの如くである。しかし Enterotoxinの経口投

与において，それが消化管から吸収されること，及び

それによって抗体の産生されることを実証した報告は

見当らない。

Enterotoxinの透折性について， Jorda1110〕（1933)

は透折！撲を通過し難いと述ベフ Hammanll) (1941) 

は透折処理によって毒性が低下するけれども，透折外

H主に毒性は認められなかったと報告している。 Berg同

dollら12-13) (1952, 1959), Bergdoll14〕（1956)'

Sur gall aら15〕（1954）＇藤原ら 16)(1955), Ta tcher 

ら17〕（1955），番場8) (1957）＇滝川 f9〕（1957), Cas-



manis) (1958）等いずれも Enterotoxinの精製工程

に透折処置を応用しているのは， Enterotoxinは非

透折性であるとの見解によるものと思われる。

Enterotoxinの作用機序に関して Bayliss19)(1940) 

は諸種の実験の結果から， Enterotoxinの経口摂取

のi療の噸吐作用は，小腸の神経末梢部から刺戟が中枢

に伝達されて起るものと考えられると結論している。

以上の報告の多くは， En terotoxin の消化管から

の吸収が困難であることを多分に暗示しているが3 消

化管から吸収され得るか否かを？決定することは極め

て困難な現状である。

私等の実験は，猿に精製濃縮した毒素を経口的に，

連続して3 逐次増量投与したが3ζの猿は漸次に感受

性の減退を示し，極めて高度の抵抗性を獲得すること

が認められた。しかして， この抵抗性は 6カ月間の休

止後も，消失していないことから，かなり長期に保持

されるのではないかと思われる。この抵抗性を獲得し

た猿血清中の， En terotoxinに対する中和抗体， 及

び沈降抗体の立証については，今日までには不成功に

移っているが，これについてはなお検討を続けている

ので，詳細は後日の機会に報告したい。

経口投与された Enterotoxinが最初にその作用を

受けるのは胃液であるが〉酸によって影響は受け難い

ものの如く，藤原ら16〕（1955), Ta tcherら17)(1955) 

Casmanrn〕（1958）＇その他 Dack一門の研究者等の

精製工程において，強酸性処理iが極めて好都合に行な

われている。

消化酵素による作用に関して Minett20〕（1938）は

formalin加毒素が trypsin によって不活性化され

たと報告し， Bergdollら21〕（1951）の trypsin消

化実験では， 毒性の減弱が記載されているが， Ham-

monn) (1941）は trypsin及び pepsinによって分

解が認められなかったと報告している。

私等の精製濃縮毒の経口投与実験で，連続投与する

と猿の感受性は，著明に減弱して来ることを示した。

注射免疫された兎の血清中には，中和抗体と沈降抗体

が証明されるが，経口投与によって抵抗性の高まった

動物の血清中に，抗体の産生が判然としないことは，

消化管からは吸収されないことを意味し，連続投与し

た場合何等かの機序によって， En terotoxin の作用

が阻害されるか，あるいはまた Enterotoxinの分解

性が高められて行くとともあるのではないかと思惟さ

れ，免疫学的に極めて興味ある問題と考えて，目下検

討を続けつつある。

結 論

プドワ球菌 S-6株の精製濃縮毒を，猿に経口的に，

連続して，漸次増量投与して次の結果を得た。

1. 初回投与後10日前後から感受性の減弱が見られp

投与回数を増すとともに，漸次抵抗性が増強され，

極めて高度の抵抗性を獲得した。

2. 獲得した抵抗性は 6カ月の休止後も消失してい

なかった。

本題の要旨は第31四日本衛生学会に報告した。
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xv盟 都内農家主婦の生活実態、と栄養調査

I く農繁期について〉

まえがき

都内の杉並，中野，大田区には約 1,000軒の農家が

あり，主に大麦，小麦， l珪稲，琉菜等を作物としてい

るが，その耕地面積は年々減少している。また副業に

草花の栽培や乳牛の飼育等も行なっている家もある。

そのため農繁期，農間期の区別がはっきりとっけにく

い事もあるが，その地区の実状にかんがみ3 特に忙が

しい時期をもって農繁期として調査した。

家庭状況は，主λ及び主婦が農業に従事し，ほとん

どの青年子女が学業，又は他の職業に就業している家

が多い。

以上3区の農家主婦42名について3 農繁期の摂取栄

養量と生活時間の調査を行なった。

調査方法

期間 昭和34年6月（杉並区下高井戸地区）

昭和34年6月（中野区鷺の宮地区）

昭和34年7月（杉並区成宗地底）

昭和35年8月（大田区馬込地区）

方法 食物摂取量調査用紙および生活時間調査用紙に，

同じ日の食物隈取量と生活時間内容を記入させp

前者は日本食品標準成分表により計算を行ない，

後者は生活時間内容を， 14項目に分け，その結

果と p 各自の体表面積から 1時間当りの基礎代

第 1表 f真 取 且~

秋山勝治

渡 辺 甲 子

謝量を知り，エネノレギ一代謝率とから消費熱量

を算出した。

対象成京地区11名，下高井戸地区 9名3 鷺の宮地区

7名，馬込地区15名，合計42名。

調査結果

(1）摂取栄養量

1人 1日の摂取栄養量（第 1表）の4地区平均値を

資源調査会食槌部会決定の「女子中くらい労作Jの栄

養所要量と比較すると 3 不足のものは熱量，脂質，

Ca, V. A, V. B2であって，その他の成分は幾分上廻

っている。地区別では鷺の宮が Caのみを除いて熱量

その他が4地区中最高であり 3 成宗地区が最低であ

る。以上の数字は間食も含まれたものであるので，第

2表に間食の摂取量を掲げる。

全摂取熱震に対する間食熱量の割合は，成京地区

13. 7%，下高井戸地区＇ 22.7%，鷺の宮地区16.3%，馬

込地区12.6%で4地区の平均値は15.3%になる。種類

としては，都下の農家と異り自家製品は少なく，購入

の菓子（パシ，せんぺいp あめ，餅菓子，ビスケット p

そば等〉，果物（西瓜，桃，ジユース〉アイスクリーム

等で，たまにトマト，とうもろとし，牛乳等自家製の

間食もあった。

又，食事の調理形態は，朝食には味噌汁，漬物，その

養 量（平均 i人 1日当り）

｜熱 C量afl蛋白質g｜脂質g｜糖質gI c~1g Fe I V. A I V. B1 j V. B2 I V. C 
ロJ.g LU. 1τig mg mg 

成宗地区 2159 67.3 27.6 410. 6 384.8 工4.1 1, 175 0.97 0. 70 87 

下高井戸地区 2323 74.3 23. 7 453.2 594.工 13.2 1,154 1.00 0. 73 74 

鷺の宮地区 2567 37.l 467.l 493.0 工6.4 2,350 2.10 1.53 88 

馬込地区 22091 75. 34. 5 359. 3 528.0 工4.8 3, 722 2. 76 1.04 82 

4 地区 平 均 l. 001 83 

所 要 量 2, 000, 1. 201 60 

( 109) 



間食からの摂取栄養量（平均 1人 1日当り）第 2表

60.2 

ss.3 

83.0 

52. 7 

成宗地区

下高井戸地区

鷺の宮地 区

馬込地区

工工

第 4表 τ高井戸地区生活時間と消費熱量

l所要！エネノレj消 費！
生活時間内容｜時間内－［熱量｜備

一一一一一一一一__l_l主一分 i代詩i率！ Cal I 

→~「 319. 71調査人員

0.1 I 41. sl 9名

2. o I 700. 4f平均年令

o. s I 工62.al 47才

0. 5 I 160. S／平均身長

l. s I 39. 41 ユ52cm

l. 8 I 99. Bi平均体重
49kg 

考

7.23 

. 42 

4. 48; 

2. 061 

2.04 

.19 

. 44 

30.6 

25. 

31. 

79. 

574. 

0. 2 

0.1 

0. 2 

0.2 

2. 7 

. 29 

l. 

3. 

躍眠

休息

家事

その他の軽作業

食 事

入浴

徒歩，又は散歩

乗 物

読書

趣 味

娯 楽

雑談

農業

牛の飼育

71. 

他に佃煮，納豆，卵の一品がつき，どこの家庭も共通

している。昼食は種々でp 塩干魚p 魚缶詰p 野菜煮付p

煮豆，冷ゃっこ，味噌汁，既製品のコロッヶ，メンチ

カツ等が多く見られる。夕食は魚料理で揚物，焼物p

煮物，それに付合せとして野菜油いため，煮付，酢の

物等があった。主食も五日飯，立飯p カレーライス等

と幾分手数はかけているが，朝＇ ~芸食は同じ副食で粗

食な家が多い。又3 多くの家庭では自家製産野菜の種

類や量が豊富でありながら 3 調理に使用するものは，

きうり，なす，きやべつ等に限られ変化に乏しい。

4 地区 平均

間

主婦の生活内容を，睡眠，休息，家事（洗濯3 炊事，

掃除，水汲み等〉，その他軽作業（身仕度等），食事，入

浴，徒歩又は散歩，乗物，読書，趣味，娯楽，雑談，

農業，牛の飼育の14項目に分類した。細自にわたる生

活時間，並びに消費熱量は，次の通りである。 （第 3

表～第 7表）

時活生(2) 

2, 266. 24. 

考

306. ll調査人員

35. 31 7名

444.8 

98. 7 

工40.0

60.4 

78. SI平均体重
4. 51 50. 9kg 

55.3 

平均年令
38才

平均身長
工54cm

鷺の宮地区生活時間と消費熱量

備

11.3 

40.0 

L工23.l

280.0 

95% 

0.1 

2.0 

0.5 

0.5 

1. s 
1.8 

2.0 

0.2 

0.2 

0. 2 

2. 7 

2.。

.17 

2. 55 

l. 13 

1.44 

. 281 

. 33 

. 02 

. 50 

睡眠

休息

家事

その他の軽作業

食 事

入 浴

徒歩，又は散歩

乗 物

読書

趣味

娯楽

雑談

農業

牛の飼育

生活時間内容

第 5表

6. 

l. 

！
 

ユ
ゴ
打 2, 678. 24. 
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内容 l~！ I~；開 c~I備 考

i睡 日民 301. 7 調査人名員

休 恵、 0.1 56.9 
11 

2’二氷"" 事 5. 2. 0 788.3 平3均7年才令
その他の軽作業 2. 0. 5 208.9 

食 事 1.40 0. 5 工34.0平均身長

入 浴 . 23 l.S 48.3 
工52cm

徒歩，又は散歩 .3工 1.8 73.5 
平50均.6体kg重

乗 物 . 09 2.0 22.6 

読 書 .3工 0.2 34.3 

趣 味

娯 楽 1.04 0.2 70. 7 

雑 訪2 . 30 0. 2 33.0 

農 』〕ι一’z・ 3.40 2. 7 674. l 

牛の飼育

2. 446. 3 

成宗地区生活時間と消費熱量第 3表



由時間である読書，趣味，娯楽，雑談は 2時間14分であ

る。者I.＼市農家であるため農業時聞は全国平均の 8時間

56分に比べると少ない。娯楽はほとんどがテレビを聴

視している。また読書，趣味の時間に比し雑談の時間

が割合に多い。徒歩時間は畑への往復で、あり，乗物は

ほとんど使用していない。

(3) 摂取熱量と消費熱量との比較

馬込地区生活時間と消費熱量第 6表

考

調査人員
15名

備

摂取熱量と消費熱量の比較

｜成宗 l叩鷺の宮｜馬込l平均地区戸地区地区｜地区｜
Cal Cal Call Call Ca 

摂取熱量 I2, 159[ 2, 3231 2, 5691 2, 206[ 2, 315 

消費熱量 I2, 4461 2, 2661 2, 6781 2, 2251 2, 404 

I - 2871十ヰーヰ－ 161 - 89 

第 8表

平均年令
47才

平均体重
46. 9kg 

当会？
止工二

生活時間から割り出した各地区の 1人 1日消費熱量と

摂取熱量を比較すると（第 8表），下高井戸地区を除い

て他は全部摂取熱量より消費熱量が多い。消費熱量に

10%の安全率を加味して所要最とするから，この調査

によっては，農繁期の農家主婦は平均摂取熱量が所要

量に比較して約12%不足している事になる。

総括

昭和34年， 35年の農繁期に農家主婦42名について，

栄養調査と生活時間調査を行なって次の結果を得た。

①摂取栄養量の不足のものは熱量，脂質， Ca, 

V.A, V.B2であって，その他の成分は幾分上廻って

いる。

① 間食については，補食として重要な役割をなし，

4地区平均では総摂取熱量の15.3%に及んでいる。種

類は自家製品より購入品の菓子，パシ，果物が多い。

⑦ 調理形態、では，労働のはげしい農繁期こそ栄養

をとる必要があるのに食事は粗食で，朝食，昼食は同

じ副食の家が多く，夕食はやや良好である。

＠ 生活時間は，農業と家事に追われ，教養時間が

非常に少ない。

① 下高井戸地区を除いた他地区は，摂取熱量が消

費熱量より少ない，もちろん所要量と比較すれば，下

高井戸地区を含めて総ての地区が不足している。
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113. 01平均身長
I 146. Be J. 

58. 9' 

141.4 

14.0 

29.l 

2. 8 

54. 2 

66.l 

705. 

7.17 

. 41 

4. 27 

. 25 

l. 30' 

. 26 

1.05 

. 06 

. 29 

. 03 

. 54 

1.05 

5.32 

生活時間内容

i睡 眠

休息

家事

その他の軽作業

食 事

入治

徒歩，又は散歩

乗 物
量霊訪古 田

趣 味

娯楽

雑談
且主主 さ岳会
ι正 51ミ

牛の飼育

2, 404. 1 

地区平均生活時間と消費熱量

24. 

第 7衷

317. 3 

43.6 

640. 2 

125.3 

136. 9 

51.8 

98.3 

10.3 

37.3 

7.1 

42.0 

54. 7 

769.3 

70.。

7.03 

. 43 

4.21 

1.35 

1.45 

. 24 

. 43 

. 05 

. 35i 

. 07 

. 41 

. 51 

4. 37 

. 30 

睡眠

休息

家事

その他の軽作業

食 事

入浴

徒歩，又は散歩

乗 物

読書

趣味

娯楽

雑談
基主L ~＼＇.： 一一
牛の飼育

生活時間内容

献

高木和男：労働と栄養（1952）雄山閑

鈴木ほか：栄養学雑誌 11. 2 (1953) 

原実ほか：新栄養学提要（1955）医学書院

資源協会：日本食品標準成分表

農林省：農民栄養調査報告昭和34年度

文考来ョ，

( 111) 

2, 404. 1 

最も消費熱量の多いのは鷺の宮地区で 2,678 Cal, 

それらの52%は農業と牛の飼育に費している。最も少

ないのは馬込地区の2,224. 6 Calで31%が農業労働に

消費されていた。他の成宗，下高井戸地区は似通った

状態で約 1/4を農業に消費しており，先の 2地区と異

るのは家事労働が農業労働より多い事である。

4地区の平均所要時間（第7表）をみると 3 起きて

いる17時間のうち家事に4時間21分，農業に 5時間，自

24. 



XIX 都内農家主婦の生活実態と栄養調査

II （農閑期について〉

第I報において農繁期の農家主婦の生活実態及び摂

取熱量と消費熱量の不均衡な事につき知見を得たので，

引続き同一の4地区における農閑期の調査をも行なっ

たので、報告する。

調査方法

期間昭和34年 3月（杉並区下高井戸地区）

か が （中野区鷺の宮地区〉

第 1表 摂取栄養

i熱 C量alI蛋白質gIll旨質gl糖質gI 

成宗地区 2409 33.0 

下高井戸地区 2007 61. 21.5 391.9 

鷺 の 宮地区 2662 92.6 33.6 497.2 

馬込地区 2027 6.88 26.8 377. 7 

4 地区平均

所 要 量－

1人1日の摂取栄養量（第 1表） 4地区平均値を資

源調査会食糧部会決定の「女子の軽い労作Jの栄養所

要最と比較すると，不足のものはCa,V.B1, V.B2であ

って他の成分は上廻っている。地区別では鷺の宮地区

がV.Aを除いて熱量その他が4地区中最高で、あり，

下高井戸地区が最低である。以上の摂取栄養量は間食

も含んだものであるから第2表に間食からの摂取量を

秋山

波辺

治子

勝甲

昭和34年11月（杉並区成宗地区）

昭和36年 2月（大田区馬込地区）

方法前報と同様に行った。

対象 成宗地区10名，下高井戸地区 8名，鷺の宮地区

8名，馬込地区12名，合計38名

調査結果

(1）段取栄養量

量（平均 1人 1日当り〉

Fe I V.A / V.B1 I V.B2 I V.C 
mg I.U. mg mg mg 

工6.l 2536 1.11 0.67 121 

372.9 工1.7 3355 0.96 0.68 工02

611.8 16.9 3529 1. 47 1.26 工51

429.0 工5.01 3583 1.10 0.84 138 

0. 861 128 

1. 201 60 

掲げる。

全摂取熱量に対する間食摂取熱量の割合は，成宗地

区17.6%，下高井戸地区10.4%，鷺の宮地区23.9%,

J馬込地区12.5%，で4地区の平均値は16.6%となる。

間食の種類は農繁期と同じく購入した餅菓子，せんぺ

い，パシ等で果物ではりんご，みかん等が多かった。

叉時期的なものでは，さつま芋，餅：が多く見られた。

表2第 間食からの摂取栄養量（平均 1人 i日当り〉

l熱 c宮｜蛋白雪｜脂号l糖号｜
Fe / Y.A J V~ V引

v.c 
mg I.U. mg mg  

成宗地区 424 9.0 2.3 91.9 53.6 2. 8 461 0. 08 44 

下高井戸地区 208 5.6 3.2 39.2 46.9 1.1 356 0. 08 17 

鷺の宮地区 637 5.9 130. 6 82.3 2. 2 412 o. 20 17 

馬込地区 253 7. 2.3 50.6 59.6 1. 6 222 0. 09 

4 地区平均 i 60. 61 

( 112) 



(2）生活時間

第 1報と同じく，生活内容を14項目に分け，地区別

に 1人 1日の生活時間と消費熱震を算出したのが第 3

表より第 6表である。

最も消費量の多いのは農繁期と同じく鷺の宮地区で

2,342. 4Cal，このうち36%を家事労働， 24%を農業と

乳牛の飼育に費している。最も少ないのは成京地区の

調理形態は，朝食，夕食は農繁期と大差ないが，昼

食に手数が加えられ3 倒えば農繁期には閲缶のまま食

した缶詰類を，農閑期には， f由の材料と共に調理加工

して，あえ物，妙め物にしており，又食品の種類や震

が以前より増加し 3 味噌汁にも野菜のほかに海草，豆

腐類を加えた献立が多かった。主食は米飯のみでなく，

パン，麺類が使用されているのが目立つ。

時｜鶴岡昭［備
考

腫 眠 6. 54 95% 306.l 調査8人名員
休 息 . 54 0. l 54.6 
拡p」ず争

事 s. 46 2.0 860. 7 平均年才令

その他軽作業 1.47 0. s 工41.3
42 

食 事 2.12 0. s 174. 7 平均身長

入 浴 . 29 1. s 60.S 
1S3cm 

徒歩，又は散歩
一平Sl均.4体kg重

乗 物

ヰEゴJ己h' 当主ヨ主 . 29 0. 2 31. 4 

趣 味 .13 0.1 13.3 

1県 楽 . 56 0. 2 60.8 

来住 談 l.OS 0. 2 70.6 

農 ヨJ}ユ,, 1.58 2.3 287. s 

牛の飼育 1.17 3.S 280.9 

24. 0 一 2,342.4

鷺の宮地区生活時間と消費熱量第 5表成宗地区生活時間と消費熱量第 3表

考

平均年令
38才

平均身良
工S4cm

平均体重
SO kg 

調査人員
10名

備生活時間内容

眠
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物
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下高井戸地区生活時間と消費熱量

！所要｜叫ノレl消費［時間ギー｜熱量｜備
時分代謝率｜ C_<I! I 

357. 21調査人員

48. 9! 8名

800. 21平均年令

2 I 44才04.11 /J 

134. Bi平均身長

46_ sl lSlcm 

84.3 

36.3 

36. 81 

s. 9 

17.l 

90.0 

211.3 

馬込地区生活時間と消費熱量第 6表第 4表

考

336. 

43. 

725. 

159. 

144. ll平均身長
I 148. 7cm 

36. ll 

41. 91平均体重
I 47. 7kg 54. 21 IS 

工8.7 

7. Si 

78.工

51. 8 

398.工

調査人員
立名

平均年令
47才

備

%

l
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( 113) 

24. ’ド
i
z

d
4
A
H
 

2, 073. 24. 



第 7表 4地区平均生活時間と消費熱量

生活時間内容 所要時 時分間 消費熱量Cal 

臨 眠 7.40 334.8 

休 息 . 58 58.6 

家 事 5.17 777. 7 

その他軽作業 1.55 150.4 

食 事 2.04 工62.7 

入 浴 . 23 48. 5 

徒歩3 又は散歩 . 25 33.9 

乗 物 .13 34. 3 

読 書 . 43 48.2 

趣 味 . 08 7. 4 

娯 楽 . 54 59. 7 

存在 談 1.24 68.9 

農 業 1. 37 276. 7 

牛の飼育 .19 70.2 

24. 10 2, 132. 0 

2,017. 6 Calで， 35%を家事， 10%を農業に費している。

下高井戸地区では2,073. 5Calで，家事に38%，農業10

%，馬込地区は2,095Calで，家事35%，農業19%であ

った。総て農業労働より家事労働の消費熱量が多い。

4地区の平均所要時間（第7表〉をみると，起きて

いる16時間20分のうち 5時間17分を家事に， 2時間を

農業と乳牛の飼育に費し，自由時間の読書， j趣味，娯

楽3雑談等は約3時間である。農業時間の減少にともな

い，所要時間の増加した項目は，睡眼，家事，食事，

乗物，雑談等で，減少した項目は徒歩及び入浴時間で、

ある。

(3）接取3 熱量と消費熱量との比較

生活時間から割り出した各地区 1人 1日消費熱震を

摂取熱量と比較すると（第 8表〉，成宗，鷺の宮地区を

除き，他の 2地区は摂取熱量より消費熱量が幾分多

い。平均値では，摂取熱量が消費熱量を約7%上廻つ

( 114) 

第8表 摂取熱量と消費熱量の比較

［成宗（下一の宮i馬込l平均
地区！戸地区l地 区 ！ 地 区 i

Call Call Cal! Call Cal 
摂取熱量 I2, 409J 2, oo7J 2, 6611 2, 0271 2, 2n 

消費熱量 I2, 01s1 2, 0741 2, 3421 2, 0951 2, 132 

差 l十叫一付十叫一付十
ているが，安全率を加味した所要量に比較すると約3

%の不足である。

総括

昭和34年， 36年の農閑期に農家主婦38名について，

栄養調査と生活時間調査を行なって次の結果を得た。

① 摂取栄養量で不足のものは， Ca, VB1, V.B2 

であって他の成分は所要量を上廻っている。

① 間食については＇ 4地区平均値が総隈取熱量の

16.6%を占めており 3 中でも鷺の宮地区は23.9%にも

及んでいる。種類は購入品のパ人菓子が多く，果物

ではみかん，りんご，自家製品ではきつま苧，餅等で

あった。

① 調理形態、は農繁期より幾分手数を加えた献立で，

特に昼食にその傾向がみられたc 又使用食品の種類及

び量も増加している。

④ 生活時聞は，農業時間が減少したため，家事時

間が約1時間3 他に睡眠，食事，乗物，雑談等が増加

し，逆に徒歩3 入浴時間が減少している。

① 4地区の平均で生活時間から割り出した消費熱

量よりも，摂取熱量が 7%上廻っている。但し 2 安全

率を加味した所要量と比較すれば 3%の不足である。

参考文献

高木和男：労働と栄養（1952）雄山閣

鈴木ほか：栄養学雑誌 11. 2 (1952) 

原実ほか：新栄養学提要（1955／医学書院

労働科研：栄養管理必携（1955)

資源協会：日本食品標準成分表
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摂取栄養量について

農家の摂取栄養量は，その労働時間と労働強度に応

じて供給されるべきであるが， I, JIに報告した如く， 繁

閑

農

農

本調査と比較すると（第2図〉，摂取量は同傾向を示し，

両期を通じて所要量を上廻るものは蛋白質・＇ v. cで

あり，不足のものは Ca,VB2で，両調査とも熱量は

農間期が上廻り，農繁期は不足であった。

間食からの摂取熱量について

両期を比較すると 9 成宗，鷺の宮地区は農閑期に多

く，他の地じまは農繁期が多い。（第 1表〉農間期に間食

の多いのは，前述の如く行事のためや余暇，雑談によ

る茶菓と思われる。農繁期の間食は補食として主要な

役割をもっている。

摂取熱量は必ずしも消費熱量に比例していなし、。農閑

期における摂取熱量は消費熱量以上の地区もあるが，

農繁期には消費熱量に及ばない場合が多い（第 1図）。

これは農間期に催される種々の行事のためと思われる。

たとえば，成宗地区においても調査期間中に秋祭りが

行なわれ，平常よりも料理，菓子類が豊富に摂られた。

農民栄養調査によっても盆，正月には軽労働の割に摂

取栄養量の多い事が報告されている。

第 1図 各地区の消費熱量に対する摂市熱量

（消費熱量を 100とした指数〉
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昭和34年度農林水産統計調査における（農民栄養摂

取量全国平均）労働時間の最も長い（ 8時間56分） 6月

を農繁期p 最も短い（ 3時間31分） 1月を農閑期として
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第2図 所要熱量に対する摂取栄養量（所要量を 100とした指数）
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食事の調理形態

農閑期は農繁期よりも昼食に手数が加えられ，主食

も米飯ばかりではなくパ人麺等がとり入れられ，副

食も食品数が多く使われていた。叉中年以下の主婦が

炊事を担当している家庭の献立は種々工夫され，変化

にとんだ料理が多かったが，中年以上の主婦の場合は

自己のI嘗好に合せて調理するためか献立に変化がなく，

食品も片よりがちであった。

生活時間について

両期において農業時間の異る事はもちろんであが3

睡眠，家事，徒歩，雑談時間等についてもその差が目

立つ。昭和26年に都衛生局栄養係が都内主婦906名に

ついて行なった生活時間と比較すると（第2表〉，農家

主婦は一般主婦より，家事徒歩時聞は短く読書娯楽雑

談時間が長い。これは調査後10年間もの隔りがあり，

現在では生活内容も大ぶ向ヒしたためと考えられる。

以上両期の摂取栄養震と生活実態を調査した結果3

( 116) 

口

V.A v. B』 V.B, 
回国日間
会 S善良企

望繁閑思
量期期皇
警南
3羽 j切

摂取栄養量は労働時間，労働強度に応じた置ではない

事が明らかになった。特に農繁期においては，熱量，

Ca, VA, VB2等の不足が見のがせない。農閑期の行

事の料理（供応，慣留的なもの〉に意を用いる割に日

詰，の食事：には無．関J乙、で

活時間で、は大部分の主婦が農関期の農業時間は短く，

（全毘I~均時間の1/2），他の生活時間も一般主婦と変

りないから3ζの期の余II院を利用して，農繁期に備え

ての合理的な食生活の研究や生活向上のための話合い

等有意義に活用されたらよいと思う。

本調査にあたり御協力いただいた，経済局田中せっ

生活改良普及員に，深く感謝の意を表します。

参考文献

農林省：農民栄養調査報告昭和34年度

東京都．主婦の生活実態と
衛生局・栄養調査について（1951)



XXI 東京都内飲料水のカルシウム含量 ( 1) 

序 主ι
日間

従来から日本人のカノレVクム（以下 Caとす）摂取

量は，所要最（ここにいう所要量とは栄養所要量と解

し， CanadianDietary Standardのように生理的必

要最の最低量という意味ではなく，これに若干の安全

率を加味したもので‘合衆国の RecommendedDaily 

Dietary-Allowanceと Canadaの Standard との

中聞に類するものである）1)2）に比していちぢるしく

少ないといわれている。昭和35年の栄養調査の結果で

も Ca所要最 0.6gに対し，都民の段取量は393mg3〕

で， これを数値の上からのみ論ずれば所要量のり8 で，

大差があり明らかに Ca摂取量は不足している。

一般に栄養調査の如く多数倒の Ca摂取量の算定

は，調理後の実際の食事について分析を行なったもの

ではなし食事に使用した食品の Ca合量を食品成分

表から算出，計 i二するので，調理に際し損失される量，

成分表にないため計ともれとなるものがあり，ために

実際の摂取量と計算上の摂取量とに差が出ることは否

めない。

そこで筆者は計j二もれのうちで日常調理に使われる
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ものでありながら，等閑視されている調理及び飲料に

用いられる水の中の Ca量を知り，水から摂取される

Ca量を推定しようとして本実験を開始した。

実験，定量方法

昭和35年7月から同11月までの聞に飲料水としての

適否検査のため当所に提出された堀井水3 撃井水のう

ち化学的試験の結果飲料に適するとされたものラまた

は飲料に使用するも支障ないと判定されたもの，及び

現地採取した井水，区内，市町営の水道水 384倒（都

内17区 194{:fil，三多摩地区19市町 168倒，底内水道水

22倒）について Ca，マグネVクム（以下 Mgとす）

量を測定した。区内のうち都心部の中央，千代田，文

京，台東9 墨田及び江東地区は井水を飲料水に使用し

ている倒はほとんどないので、水道水を以って代えた。

市町営の水道水は少数を除いては盤井水を以って水道

用水としているので各 1倒ずつを当該地ほの実験倒数

に加えた。

Ca, Mg定量法は Chelatometry4）めによって行

なった。 Ca量は直接に定量し， Mg量は Hardness

から Ca量を差し引き間接的に求めた。

4

2

0

 2 6 10 14 18 22 26 30 34 38 42 46 50 60 98 116 70 

Ca p.p.m. 

Eig 1. Histogram : Ca Content of Well Water in Wards. 

(f : Frequency) 
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Fig. 2. Ca Content of Well Water 

in Countys. 

結果，考案

井水の Ca含量の分布は Fig1, 2の Histogram

に示す通りである。区内の Ca含量は 1～117p.p.m.,

郡部で削～町p.m.で区内に比して分布巾は狭し、5
足立（69p.p.mふ高飾（45p.p.mよ江戸Jlf(117p.p.m.) 

のいわゆる江北，江東方面は異常と忠われる程の多く

の Ca量を合んでおり，外観は余り良くなく，相当の

濁りを帯び＇ ?fl過して飲用していた。区内の最頻値は

16p.p.m.で24倒p 郡部では最頻値は 14p.p.m・で 35

倒，水道水は金町浄水場系のものは約20p.p.m・p 淀橋

浄水場系のものは約 14p.p.m.であった。

成人が 1日に摂取する水分量のうち食品から 600～

8001111，調理用水から約 1,00011117）がとられる。とれ

以外に飲料による水分量があるが，これは個人差にも

よるが 1,000～2,OOOml位と推定出来る， 従って食品

以外から摂取する水分量を 2,OOOmlとして井水の場

合p 最頻｛直をとれば約30mg，水道水で、は約28mg，又

は 40mgの Caが水から隈取されることとなるO

Stoll王owskiB〕はプランス人が日常p 飲用するブド

ワ酒（Ca含量 80p.p.m.）は Ca源であり p 又3 Ca 

を多量に含む Evian湖の水（Ca含量 78.6p.p.m.) 

を mineralwaterとして飲用しているが， これも叉，

よい Ca源であると述べている。 日本人の Ca源は

主として米，魚であり p 欧米人の如く牛乳y プドワ酒，

mineral water 等の飲料によって Caを摂取するこ

( 118) 
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p.p.m.という組合せが多く，

ある。

郡部におけるCaとMgの組合せはCa13～15p.p.m. 

に対し Mg3.5～4.5p.p.m.が多く， Mg/Caキ0.5当

量比である。

いまだ実験例数が少ないので Dataの統計的処理

を行なっていないが，今後実験例数を加え飲料水から

摂取する Ca量を推定せんとするものである。

Mg/Ca宇 0.8当量比でとは困難であるが，調理， 飲料の水から摂取する Ca

量も等閑視すべきではなく， Ca摂取量の算定に当つ

ては一考すべきであろう。

Mg量は区内では， 1～70p.p.m・，最頻値は 7p.p.m.

で45倒，郡部では 1～llp.p.m，最頻値は 4p.p.m.で

33例で区内に比し分布巾は余り広くない（Fig3, 4）。

Caと Mgとの相関関係は Tabl 1, 2に示す通

りである。

区内においては Ca13～17p.p.m.に対し Mg6～8 

f 

Calcium and Magnesium Correlation of Well Water in Wards. 
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Table 2. Calcium and Magnesium Correlation of Well Water in Countys. 

I C子pp. 主m.::  

0.50～ 1. 50～ 2.50～ 3.50～ 4.50～ 

1.50 2.50 3.50 4.50 5. 50 

5.00～ 7.00 工

7.00～ 9.00 工

9.00～11.00 工 工 2 エ

11.00～13.。。 2 5 3 3 

工3.00～工5.。。 l 8 5 10 6 

エ5.00～工7.。。 工 4 6 9 

ユ7.00～ユ9.。。 工 2 5 7 工0

19.00～21.00 工 3 2 2 l 

21.00～23.。。
23.00～25.。。 2 3 

25.00～27.。。 2 2 

27.00～29.。。 l 2 

29.00～31.00 ユ

41. 00～43.。。
Sl.00～53.。。

f Mg 4 18 30 33 32 

f : Frequency N=l68 

稿を終るに当り？指導3 校閲をいただいた新井養老

所長に深く謝意を表し，併せて実験上の便宜と試料の

提供を賜った秩山勝治栄養科畏，渡辺甲子氏，水質試

験科の諸氏に対し深く謝意を表わすものである。

文 献

1) 兇玉桂三ほか編：栄養学ハシドブック＇ 625(1958) 

技報堂

2) 資源協会： 1959年改定日本人の栄養所要量につい

て＇ 9 (1959）第一出版 K.K.

5.50～ 6.50～ 7.50～ 8.50～ 9. 50～ ｜工0.50～ f 

6.50 7. 50 8.50 9.50 10. 50 111. 50 Ca 

工

工

l 工 7 

l 14 

3 2 35 

6 2 28 

4 2 3 34 

l l 工工

3 工 5 9 

工 工 2 9 

工 2 2 2 11 

工 工 s 
工

l 工

工 工

191 13 13 5 l 
N 

168 

3) 東京都衛生局公衆衛生部栄養課：栄養調査集計資

~fl/·, 1 (1961) 

4) 上野景平：キレート滴定法， (1960）南江堂

5) J. Patton and W. Reader: Anal. Chem., 28, 

1026 (1956) 

6) 国立栄養研究所ほか：問答栄養宝典， 72(1956) 

第一出版 K.K.

7) 渡辺甲子：栄養調査未発表

8) 松岡芳隆ほか訳：カノレVワムと生命， 19(1959) 

白水社

Calcium Content of Drinking W抗 erin Tokyo-to ( 1) 

Hiromaro Seki. 

Summa1・y 

The author has made the study in order to calculate the calcium and magnesium intake from 

the daily drinking water of the citizens. 

Calcium and magnesium contents of 22 samples of supply water and 362 samples of well water 

in Tokyo”to were determined by Chelatometry. The results were as follows : 

1). The calcium_ content of well water in wards (in Japanese "Ku") was 1～117 p. p. m. and 

magnesium content was 1～70 pp.m・.These results are given in Figure 1, 3. And these correla“ 

tion between calcium and magnesium are given in Table 1. 

2). The calcium content of well water in countys was 6～30 p.p m. and magnesium content was 

1～11 p.p.m.. These results are given in Figure 2, 4. And these correlation between calcium 

and magnesium are given in Table 2. 

3). The calcium content of supply water was 14 p.p.m. and 20 p.p.m .. 

( 120) 



x:xrr 牛乳中の大腸菌群の熱抵抗性に関する実験的研究

特に加熱環境と大腸菌の加熱致死時間との関係についてー

I 緒 宇司

細菌が加熱あるいは各種消毒剤によって殺菌される

場合，いわゆる単分子反応式の法則に従って対数的な

死滅減少の経過をたどる事実については3 既に Mad-

sen & Nymann i), Chick & Martin2）らによって

明らかにされているO すなわち，任意の時間における

殺菌速度はそのときの生菌数に比例し3 生菌数の対数

と時間との間に直線的関係が成立するということであ

る。

K=2. 303十(loga - log x) 

但し a……加熱前の菌数， x……時間 tに対応する

菌数

これは細菌死滅の対数法則 (law of logarithmic 

order of death）といわれている。著者3）は牛乳中

の大腸菌群の熱抵抗性に関する一連の研究において，

牛乳中の大腸菌群が加熱処理によって死滅して行く際

にもこの法則が当てはまることを報告した。さらにこ

の事から，一定温度で加熱する場合に，一定容積中に

大震の大腸菌群が存在するときには宛減に長時間を要

すること，言いかえれば熱苑点が高くなるということ，

また逆に菌量が少なければ短時間に死滅すること，言

いかえれば熱苑点が低くなることを報告し，もし原乳

中に大量の大腸菌群が存在する場合には， 62°C,30分

の低温殺菌条件の下ではときに殺菌乳中に大腸菌群が

残存する可能性のあることを示唆した。大腸菌群の中

でも特に E.Coliに属する菌株は他の菌型に属するも

のよりも熱抵抗性が大であると考えられる。これらの

点、については松井ら心も実験を試み，著者と同様な結

論を得ている。 Craige5）もまた 63°C,30分の加熱条件

の下で大腸菌群が完全に苑滅するか否かは菌量によっ

て異なると報告している。殺菌乳やびん装乳中に証明

される大腸菌群の由来についてはこれまでに多くの人

々による追求が行なわれているが，それらの成績を総

合すると最も大きな原因は牛乳の処理に使用される機

夫佐一一一回

械器具の衛生管理の失宜に基く二次汚染であり，また

殺菌の際の加熱条件が完全に守られないことも原悶と

なることが認められている。またさらに著者が既に報

告したように熱衛撃を蒙った被加熱残蒋菌の休眠現象，

(Dormancy）あるいは Heinmets及び Taylor6）の

披加熱残存菌の復活現象（Restoration）も大腸菌群

出現のー原悶となり得ると考えられるのであるが，先

に述べた菌室の問題も大腸菌群検出の原因になり得る

場合があると考えられる。

ところが一方，細菌の加熱処理に際して菌がおかれ

ている環境そのものがその菌の熱抵抗性に影響するこ

とも既に成書7）に記載されているところである。殺菌

乳中の大腸菌群の曲来について3 これを大腸菌群の熱

抵抗性の面から追求する場合にもこのことは当然考慮

されなければなならい。著者も既に報告したように大

腸菌群を牛乳，ブイヨ人生理食塩水中に浮瀞させて

加熱した際，熱抵抗性を異にし，しかも牛乳中にある

場合熱抵抗性が最も強い傾向を示すことを経験してい

る。この点については Zavaglis）も向様な事実のあ

ることを報告している。このように大腸菌群の熱挺抗

性が3 加熱殺菌処理の際の環境によって多分に左右さ

れる可能性があると考えられるので，今一度その問の

基礎的な問題を検討することも牛乳衛生げ陪駄で、ない

と考え，今回はまず乳，乳製品製造の際によく使用さ

れる庶糖p ゼラチンをとりあげ3 これらを加えた環境

において大腸菌群の熱抵抗性がどのように変化するか

を観察してみた。

IT 庶糖文はゼラチン添加脱脂乳における大腸菌の加

熱致死時間について

従来，細菌の熱抵抗性を検討する場合には熱死点測

定法，つまりどの点で菌が検出されなくなるかを見る

方法によって実験が行なわれ，またその結果によって

菌の熱抵抗性に関する論争が行なわれて来た。しかし，

すでに著者らが報告しているように熱死点は当初にお

( 121) 



ける菌量によってかなり異なるものであり 3 またたと

え菌量を調整したとしても加熱の末期における生残菌

のバラツキによって熱宛点が動揺し，さらに 0となる

点を実際に測定することも不可能であるから，真の熱

宛点というものは存在しないことになる。したがって

熱苑点という表現は菌の熱抵抗性を示すのに不充分

であると考えられる。このような考え方からすでに

Stumbo,9) Ball, OlsonlO）らは加熱致苑時間という表

現を用いることの方が菌の熱抵抗を示す場合に，より

妥当であるとし，加熱致死時間測定法を提唱した。こ

の方法はすでに缶詰製造の分野においてきかんに利用

され，缶詰の殺菌に必要な加熱殺菌時間の算定法とし

て採用されている。加熱致宛時間（ThermalDea th 

Time) というのは細菌の濃度，すなわち菌数が10分

1のに減少するまでに要する一定温度における加熱時

間をいうのであって，これを D値（D-Value）で表わ

すことになっているO このD11直は別の見方をすると，

第 1図に示すように縦軸に生菌，すなわち残帯菌の常

7 

荷

主主
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第 1図 脱脂乳における供試大腸菌の死滅の

対数曲線

用対数，横軸に一定温度における加熱時間をそれぞれ

目盛った座標上に，一定温度で加熱する場合の加熱時

間と生菌濃度との関係をプロットした生菌曲線の勾配

第 1：表 脱脂乳における試供大腸菌の生残菌数
測定成績

No. l I No. 2 

菌数／mlI対数｜菌数／mlI対数

加熱直前 工9×107 8.28 エ3×107 8.11 

60°C 到達時 51×105 6. 71 48×1Q5 6.68 

60°C - s分 21×101 5. 32 27×10壬 5.43 

60°C -10分 39×工os 4.59 19×1Q3 4.28 

60°C 15分 40×102 3.60 20×102 3.30 

加M直予熱e前d熱用のiu温のm時加度熱間 I 20°C 20°c 

6分30秒 6分40秒

の逆数ということになるO したがってもし加熱処理の

場合に菌のおかれる環境なりその他の因子が菌の熱抵

抗性に影響を与えるとすれば，この｛直が変ってくるわ

けである。

そこで今回はこの方法を牛乳中大腸菌群の熱抵抗観

察に導入することによって加熱処理に際して大腸菌群

の熱抵抗性に対して環境がどのような影響をおよiます

かを検討－した。

大腸菌群の熱抵抗性に対して影響すると思われる物

質としては種々考えられるわけであるが，これまでに

もある程度検討され，また乳製品（アイスクリームそ

の他）製造に際して添加物として使用される頻度の高

い庶糖，ゼラチシをまず取りとげ‘てみたわけで、ある。

すなわち，脱脂乳に庶糖あるいはゼラチンをそれぞ

れ一定の割合に添加し3 その各々に大腸菌 E.Coli I 

型株（T57株）を浮遊させて加熱し，その生菌曲線か

ら供試菌の加熱致死時間，すなわちD値を求め，大腸

菌の熱抵抗性に対してこれらの物質がどのような影響

をおよほ、すかを検討した。なおここで用いた E.Coli 

I型T57株は者15衛研北村博士が豆腐から分離した比較

的熱抵抗性の強い菌株である。この実験では加熱温度

を60°Cとしたが， ζれは低温殺菌温度にも近く， ま

た一般に大腸菌が死滅し始める温度であるといわれて

いること，さらにこの温度付近では供試大腸菌の苑滅

状況を比較的楽に測定観察出来るという理由によるも

のである。実験方法の詳細についてはすでに著者の報

文3)11〕に記載されていると同様な方法によっているの

で省略する。

きて，庶糖の存在が大腸菌の加熱致苑時聞にどのよ

うな影響を与えるかについてであるが3 第2表，第2

図に示すように脱脂乳に庶糖を10%, 20%, 40%, 60% 

( 122) 
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煎糖加脱脂乳における供試大腸菌の死滅の対数曲線第 2図

庶糖添加脱脂乳における供誌大腸菌の生残菌数測定成績

庶 糖工0% 庶糖 20%
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の温度 温度 の 温 度 の 温 度

予熱時間 5分so秒 熱時間 8分10秒 予熱時間 7分 予熱時間 工3分

第 2表

第 3表 40%庶糖加脱脂乳における供試大腸

菌数と経過時間の関係

数

S4×工05

60×工05

26×1Q5 

76×1Q5 
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60%からはD値の増大率もそれほど大まくならないと

ころをみると，この程度の濃度になるとあるいは諺透

庄の影響が加味されてくるのかも知れない。この点は

Mediumの温度

と増量添加し加熱してみたところ， 10%程度の庶糖添

加最では供試大腸菌のD値は 5分で，この値は第 1表，

第 1図に示した庶糖を含まない対照の脱脂乳中で加熱

した場合のD値と同じであるが， 20%, 40%と濃度の

増すにつれてD値も次第に大きくなるのが認められた。

また 60°Cに到達するまでの予熱期間も漸次延長する

のが認められた。 D値は60%までは等比級数的に増大

しているが， 60%からはその傾向がみられない。なお，

庶糖40%添加脱IJ旨乳に供試菌を浮遊させて加熱時間と

同時間室温に放置して一定時間ごとに菌の増減の有無

をみたが，第3表に示すように菌数そのものには変化

がなかった。したがってこの程度までの濃度では惨透

圧の影響はないものと考えてよいであろう。しかし



るわけであるが，しかしこの仮説を実験的に証明した

ものはない。

次にゼラチンの加熱致宛時間に対する影響であるが，

第4表3 第 3図に示すように 1%, 2%, 3%の割に

それぞれゼラチンを脱脂乳に添加して観察した結果，

1%の場合のD値は対照の脱脂乳における D値と同じ

30 

第 3図 ゼラチン加脱脂乳における供試大腸菌の

死滅の対数曲線
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さらに検討を必要とする。なお，この実験の結果から

生菌曲線は加熱初期の遅延相を除いては，対数座標上

で直線を示すので，ここで細菌濃度が ion分の 1にな

るに要する加熱時間を〔nD〕で表わし，加熱後の生産i

濃度が充分小さくなるように「nJをえらび，〔nD〕を

もっていわゆる加熱致死時間と同様に扱って理論的な

加熱致死時間を算定すると， 20%庶糖添加脱ll旨乳にお

ける供試大腸菌の加熱致死時聞は庶糖無添加脱脂乳に

おけるそれの約2倍， 40%では4倍， 60%では 5倍に

それぞれ延長していることがわかる。糖類，特に庶糖，

プドワ糖の場合その濃度が増すにつれて細菌の熱抵抗

性が増強される傾向にあるということは既に Weiss,

Estyおよび Cameron13〕 らが缶詰食品に関する実

験で認めており， Rahn14）もまた庶糖を多量に含む果

汁中で酵母菌の熱抵抗性が増大し，同一温度の加熱で

は糖を含まない対照にくらべて宛減に長時間を要した

と報告している。この理由についてはまだ充分な検討

がなされていないが，一説によれば細菌の水分減少が

ー誘因であろうといわれている。つまり，庶糖，ブド

ワ糖が生体細胞の脱水をする作用をもつためだという

のである。この考え方は，乾燥状態の下にある細菌が

湿潤状態の下にある細菌にくらべて加熱に対する抵抗

性が強いという Lewich15）の考え方に通ずる点があ

ゼラチン添加脱脂乳における供試大腸菌の生残菌数測定成績第 4表

3% ンナフゼ2%  シチ－ブゼ1% ンチ一ブゼ

対数

4.85 

3.85 

2. 78 

1.85 

菌数m/1

70×1Q3 

70×工oz
60×工0

7.0×10 

60°C －到達時

60°C - 5分

60°C - 10分

60°C一四分

対数

5.48 

4.65 

3.51 

2.48 

菌数m/1

30×J Q4 

45×1Q8 

32×102 

30×10 

60°C －到達時

60°C - 5分

60°C - 10分

60°C一四分

対数

23×104 

16×工Q8

24×lQll 

34×10 

5.36 

4.20 

3.38 

2. 53 

菌数／ml

60°C －到達時

60°C - 5分

60°C - 10分

60°C一四分

22°C Mediumの温度26°C Mediumの温度2工。cMediumの温度

工工分40秒

3%のときは 1.2倍とそれぞれ延長している。北村16〕

は煮豆3 あん類の大腸菌の熱抵抗性を観察した際に，

これらの中にあって大腸菌が強い抵抗性を示すこと，

さらに普通ブイヨンにゼラチシを加えて加熱したとこ

ろ，ゼラチシ濃度の増加につれて残存菌数が多くなる

ことを認めている。また木俣，二戸17）は pH6.5の15

分の lM燐酸塩混液にゼラチシを 1～2%添加して加

熱した場合， pseudomonasfluorescens, Achromo司

bacter multistriatumの宛減時間がゼラチン無添加

間時報i予9分30秒
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間

く5分で，両者間に熱抵抗性の差異は認められなかっ

たが， 2%, 3%添加の場合にはD債が 5.5分， 6分

とそれぞれ増しており，明らかに熱抵抗性の増強が認

められた。なおp 予熱時間もゼラチシ諜度の増加に伴

い延長している。これは蛋白質であるゼラチシ濃度の

増加により熱伝導が緩慢になるためと考えられる。庶

糖の場合と同様，理論的加熱致宛時間を算定すると 1

%ゼラチシ添加の場合は対照の脱脂乳における場合の

加熱致死時間と同じであるが， 2%のときは 1.1倍，

時税古川予7分間時報i予



の場合よりも約2倍延長すると報告している。著者の

実験ではゼラチン 3%添加の場合でも加熱致死時間，

すなわちD値が無添加のものの約 1.2倍程度の延長を

みたにすぎないが，これは菌株個有の熱抵抗性の差異

によるのであろう。なお木俣，二戸17)18〕はゼラチシ

の存在による細菌の熱抵抗性増強の原因を蛋白質の保

護謬質作用（Protectivecolloid effect）によると考

えているO ’したがって牛乳中で大腸菌群の熱抵抗性が

増強するという著者ならびに Zavagliの報告，脱ll旨

乳にゼラチンを加えた場合の大腸菌の加熱致死時間の

延長はいずれも牛乳蛋白，ゼラチンの保護謬質作用に

よるものと考えられる。

直結 論

庶糖あるいはゼラチシを加えた脱JJ旨乳に大腸菌を浮

遊させて加熱し，その｜療に供試菌の加熱致死時間がど

のように変化するかを測定して，これらの物質の存在

が大腸菌の熱抵抗性にどのように影響するかを検討・し

た。その結果，これらの物質がそれぞれ濃度の増加に

つれて大腸菌の加熱致死時聞を延長させ，明らかに大

腸菌の熱抵抗性を増強する因子になることが認められ

た。最近 Speck,Grosche19〕の報告によると， アイ

スクリームミックスの高温短時間殺菌処理の際のミッ

クスの組成と細菌の死滅率との関係を観察して，糖含

最が14～17%程度までは何ら殺菌効果に影響しないが3

これ以上の糖濃度増加は細菌の熱感受性に影響すると

述べ3 また他の成分はほとんど影響ないと述べてい

る。現在わが国ではアイスクソーム原料の殺菌条件を

68°C, 30分間の加熱又はこれと同等以上の殺菌効果

のある方法によらねばならぬことを省令をもって規定

している。ゼラチンがスタピライずーとして使用され

る場合は一般にミックス全量に対して0.3～0.5%程度

であるから，本実験の結果から推察しても実際上はほ

とんど殺菌効果に影響しないと忠われるが，糖含量に

ついては製品によって添加量にかなりの，，屈があり，好

みによってはかなり含量の高いものもある。その点省

令でアイスクリーム原料の殺菌温度を一般の牛乳のそ

れより高くしていることは，著者の実験結果，あるい

は Speck,Groscheの結果から推察しても極めて妥

当と思われる。

しかし大腸菌群の熱抵抗性に影響を与える因子は単

にゼラチ人庶糖に限ったわけではなく，なお他にも

種々考えられるわけである。大菌腸群がおかれた温度

条件，あるいは培養令などによっても熱抵抗性に差異

を生ずることは Elliker20）らの報告にもみられると

( 125) 

ころである。これらの点についても今後さらに牛乳衛

生の面から Olson,Ball らのいわゆる加熱致苑時間

測定法の導入による検討が行なわれるべきものと考え

る。著者がここに述べた事項が今後この方面の諸問題

を検討する上にいくらかでも稗益する処があれば幸い

である。

終りに本研究に協力された日大農獣医学部大学院学

生松本昌雄学士ならびに東京歯大微生物学部教室杉山

邦夫博士に対して感謝する。
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xx盟 澱粉消化酵素剤の糖化力試験について

人間が食物を摂取した場合，その食物を腸壁からl吸

収し易くするために，高分子の栄養素を低分子の物質

に水解する必要があり，それが消化作用である。この

加水分解を invitroで通常行なうためには， 高温，

強酸3 強アノレカリの容在等の強烈な条件が必要である

が，人間の消化器官中に分泌される唾液，胃液， n＇平液，

腸j夜等の消化液中には自然の状態でこの加水分解を円

滑に進行させる消化酵素が存在するのである，しかし

何らかの病的状態によって，これらの消化酵素の分泌

が順調に行なわれない場合には，消化不良を起し，吏

に種々の病的現象を呈してくる。このような場合，あ

るいは病的でなくとも消化を助ける意味で消化酵素剤

を経口的に与えることが薬理学的な意味を持つ。わが

国では米飯を主食とする関係でジアスターゼをよく投

与するが，これはほんどわが国のみに限られている現

状であり，戦後は薬剤学的に幾多の話題を提供してい

る。 ωジアスターゼを使用する場合， 制酸剤を配合

することがよく行なわれているが，これはジアスター

ゼ，ジアスメシ，ピオジアスターゼの至適 pHが6付

近，タカジアスターゼ，ベノレナーゼは 5付近，パンク

レアチシは 7付近にあり， pHl.4～3の胃液に触れる

と単に作用しないだけでなく破壊されてしまうおそれ

があるからである。制酸剤は単にジアスターゼの作用

をできるだけ長い間作用させることを目的としてい

る。ジアスターゼは結局，胃中で相当こわれ残ったも

のだけが腸へ行き再び作用するわけであるが，その量

は疑問である。われわれはすでに重曹配合のジアスタ

ーゼ製剤のj殿粉消化力試験法について報告したが，（2)

タカジアスターゼ，ベノレナーゼ，ピオジアスター-ii,

ジアスメン，パンクレアナシの場合は混合されている

重曹を塩酸で中和しでも糖イ七力は低下しない。この点

に注意して市販披ts消化酵素剤の糖化力試験を J.P.¥il 

（第 6改正日本薬局方）に準じ行なった結果，糖化力

の低下はそれほど著しいものはないが，しかし，製剤

後に糖化力の低下しているものがある。この原因とし

てはその製造過程，配合薬品，吸j毘等の影響によるこ

湯本

橋爪

芳雄

六郎

とが考えられるので二，三の実験を行なってみた。

1. J.P.VIブエーリシグ試液の還元力試験

JP.VI註解ジアスターゼ定量法の項にはp 「ジアスタ

ーゼは 1時間以内に麦芽糖59倍以上を生ずるjと記載

されてあるO すなわちジアスタ－-ii50mgで2950mg

の麦穿糖を生成することになり，これをブエーリシグ

試液 1ml 当りの対応量に換算すると 3 50mg×59倍

=2950mg，糖化液 lOOmlの中 lOmlをとりブエーリ
一 2950シグ試液 40mlを加えて行なっているから，一一一：

40 
7,4mg，すなわちブエーリシグ試液 1mlは麦芽糖7.4

mgに対応するものとして計算している。しかし佐藤，

小川両氏。）によればブエーリシグ試液 1mlは麦芽

糖 8.4mg，プドク糖 4.9mgに対応するというので

Fehling-Lehman”School 4）法を用いて実験を行なっ

た。

(1) J.P. VIブエーリング試液の調製

特級硫酸銅をヨード法により含量を測定し，正確

に 11中に69.315gの硫酸銅を含有する様に調製し

た。

(2) 標準ブドワ糖液の調製

ブドク糖約lgをとり水に溶解して， lOOmlと

する。これをヨード法により定量した結果，このj夜

は lOOml中 0.9576gのブドワ糖を含有する。

(3) 標準麦芽糖液の調製

( 126) 

麦茶糖約2gをとり水に溶解して lOOmlとする。

これをヨード法により定量した結果， この液は 100

ml中1.9717gの麦芽糖を含有する。

(4）還元力試験法

ブエーリシグ試液25mlを lOOmLの2コノレベシに

とり，還流冷却器を付し，沸騰水溶中にて加熱した

後，これに所要量の標準糖液を加え10分間沸騰した

後，冷却し， Fehling-Lehman-School C 4）法を応

用して残っている錦イオシを定量して標準糖液のた

めに消費されたブエーリシグ試液の量を測定した。

標準プドワ糖液5ml (47. 88mgを含む）を用いて

消費されたブエーリング試液の ml, 及び 1ml当り



のプドワ糖の対応量を求めた結果，次の通りである。

9. 8ml 4. 85mg 

標準麦芽糖液 5ml （麦芽糖98.59rngを含む〉を用

いて消費されたプエーリシグ試液の ml，及び 1ml当

りの麦芽糖の対応量を求めた結果，次の通りである。

11. 75ml 8. 39mg 

この結果， JP.VIブエーリシグ試液 1mlはプドク

糖4.9mg，麦穿糖 8.4mgに相当することを確認した。

従って J.P.VIジアスターゼ糖化力試験において，乾燥

j殿粉 5gを規定の如く糊佑して lOOmlの糊液を調製し，

これに 50mgジアスターゼを規定の如く 55° において

1時間作用させた後その糖化液 lOmlがブエーリング

試液 40mlを完全に還元したものとして計算するとき，

その lOmlには 336mgの麦芽糖を含有することにな

る。すなわち糖化液 lOOml中麦茅糖として 3,360mg 

生ずることになるから，ジアスターゼ糖化力は67.2倍

の麦芽糖を生ずることになり，従来と比較して 8倍の

相違が認められる。

2. 重曹配合のジアスターゼ剤の糖化力

供試処方

(1) 麦芽ジアスターゼ

重 王E自E主! 

(2) タカジアスターゼ

重 曹

(3) ジアスメシ

重 壬／｝ヨr 

(4) ピオジアスターゼ

重 首Eヨ'j 

(5) ベノレナーゼ

重 干巨Hヨ1 

(6) パシクレアチン

0.3 

1. 0 

0. 3 

1. 0 

0.3 

1. 0 

0.3 

1. 0 

0. 3 

1. 0 

0.3 

軍曹 1. 0 

それぞれジアスターゼ 50mg相当量（パシクレアチ

シについては lOmg相当量）をとり，中和に o.3%塩

酸，及び 7%クエシ酸を用いて（それぞれの至適 pH

としてはジアスターゼ，ジアスメ y，ピオジアスター

ゼは pI-15.6, タカジアスターゼ，ベノレナーゼは pH

5.0，パシクアチシは pH6.8で行なう） J.P. VIジア

スターゼj殿粉消化力の項に準じて糖化力試験を行ない

ヨード法により麦芽糖として算出した。

試 料 (2) (3) (4) I (5l I (6l 

f皮 液 II II II I II I t/ 

0. 3%塩酸

~~：~1 ~~~！ 2170 ~：~；13岨17%クエシ酸 3723 2367 3768 

女す 照 3739 2466 3852 

3. 配合薬物のジアスターゼ剤に及ぼす影響

ジアスターゼ剤は制酸剤，止潟剤3 解熱剤，鎮痛，

鎮静剤等に配合される機会が多く，その性状や他の薬

物との配合等の問題に関して，すでに研究が行なわれ，

その業績が知られているが，（5）試験法が不備なため

単に阻害ないしは協同の傾向を知るに止まり正確とは

言いにくい。また， pHの問題を考慮しない等の理由

で不備なる感を免れない。
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実験方法は 2. に準じて行なったが pHの影響をな

くするために，ジアスターゼは pH5. 6，タカジアスタ

ーゼは pI-15.0及び、パシクレアチシは pI-16.8のクエシ

酸塩緩衝液 30mlをそれぞれ添加して行ない。試料は

｛麦芽ジアスターゼ
軍曹

｛タカジアスターゼ
重曹

0.3 
1. 0 

0.3 
1. 0 

｛パシクレアチシ 0.3 
重曹 1. 0 

の重曹配合の 3種を用いた。中和にはジアスターゼは

7%クエシ酸，タカジアスターゼ，パンク νアチシは

0.3%塩酸を使用して行ない， ジアスターゼ， タカジ

アスターゼは 50mg相当量，パシクレアチシは lOmg

相当量を用いて糖化力を測定した結果は次表の通りで

ある。



西日 之Iコ』 薬 口口口 配 1仁』I 量 ジアス ターゼ
カアスー

パンクレアチシ
--Ii 

乾燥水酸化アノレミニクムグノレ 0.1 2290 3381 2178 

合成ケイ酸アノレミニワム 0. 5 2088 3487 2476 

セ シ ブ リ 散 0.1 2418 3452 2307 

ロー エキス散 0.1 2316 3541 2207 

ホ 、、、． カ エキ ス酸 0.1 2322 3432 2314 

目安イ七マグネ V ワム 0.1 2291 3594 2378 

炭 酸 マグネ ν ワム 0. 2 2240 3665 2227 

ピ タ 、、、 シ B1 0.002 2207 3416 2207 

ピ タ 、、‘、 三ノ B2 0.002 2058 3487 2058 

ピ タ 、、、 〉／ c 0.02 1986 3458 2148 

次硝酸ビスマス 0. l 2398 3562 1302 

対照 生成麦茅糖

ジアスターゼ 2546mg 

タカジアスターゼ 3739ロ1g

パンクレアチシ 2657mg 

4. 市販消化酵素剤の糖化力 ジアスターゼ 0.03 

市販消化酵素剤 8種について，糖化力を測定したが リシドワ末 0. 015 

内容成分分量は次の通りである。 セシブリ末 0. 002 

(1) ホミカエキス 0.002 重 首Eおヨ－ 0.08 

ロートエキス 0.002 (5) タカジアスターゼ 0. 1 

ジアスターゼ 0.03 ノイトラシ 0.4 

ゲシチアナ末 0.03 重 w 0.3 

重 荏i=tiヨ－ 0.09 炭酸カノレνワム 0.2 

ケイ酸アノレミニクム 0.05 チヨクジオミ 0.01 

(2) 水酸化アノレミニクム 0. 7 クイキヨワ 0.02 

酸化マグネνワム 0. 5 νョクキヨワ 0.03 

アミノ安息香酸エナノレ 0.05 サシジヨウ 0.001 

ジアスターゼ 0.2 ケイ皮末 0.07 

重 甘Iヨお． 2.0 オクレシ末 0.05 

1登皮末 0.4 甘草求 0. 12 

(3）重 曹 2.3 (6) パシクレアチシ 0.14 

炭酸マグネνワム 0.6 ピオタミラーゼ 0.01 

ロートエキス 0.06 重 調Eヨr 0.07 

次1il相変ビスマス 0.016 ロートエキス 0.005 

炭酸カノレνワム 0.41 甘 草 0.025 

ジアスターゼ 0.28 チヨワジ末 0. 001 

リパーゼ 0.11 ヤクチ 0.5 

セ シプリ 0.005 (7) ジアスターゼ 0. 1 

ケイ皮末 0. 16 パシクレアチシ 0. 02 

ヤクチ 0.02 (8) パシクレアチシ 0.25 

νユクνャ 0.045 ジアスターゼ 0. 7 

(4) ホミカエキス 0.002 メチノレ硫酸ネオスチグミシ 0. 0005 

ロートエキス 0.002 
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1）実験方法

(1）～（5）についてはジアスターゼ 50mg相当量をとり，

7%クエシ酸を用いて中和し（ジアスターゼの場合は

pH 5.6，タカジアスターゼの場合は pH5), J.P. VI 

に準じて糖化力試験を行ない，ヨード法により麦芽糖

として算出した。その場合炭酸カノレνワムや吸着性制

限剤が配合されている場合は， pHの変動が著しいの

でクエン隙リン酸塩緩衡j夜30mlを加えた方が，至適

pHを持続的にすることができ，生成麦芽糖量も多い。

試料 緩衝液 60分後のpH 生成麦芽糖量mg

6.0 882 
(1) 

5.6 1994 

8.1 941 
(2) 

力日 6.0 工487

7.3 1940 
(3) 

ガ日 6.0 2150 

6.0 3225 
(4) 

5.6 3284 

7.0 3351 
(5) 

力口 5.5 3536 

7.0 3ll4 
(6) 

加 6. 9 3302 

6.8 3128 
(7) 

6.8 3ll4 

6.8 3601 
(8) 

加 6.8 3513 

(6）～（8）についてはパンクレアチシ lOmg相当量をとり，

0.3.%塩酸を用いて中和し， (pH 6. 8) J.P. VIパシク

Vアチン搬粉糖化力の項に準じて行ない，糖化力を測

定した結果は別表の通りである。

総括及び結論

(1) J.P.VIブエーリシグ試液 lmlのプドワ糖，及

び麦芽糖に対応する震はそれぞれ 4.9mg, 8. 4mgで

あるから， J.P.VI ジアスターゼ， 及びパンクレアチ

シの活性度を生成麦芽糖量で表わす場合には3 それぞ

れ67.2倍， 168倍以上となる。

(2) J.P. VI収載のジアスターゼ，パシクレアチシ

並びに局方以外のタカジアスターゼ，ベノレナーゼ，ジ

アスメ y，ピオジアスターゼ，のこれらはそれぞれ植

物，日平，糸状菌，枯草菌等の製剤でその起源を異にす

るに従い，作用にも当然相違が認められる。全般的に

見てジアスターゼが最も影響を受け易く，タカジアス

ターゼ等は塩酸による影響はほとんどなく又配合薬物

による影響に対して，最も安定で，阻害の程度も他に

比して低いと思われる。

(3) 市販消化酵素剤8種の鍛粉糖化作用を測定した

結果＇ (4）～（8）の製剤については製造工程において品質

管理を行なっていると思われるが，（1）～（3）の製剤はそ

の点に対して考慮が払われていないと考えられる。
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xxw 都庁で購入する BHC乳剤の乳化安定性について

都庁で購入するBB C乳剤については，購入の都度

衛生研究所で、品質適否試験を行なっているが， r-BH

Cの含有量は規定量の 90～110%の範囲1に入るものを

合格とする（厚生省殺虫剤基準〉ゆるやかな基準があ

るために，含有量で不合格になるものは極めて少い。

これに反して乳化安定性試験で不合格になるものが少

なくない。乳剤の乳化安定性がよいか悪いかは，殺虫

力に大きな影響を与えるのでわれわれはこの試験項目

を極めて重視して試験している。

本

原

湯 芳雄

武俊

との試験法は「厚生省殺虫剤基準Jのうち，乳剤の

乳イ七安定性試験法に基いて行なうものであるが，この

試験は通常の井戸水と比べて約3倍も高い硬度の「標

準硬水Jを加えて検液を乳化し， 2時間後においても

完全に乳化状態を保ち，分離物を認めてはならないと

いう規定であるが，実際問題として，保健所その他の

機関で乳化液を作って各家庭に配給してから使用する

までの問には，場合によってはかなりの日数が経過す

ることが考えられるので，われわれはこの試験で，何

第 1表

標 準 硬 水 水 道 水 井 F' 水

比一生： 2 4 6 24 2 4 6 24 2 4 6 24 

工 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
2 。 。 。×1.5 。 。 。 。 。 。 。 。
3 。 。 。 。 。 工 1.2 3 。 0.5 工 2 
4 。 。 。 。 。 工 2 2. s 。 工 2 

i:5 5 。 。 。 1.8 1 1. s 2 3 0. 7 1 工 .2 

6 つ 3 3 6 。 。 l 1. s 。 。 。 。
7 1 工 工 1.5 1. 5 工.5 J. 5 2 1 1.2 1.2 2 
8 ム0.6 ム1.工 .6.l. 1 ム1.3 。 。 1 2 。 。 。 1.2 
9 。 。 。 。 。 2.5 3 。 。 2 1.2 

10 。 。 。 。 工 1. 5 2 1 1.5 1.5 2 

11 。 。 。 。 1 1.5 2 3 。 1 1.5 2 
12 。 。 。 0.9 工 1.5 1.5 2 工 工 1 1 
13 。 0 。 。 。 。 。 1 。 。 。 。
14 工 工 工 工.8 2.5 3 3 2 2 2 2 2 
15 。 工 1 1.8 4 5 s s 4 5 5 s 

16 。 。 。 o.s 。 。 。 2 。 。 。 2 
工7 。 工 ユ 1.5 1.2 3 3.5 6 エ 2 2 s 
工8 。 0.5 o.s 工 l.S 2 2.5 4.5 工.5 2 2 3.5 
工9 。 。 。 工 1 2 3 4. s 1.5 2 2. 5 3.S 
20 。 。 。 0.5 工 2.5 3 4. 2 。 工 1.5 3.8 

21 o.s l 工 3.5 2 3 3.5 5.2 2 3.5 4 5 
22 0.6 工 工 2.5 1 3 4 s 3 4 4.8 4.8 
23 0. s 工 工 l.5 。 。 l l.S 。 。 工 工.s
24 。。 。 。 工 l.S 2 3.S 。 。 。 3 
25 。。 。 。 0.5 o.s 工 1. s 。 。 。 工

備考試験に用いた水は次のものである。

総硬度

標準硬水

水 道水

井 戸水

342. 5ppm 

40. 7ppm 

109. Sppm 

残留慌素 結合塩素

212. Sppm 

0. 15ppm 

35, 5ppm 
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日ぐらい乳化状態が壊れないで保つことができるかと

いう試験を行なった。更にまた，現場で実際に乳剤を

希釈するのには，井戸水あるいは水道水が用いられる

ので，これら三者を用いてそれぞれの乳化安定性試験

を行なって，その成績を検討してみた。

第 1表は標準硬水，井戸水，水道水を用いて原乳剤

をそれぞれ乳化し， 2時間， 4時間， 6時間， 24時間

にわたって分離状態を観察したものである。第2表は，

同様にして 1～7日間の分離状態を観察したものであ

る。

表中左端縦の No.は検体番号， 2段目Tは経過時

間を示し，同じく Dは日数を示す。その他各段の数字

は油，クリーム等の cc数を示し， 0が理想的で数字

が多くなるほど乳化安定性の不良であることを示す。

なお分離物は通倒液面に浮くが×印は分離物が底部に

沈澱しているもので3 ム印は分離物が上部に浮くと同

時に，一部底部に沈殿していることを示す。

第1表によると， No. 3, 4, 5, 10, 11, 12, 19, 20, 

の如く極めて厳重な標準硬水による乳化安定性試験に

合格したものが3 井戸水，水道水を用いた場合には不

合格となっている。また No.6, 8, 23の如く標準硬

水による試験に不合格のものが3 井戸水，水道水を用

いた場合には合格している， 2～24時間以内に，標準

硬水，水道水，井戸水のいずれを用いても分離物を認

めないのは No.1だけである。また試験基準で、ある 2

時間以内に分離物を認めないのは標準硬水で25検体中

18，水道水では10，井戸水では14となっている。分離

物の量は標準硬水よりも水道水，井戸水の場合が何れ

も多量となっている。

第2表は乳化安定性を 1週間にわたって試験した成

績であるが， No. 1, 10, 20, 25はいずれも標準硬水

では 7日間経過しでも分離物を認めないが，水道水3

井戸水ではいずれも分離物を認めている。 No.13は三

者いずれを用いても全く分離物を認めない。その他の

検i夜は 1日あるいは数日以内に乳化が壊れて油分また

はクリームを析出分離している。

試験に当って泊またはクリームが分離しているか否

かは，分離物が少ない場合には判定し難いので，われ

われは次図に示すような器具を考案して便益を得た。

すなわちp この分被ロート中に検液を入れて静置しp

第 1 図

2時間経過の直前に静かに被を流下させ，正確に2時

間経過したとき目盛部で分離層を読みとる。

分離物は通例表面に浮くものであるが3 泊が表面に

浮かず下部に沈むものを数種発見した。この場合には

分液ロートからi夜を流下させる前に下部の目盛部に沈

んでいるものを観察すればよい。

以上の試験結果からわれわれはつぎのような結論を

得た。

(1) 製造業者は都庁に納入するための試験に合格す

ることのみに専念し 3 実際に用いる井戸水，水道水に

対する乳イ七安定性を考慮していなし、。

(2) 乳化安定性試験で標準硬水を用いるのは日本の

ような硬度の低い水を用いる場合には不適当でp この

試験に合格しても水道水，井戸水を用いた場合は不合

格となってしまう率が極めて高い。これは本末てんと

うともいうべき試験法であるから改正すべきである。
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(3) 乳剤は水を加えて乳イ七したら直ちに使用するこ

とが望ましい。少くともその日のうちに使用すべきで

ある。

(4) 乳化安定性は温度によって大きな影響があるか

ら試験時の温度の規定を設けるべきである。

(5) 購入品の規格は r-BHC の含有量は10%を越

えるものが望ましい。



xxv クロマトグラフイによる衛生化学分析

への改良研究 ］ 

イオン交換炉紙を用いる化粧品色素のクロマトグラブイ｛

工緒 昌

従来から鷲色料のペーパークロマトグラブイー

(PC）に関しては，かなり多数の報告があるが，その

多くは主として食用色素を対象としたものであり，化

粧品色素については報文に乏しい。また色素のクロマ

トグラブイーの手技としては通常分配クロマトのほか，

少数の逆相クロマトが報告されているが，イオシ交換

樹脂を使用したものは極めてわずかであって，色素に

関しての樹脂性イオン交換P紙の使用倒はほとんど知

られていなし、。

当然のことながら，従来の粒状のイオン交換樹脂で

はカラムクロマトがとられるため，分離が主な目的と

なるに対し，P紙法では Rf値の測定が容易なため分離

と同時に確認もまた容易となるので，イオシ交換炉紙

を用いた際そのイオシ交換性から色素がどのような態

度を示すか非常に興味をもっていたのであるが，今由

化粧品中色素の一斉検査に際して，たまたま Rhom&

Haas社の Amberliteイオン交換紙を入手し得たの

で確認の一助に使用し， 58種の標準色素について検討

を試み2' 3の知見を得たので報告する。

なお本論に先だちp 現在までに行なわれた色素の

Pc に関する主要な幸~文について概略を述べると次の

とおりである。

Lederer, M. 1), Graichen,C. 2), Franglen, G. T. 3) 

は Xanthene系色素を含む Indicatorの PCを行な

い， Valenciana, 0. A. 4〕めらは Rose Bengale, 

Erythr osineについて PC上の基礎的条件を詳細に

検討している。

また同氏は類似の他の食用色素に対し円型クロマ

ト6〕を行ない，そのほか Carlos. T. 7）は Guinea

村

谷

田

田

戸

原

夫

也

文

健

哲

裕

Greenなどの PCを， ParkanyiB）らはTartrazine,

Amaranthおよび Metanil Yell ow などの色素の

Chromatography を行なっている。また多数の色素

を系統的に分離することを目的としたものには，二次

元法を用いる Sclar.R. N. 9）らの方法のほか，藤

井10）による95種の色素をまず6つの groupにわけ，

さらにいくつかの Subgroupに細分してゆく詳細な

報告がある。さらにまた Elliottk. 11〕らは 100種以上

の染料に対し Methanolを飽和した石油エーテノレを

用いて分離を行ない， ReithJ. F. 12〕は主として自色

素の傍生と製造条件との関係を Pcの手段によって追

究している。

以上は主に分配クロマトを中心としたものであるが，

逆相クロマトないしは一部イオン交換的効果をねらっ

たものに VermaM. R. 13）らが 22種の袖溶性色素に

対し試み，また Silicon油， oleic Acidlめをしみこ

ませたP紙を用いた。また Jarousek,J. 15）は Acetyl

化P紙によって dispersedyeの分離を， Monselise,

J. J. 16）らは CaCOsをP紙内で生成させたものを用い

て食用色素を分離し， HartisP. 17）らは Cellulose

Acetateの Acetone湾液に浸潰したP紙を使用し，

Buthanol-Pyridine-H20を展開剤として PCを行な

いう Micheel. FlB）はP紙 celluloseを Acetate,

Butyrate, Benzoate, Palmitate として疎水性色素

を分離確認している。

イオシ交換樹脂を用いる色素の吸着，溶出に関して

は，色素の分析を目的としたものはほとんどみられな

いが， Richardson,R. W. 19）が色素の精製にイオシ

交換樹脂を用いており 3 そのほか臨床生化学的な面で，

たとえば AzurAzo〕とか MethyleneBlue, Fluore-

see inなどを吸着させた樹脂による胃液の pHと色
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素のj王子出との関係を求めたり p あるいはイオシ交換の

操作中にイオシ交換樹脂の交換容量の変化21）を吸着

させた色素指示薬の変化によって追跡している。

五 実験材料および方法

対象とした色素は Monoazo系25種， Disazo系 6種，

Triphenyl methane系 10積， Xanthene系 10種，

Quinoline系2種， Anthraquinone系2種， Nitroso

系p Thiazine系および lndigoid 系各 1種の計58種

を用いた。

各色素の試験溶液の溶媒には主として Ethanol を

使用し， Lake類は Dimethylsulfoxide と For司

mamideの等量混液に溶解して＇ 0. 05%溶液とし

た。

これらの色素は H.Kohnstamn & Co. Inc.製の

ほかp 国立衛生試験所，食品添加物部長p 藤井博士か

ら窓与されたものを使用した。

使用した色素の名称とその C. I. No. とを Table

Iに示す。

Table I 

Material tested, C. I. No. and its Chemical 

Classification 

uN 
QU 

日op 

l 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

エ4

エ5

ユ6

17 

工8

19 

20 

2工

22 

噌EEie 

M 
a 

唱’BA
a －宅i

rA 
e ιL 

Yellow OB 

Ju 
e ιaL 

Qu 

e 41L 

Fanchon Yellow 

Fanchon Orange 

Permanent Orange 

Framing・ Red

Orange SS 

Toluidin Red 

Oil Red XO 

Permanent Red F5R 
Brilliant Fast Scar-
let 
Meta nil Yell ow 

Azo Rubin Extra 

Lake Red D 

Lake Red C 

Lithol Red 

Bulliant Lake Red R 

Lυ山山I比凶伽t出刷h加 …O

ユ13901Mono圃azo

11680 

工1725

12075 

工2085

工2100

エ2120

12140 

12300 

工23工5

工3065

工4720

15500 

15585 

工5630

15800 

Deep Maroon 158 

Sunset Yellow FCF 15985i ドcidFuchsine 
Fast Crimson GR 18050 
Amido Nophthol Red l8l:5'-.I 日
6B 
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23 I Fast Light Yellow 

24 Polar Yellow 5G 

25 Tartrazine 

26 Resorcine Brown 

27 Benzidine Yell ow G 

28 Benzidine Orange G 

29 I Pyraz…ed 
30 Toney Red 

31 Oil Red OS 

32 J Acid Violet 6B 

33 Fuchsine 

34 Acid Red 451001 Xan thene 

35 Rhodamine 6G 45160 

36 Rhodamine B 45170 

37 Uranine 45350 

38 
Tetrachloro-

45366 fl uorescein 
39 Dibromfol uorescein 45370 

40 Tetrabromo-
45380 fluorscein 

41 Phloxine B 45410 

42 Erythrosine 

43 Rose Bengale 

44 Quinoline『

45 Quinoline Yellow 

46 I Naphthol Green B 

47 Diamond Green 
山 IT山

48 Fast Green FCF 42053 lmethane 

49 Erio Glaucine X 42080 

50 Guinea Green B 42085 

51 Bulliand Blue FCF 42090 

52 Light Green SF 42095 

53 Acid Fast Green 42100 

54 Azure Blue VX 42140 

55 I Methylene Blue 

56 I Alizarin 

57 Alizurol Purple SS 

58 I Indigo Carmine 

イオシ交換P紙件、Amberlite WA-2 (Amberlite 

IRC-50, H型〉，同WB-2（同1R-4B, OH型〉，同SA

-2 （問lR-120,Na型〉，同SB-2(I司IRA-400,Cl型）

の4種類の Typeのものをそれぞれ 11.5cm×23cm 

に細断し， i戸紙の一端 5cmのところに試料溶液を塗

布し， 26°C土2"Cで約 15cm展開した。



TII 実験成績および考察

1. 無機溶媒を展開剤としたときの影響

イオジ交換樹脂の特性を明かにする呂的では，展開

剤に緩衝液とか塩類溶液を用い，その pH, イオン濃

度などの変化が PC上いかなる影響をもたらすかを調

べることが，もっとも望ましいと考え，若干の検討を

加えたのであるが，単一なイオシ交換樹脂の性状のほ

かに， P紙としての性質も加わり，色素の場合水を主

体とする無機＇l~溶媒のみでは強い吸着が認められ，た
とえ上昇しても Tailingがいちじるしく大まいため，

一般に好い結果が得られなかった。

A 民 員 B 

I TI ill 

島

JI 

たとえば 36. Rhodamine B と 42. Erythosine 

の場合をあげると， WA-2. WB-2のイオシ交換P紙

および WhatmanNo. 1のP紙を用い緩衝液 0.lN-

HClを展開剤として PCすると Fig.-1.のとおりで

ある。

すなわち WA-2は COOH型のイオシ交換体であ

り Rhodamine が上昇しにくいことは予想されると

ころであるが， O. lN-HCl程度の酸性度をもってして

もほとんど移動しない。 Erythrosineは2種のイオン

交換体とも上昇しないが，衆知のとおりP紙の場合に

も移動しないので， i戸紙としての影響もかなり強いも

のと推定される。

車 c む 色

][ TI TII 

θ。のの のの 。の 。0 。＠ 0. 0 
42 36 42 36 42 36 42 36 42 36 42 36 42 36 42 36 42 36 

Fig. 1. 

A: W A-2, B: WB-2. C: Whatman No. 1 

I : 0. lN-HCl Soln. IT : Walpole’s Buff er Soln. pH 6. 0 

TII : Kolthoff's Buff er Soln, pH 11. 5 42 : Erythrosine 36 : Rhodamine B 

このようにイオシ交換P紙を使用した場合，展開剤

にはイオシ交換樹脂との吸着性と色素本来のP紙への

吸着性のほか，色素の溶媒への溶解性が考慮されるの

で，非常に高いイオシ濃度のものを展開剤とする（色

素の中には無機の酸・アノレカリに不安定なものもある

が〉か，または特に電気泳動のような強い電場内にお

かないかぎり，あまり好結果が期待できなかったので，

今回の通常の PC操作にあたっては有機溶媒を展開剤

とすることにした。

2. イオン交換炉紙の選択とその前処理

各 Typeのイオシ交換炉紙の前処理には， IN-HCI,

IN-Na OHを交互に浸漬，水洗して乾燥しp いずれも

遊離型としたものを調製する一方，塩型のものとの

PC上の影響を調べた

その結果強酸性および強塩基性の各 Type のP紙
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はそれぞれの遊離型と塩型との間に興味のある差異が

認められた。（Fig.2) 

すなわちここに使用した Acetoneを主成分とする

展開剤では 37. Uranineは遊離型の樹脂上で，はじ

めて移動し，また 31. Oil Red OSは中聞にとどま

るようになる。

このように白色アルカリ処理をほどこしたときの差

異は，弱酸・弱塩基 Type のP紙一一一この両者は遊

離型として市販されているーーにおいても，処理した

ものと未処理のものとの聞に，同じ遊離型で、あっても，

わずかに前記のような異同がみられるので，かならず

しも塩型だけの相異に帰せられないかも知れない。ま

た当然樹脂の性質からいって，塩型，遊離型のいかん

をとわず，前処理することは樹脂を膨潤させ本来の

Cross Linkage を展開中に十分保持させる上に必要
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Fig. 2. 

Actual lines: no treatment, Broken lines: treatment 

37: Uranine, 38 : Tetrachlorofluorescein 36: Rhodamine B, 13: Lake Red D, 31 : Oil Red OS 

Solvent: (Me)2CO: EtOH: HOAc: HO (14 : 2 : 1 : 3) 

なこととは考えられたが，このことはこの種のイオシ

交換紙の一つの欠点でもあろうが＇ ?P紙は酸，アノレカ

リで反覆洗糠するために破れやすい上に，水洗にもな

ってi戸紙から樹脂がはがれ落ちてくる傾向があり，そ

の前処理には多少の技術上の困難がともなうこと，ま

た強酸p 強塩基の Typeは遊離型p 塩型とも Tailing

が大きいためこれを放棄し，今回の実験では時間的な

制約もあって，比較的良好な結果が得られた弱酸・弱

塩基の WA-2と WB-2を前処理することなく直接

用いることにした。

3. 有機溶媒を展開剤としたとをの影響

展開剤には通常のP紙の場合と異って Methyl-

cellosolve MeOH, Methylcellosolve: H20 : cone. 

NH40H (10 : 30 : 1）のような中性あるいはアノレカリ

性の溶媒は色素の多くのものがほとんど上昇しないた

め適当でなく，一般に酸性溶楳のほうが好結果を得た。

i) いま前項 2. にあげ、た溶媒（Me)2CO: EtOH: 

HOAc : H20 (14 : 2 : 1 : 3）を展開剤として， WA-2,

WB-2について実施した結果を TableE に示す。

この場合大変興味のあることは 8. Oil Red XO, 

13. Lake Red D, 30. Toney Red, 31 Oil Red OS, 

44. Quinoline Yell ow SSなどの極性に乏しい色素

が非常に濃縮された Spotを示し，よい分離を示すこ

とが認められた。したがってこの種の溶媒の性質から

みても逆相クロマト的要素が大きいと考えられたので，

5% Liquid Paraffin の Hexane溶液で処理した

Whatman No. 1 ?pi紙と比較した。

しかし Paraffin処理の方は全般に Tailingがは

るかに大きく，イオシ交換紙ではじめて分離可能にな

るものが多く認められた。また通常の分配クロマトで

は Triphenylmethane系青緑色色素の分離はあまり

よくないが， DiamondGreen をはじめ樹脂層上で

特異な態度を示し，さらに適当な展開剤を選択すれば

面白い結果が期待できるとおもわれる。
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Table II 

Approximate Rf Values ×100 of Various Dyes in (Me)2CO-HOAc Solvent on Ion Exchange 

Paper (W A-2, WB-2) and Impregnated Paraffin Filter Paper. 

Sample Material tested WA-2 明TB-2 Parrffin Filter 

No. Paper 

工 Yellow OB 72 〔100〕 100 

2 Fanchon Yell ow 40× 。 〔0〕
3 Fanchon Orange 79× 。 ム60

4 Permanent Orange 。 〔0〕 。
5 Framing Red 58× 。 20× 

6 ~~t~fd1 SS 〔67〕 十 90～ 
7 n Red 40× 〔0〕 。
8 Oil Red XO 〔70〕 〔100〕 〔72J

9 Permanent Red F5R 46× 。 。
10 Brilliant Fast Scarlet 40× 。 。
11 Metanil Yell ow 90 5× ~98 

工2 Azo Rubin Extra 20～ 。 30～ 
13 Lake Red D 〔69J※ 〔6〕 90～※ 
工4 Lake Red C 78～ 10× ム98

工5 Lithol Red 56× 2× 83～ 

工6 Brilliant Lake Red R 〔68〕 37 100 

17 Lithol Rubin BCA 45× 。 85～ 
工8 Deep Maroon 2～ 。 工0～
19 Sunset Yellow FCF 32× 。 工5～
20 Acid・ Fuchsine D 2～ 。 8～ 

21 Fast Crimson GR 10～ 。 10～ 
22 t~f ::r~~tt：~~~~ Red 6B 

5～ 。 5× 

23 可V 〔78〕 〔〔0〕 〔65〕

24 99 0〕 〔8工〕

25 Tartrazine 〔2〕 〔0〕 。
26 Resorcinol Brown 50× ム 20 73～ 
27 Benzidine Yell ow G 〔OJ 〔0〕 。
28 Benzidine Orange G 〔0〕 〔0〕 。
29 i~razolone Red 〔0〕 〔0〕 。
30 ney Red 〔64〕 〔100〕 〔70〕

31 Oil Red OS 〔65〕 〔工00〕 〔52〕

32 fr~~i yiolet 6B 70～ 。 80～ 
33 sine 48～ 100※ 97 

34 Acid Red 80～ 。 75～ 
35 Rhodamine 6G 40 〔工00〕 98 

36 Rhodamine B 25 〔100〕 97 

37 Uranine 99 〔37〕100 100 

38 Tetrachlorofl uorescein 78× 。 100 

39 Dibromofluorescein 99 0, 37 100 

40 Tetrabromofl uorescein 95× 。 100 

4工 Phloxine B 48× 。 100 

42 Erythrosine 55× 。 100 

43 Rose Be~g~~l 40× 。 100 

44 ~uinol~n low SS 〔57〕 〔工OOJ (72) 

45 uinoline Yellow WS 60× 〔0〕 40～ 

46 Naphthol Green B 。
(lgOJ 

。
47 Diamond Green 〔18J 99 

48 Fast Green FCF 10～ 2× 60× 

49 Erio GlaucineX 55～ 43～ ム92

50 Guinea Green B 48～ 工0× ム45

51 Brilliant Blue FCF 10～ 。 28～ 
52 L~1gt Green SF 10～ 。 25～ 
53 A Fast Green 。 。 ム 50

54 Azure Blue VX 48～ 28× 75～ 
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〔80〕
〔53〕。

〔43〕 30～ 

37～ 
〔100〕。

〔78〕
〔47〕
20× 

〔〕 TheSpots were compacted or none tail. 

ム Atthe tail of front. ～ tailing. 

2) そこでさらに Kaufmann22）が脂肪酸などの逆

相クロマトに使用したことのある含水酢酸を溶媒とし

て行なった。

はじめ75%HOAcを用いたところ，試料とした全

色素58種のうち Fluoresceinのみが Rf1直0.45附近

まで上昇するほかは， Xanthene,Triphenylmethane 

系などはおおむね0.10～0.40の間にあり，その他はほ

とんど上昇が認められなかった。したがって95%まで

HO Ac 濃度を高めたところ， Rhodamineをはじめと

する多くの Xanthene系色素が弱酸 Typeの WA-2

によって他の色素から分離することが認められた。

(Table ill) 

ここで特に意義のあることは，さきの Acetoneを

主体とした溶媒で、は，逆相クロマト的要素がその大部

分を支配していると考えられたのであるが，このよう

に95%程疫の極めて濃厚な酢酸を使用したにもかかわ

らず， WA-2の樹脂上において Rhodamine6G一つ

を倒にあげても Rf値 0.84の明瞭な Spotを示すの

に反し》 Paraffin処理のP紙では全く 1.00を示す

ようになり，酢酸中のわず‘カミな＊はまず樹脂上に吸着

されてほとんど非水溶媒としてはたらき p 色素の電f立

が臭って， WA-2の COOH基との親和｜生が高まるも

のと考えられる。すなわち非水溶媒中でも樹脂はイオ

シ交換体としてはたらき，一方樹脂中に吸着されたわ

ずかな水が StationaryPhaseとなり，Mobilephase 

は非水溶媒となって土昇を続け3 その問に分配が行な

われていわゆる逆相クロマトが行なわれるものと推定

される。

またイオシ交換樹脂に対する色素の交換性に関し，

Richardson, R. Vv.は 30Aあるいはそれよりも大

きい径の色素分子は樹脂層に入りこむととが障害され，

そのために交換吸着が行なわれないことを述べてい

る。

しかし本報における実験条件では，色素の分子量と

× At the tail of start line 

※ remains to start line 

Rf値との開l仁明確な関連性を見出すことはできなか

った。

また色素クロマトの全般についていえることは 2. 

Fanchon Yellow, 3. Fanchon Orange, 4. Perma-

nent Orange, 27. Benzidine Yellow G, 28. Benzid-

ine Orange G, 29. Pyrazolone Redなどの Lake

類は通常のP紙上でもイオシ交換P紙においても第一

に溶解度の点、から PCがうまく行なえず，今回も非常

に多数の溶媒について検討し， Dirnethylsulfoxide 

あるいは MonoEthanolamineなと‘によく溶解する

ことを見出したので，これらを展開剤の主溶媒として

行なったが不成功に移った。このような Lake類の中

にはいちじるしく通常の溶蝶に難溶性のものがあり p

現行の化粧品中着色料の試験法2のでは各 Fractionの

分離中に水層と疎水層との聞に滞遊し，もし最終的に

不完全に抽出されてきても PCに際して原点にとどま

り，吸収スペクトノレにおいてもわずかな異常吸収倍と

して認められるにすぎず，もしもそれが許可外色素で

あれば製造上にともなう副色素として見すごされる鼠

険性がある。

また最後にイオン交換j戸紙取扱上の一般的な利点に

ついて述べるならば，展開距離がせいぜい 10～15crn,

あれば十分分離の百的が達せられ3 非常に短時間で実

施でまることである。欠点としては高価なことと，前

述のとおり前処理にllfizし樹脂が剥離しやすいので Rf

f直の再現性が懸念される。また ・wA-2は黄色に着色

しているため向系色の有色物質の PCには不向であり，

WB-2は灰褐色のため意外にみにくい。

未だ本報にぜいでほ狭い角度．からイオン交換P紙をI

も取扱ったのであって，その特長を活かす上に十分な

ものとは考えられないが，類似の報文がほとんど無い

現状からここに報告し 3 またその操作にあたって種々

の塩型に置換することによって，分離交換能を変える

ことも推察されるので今後の検討にまちたい。
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Table III 

Approximate Rf Vlaues×100 of Various Dyes in 95% v/v HOAc Solvent on Ion 

Exchange Paper (WA-2, WB-2) and Impregnated Paraffin Filter Paper. 

Samle Material tested WA-2 WB-2 Paraffin Filter 
No. Paper 

1 Yellow OB 〔73〕 99 ム 98
2 Fanchon Yell ow 60× 。 。
3 Fanchon Orange 65～ 。 70～ 
4 Permanent Orange 。 。 。
5 Framing Red ユ0× 。 。
6 ~~~~fd1 SS 〔60J 99 ム 98
7 n Red 。 。 。
8 Oil Red XO 〔73〕 99 〔〔~~コ〕9 Permanent Red F5R 8× 。
工0 Brilliant Fast Scarlet 50× 。 。
Jl Metanil Yell ow 18× 。 〔83〕
12 Azo Rubin Extra 。 。 32× 
工3 Lake Red D 〔60〕 〔65〕 ム98
工4 Lake Red C 10× 。 〔79〕
15 Lithol Red 6× 。 62× 

工6 Brilliant Lake Red R 〔75〕 99 ム98
17 Lithol Rubin BCA 7× 。 69～ 
18 Deep Maroon 。 。 22× 
19 Sunset Yellow FCF 〔0〕 。 20× 
20 Acid Fuchsine D 。 。 20× 

21 Fast Crimson GR 。 。 60× 
22 Amid~~inr'.Y1101 Red 6B 。 。 30× 
23 Fast ell ow 〔62〕 。 〔55〕
24 Polar 5G 90× 。 ム99
25 Tartrazine 。 。 40× 

26 Resorcinol Brown 20× 2 80～ 
27 Benzidine Yell ow G 。 。
28 Benzidine Or~nge G 。 。
29 i~~~~lone Re 

。 。
30 y Red 99 〔65〕

31 Oil Red OS 〔55〕 99 〔工6~〕32 Acid Violet 6B 90× 40× 
33 Fuchsine 75× 99 ム98
34 Acid Red 65× 92 ム99
35 Rhodamine 6G 〔84〕 98 工00

36 Rhodamine B 

(70〕~〔〔器~~5〕J 〕

98 100 
37 Uranine 98 ム98
38 Tetrachlorofluorescein 8 85 
39 Dibromofluorescein 75～ 90 
40 Tetra bromofl uoresein 25 ム85

4工 Phloxine B 

~〔器：日~s〕〕
8 〔〔~~〕〕4'2 Erythrosine 2 

43 Rose Bengale 2 95 
44 Quinolin。eYellow SS 99 〔〔~~〕〕45 Quinolin Yellow WS  20× 。
46 Naphthol Green B 。 。 。
47 Diamond Green 〔60〕～ エ00 100 
48 Fast Green FCF 10× 〔0〕 100 
49 Erio Glaucine X 〔80〕～ 30× 100 
50 Guinea Green B 90× 10× 100 

51 Brilliant Blue FCF 35× 。 100 
52 Light Green SF 25× 。 100 

( 139) 
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百要 結

(1) 化粧品色素を含む58種の色素について，Amber幽

liteの強酸性 SA-2〔I〕3 強塩基性 SB-2〔立〕3 弱酸

性 WA…2〔班〕，弱塩基性WB-2〔町〕の4種の Typeの

イオシ交換P紙を使用し，種々の溶媒を用いて PCを

行なった結果，無機溶媒ならびに中性の有機溶媒では

広い液性にわたって通常の伊紙よりはるかに強い吸着

性が認められた。

(2) 酸性の有機溶媒，（CHa)2CO: EtOH: HOAc: 

H20 （工4: 2 : 1 : 3）〔a〕， 95%HOAc〔b〕によって

〔TIOおよび〔町〕のP紙上で袖溶性色素ならびに一部の

綜色，青色色素がすぐれた分離能を示し， また特に

〔町〕P紙を用い〔b）を展開剤として Xanthene系色

素に鮮明なクロマトグラムが認められた。

(3）〔a〕〔b〕のような有機溶媒を展開荊とする守

きのクロマト上の機作は， i）非水溶媒中での電荷の変

イ七にともなうイオシ交換性， ii) 色素の溶解度の増加

と，吸着された樹脂層内の水が， Stationary phase 

となり， Mobilephaseは非水溶媒となって逆相クロ

マトが行なわれることが推定された。 iii）色素分子の

大きさとイオシ交換性との間には明確な関連性は認め

られなかった。
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XXVI 化粧品の特殊成分試験法設定に関する研究

第 3報 へアーローショ y中のレゾノV ジジ

緒 E司

レソソレνシが殺菌剤として頭髪用化粧品，特にへア

ーロ－iiヨシに好んで，しばしば用いられており，さ

らにまた本品が人体に対して劇性を有する点から昭和

35年 8月1日厚生省告示第 234号でいわゆる化粧品の

特殊成分として指定され，その含有量が 0.1%をこえ

てはならない旨規定を受けるに至仏衛生上，品質規

制上，その試験はさらに重要な意義を加え，試験法作

成が要望されている。

レジノレνンそのもの，または製剤の定量法としては

多くは臭素滴定法1)2）が用いられているが3 化粧品の

場合には含量が少い場合が多いので滴定法よりも比色

定量法が適当と考えられる。比色定量法としてはミロ

シ試薬を用いる方法的， 4アミノアジチピリンを用い

る方法4）等多くの方法が報告されているが，これらの

方法は多くはOH基を有する化合物に共通であってレ

ゾノレνシに特異的でない。しかるに Willard等5〕は

レソソレνシがカテコーノレの共存の下にヨワ素によって

特異的に発色し，これを比色定量に用いることができ

ることを報告している。

われわれは化粧品特殊成分としてのレソソレνシの比

色定量法作成に当り Willard 等の方法を追試し，比

色定量法としての基礎的条件を検討してこれに変改を

加え，さらにへアーローνヨシからの~·111 出についても

検討し，次のような試験法を得たので、報告する。

試験法

〔試薬〕

① クロロホノレム

① 20%硫酸

① エーテノレ

④緩衝液（pH5.7) : 1. 2%酢酸 35mlに酢酸ナト

リクム溶液（無水酢酸ナトリワム） 13. 7gを水に溶か

( 141) 
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して500mlとする） 465mlを加えるO

⑦ 0.05%ピロカテコーノレ溶液

① O. lNヨワ索溶液

① O. lNナオ硫酸ナトリワム溶液

① デシ粉試液（日局〉

① アセトシ

〔試験溶液の調製〉

試料5～lOmlを蒸発ずラにとり， 室温で空気を送

ってアノレコーノレを除き，残留j夜を水 40mlを用いて分

液漏斗に移し，クロロホノレム 20mlを加えて軽く 2～

3回転倒したのち，クロロホノレム抽出液を拾て，水層

に20%硫酸 1～2mlを加えて酸性とし，これにエー

テノレ30, 20, 20, 20および 20mlを順次加え，振りま

ぜてレゾノレジンを抽出する。この抽出j夜を合わせて蒸

発ずラに移し，室温で空気を送ってエーテノレを蒸発し，

ここに得た残留物を水に溶かして一定量（試料中のレ

ゾノレνシ濃度0.1%の場合 100～200ml）とし， 試験

溶液とする。

〔試験操作〕

試験溶液 lOmlをとり，これに緩衝液（pH5. 7) 10 

ml, 0. 05%ピロカテゴーノレ溶液lOml, O. lNヨク索溶

液 15mlを加えて 1分間放置したのち，指示薬として

デシプン試液を加え，過量のヨワ素を O.lNチオ硫酸

ナトリワムi容液を加えて除き，これにアセトン 50ml 

を加え，さらに水を加えて全量200mlとし，測定波長

725mμで、光電比色する。別にレソソレνンの各濃度の標

準系列（10～150μg/ml）について同様に操作し，得ら

れた検量線によって試料中のνジノレνシの量を求める。

なお，水を用いて試験溶液と同様の操作をしたものを

対照液とする。

実験検討

1. 吸収スペクトノレについて

濃度50μg/mlのレゾノレνシ溶液を用いて得られた皐



色液の吸収スベクトノレを島津自記分光光電光度計を用

い測定したところ，第 1図のように515mμ及び 725mμ

に吸収が認められた。

第 1図吸収スペクトル
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2. 検量線と測定範凶

レゾノレνンの各濃度の標準系列について得られた呈

色液について AKA光電比色計を用い測定波長 720

mμ で｜汲光度を測定すると，第 2図のように 10～150

pg/mlの濃度では，吸光度との聞に直線関係が成立し

測定し得るととが認められた。

第2図吸光度と濃度との関係
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3. 呈色j夜の安定性について（吸光度の経時変化）

濃度50μg/mlのレソソレνン溶液について得られた皇

色液の経時変化を島津分光光電光度計を用い追及した

ところ，第 3図のように安定であることが認められ

た。

第3図吸光度の時間的変化
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4. pHと吸光度との関係

発色時における pHの影響と｜政光度との関係を，濃

度50μg/mlのレソソレvY'溶液についてAKA光電比色

計を用いて検討したところ，第 1表のように pHの変

動によって吸光度はいちじるしく影響を受け，反応時

の至適 pHは原報通り 5.7であることが認められた。

第 1表 pHと吸光度との関係

pH 吸 ア右 度

3. s 呈色しない

4.1 ／／ 

4.6 0.091 

s. l 0.136 

s. s 0.142 

5. 7 0.165 

6.0 0.142 

6.6 0.151 

7.0 0.060 

7.9 0.075 

8.3 0.080 

8.8 0.017 

5. ピロカテコーノレ添加量変化の影響

ピロカテコーノレの添加量が変化した場合の吸光度の

変化について検討・したところ，その結果は，第2表の

通りで， 0.05%ピロカテゴーノレ溶液 10～15mlで最大

値を示し，添加量の増加及び減少により，吸光度は，

いずれも減少する結果が得られた。

6. 過量のチオ硫酸ソーダとi良光度との関係

所定量のヨワ素i夜を添加した後，過量のヨク索をチ

オ硫酸ソーダ溶液で滴定除去し，これについて得られ

( 142) 



第 2表 ピロカテコール添加量と眼光度との関係

吸 光 度

0 

l 

5 

10 

15 

20 

0 

0.工29

0.154 

0. 173 

0.ユ73

0.150 

試料：レゾノレνンj容液（50μg/rnl)

装置： AKA光電比色計

色j夜の吸光度と，更にこれにチオ硫酸ソーダ溶液を過

量に加えて得られた吸光度とを比較すると，第 3表の

ように，チオ硫酸ソーダ溶液の過量は吸光度の減少を

来すことが認められた。

第 3表過量の 0.1Nチオ硫酸ソーダ溶液と

吸光度の関係

吸 ぅt 度

。 0.167 

0.1 0.工64

0. 2 0. 154 

0.5 0.139 

1.0 0. 133 

2.0 0. 127 

5.0 0.105 

工0.0 0.110 

15.0 0.106 

試料：レゾノレV／／溶液（50μg/rnl)

装置： AKA光電比色計

7. 類似物質の影響

この試験法により，他のブエノーノレ類及び類似物質

が呈色を示し，吸光度に影響を及ぼすか否かについて

検討する目的で3 試~Sl-20種について追及したところ，

第 4表のように多くのプエノーノレ類は呈色しないか，

又は呈色しても黄色を示すに過ぎず，測定波長725rnμ

での吸光度には影響がないことが認められた。しかし

ながら， ブエノーノレ類の中で， ブロログノレνジ， ピロ

ガローjレのようなメタ置換体は， レゾノレνシほど強く

はなく，かつやや異なる色調ではあるが呈色すること

が認められた。

8. へアーローνヨシに添加したレソソレνシの回収

率

市販のへアーローνヨシ 1001111にレゾノレνン 50rng

及び lOOrngをそれぞれ添加し，これについて15回繰

返し定量し，その回収率を検討‘したところ，第 5表の

第 4表類似物質の反応

2式 ~s~ 有呈色無の
吸光度

名 称 （μ濃g/rn度1) （色調）

石 炭 P自 500 無色

サ リ チ ノレ 酸 50 II 

スノレホサリチノレ酸 500 II 

ν ゾー jν 無色o－ク 500 

αーナブ ｛ー ノレ 飽和液 淡紫色 0.16 

3. 5ジニトロサリチノレ酸 II 黄色

2.4.6 トリニトロ νソソレ
II II νy 

パラオキν安息香酸ブチ
II 無色ノレ

P－ニトロプエノーノレ II 黄色

ワ 一一 リ ソ 600 無色

ハイ ドロキノシ II II 

プチソノレハイドロオキiノア 飽和j夜 II 
ニ ーノレ

ヘキサクロロプエシ II II 

ピ チオノ ーノレ II II 

ペシタクローノレブエノー
／／ II 

ノレ

プロピノレガレート II 紫色 0.01 

エナノレプロトカテキユ ν
II 無色

塩酸モノレヒ ヰ、 500 淡褐色

ピ ロガ ロー Jν 50 紫色 0.0工

ブロログノレ νγ 50 青紫色 0.07 

第 5衷 レゾjしシンの回収率

試料番号 I添（rn加g）震 I回（rn収g）量｜｜回（%収） 率！

l 50. 0 48.3 96.6 

2 !/ 49.3 98.6 

3 II 51.4 102.8 

4 II 49.3 98.6 

5 II 47.3 94.4 

6 II 47.3 94.4 

7 ／／ 51. 4 102.8 

8 ／／ 47.3 94.4 

9 II 48.0 96.0 

10 II 48.3 96.6 

11 工00.0 93.l 93.l 

工2 II 93. 7 93. 7 

13 ／／ 97.0 97.0 

14 II 93.l 93.1 

15 II 工03.6 103.6 

平均 97. 0±3. 4 

土以下の数字は標準偏差を示す。
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通り97.0土3.4%の回収率が得られた。

考察及び結論

1. へアーロ－vヨシ中のレゾノレνシの比色定量法

を作成する目的で研究を行ない， Willardの原法を迫

試検討し，これに多少の変改を加え，さらに試料から

の抽出処理についても検討し試験法を得ることができ

た。本法の特長は比較的含量の少い化粧品中のレゾノレ

νンの定量又は限度試験に適し，発色は特異的で精度

のよいことである。

2. レゾノレVYの抽出にあたって，アルコールの蒸

発除去及び抽出後の溶媒の蒸発除去については，レゾ

ノレVYが揮散性が大であるためにp 加温はできるだけ

避けることが必要で、あると考えられるので，加温の条

件について実験検討した。その結果は，沸騰水浴はも

ちろん微に加温しても，かなり回収率が低下し，甚だ

しい場合には 0に近い数値が得られた。そこで本試験

法では加温を避けて，室温でドライヤーを用いて空気

を送り蒸発する方法をとり満足すべき回収率を得るこ

とができた。

3. アノレゴーノレ除去後の残液に水を加えて溶かし，

次いでこれにクロロホノレムを加えて混在する原料中の

油性物質を抽出除去する方法をとった。この際，油性

物質はクロロホノレムに極めて可溶性であり 2～3回の

転倒で充分目的を達した。激しく振りまぜると，レゾ

ノレVシの一部が溶け回収率の低下を招くので注意、が必

要である。

4. 操作中，試料の pH，ピロカテコーノレの添加量

は原報通りの条件が適当と認められた。

チオ硫酸ソ一ダの過量は吸光度の低下を招く亡とが

認められたので

ヨワ索を除去し過量に加える ζとを避けねばならない。

( 144) 

呈色液の吸収スペクトノレを測定すると波長 515mμ

及び‘725mμ に大きな吸収が認められたが，類似物質

の呈色は多くは淡黄色であり，これらの物質の影響を

なくするためには 725mμ を測定波長とすることが適

当と認められた。

5. ブエノーノレ類及び‘類似物質の反応を検討したと

ころ，本反応、はレゾノレνシに対しでかなり特異的で，

石炭酸， O及びP置換ブエノーノレその他類似物質の多

くは無色または微に黄色を呈し影響のないことが認め

られた。然しながらブロログノレνン及びピロガローノレ

のような m 置換体は微弱ではあるが近似の虫色を示

し，多量に混在する場合には影響することが認められ

た。

6. 測定範聞は最終濃度が10～150μg/mlであり，

従って原試料中おおむね2～600mg%の濃度で測定す

ることができるO

7. 市販のへアーロ－vヨシ lOOmlにレゾノレνγ
50mg, lOOmgをそれぞれ添加して，その回収率を検

討したところ，平均97.0土3.4%で回収することがで

きた。

以上の諸条件を検討し，本試験法はへアーローνョ

シ中のレソソレνシの定量試験法又は限度試験法として

実際に有利に使用し得るものと考えられる。
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xx租 界面活性物質に関する分析化学的研究 〈［）

非イオン活性剤の色素同定上におよぼす影響について

I 緒言

従来から，ある種の色素が特定の界面活性物質の存

在下で，その色素本来の色調とか溶状などの物理化学

的性状に変化。がみられることが知られており，この

現象は近年界面活性剤の同定，定量法 2),3), 4〕， 5）とし

て用いられている。

しかしこのような現象は一方，化粧品，医薬品ある

いは食品などのうちで，活性剤を乳化剤とか溶解補助

剤の目的で添加している製品の分析に際しては問題で

あって，対象となる物質の分離，同定または定量にあ

たり単に分液操作中に活性部が Emulsionの原因と

なって抽出率がわるくなるばかりでなく，次のような

障害のおこる場合も考慮される。

すなわち色素を例とするならば，

1) j容状が全く変色して，そのため抽出にあたり，

異った Fractionに移行して来る。

2) Paper Chromatographyとか Electrophore-

sisに際し，色素の移動度がいちじるしく異るO

3) Absorption Chromatography にあたり，吸

着能が全く変化する。

4) Absorption Spectrography の測定に際し，

最大吸収波長に移動が生ずる。

などのことである。

事実，数種の色素については活性剤によるこのよう

な不正則現象が報告されておりの，7〕， 8),9〕？著者の一人

戸谷は15)Cu-Chlorophyllinが Melamine上に定量

的に吸着されることを見出したが，同時に Polyoxy帽

ethylene 型の非イオシ界面活性剤の微量が吸着能を

失活させることを認めている。

以土の障害は有色物質にとどまらず3 無色物質にお

いても起り得ると推定されるのであるが，色素の場合

には，このため法定色素の認定にあたって誤認のおそ

れが全く無いとはいえない。
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しかしながら現在まで、に行なわれてきた報告は，た

しかに相当数の活性部と色素とが対象となっているが，

実験目的があくまで活性剤分析のためのものであって，

著者らが意図していることと異っているため，色素も

系統的に検索されているわけではない。

したがって多数の治定色素を中心として，活性剤に

よる変化の状態を明確にしておくことは前述のような

障害を未然に防止することになり，また逆に活性剤を

色素の同定用の試薬として活用することも可能となる

と考え本実験を開始した。

そこで今回は42種の色素を対象として，非イオシ活

性剤 9種をえらび，その色調，蛍光， Chloroformに

対する溶状の変化を酸性，中性，塩基性の状態で観察

した結果について報告する。

TI 実験材料および方法

1. 色素試料：対象とした色素は Nitroso系，

Nitro系各 1種， Monoazo系15種， Xanthene系11

種， Triphenylmethane系 10種， Anthraquinone

系， Quinoline系， Thiazine系および Indigoid系

各1種の計 42種を使用し， 0.1%の水溶液または懸潤

j夜を調製した。本色素は H.Kohnstamn & Co. 

Inc.製のものと，一部分間立衛生試験所，食品添加物

部長，藤井博士から恵与されたものを使用した。

以上の各色素の名跡とその C.I. No.とを TableI 

に示す。

2. 活性剤溶液の調製：使用した活性剤の名称3 略

名， HLBなどを TableIIにかかげた。各活性剤は

それぞれ水に溶解または分散させ，また水と均一に分

散しにくいものは Ethanolを用い。その濃度は臨界

ミセノレ濃度（c.m. c）以上で実施する目的で2%溶液

とし，試験管内添加後の最終濃度が約0.1%になるよ

うに調製した。

3. 実施方法： 3本の小試験管に水1.Omlずつをと

り，色j容素j夜1滴を加え，そのうちの2本にそれぞれ
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Table 1 Tested Materials of Dyes 

Test 
Tested Materials C. I. Chem. Cla幽 Test 

Tested Materials C. I. Chemical 
No. No ssifica ti on No. No. Classification 

T 'trachl " 
エ Naphthol Yellow 工0316 Nitro 22 LlVlじとづ

45366 

23 fl uorescein 45370 
2 Permanent Orange 工2075 Monoazo 24 Eosine 45380 
3 Orange SS 12100 25 Phloxine 45405 
4 Toluidin Red 工2120 26 Phloxine B 45410 
5 Orange I 14600 27 Erythrosine 45430 
6 Ponceau SX 工4700 28 Rose Bengale 45440 
7 Lithol Red ユ56ゴO
8 Deep Maroon 15880 29 Quinoline Yellow 47005 Quinoline 

9 Sunset Yeliow FCF 15985 30 Alizarin 58000 Anthraquinone 
工0 Ponceau 2R 16工50

11 Ponceau 3R 16155 
31 Naphthol Green B 工0020 Nitroso 

12 Amaranth 工6工85 32 Diamond Green 42040 :.s~十1i!1日e~~ ＇l
ユ3 Orange G 16230 33 Victoria Blue 44045 

工4 New Coccme 工6255 34 Fast Green FCF 42053 
工5 Acid Fuchsine D 工7200 35 Erio Glucine X 42080 
工6 Amidonaphthol Red エ8055 36 Guinea Green B 42085 

;srρi十1?,~~~1!1-
37 Brilliant Blue 42091 

工7 Fuchsine 42510 38 Light Green SF 42095 

39 Acid Fast Green 42工00
工8 Acid Red 45100 Xanthe・ne 

Azure Blue 42140 
工9 Rhuctamine 6G 45160 

20 Rhodamine B 45170 Methylene Blue 52015 Thiazine 

21 Utanine 45350 
42 Indigo Carmine 73015 Indigo id 

Table 2 The Kind of Surfactants 

Simpler 
Name of Surfactants Sol..-ent HLB Mal王er Commercial 

Substitute Name 

Group : Polyalcoholalkylester or ether 

a GmS Glyceryl monostearate 80%EtOH 4.工 NIKKO I MGS A 

i：~erscd 
SHOKAI -

b. Span-80 Sorbitan monopalmitate 4.3 II S0-10 
c Span-40 Sorbitan monopalmitate II SP-10 
d PEPG Polyethylene propylene glycol cetyl 

~b~~~~~ II PBC-11 ether 

~I（；~p e~ Polyoxyethylene polyalcohol 
ter 

e ・1 POGS P耐 叫ethylene山田lmonostcarate ~；i日~i~i~ 2 0 
II MYS-1 

f POSS Pol均伽yほ町円州e州 e1吋 O凶r叶bコ武幼伽i江itar句凶a剖1山 x羽xas臼印a出S計te問a訂arat旬e ！~ 3.1 /'/ GS-6 

g:I POGO ………一te ~· 4. O 
II MY0-2 

h. Tween”80 Polyoxyethylene Sorbitan monooleate 2 1~. 15. o II T0-10 

i T…0 Polyoxyethylene S山 n111011山 te H20 soln. 16. II TL-10 

10%HOAcを2滴， 10%NHOH2滴を加え，さらに

活性剤溶液 1滴を加えて 5～10分後の色調あるいは錠

うもの有無を観察し， Chloroform1. Omlを加えてふり

まぜたのち再び観察し p これを，対照としてはじめに

活性剤を 1、滴添加して同様に操作したものと比較した。

JJI 実験成績ならびに考察

1. 界面活性斉J添加による変化と色素の化学構造と
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の関係： 42種の色素のうち？ここに使用した非イオシ

型活性剤によって著明な変イ七がみられたものは，

Xanthene系， Triphenylmethane 系， Thiazine

系の一部の計12種であって？他の Nitro, Nitroso, 

azo, Quinoline, Anthraquinone系にはほとんど

著明な変化が認められなかった。

以下にこの12種の色素に対する各活性斉lj添加による

状態の変化を Table1[ (a, b, c, d）と Table百（e,

f, g, h, i）に示した。

Tableの上欄， Neutral,Acidity. Alkalinityは水

（色素が添加されたときはもちろん中性とは限らない

が）， HO.Ac ~I創生J NH4QHアノレカリ性の各条件を示

し，さらに CHClaが加えられていない状態を Direct

とした。そして CHClaとふりまぜたときの水層と

CHCla屑の 3種の項について， i討に活性剤が添加さ

れていないときの色調あるいは蛍光を各項の左側に示

し之にたいする変化を→印であらわした。なお以下の

記述上たとえば眼目：で CHClaとふりまぜたときの水

屑といった場合は酸性 CHCla水層，またそのときの

CHCla層は酸性 CHCia層？水だけで行なったとを

は Directと記載することにした。

そこでこれらの変化について，あらゆる角度から比

較考察することは，いたずらに内容が複雑となるおそ

れがあるので，代表的な変化の説明にとどめ，他は表

にゆだねることにした。

1) Triphenylmethane系 Victoria包 Blueは，

a. GmS, b. Span 80, d. PEPG、g.POGO, h. Tween 

80 i. Tween 20 の在在で中性 CHCla水層が無色か

ら青色となり， c. Span 40では全く変化がみられず3

e. POGSによってわずかに呈色する。しかし Fuch-

sineと Diamond Green にあっては、この系列に

ほとんど変化がみられないで， b.Span 80 によりア

ノレカリ， Direct においてそれぞれ無色から桃色， 青

色と虫色する。

この両者は Span80以外の活性剤によってほとん

ど影響をうけないが Victoria Blueのみは非常に変

化に富んでいることが認められる。

これらの色素は Triphenylmethane系の中でも構

造的に非常に類似性が大で， Leuco 型の性質（たと

えば DiamondGreenと VictoriaBlueの Leu” 

conitril の感光性などがカラー写真の感光色素とし

て利用される）から比較しても， DiamondGreenと

Fuchsineとが Schiff型の塩基として分析に利用さ

れる点からも興味があるが， Fuchsine〔I〕， Diamo・

nd Green 〔II), Victoria Blue〔III〕の）I民序で分子

CHa 

／一一＂＂ NH2
－一／＂＂＇ / 2 

NH/  ""-c ／「ー
~＂＂＇一一／ ＼ 
- ~J一＂＂＇＝NI:f2}Cl (I) 

""'=/ 

／一一＼
／＼一一／N(CHa)2

/ ""-cど〔E〕＼／、

一 ＼く二）＝NCCHa)}

/-)N(CH山
／＼／＼／  
＼一一／＿r/

NH_/  ""' '"'""' 一一 Cl一日＼ー／ ＼く一〉エN+(CH

＼／〔直〕

量が増大し，かつ親油性が高まることは注目してよい

とおもわれる。

2) Xanthene系3 はじめに Rhodamine類につ

いて比較すると， Rhodamine6Gはb.Span 80によ

って，中性 directも CHCla 水j習においてもその蛍

光が減少する。しかし Rhodamine BはDirectで

は変化がなく，逆に CHCla水層は無蛍光から緑色の

蛍光を発するようになる。この両者の相反する性質は

色，蛍光ともに中性の場合だけでなく，酸，アノレカリ

性においても同様の傾向が認められる。

また他の活性剤によった場合， b. Tween 80では

Rhodamine B の中性 CHCla層の色が桃色から無色

に変給したものが， Tween80によると CHCla層と

水屑のいずれもが無色あるいは槌色を示す。

またさらに h.Tween 80では中性 Direct で b.

Span 80のときとは異って Rhodamine6 G の蛍光

が増加するほかは，ほとんど変化らしいものが見出さ

れなρ。

このように同種の活性斉ljで、も，また異種の活性剤に

おいても Rhodamine B 〔IV〕と Rhoda1nine6G 

〔V〕とは明かに異った態度を示すことがわかるが？

その構造的な差異は後者は前者の Carboxyl 基が

Ethyl 化されており，これでは Lactone型がとれな

いので、たしかに性状の相異の大きな因子となろうが，

その他は Diethylanilineと， Monoethylortho To 

luidineの差であって解離度に影響があるとしても，

全炭素数で 11聞のちがいしかないことは興味のあるこ

とである。また AcidRhodamine〔VI〕は陽性とな

った12種の色素の中にはないが？当然 Sulphon基2
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箇の導入によってすべての非イオシ活性剤に陰性とな 色から桃色に変化し，そして蛍光があらわれる。

ったものであろう。

但5C2)

"'/"'c〆＼〆 〔IV〕

。／＂＂＇ COOH 

") 
。

CHん） NH/¥/ ~〆＼ =NW(C2H5)}C1-

CHa .""'/""' C〆＇＂＇ICHs 〔V〕

(I coo 

＼／ 

叩 'l〕／o＂＇－「J~N(C,Hρ 
"'/"'c〆＼〆

｜／γOs-

＼／ 
SOsNa 

〔VI〕

Fl uorescein類では Uranine〔VII〕は多くの非

イオシ活性剤によってあまり顕著な変化はなしわず

かに Tween80により酸性の Direct, CHCls 水層

において色と蛍光が消失または減少する程度である。

一方 Dibromofl uorescein〔VIII〕は a.GmS d. 

PEPG, g. J>OGO, i. Tween 20によって Uranine

の場合と同じ酸性 Directで樺色が無色と法る。しか

し b.Span 80と h.Tween 80では色がうすくなる

程度であり， c. Span 40では変化がみられなくなる。

さらにこれもまた同一の溶媒条件で Tetrachloro”

fluorescein）〔IX〕と Eosine(Tetrabromofluore司

scein〔X〕および Erythrosine〔XI〕（Tetraiodo・

fluorescein）の聞では， Tetrachlorofluorescein 

はいずれの液性でも a.GmS, c. Span 40, d. PEPG, 

g. POGO, i. Tween 20によって変化がないが（Di-

bromofl uor escei nとの比較）, h. Tween 80による

ときは中性 Directで， Eosine とともに色と蛍光が

増加する。

また Eosineは b.Span80によって中性 CHCls層

と酸性 CI-ICls水層の色が減少する。

Erythrosine は i.Tween 80のみによって中性

Directで色，蛍光が増加し，また酸性 Direct で無

( 148) 

したがって Fluoresceinの類では Dibromofluor幽

esceinがもっとも変化にとみ，おなじ Halogen基

4衝を有するものでは Clと Brとがほぼ類似し，

Iは不活発である。また全く Halogen基を有しない

Uranineではほとんど変化が認められない。同種の

Halogen基に対する数の影響については， Tetra-

bromofl uoresceinより Dibromofluoresceinの方が

はるかに変化に富んでおり；したがって本実験では検

討していないが Dichloroflu orescein は Halogen

の種類からみてもかなり変化に富むことが推定される。

／ぺ＞－－...... /V'--.. ,,,; A "---7V M0(6' 5 y ~ γ4 汀〉

lゥハ i 引

に芝／人＼亡〆へと／

〔刊〕 M…Na

〔Vlll〕 4,5・・・Br

〔）cooM

〔IX) 4,5,2, 7…Cl,M・・・Na 

〔X〕 4,5,2,7…Br,M・・・Na 

〔斑〕 4,5,2,7…I, M…Na 

このようにして見てくると， DiamondGreenより

は VictoriaBlue, Rhodamine B より 6G, Ura-

nineより Tetraiodofluorescein, Tetra bro mo-

fl uorescein, Tetrachlorofl uoresceinの順で活性が

増大し， Dibromo体はさらにこれより優先するから，

色素分子に適度の親油基の付加と，適度の大きさとを

有することが活性に富むための必要な条件になるもの

と考察される。

2. 活性剤の種類による色と蛍光の変化：以上倒示

してまたように，一つの色素の変化は，一倒として

Span 80と Tween80とでは逆の結果になるものが

多く認められp またそのいずれにも不鮮明な変化をし，

いわば中聞に位するものもある。したがってたしかに

水層と疎水層との分配率を左右するような要素，たと

えば活性剤の HLBが関与するととも十分推定でき

る。すなわち Polyalcohol 型と Polyoxyethylene

Polyalcohol型に属する a.GmSと g. POGO と

は HLB4.1と 4.0でほとんど等しいが，結果もま

た非常に近似し，両活性剤の構造による差は認められ

ない。しかし HLBだけで色素の変化を説明できるも

のではなく RhodamineB の a.GmSによる態度に

しても，中性の条件で CHC13層3 水層ともほとんど



色がなくなることは説明できないし，両層の吸光度の

和は，活性剤を添加する以前の値よりもおそらく減少

していると考えられる。この ζ とは活性剤によって色

素の分配率が変化して， CHCla層から水層に， ある

いは水層から CHClaj習に単に色素が転溶することと

は明らかに異る。

また42種の色素のうちほとんど非イオシ型活性剤の

影響をうけなかったものが30種あるが， 9種類の種々

の百LBの活性剤のすべてに対して陰性であること

も HLB以外の Factorの存在を裏付けるものであ

り，やはりもし臨界ミセノレ濃度の仮定が正しいとする

ならば，その濃度以内では色素分子内のエネノレギ一分

布が異り，色9 査会光などに変化をもたらすものであろ

う。

IV要 結

1. 界面活性物質の共存によっておこる色素同定上

の障害を防止し，また逆に活性剤を利用して色素の同

定上の一助とすることを目的とし，化粧品色素を含む

42種の色京に対して3 9種の非イオン活性剤を中性，

酸性，塩基性の条件で添加し，水および CHClaに対

する溶状，色， f長光の変化などに関する不正則現象を

調べた。

1. その結果 Triphenylmethane系， Xanthene

系， Thiazine系の一部， 言1-12種が最も影響をうけや

すく他の色素はほとんど変化が認められなかった。

影響をうけやすい色素の中では AcidFuchsineく

Fuchsine=Diamond GreenくVictoriaBlue ; Ura幽

nineくTetrachlorofluoresceinくDibromofluores-

cein; Tetraiodofl uoresceinくTetrabromofl uoresc-

einくTetrachlorofluorescei nの）I民で感受性が増大す

る。

活性剤では特に Span80, Tween 80 などが影響

を与えやすいが，特に Poly(ethylene) alcoholと

( 149) 

polyoxyethylene polyalcohol聞の構造的差異によ

る影響は認められない。

1. 以上の影響悶子として，色素においては Ester

f七， C-CHa化などによる適度の親油性と分子量の増

加によって大となり，また活性剤の HLBも関与の

一因となることも認められるが，活性剤添加によって

疎水屑，水層ともに色あるいは蛍光が中性の状態で消

失したりすることから，これのみによって説明はでき

ない。

終りにあたり本研究の一部に関し，示唆をあたえら

れた当研究所，医薬品部：橋瓜六郎技師に対し感謝の

意、を表する。
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Effect of Polyalcohol alkylester or ether on Dyes under Various Conditions 

a. GlyceryJ mono.stearate (GmS) 

Table JlI 

I Ac耐但OAc) II 

extd. with CHCls II Direct I extd. with CHCls II Direct I extd. with CHCia 

H20 Ph吋CHCiaPh…H20 I H20 Ph吋 CHClsPha叫 H20 j H20 Phase j CHCls Phaミe

lcolorless→ II I !colorless→！！colorless→！colorless→！colorless→ 
p R→none I llP R→none IP R→ロoneI II 1 i ・ none11 1 1 none11 none1 none1 none 

→none llP →none IP →none I P →none llP →none lfaint P→P IO →P 
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faint PI ColorlessV I nonel r 1.l II工 I I none 

noneイ II ; 

,Colorless→ llfaint G→ IV. faint G→！Colorless→ II I !Colorless→ 
I II I I II G →none IG →n I I none11 none! none! none:1 I I none・ 
I llfaint F→ IV. faint F→l ii I !Colorless→ 
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!faint P→！Colorless I II I !Colorless→ 
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b. Sorbitan monopalm抵抗e(Span 80) 

→none p 

F Y→none 

→none 

→none 

F Y→dee. 

p 19 IRhodamine 6G 

20 !Rhodamine B 

→none G →none 一＋noneG 21 IUranine 

F G→none F G→none 

一号炉noneVivid P→none¥P 。p p 22 :Tetrachloro-
fluorecsein 

Vidid F→nonelF G→none 

→none p →none 

一＋none→none 

p 

→none 
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32 !Diamond Green 

33 !Victoria B1ue 
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Colorless→ 1! 
p R→none I no叫PR→none 

→none 1ip 

IFY→none I FY→non 

,Ip none !Colorless→ l 
i；→ l I 1 1 none I 

FG→none If FY→none l即eg.F-+n叫FY→non

,Colorless→ 1/ IV. faint G→［Colorless→ 11戸

→none 1 Jfaint→nont I ＿《I ¥IG I noned I none! none11 -
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c. Sorbitan monopalmitate (Span 40) 
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[neg. Fて＂~円eg. F→ Jneg. F→郎
1 ,,one1 none1 11 

1 1 11 IColorless→ I llColorless→ 
B →none IB →none IGB→none llG B→none「 nonelGB→none 11 

B !Colorless→ I II 1~ I 日→none I v v v P I p→Pur llB →none IS B→B IB →none llP 
I .t'Ufi II I～ I II 

I !Colorless→ II 」！Colorless→ LB →none I B →none I II B →none IB →none I :::; llB 
I nell 「 I none＂~ 

none 

none 
Colorless→ 

none 
Colorless→ 

none 

none 

neg.F→none 

Colorless-+ 
faint P 

!neg.日 G

Colorless→ 

neg.F→none 

Colorless→ 

F G→none 

Colorless→ 

しり10r1ess→P

F G→none 

F Y→none 

G →none 

P →none 

F G→none 

P →none 

d. Polyethylene Propylenglycol CetyJ ether (PEPG) 

P →none 

F G→none 

P →none 

F G→none 

P →none 

エ7IFuchsine 

19 IRhodamine 6G 

22 ITetrachloro・
fluorescein 
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21 IUranine 
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none 

neg.F→none 

Colorless→ 

F G→none 

P →none 

F G→none 

F G→none 

P →none 

F G→none 

27 IErythrosine 

none. 

neg.F→none I 

Colorless→ i 
none 

R →R 

P →none 

none 

F Y→none 

Colorless→ 

P →R 

none 

一号炉none

P →none 28 ¥Rose Bengale 

32 !Diamond Green 

33 ¥Victoria Blue 

R・Pur→none B →none →none 

Inc : Increase 

G : Green 

V: Very 

Y: Yellow 

S : Slightly 

R: Red 

B: Blue 
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4工！MethyleneBlue 

F : Fluorescence 

dec : decrease 

0 : Orange 
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Effect of Polyo:xyethylene Polyalcohol alkylester on Dyes under Various Conditions 

e. Polyoxye世iyleneglycolmonostearate (POGS) 

Tab1e IV 

→none 

Alkalinity (NH40H) Acidity (HOAc) Neutral (H20) 

[R Pu門 ion一歩none

p 

p 

p 

B 

→none 

F Y→none 

B 

B 

F G→none 

一歩none

F G→none 

一号炉none

一＋none

p 

p 

p 

B 

27 IErythros 

一附叫山
勾！Di…dGreen 

33 !Victoria Blue 

34 [Meth向 eBlue 

24 IEosine 

（
同
日
仏
）



f. Polyo玄yethyJenSorbitan he玄astearate(POSS) 
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24 IEosine 

Colorless→ 
none →none p →none p →none p 

一今noneF →none F F Y→none Jneg. F→none F Y→none 

non el none: none 

!colorless→［（Colorless→／colorless→ ~Colo巾SS→
p R→ I 11 I I I none.I none I none1 none 

→none IP →none II P →V. inc !faint P→R 10→R 

FY→none !FY→no民 IFY→none llFY→none ¥FY→none !FY→none llFY→none IFY→n附！FY→none

→none 1colorless-+ P ¥ p →Color吋P →noneiCo 1邸→ IP →n附 lip →no やol
i ‘l II I none1 II I I 

FY→none !neg.→FY IFG→no即 llFY→nonelneg. Fつione y→none jjFY→none [FY→none ¥FY→non e 

Colorless→［）faint G→ IV. faint G→！Colorless→ II I [Colorless→ 
→none I II I I II G →none IG e I I none II none¥ none¥ non el¥ I・ I none 

I !!taint F→ IV. faint F→l II I 11Colorle s→ 
FG→none ¥neg. F→none II none¥ none¥neg. F→noue ¥/F G→none ¥F G→none ¥ none 

faint P→［Colorless→ l [[Vivid P→ I [Colorless→ 
nonel none! S ・ O→n ne II I I I I II none I I none 

faint F→ jneg.F→ IFo→附
non el non el II none'1 I 

I [Colorless→ II I ¥Colorless→ 
→none IS. P→none¥ II P →none IP e I ' ' non ell I I none 

FG→none /F 0→none 

Colorles 1 
→none I mて…JOHVHCll 

faint F 
:OnelF G→none jneg. F→none llFG→none 

Ip 
IF G→non faint Fプ／neg.Fプ JFY→none

none1 none1 

Colorless→！！Colorless→！faint P→［Color le →nnnf' I ::; II I [ S→！IP 
------・ none11 noner noner none 

neg.F→ ifaint F→ i I ~ Jneg.F→ non er none1 

→none )Colo巾 SS→ llColo巾 SS→／Colo巾 SS→ 1co10巾 SS→ llP
' none11 non er none1 none 

neg. F -+nonelneg. F -+nonelneg ・ F→none 

!Colorless→ l 
G B→none I nonei G B→none G B→none 一歩noneB 一今日oneB 32 !Diamond Green 

→Pur p →Pur p 一.，.noneB s B→B 一＋noneB →Pur .Colorles 
→none I s__.,.BIP B 33 !Victoria Blue 

-+none B 一号炉noneColorless→ 
→none i 司－ llB 

none B →none Colorl s 
→none I Sブn.. ..llB rurl B 一＋noneB 41 !Methylene Blue 



g. Polyoxyethylene glycol monool飽 和 （POGO)

lcolorless→！！Colorless→／Colorless→！colorless→ i p R→none 1 II I I I none11 none1 non el none 
p R→none Colorless→ 

p R→none I none p R→none 17 /Fuchsine 

O →P faint P→inc P →inc P →none I P →none P →none P →none P →none P →none エ9IRhodamine GG 

F Y→none F Y→none F Y→dee F Y→none F Y→none F Y→none F Y→none 

ColOI・less→
none 

Colorless→ 
none P →none 1colorless→ 

ム＂＇＂＇ IP 
faint P 20 IRhodamine B 

F G→none F Y→none neg.→F Y IF G→neg. F Y→none 

Colorless→ 
none G →none G →none 21 IUranine 

neg.F→none neg.F→none F G→none F G→none 

Colorless→ 
none 

O →none P →none Tetrachloro-
22 I ・ IP →none flu 

neg.F→none 

1Colorless→ 
1 none 

lneg.F→none 

P →none 

F O→none F G→none F G→none 

23 fDibromofluorescein Ip →none 

（
〕
｛
町
内
山
）

F G→none F G→none 

Colorless→ 
none P →none P →none 24 IEosine 

’none F G→none 

Y ー，，.noneone P →none 27 IErythrosine 

・none F G→none 

ーャnone一＋noneP →ロone28 IRose Bengale 

F Y→none 

B →none IG B→none 

,Colorle s→ i 
→none I BIP →Pur 

→none 1Colorless→ 
SB 

B →none 32 !Diamond Green 

33 IV ictoria Blue 

B →none IB , 41 (Methylen Blue 



Acidity (HOAc) [I, 

Direct I extd. with CHC13 II Direct I extd. with CHCls II Direct I extd. with CHCls 

H20 ¥ H20 Phase j CHCls Phase ¥I H20 I H20 Ph…CHCls恥叶宜20 I H20 Ph制 ICHCls Phase 

[Colorless→ II I 1Colerless→ llColorless→ IColorless→！colorless→ 
p R→none I llP R→none IP R→none • II I I I non ell I : none11 none1 none! none 

→none IP →none llP →none IP →none !P →none llP →none lfaint P→inc lo →P 

F Y→none IF Y→none llF Y→none IF Y→none IFY→none llF Y→inc. IF Y→none IF Y→none 

山Colorless→ l II !Colorless→； II I IColorle 1 
→none I 一 IP →none llP ←none I :p →none II P →none !Colorless→P I I I none1 11 I none• 11 I I none I 

FY→附
' ' Ii I none II I I 

Colorless→ II faint G→ IV. faint G→Colorless→ II I IColorless→ →none 1 II I , II G →none IG →n e ! 
以 U I none!I Colorless! Colorless, nonell I I none 

I ii faint F→ IV. faint F→ i II I !Colorless→ 
FG→none lneg. F→none II dee. I dee. [neg. F→none llFG→none IFG→none I none 

1 I lifaint P→ IColorless→ 1 llVivid P→ I IColorless→ 
! P →none I O →none II I iS O→none II I e ! I I II none! none II none1 I none 

IFG→none IF 0→none llfa凶 F二nelneg.F三…FO→none' ([V凶 Fュ…FG→none lneg. F→none 

I IColorless→ 1.1 IS p→；Colorless→ II I 巴olorless→
→none IP →none I '11 O →S P I II P →none IP →none 戸I I nonell I Colorlessi nonell I I none 

I I llfaint F→ I I II I I F G→none IF G→none !neg. F→none JI IF G→neg. !neg. F→none JIF G→none IF G→none lneg.F→none I I II none1 • II i 「角

I 11 I • 11 I !Colorless→ l引→SY J~：：→p :1；：→none jy→none J→inc. I b~ I II I II I i none 

FG→削 I II lllC. I none, II I 「A

!Colorless→ llColorless→ I faint P→［Colorless→ II I !Colorless→ 
I II I I II P ←inc. I P →n n ケ1 I nonell PI dee. I nonell I I none 
I 11 I faint F→ 1 II I I 

F G→none lneg.F→none ¥¥neg. F→ FG¥ lneg.F→none ¥¥FG→inc. I FG→Y !neg. F→none 
. 11 I neg. i 11 I 1・・ 
,Colorless→ llColorless→ IColorless→ iColorless→ II i にolorless→I II I I II P →none IP ドI none11 none1 none, none11 I I none 

FY→none I時 F→nonellneg. F-+nonelneg. F主oneineg.F→none llFY→inc. IF →none lneg. F→none 

IColorless→ I l'Colorless→ IColorless→ IColorless→ 
G B→i瓜 l elG B→none Ii I 「・ II none1 none/ none 

s B→none iB →none llP 

!Colorless→ k 
→none • 111:5 1 none11 

h. PoJyo玄yethyleneSorbitan monooleate (Tween 80) 

Alkalinity (NH10H) Neutral (H20) 
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xx唖生理用紙 綿 の 品 質 に つ い て

田 村

西国

柿沼

夫

恵

健

茂

才

緒 区司

併せて市販脱脂綿と比較検討し，両者の得失等につい

ても考察を加えたので3 とれらについて報告する。

生理用紙綿は携帯に便利であるとか，水洗便所に流

せるとかの理由で＇ Jl(時需用が増大し3 各撞形態のも

のが販売されている。これらについて，使用上最も重

要である吸水力3 その他の諸能力及び品質を調査し，

紙綿類の形態

紙綿の種類は，チリ紙状のもの，パッド，テックスと

称する3種に区別できる。これらの形態を第1表に示す。

第 1：表紙綿の形態

チリ紙状紙綿

品名 重量 サイ ズ 枚 数 包装状態 色 経色 索うも 備 表、J
g c1n 

A 58 38×18 50 ポリエチレン袋入 白 有

B 113 20.5×23 80 紙 年白 入 自イオシレクヅト 有

p 50 47×21 22 紙 袋 入 白 有

E 50 56×20 30 紙 袋 入 自 有

h在p 50 36×24 30 ポリエナレシ袋入 白 有

MC  200 17×8 577 紙 袋 入 白 有

T 182 22×23 200 紙 t告 入 ｜当 有

s 50 55. 5×19.5 26 ポリエチレシ袋入 白 無

ノミ ツ

ロIコロ 名｜重 量－ サ イ ス、 防 水 紙
クラツ vユ ガ ー ゼ 喜•k>I< 議｜備 考
ノミ ノレ ブcm_ 

P. p 16.8×6.8 j用 有

LuP 14.2×6.3 無 無

S.P 工7.0×7.0 無 有

h在， p エ7.2×6.8 有s 白2枚 j時 有

E.P 16.2×6. 7 釦E 有 有

M.T.p 18.0×7.5 有3 白2枚 カR 無 片面脱脂綿張り

LiP JG. 7×6.9 有

N. L.P 工8.6×7.1 無 紙 有

( 159) 



テックス

C立1
ガーゼ

沈降速度及び吸水量について

チリ紙状紙綿 8種，パッド 8種3 テックス 8種計24

種の紙綿についてp 使用上最も重要な性質である沈降

速度及び吸水量を測定した。測定法は次の 3方法を用

いた。

A ：日本薬局方脱脂綿の吸水力試験法に準じ，チリ紙

状のものはそのまま，パッド及びテックスは防水紙

を取り！徐き，クラツνユパルプを含むものは，試験

カゴに試料を入れた後3 局方ガーゼに包み試験を行

なった。

B ：原形態、のままで（偲し防水紙は取り除く） 25°Cの

水中に水平に落とし，水中に没するまでの時間を測

定する。次に10メツVユの金網ですくい上げ，水平

に保持し，水滴が落ちなくなった後ひょう量する。

C ：カット脱脂綿との比較を目的として本法を行った。

試料がナリ紙状紙綿の場合は適当量を重ね合わせて

llcm×6cmに裁断し， 5gとする。パッド，テック

スの場合は防水紙を取り除き，表面のガーゼはその

ままで llcm×6cmに裁断する。本品は裁断後ひょ

う量する。この様にして作成した試料を 25°Cの水

中に水平に落し沈降後，第 1図に示す様な金網を用

第 2表～ 1 沈降速度及び吸水量について

A法（日本薬局方脱脂綿吸水力試験法による。但し防水紙を除く）

吸 水 量 I &V?議長編翠｜ ｛蒲

g 
46.0 118 

1.8 93 

4.6 93 

4.0 90 I 9s. 3土11.Sg 

l. 2 114 

1.8 93 

24.2 102 

3.4 84 

( 160) 

ロ
ロ口 名｜重 量｜ サイズ｜防水紙

19.0×6.3 

工7.0×6.5

工6.2×6.5

工6.5×6.7 

17.0×7.0 

工9.0×6.5

23.0×7.8 

工5.0×7.0

チリ状紙紙綿

ロ
ロロ

P

C

 

A

B

P

E

－

－

T
 

M

M

 

クラツ νュ
ノミ ノレ ブ。 備 考

中側紅色綿張り

い静かにすくい上げ3 水平に保持し，水滴が落ちな

くなったならば金網ごと秤量する。別に同ナイズP

同重量のカット脱脂綿について同様の方法で吸水量

を測定し，同サイズ，向重量のカット脱脂綿に対す

る吸水率を算出する。以上の方法で241蛮の試料につ

き測定した結果は，第2表 1～3の通りであるO

第 1 図

／（） 外ソシコ

準位 C庇

考



ノミ ツ ド

P.P 1.8 92 
左欄中C.P印はクラツνユパノレブ。を含む。

LuP 2.6 98 
L Mは土状物質を含む。

S.P 工.8 100 

M. p 1.4 102 94.l土5.Bg 
E. P C.P 4.0 97 

M.T.P 4.0 88 

LiP C.F 4.3 87 

N. L. Pc.P 3.0 89 

テックス

P.T 3.9 86 

LuTc.P 2‘4 95 

S. Tc.P 2.2 95 

M.Tc.P 3.0 90 92.0士7.6g
E. Tc.p 3.2 97 

LiTc.P 9.2 102 

SiTc.P 4.6 79 

L.M 30.0 19 

ノミ ツ ド

第 2表～2 沈降速度及び吸水量について

B法（原形態のまま測定，重量は防水紙を除いたもの）

ロロロ 名 重 最 サイ ズ 沈降速度 ｜汲水量 備 主、修J 

g cm sec g 
P.P 6.5 16.8×6.8 2.0～7.0 日5～124 C.P印はクラツνユパルプを含む。

LuP 4.2 工4.2×6.3 2.0～3.0 60～ 70 L.Mは土状物質を含む。

S.P 6.3 17.0×7.0 1.2 120～135 

M. p 6.5 工7.2×6.8 1.4 120～135 

E. P C.P 6.4 l. 6～3.0 98～工04

M.T.P 6. 7 18.0×7.5 4.0～4.6 105～108 

LiP C.P 5.9 16.2×6. 7 2.4～3.0 90～ 94 

N. L. Pc.P 6.9 16.5×6.8 2.3～3.0 90～ 91 

テックス

P.T 11. 2 19.0×7.0 6.0～8.0 工90～199

Lu. T C.P 工2.5 工7.3×7.0 3.0～5. 0 工85～工29

S. T C.P 工2.3 17. 0×7.0 2.0～4. 2 工70～工77

M. T C.P 14.5 16.5×6. 7 3.0～3.2 182～工88

E. T C.P 12.3 17.5×7.2 4.5～7.6 工80～工83

LiT C.P 工7.4 19.0×6.5 測定不能 工89～196

SiT c.P 16.3 22.5×8.2 5.0～7.6 200～220 

L. l¥在 15. 9 工5.0×7.2 90.0 63 
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第 2表～3 薬局方脱脂綿と紙綿類との吸水能力比較

C法（試料をすべて llcm×6cmに裁断する〉

チリ紙状紙綿

55.6 

66. 7 

63.9 

99.1 

71.3 

59.3 

55.6 

g 
108 

108 

108 

lOEJ 

108 

108 

108 

108 

量

g 
80 

60 

72 

69 

107 

77 

64 

60 

水吸量

σ
b
R
U
R
U
R
M
R
U
R
U
F
O
R
U
F
O
 

重名

pi
ハし

A

B

P

E

－

－

T

S

 

M

M

 

ロ
ロ口

P.P 3.85 52 88 59.3 

LuP 3.5 62 81 76.3 

S.P 4.0 81 90 90.0 

M. p 3.9 82 89 92.工

E. P C.P 5.5 89 115 77. 0 

h在.T. p 3.85 69 88 78.5 

LiP C.P 4. 5 82 99 82.3 

N.L.ド C.P 5.15 71 110 64. 7 

ツ
。ノ、

ス

P.T 7. 5 90 145 61. 7 

Lu. Tc.P 6. 7 113 135 83.9 

S. T C.P 7. 2 103 132 77. 9 

M.T C.P 8.2 工18 J53 77. l 

E. T C.P 8.3 129 153 84.1 

LiT C.P 6.5 106 131 80.5 

SiT C.P 8. 7 112 159 70.6 

L.M 工4.0 54 248 21.8 

クヅ－ア

14.0 

7.2 

14.0 

20.3 

9.0 

26.8 

9.3 

36.8 

30.5 

22.0 

41. 6 

73.l 

18.8 

39.8 

有

有

有

有

有

有

有

無

一

C.P印はクラツVユパノレブ。を含む。 L.Mは土状物質を含む。

第 3表 pH蛍光色素，水溶性物質3 熱灼残留物

チリ紙状紙綿

経光色素pH 

6.2 

6.2 

6. 7 

5.8 

6.5 

6.4 

6. 7 

6.3 

名ロ
ロ口

P

C

 

A

B

P

E

－

－

T
 

M

M

 

pH及び蛍光色素

試料 lOgに水 lOOmZを加え，よくかきまぜた後，

P過し， i戸j夜についてベヅクマシ pHメーターで pH

を測定し，また？戸被に紫外線（366mp）を照射し 3 蛍

光の有無を観察した。その結果を第 3表に示す。

備考

( 162) 

水溶性物質及び熱灼残留物

試料24種につき薬局方脱脂綿の項による水溶性物質

及び熱灼残留物の試験法に従い試験を行なった。その

結果を第 3表に示す。



クス 7種では79～102g，平均 92.0±7. 65gで－あった。

これらの数値を脱脂綿の吸水量 124.95土7.73g(l〕と

比較すると 3 いずれも小でp 有意の差があった。本

法を紙綿に適用する場合には

① 試料を試験かごに均等に装入することが困難で

ある。

① 水中より試験かごを取り出す｜氏試料が著るし

く変形する。

① 試験かどの日から試料が落ち易い等の傾向があ

るため，測定値が変動し易い。

B法では原形態のままで吸水力を測定した。各品と

も重量，サイズ，内容物を異にするため3 比較対照は

出来ないが，それぞれの吸水能力を窺い知ることが出

来る。すなわち製品 1個の吸水量は3 パッドにおいて

60～124g，テックスでは170～220gであった。又L M

は 63gで、あった。

P.P 6.8 有 26.8 53.4 

へLu.P 5.6 有 43.5 工5.8 

S.P 6.2 有 49.2 21.2 

h在.P 6.2 有 38.0 25. 0 

E.P 6.6 有 56.3 23. 7 

M.T.P 7. 8 有 34.l 22.0 

LiP 6. 2 有 25.8 9. 9 

N. L.P 6.2 有 工9.1 17.0 

ツノミ

ス

P.T 

Lu. T 

S. T 

M.T 

E.T 

Li. T 

Si. T 

L.M 

10.5 

26.5 

20.5 

22.0 

16. 7 

32.8 

28.5 

40.0 

30. 7 

53.4 

31.9 

47.8 

33.9 

有

有

有

有

有

有

6.3 

6.6 

6.3 

6.0 

5.9 

5.8 

6.3 

5. 6 

クツア

C法ではチリ紙状紙綿のカット脱脂綿に対する吸水

率は55.6～99.1%であり p パッドは59.3～92.1%，又

テックスについては61.7～84.1%, LMにおいては極

めて少く 21.8%あった。

3. 紙綿類の水浸出液の pHは平均6.3で3 中性に

近く 3 注目すべま数値を示すものはなかった。

室長光色素を多く認めるが，これに起因する皮膚刺激

については今後検討を加えたい。

水溶性物質3 熱灼残留物の量は薬局方脱脂綿の規定

をはるかに越えるが，これらに関しても今後3 衛生イ七

学的に検討を加えて行きたい。

献

国立衛生試験所大阪支所編纂：脱脂綿の生態

文

）
 

1
i
 

（
 

( 163) 

7.5 

10.0 

3,911.6 

1. 生理用紙綿は形態から見ると 3 吸水性の良い紙を

重ねて3 そのまま包装したもの。使用に使ならしめ

る様適当に裁断した後3 内部に吸水性のよいクラツ

νユパノレプや土状物質を包み3 防水紙を挿入し 3 外

部をガーゼで包んだものが見出され3 吸水と使用の

目的にそう様考案されたものが多かった。

2. 紙綿の最も重要な吸水力を 3種の方法を用いて測

定した。 A法においてはp チリ紙状紙綿8種の吸水

量は 84～118g，平均 98.3土11.56gであり，パッド

8種で、は87～102g，平均94.1土5.88gであり，テツ

考察及び総括



XXJX 沈降反応による肉種鑑別法

第 3報 ヘモグロ l:::""＂：／ による加工肉の鑑別法について

大 石 純

中 島 実

横浜市立衛生研究所 江 仁i 一 良戸一一
日 本 大 子、主L 三目位 木 克 主E主コ

本論文の要旨は第17回日本公衆衛生学会に発表した。 異的に反応する事を確め報告した。

I緒 論

従来加工肉の鑑別については，肉眼的に色彩3 弾力

性，脂肪3 臭気，筋繊維および結締織の状態等でその

肉種を判定しているが，多くの場合，加工肉において

はこれらの特徴の大部分が不明瞭になり，鑑別し難い

とされていた。組織学的にも 3 筋繊維および結締織は3

加工肉の場合，特徴を見出し難いと報告1)2〕3）心されて

いる。血清学的にも， Natels), Schmidt6), Fornet 

& Muller？）等は臓器蛋白質は一般に易熱1生であって，

加熱に依り 3 容易に特異的な抗原性を失うために3 鑑

別が不可能であると報告している。これに反し森田は，

ブオノレスマシ氏異性抗原を証明することにより，同抗

原の有無を区別し，その結果牛対馬の鑑別が可能であ

る事を報告3）りしているo 現在では加工肉の肉種鑑加

は，この方法で行なわれている。

著者らは先般第 1報8）として肉種鑑別用沈降素血清

の製造法，第 2報9）として，ヘモグロピ＞＇ :§IG疫血清を

用いた肉種鑑別法を報告したが，両報告ともに3 生肉

の鑑別を主眼としたもので、あった。しかるに第 2報の

において，ヘモグロピシの状態特異牲について検討し

た結果P ヘモグロピシは加熱採作によっても p その特

異的な抗原性を失わず3 さらにこの血清を抗体とし 3

生へモグロピシを抗原として沈降反応を試みた結果特

第 1:表家 兎

？主 身＇f 巨i 数 工 2 3 4 

生クfコ'i 工 i国 第 2 週
注 射 間 11高

月 木 月 木

注 射 量（cc) 10 10 

( 164) 

そこで今回は缶詰肉，煮沸肉には，なお相当量のヘ

モグロビンが残存するとの想定のもとに，これらの肉

片を用いて家兎を免疫し，その血清を抗体とし，各種

動物のへモグロピシを抗原とする沈降反応を試みたと

ころ，興味ある知見を得たので、報告する。

II 実験材料および方法

1) 家兎免疫用抗原の調製法

免疫用抗原の材料として，牛肉，馬肉，鯨赤肉，鯨

すの子肉3 肉種不明の 5種の缶詰， および 120°c

30分間加熱した馬肉3 鯨肉を用いた。

これらの肉片をそれぞれ蒸留水で10%乳剤とし，こ

のj夜にトノレオーノレを加えて脱脂し 3 さらに塩分，糖分，

可溶性肉蛋白質を除去するためにセロプアンチュープ

を用いて48時間透折したのち沈盗を取出しp ガーゼを

月jいてろ過し，この液に 1/4量のアノレミナクリーム＊1

を加え氷室に保存した。

ド1 アノレミナクリームの処方は者15衛研年報XL 140, 

1959を参照。

2) 家兎免疫法

抗原に 4mg/kgのオムナジシ＊2を加え，第 1表に

示す要領でp 家兎の後肢筋肉内に接種した。 10間接種

後試採血を行ない，抗体の産生状況を確めた。

*2 オムナジシは興服産業K.K.製

免 疫法

5 6 7 8 9 10 

第 3 週 第 4 週 第 5 )JN 

月 木 月 木 月 木

10 10 10 



対照として異種のヘモグロビシ 100倍液を抗原として

沈降反応を試み， 37°C30分間作用後に判定した。そ

の結果，煮沸鯨l札馬肉で免疫した同血清は抗原稀釈

6,400～12,800倍まで‘明瞭に反応、輸を認めた。しかし，

牛，馬缶詰肉で免疫した同血清は抗原稀釈 6,400～

12,800倍まで反応輸を認めp 鯨赤肉缶詰の免疫血清は

抗原稀釈6,400倍まで反応輪を認めたが，鯨すの子肉缶

詰免疫血清は悶 100倍で反応輸を認めるに過ぎなかっ

た。以上いずれの場合も対照とした異種のへそグロピ

シには反応を示さなかった。肉種不明の缶詰肉で免疫

した同血清はそれぞれ牛，馬，鯨へモグロピシにのみ

反応し，他積のヘモグロピシには反応しないので，そ

れぞれ鯨肉，牛肉，馬肉3 と判定した。

以との結果は第2表に総括した。

3) 沈降反応抗原用へモグロピシの調製法

牛，馬p 豚の血球に各々 5～10倍量の滅菌生理食塩

水を加え， 15分間遠沈（3000r.p. m）し 9 上清が蛋白

反応陰性になるまで洗糠を繰返す。のち血球と同量の

蒸留水，アノレミナクリーム，トノレオーノレを加え，充分に

振盤し， I夜冷蔵庫に静置した，のち 15分間（3000

r.p. m）遠沈する。これによって液はとからトノレオー

ノレ3 ヘモグロビ >I，アノレミナクリームのl闘に3層に分

離する。次にへそグロピシを採取し，これに 1.7 %食

塩水を同量加えて原被とした。

沈降反応成績

缶詰肉および、煮沸肉にて免疫した血清を抗体とし，

各々同種のヘモグロピシを 100～51,200倍に稀釈し，

III 
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IV 
にも簡便で，且つ短時間で判定し得る利点を有してい

る。しかし森田3)4）の報告の如く各動物は同抗原を有

するもの，しからざるものと 2種に大別出来p 特定の

場合の外3 その判定は推定の域を出ないものと考えら

れる。

著者らはすでに第2報のにおいてヘモグロピシの状

( 165) 

察

従来加工肉の肉種鑑別は不可能とされていた。しか

し森田3)4）はブオノレスマシ氏異性抗原を証明する事に

より，同抗原の有無を区別し，牛対馬等の鑑別が可能で

ある事を明らかにした。この方法は技術的にも時間的

考



態特異性について検討し 3 ヘモグロピシは加熱という

様な操作を加えても免疫学的な特異性を失わないばか

りか3 加熱へモグロピシで、免疫した血清が生へモグロ

ピジに対しても特異的に反応する事を確めて報告し

た。

そこで著者らは煮沸肉，缶詰肉にて免疫した血清を

抗体とし，ヘモグロピシを抗原として沈降反応を試み

たところ3 沈降素｛聞に差はあるが明瞭に鑑別し得た。

安静時における家兎の血液分布に関する Rankの報

告10〕によれば，全血最の 1/4は筋肉中に存在すると去

われている。著者ーらは第 2報のにおいて放血解体され

た，いわゆる，市販肉の血液含有量すなわちへモグロ

ピシ量を測定して相当量が残存していることを報告し

た。これらの筋肉中のへモグロピシは調理過程中に相

当量が失われると推定されるが3 なお残存することも

考えられる。その他動物積類，個体差3 筋肉部位によ

り，残存するヘモグロビン量は相当に差があると思わ

れる。これらの事実は沈降反応において，沈降素価が

100～12,800倍の1[1日を示す事に関連性を求める事が出

来るかも知れない。

今回の実験では特製缶詰，特定の加工肉を主材料と

した方法で、あるが，家兎免疫に要する充分なる肉量と，

且つ免疫に際し長期間を要する等の欠点を有している

が，一応肉種を明確に鑑別し得た。

V 結 論

缶詰，加工肉にて家兎を免疫し 3 同血清を抗体とし，

ヘモグロピンを抗原として沈降反応を試みた結果下記

の知見を得た。

1) 缶詰3 加工肉の個体差により沈降素価は 100～

12,800倍とかなりの1［屈を示しているが3 明瞭に肉種を

鑑別し得た。この沈降素価の差は同肉片中のへモグロ

ピシ量の差と，家兎の感受性に起因すると推定される。

2) 同鑑別法は家兎免：皮に必要なる缶詰肉，加工肉

の量と，同免疫に際し長期間を要する欠点を有してい

るが，血清学的に肉撞を鑑別する 1方法と思う。

稿を終るに臨み3 種々御指導並び、に御校関を載いた

国立公衆衛生院松井武夫博士並びに当所北村博士に深

謝致します。

( 166) 
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写 真

1) 鯨肉缶詰免疫血清を抗体，ヘモグロピシを抗原とした沈降反応

試験管1～9…抗原は鯨ヘモグロピシ 100倍～25ラ600倍

対照試験管 1……抗原は牛へそグロピシ 100倍

グ 2……抗原は馬へモグロピシ 100倍

II 3・......抗原は豚ヘモグロビン 100倍

II 4…・・・抗原は生食

写 真 2 

2) 煮沸鯨肉免疫血清を抗体，ヘモグロピシを抗原とした沈降反応

試験管1～9…抗原は鯨ヘモグロピシ 100倍～25,600倍

対照試験管 1……抗原は牛ヘモグロピシ 100倍

グ 2……抗原は馬へモグロピシ 100f告

が 3……抗原は豚ヘモグロピシ 100fl} 

ff 4……抗原は生食

067) 



ハム j示よびソーセージの緑変に関する研究

J、ム漬込液中の緑変原因菌の検出について第 1報
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ると共に，工業用水試験法5）に従い3 亜硝酸イオン，

硝酸イオシを定量した。塩分は実験農芸化学的の塩分

定量法に従いClイオンを定量した。

3) 細菌学的試験はおおむね食品衛生検査指針7）に

従い，一般生菌数3 大腸菌群数，腸球菌数を測定する

と共に3 小野， rl1本培地8）を用いて酸産生菌を分離し，

分離株について生物学的性状を観察すると共に実験的

にハムに塗抹し9 緑変作用の有無を観察した。

上記実験方法の大要を第 1表に総括した。
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ハムおよびソーセージは保右中にしばしば線変する。

このことは肉製品の消費が高まっている現在，食品衛

生上及び商品価値の点からも注自すべき問題である。

ζの原因については従来，カタラーゼ陰性の乳酸菌

の1積がミオグロピシに作用して緑変すると報告 1〕2)

されていた。また勝部3）は市販中に発生した緑変ハム，

ソーセージおよび実験的に生ぜしめたこれらの緑変部

から，カタラーゼ陰性のグラム陽性緑色溶血性球菌9

1宰菌を分離し報告している。これらの報告はいずれも

原因菌は熱抵抗性がななく 3 加工過程の取扱不良に起

因するとされていた。

また藤巻4）は亜硝酸塩に不足すると組織中のミオグ

ロビンの回定が不充分となり，従って熱に安定なニト

ロソ化合物の生成が行なわれなくなると報告してい

る。

ところが先般，著者逮は市販のボシレスハムの緑変

部から3 グラム陽性3 カタラーゼ陰性の酸産生菌を分

離し，原因菌であろうと推定した。そこで，ハム，ソ

ーセージ緑変の原因追究の一段階として，まずノ、ム漬

込液について理化学的な検討を行なうと共に，細菌学

的方面から特に菌叢を追究した結果，若干の知見を得

たので、報告する。

緒I 
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実験材料および方法

1) 食肉加工会社 6社から，ハム漬込液24種を採取

し資料とした。

2) 理化学試験はガラス電極を用いて pHを測定す

II 



III 試験成績

1）理化学試験

A) pHは 4.45～6.20を示し， 5.0以上は約70%を

占めている。会社別には， 15資料を採取したF社は全

資料が pH5. O以上を示し3 他の 5社はほとんど pH

5.0以下であった。

B）食塩濃度は Clイオンで37.67～172.86mg/ccを

示している。 5.Omg/cc以下は 3件＇ 50～lOOmg/ccは

9件， lOOmg/cc以上は 7件で、あった。

C）亜硝酸イオシは 50～4,800p. p. m., ~高酸イオン

は1,070～17,OOOp. p. m.を示し3 会社により著しい差

異が認められた。

D) P司，亜1i白酸イ才 Y，硝酸イオシ， Clイオシの相

関性については亜硝酸イオン 3 硝酸イオシの少ない漬

込液はやや強い酸性を示し，逆に多いものはやや弱い

酸性を示している。また食塩濃度の低いものは頭硝酸

イオンも少なかった。

上記の所見を第2表に総括した。

第2表漬込液の理化学試験

No. 会社名 p.H ~p~）3~） ~p~21~） c 'g 

l A 社 4.46 2276 23.SO 4'8. 76 

2 II 4.46 4300 766 エ62.92 

3 B 社 4.66 

4 C 社 6.20 11000 3160 90.86 

5 D 社 4.92 3950 775 工39.62

6 E 社 4.35 

7 II 4.90 1070 60 37.67 

8 II 5.20 

9 II 4.50 

工0 F 社 ら.20 

11 II 5.50 2600 1950 75.35 

工2 II 5. 75 3550 Jl50 68. 70 

工3 II 5.70 3450 3025 84.2ユ

14 II 5.50 4900 工960 ll5.25 

15 II 5.58 5800 2400 99. 73 

16 II 5. 79 3450 1150 84.21 

工7 II 5.30 5800 工755 ユエ0.81

エ8 II 5. 75 17000 4800 68. 70 

工9 II 5.19 4900 1350 84.26 

20 II 5. 71 8375 4100 172.86 

2工 II 5. 78 3400 3550 115.25 

22 II 5.50 3200 2975 39.88 

23 II 5.65 9000 2850 106.37 

24 ／／ 5. 70 2150 50 84.21 
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2) 細菌学的試験成績

A）一般生菌数は漬込液 lee中に1,500～870,000個

を認め＇ 10, 000個以下は4件， 10,000～100,000個は

10件＇ 100, 000個以上は10件で、あった。

B）大腸菌群の検出は陽性（M.P. N.) 9件であっ

た。

C）腸球菌が検出されたものは 3件で漬込液 lee中

10個が2件＇ 350個が 1件であった。

D）酸産生菌群

漬込液 lee中に検出された酸産生菌群は 40～

1,600,000個と著しい差異が認められた。漬込j夜中に

酸産生産Iの少ないものは一般生菌数が多く p 大腸菌群9

！！品球菌の検出率が比較的高かった。逆に酸産生菌の多

いものは一般生菌，大腸菌群，腸球菌が少い傾向を示

している。

上記の所見を第 3表に総括した。

第3表細菌数測定試験成績

No. 会社名 一生菌数般 P菌i安産生群 腸球菌 (M 大群腸P菌数N〕

工 A 社 1,500 1,600,000 。 。
2 II 2,400 2,100 。 。
3 B 社 93,000 24,000 。 。
4 C 社 32,000 40 。 。
5 D 社 680,000 130,000 350 2,500 

6 E 社 870,000 390,000 。 250 

7 II 350,000 1,600 。 30 

8 II JO, 000 50 。 。
9 II 56,000 46,000 。 300 

10 F 社 44,000 20,000 。 。
ll II 700,000 28,000 10 。
12 ／／ 850,000 6,600 。 90 

J3 II 54,000 3,300 。 。
14 II 3,600 9, 300 。 。
15 II 15,000 37,000 。 30 

16 II 70,000 2,200 。 。
17 II 工30,000 34', 000 。 。
工8 II 3,300 13,000 。 。
工9 II 330,000 20,000 。 。
20 II 420,000 工2,000 工0 40 

21 II 290,000 1,900 。 。
22 II 92,000 1,900 。 。
23 II 49,000 1, 700 。 40 

24 ／／ 230‘000 エ4,000 。 60 

E）酸産生菌の生物学的性状

漬込液を小野，山本3 培地に培養し3 炭酸カノレνワ

ム溶解環を形成したものの中から44株を分離し，これ



らにつき生物学的性状を観察した。形態学的にはすべ

てグラム陽性で，梓菌19株p 球菌251朱であった。ブド

ー糖は全株が分解するが3 乳糖分解能を有するものは

151朱のみであった。カタラーゼは陰性33株3 陽性11株

であった。リトマスミノレクに対しては破産生凝固群 8

株p 酸産生非凝固群 9i宋，ペプトシイ七菌群4株，無変

化群23株であった。これらの菌株はいずれも硫化水素3

イシドーノレ3 色素産生能を認めず，全株共に非溶血性

であった。

以上の所見を第4表に総括した。

第 4表分離菌の生物学的性状

Stam Litmus 
Gram Catalase No. Milk 

3 
＠＠＠樗球 グ

菌
32 

酸産生凝I群ill 
の＠ ＠ ＠ 

33 菌
34 ／／ 

35 II 

37 II 一
43 ／／ 

28 II 
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工L

酸産生非凝固群

／／ 

13 ／／ 

J4 II 

26 II 

27 
＠＠ 梓球 菌菌 ＠ 

29 
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42 ／／ 

工8 ペ イ七 ＠梓 菌
30 ブ 菌 II 

36 
＠＠ 揮球 菌菌 ＠ 

40 シ群

l 
＠＠ 球梓 菌菌2 

4 II 一s 
無

II 

6 ／／ 

8 ＠樗 I~ 
9 II 

10 II 

12 
変 ＠＠梓球 菌富i

＠ 
工5
工6 ／／ 

17 ＠球 菌 ＠ 
工9 II 

20 
化

／／ 

21 ＠梓 在、i ＠ 
22 II 

23 ＠球 菌
24 II ＠ 
25 

群 ＠梓 菌
3] II 

38 
＠＠ 球梓 菌菌41 

44 II 

F）分離菌のハム縁変作用

滅菌スライスハムに分離菌を塗株し， 37°Cで4日

間培養し 3 変色の状態を観察した。分離菌44株の内，

縁変作用を有するものは 8株であった。その生物学的

性状は酸産生菌でグラム陽性p カタラーゼ陰性，ブド

ー糖分解能は全株有するがp 乳糖分解能を有するもの

Lactose Dextolase H2S Indal i容血性 産色生素能

＠ ＠ ＠ 

＠ 

一

一

一

一
＠ 
一

＠ 

一
＠ 
一

一
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は2株のみであった。硫化水素，色素産生能を認めず3

非溶血性であった。

これらの菌はいずれも 80°C, 30分間でほとんで苑

滅し，耐熱性を示さなかった。

なお，これらの菌は各社の漬込液中にも認められた。

上記の所見を第5表に総括した。



第 5表ハム緑変菌の生物学的性状

Stam 

No. 

エ

3 

11 

13 

工4

28 

41 

44 

称変 Litmus 
Gram 

時 間 Mill王

4日目 無 変 化 ＠球菌

2日目
酸酸凝生産固産.·~擬非回 ＠梓菌

24時・間 ＠球菌

／／ ／／ ／／ 

II II II 

4日目 酸産生凝間 II 

3日目 無 変 化 ＠棉菌

24時間 II II 

写真（I)

Ii.…....・ H ・－緑変， :0io. 14塗抹

右・．．．．．．．．．．－対称

写真（II)

Catalase 

小野，山本培地にハム漬込j夜をj昆稀培養し，

カノレνクム溶解環を形成した酸産生菌

IV 考 察

Lactose 

＠ 

＠ 

以上の実験結果からみると漬込液のpH，食塩濃度，

亜硝酸イコtシ， Ml酸イオンおよび細菌学的試験成績と

の聞には非常に興味のある関連性が見出される。すな

色素 耐熱試験
Dextolase 日2S Indal 溶血性

対 照 耐菌熱数｜産：能

＠ 一 一 6, 700万 。
＠ 一 一 7,500万 。
＠ 一 一 3,300万 。
＠ 一 一 8,200万 。
＠ 一 5,400万 。
＠ 一 6,800万 。
＠ 一 2,400万 。
＠ 一 9,300万 。

わち pHがやや強い酸性を示せば一般生菌数〉大腸菌

群数，腸球菌共に減少の傾向を示し，これに反して酸

産生菌は著しく増加していた。また pHがやや弱い酸

性の場合には一~般生菌数が多く 3 かつ大腸菌群p 腸球

菌共に検出される様になる。

食塩濃度に関しても pH程著明でないが，やはり高

濃度になれば一般生菌数3 大腸菌群，腸球菌共に減少

の傾向を示し 3 特に食塩濃度の低いものは亜硝酸イオ

ンも少ない事が観察された。 pHと国硝酸イオンおよ

び硝酸イオンとの関連性については， pHが強い酸性

を示せば硝被イオンは少なく， pHが弱い酸性を示す

につれて多くなる傾向を示している。

硝目安イオンと酸産生菌の関係については，硝酸イオ

ンが少ないと酸産生菌が多く 3 逆に硝酸イオ γが多い

場合は酸産生菌が少ない事が観察された。

これらの事実は藤巻めによれば漬込液中の硝酸ナト

リワムは乳酸菌の作用により，亜硝酸イオンとなり 3

この国硝酸イオシが組織のミオグロピシに作用して発

色3 回定の作用を行なっている。この様に涜込液と乳

酸菌すなわち酸産生菌は不離の関係があり 3 酸産生菌

の増殖により 3 必然的に pHは酸性に傾むくと共に亜

硝酸ナトリワム，五百酸ナトリワムは酸産生菌の作用に

より， ミオグロピンに結合するにつれ漸次消失する。

これらの一連の作用により pHは酸性を強め，食塩の

作用も相乗して雑菌の発育抑制作用を呈するものとj；住

察される。

ハム，ソーセージの縁変に関しては勝部3）によると

カタラーゼ陰性のグラム陽性総色溶血性球菌，グラム

陽性梓菌が原因して緑変させると報告している。その

発色機構について藤巻はハム， ソーセージの緑変は匝i

定されたミオグロピシにカタラーゼ陰性の乳酸菌が作

用し3 その構造を変化させ緑色になると報告している。

著者達は漬込j夜から酸産生菌441朱を分離し，これら

( 171) 



をハムに塗抹して緑変作用の有無を検討した結果p 緑

変菌 8株を分離し得た。

これらの菌はいずれもカタラーゼ陰性のグラム陽性

球菌，拝菌である。硫化水素3 色素産生能は全く認め

られなかった。注目すべきはこれらの菌は各社の清込

液中に分布している事が認められた事である。

勝部3）によると分離菌はいずれも 60°c' 30分では

耐熱性が無いと報告している。著者達も前記 8株の分

離菌について 80°C, 30分間加熱し 3 いずれも耐熱性

の無い事を認めた。

以上の諸試験の結果3 小数例！ではあるが3 漬込液に

は称変作用を有する菌が常在し，これらの菌は，加工

の際のボイノレまたは懐煙により容易に死滅するが3 し

かし加熱の不十分，包装材の不良または破損により再

汚染し3 何等かの原因により増殖してミオグロビンに

作用し，緑変するものと推察される。この事はSausage

Diseolaration of Bacterial Origin9）によればハム，

ソーセージの緑変はボイノレ温度， r時間p 以後の取扱不

注意にあると述べているが3 上記の諸試験の成績から

考察すれば誠に興味深い。

V 結
告品、
日間

食肉加工会社 6社からハム漬込液24種を採取し，理

f七学的，細菌学的に検討今した結果3 下記の知見を得た。

1) pHは4.45～6.20を示し 3 酸性が弱いと一般生

菌数も多く，且つ大腸菌群，腸球菌の検出も高く 3 酸

産生菌は少なかった。また pHが酸性に傾むくにつれp

これらの雑菌は減少し，酸産生菌（ti逆に著しく増加し

ている。

2) 漬込液中の亜硝酸イオシは酸産生菌の増加につ

れ増加している。また食塩濃度の低いものは亜硝酸イ

オンも少なかった。更に食塩濃度と酸産生菌との関連

については今後研究を進めたい。

3) 漬込液から分離した酸産生菌44株の形態学的，

生物学的性状は総てグラム陽性で栂菌19~~（，球菌25株

であった。プドー縮は全株が分解するが3 乳糖分解能

を有するものは15株のみであった。カタラーゼは陰性
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33旅p陽性11株であった。リトマスミノレクに対しては酸

産生凝固群 Si乳酸産生非凝間群9株3ペプトシイ七菌群

4株3 無変イ七群23株であった。これらの菌株はいずれ

も硫化水素3 インドーノレ，色素産生能を認めず3 非溶

血性であった0

4) 漬込液から分離した上記の酸産生菌44株をハム

に塗抹したところ 3 Si朱が緑変作用を有すことが観察

された。この菌はいずれもグラム陽性，カタラーゼ陰

性p 硫化水素および色素産生能を有しない3 非溶血性

の球菌および稗菌であり， 80°c' 30分間の加熱では

耐熱性を示さなかった。さらに分離菌の耐熱性につい

ては，今後研究を進めたい。

5) 漬込液の酸産生菌は衛生学上，加工上からも菌

量の多い程良好である。しかし酸農生菌中には緑変作

用を有する菌が程在1し，更に緑変菌は耐熱性が低いの

で，加工中の取扱不良が9 ハム，ソーセージ緑変の一

因であろうと推察された。

稿を終るに臨み3 御指導いただいた東大農学部藤巻

｜専士ならび、に御校問いただいた当研究所所長辺野喜博

士に深甚なる謝意を表すると共に3 終始御指導3 御援

助をいただいた当所春田博士，中野技師，加藤技師，

市川技師に感謝致します。
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XXXI 他誌に発表した研究業績

1. 腸チフス患者多発地区で捕獲したねずみの臓器内

から分離された s.typhiの 1~ljについて

公衆衛生， 23, ( 4)' 290, 1959 

高橋末雄 山口与四郎 佐々木建夫

池田 和雄難波誇士辺野喜 E 夫

本郷保健所管内で，昨年に引きつづき 2年連続して 480~の中， 1匹の臓器内から S.typhiが分離された

腸チフス患者の多発した地区において3 患家ならびに 珍らしい倒を報告した。

その周辺で捕獲したねずみの保菌状態を調査した結果3

2. ブドウ球菌コアグラーゼ型別について

日本伝染病学会雑誌， 33, ( 5 ) ' 428, 1959 

善養寺浩寺山 武 辺野喜正夫

プドワ球菌感染の際に3 コアグラーゼは市主の抵抗 た。しかし由来を異にする 4菌群80菌株の型別成績で

性因子に対して菌に防禦的に作用し 3 あるいは病巣の は Newman,No. 104, St-213の各型に属するものは

限局化に役立つと共に，抗コアグラーゼ免疫が感染を 少なし健康者血清抗コアグラーゼ抗体測定に用いた

防禦するなど免疫学的にも重要な意義を有するものと St-28, BVM-16型に相当するものがかなりあるもの

いわれ3 現在この菌の病原性指粟として第一にあげら と推測され3 さらに多くの型別が可能ではなかろうか

れている。そこで私共はまずコアグラーゼの抗原性な と考えられる。また Duthieによれば人病巣由来株の

らびに由来を異にするプドワ球菌のゴアグラーゼ型別， 80%前後が Newman型に属するというが3 私共の成

健康者血清の抗コアグラーゼ作用について検討ーした結 績ではこれに該当するものが少なかったことは，コア

果3 現在プドワ球菌コアグラーゼの 5型を明かにし グラーゼ型別よりみた菌分布の点から興味があろう。

3. ふん使内赤痢菌検索用増菌培地としての“GN”Broth(Hajna）について

衛生検査， 8, ( 3)' 62～64, 1959 

辺野 喜正夫 薮内 清田中 滋

赤痢関係者および保菌者のふん｛更を用いて“GN"

Broth (Hajna）ならびに普通プイオンを検討して次

の結論を得た。

1) ふん使内赤痢菌の増菌には，普通プイオンに短

時間培養し3 優れた1~~択培地で分離することによって

或程度目的を達し得る。

( 173) 

2) “GN’＇ Broth (Hajna）は，ふん便内赤痢菌の

増菌作用の点では特異的な優秀性を示すものではなく 3

がいして普通プイオシと大差のないことがわかった。

3) しかしふん便から赤痢菌を分離する場合には直

接培養法とこの種の培地による増菌法とを併用すると

菌の検出率をかなり高めることができる。



4. 握りめしによるブドウ球菌食中毒

公衆衛生 23, ( 6)' 403～405, 1959 

辺野喜正夫 善養寺 治 北村久寿久

鈴木 昭

昭和33年 5月東京都大森に発生した握りめしによる

食中毒はプドク球菌によるもので、あった。原因食なら

びに調理人から分離したプドヲ球菌のブァージ型別を

行なった結果，いずれも群直ブァージに感受性を示す

菌株であった。したがって今回の食中毒の汚染源は手

にイ七膿巣（乾庖状白癖との混合感染〉を有する従業員

から直接原因食にあるいは他の従業員に，直接間接に

汚染したものが原因食の汚染を来たして発生したもの

と思われる。

5. 山主小学校の SalmoneHagiveによる集団下痢症について

東京都衛生局予防部＇ 1959年4月

新見正喜

山口与四郎

福見秀雄

土｜壬！和夫 道源敏三三

難波誇士 辺野喜正夫

村在｜行夫

1958年10月東京都大田区山王小学校児童に発生した

集団下痢症について調査したところ Salmonellagive 

による食中毒であることを確認した。

患者数は 265名で，原因食は給食の野菜サラダに入

れた鶏卵と推定された。

6. 食中毒細菌検査の実際

臨床検査， 3, ( 8 ), 434～440, 1959 

現在一般に食中毒起因菌として認められている細菌

について，検査材料， 検査方法， 結果判定等につき

実際面から記述した。

辺野喜正夫

7. 世界で常用されている腸内細菌分離培地の特色と優劣

モダシメディア， 5, (6), 248～253, 1959 

現在世界で常用されている各種腸内細菌分離用培地

について，諸文献を引用して，その組成3 特徴3 使用

法等について解説した。

腸内病原菌の検出率を高めるためには，培地の優劣

(174) 

辺野喜正夫

を考慮するのはもちろんとしても 3 各培地の特徴と欠

点をよく認識し，作製法と用法に熟達すると共に，菌

検索に対する執ような意欲こそ最も重要なものである

と考える。



8. 検体採取から検査まで（座談会〉

臨床検査， 3, ( 9 ), 502, 1959 

一般細菌3 病理組織3 食中毒および血清等の検査に

おける検査材料の採取，運tfiix，保存法等の諸問題につ

辺野喜正夫他

いて具体的に適切な方法を検討した。

9. 細菌性食中

辺野喜正夫3 普養寺 浩：細菌性食中毒3 南山堂＇ （東京）， 1959 

本書は食中毒の原因となる細菌を中心に，病因論，

感染源3 疫学，臨床症状，予坊対策，検査方法等に主

眼をおき，とくに，わが国の発生倒をできるだけ収録

し，実状に則して記述した。まず総論においては，わ

が国における食中毒3 ことに細菌性食中毒の現状およ

び食中毒に！探しての調査方法や検査方法および化学性

食中毒3 伝染病などとの症候学的相違などについて述

べ3 各論においては，各原因菌，疫学3 病因論，症状

等を詳しく記述した。

10. 溶血性レンサ球菌免疫家認の主要臓器の病理組織学的所見について

日本獣医畜産大学紀要 8号， 29～37, 1959 

薮内 清，磯田政恵，吉村市郎

溶血性レンサ球菌免疫家兎において，主要！臓器の病

理組織学的検索を行ない，次の主変を認めた0

1) 牌・肝・腎の実質変性

2) 循環障害

3) 細網内皮細胞の腫大，増殖

以！二を総合すると，この免疫家兎における病理像は，

血液循環障害を原発とし，急性症から移行した慢性敗

血症性病変像とともに免疫体産性反応像を呈している

ものと解すべきである。

11. 食中毒の細菌 学 的 検 査 の 実 際

モダシメディア＇ 5, ( 8 ) ' 354, 1959 

細菌性食中毒の検査法の基本的なことについては衛

生検査指針に述べられているが3 これに筆者の経験を

加味してp 主な細菌性食中毒の要点，検査の対象とな

( 175) 

辺 野 喜 正 夫

る材料および検査方法について，現在食中毒の原因菌

として世界一般に認められていると考えられる細菌を

対象として詳述した。



12. 魚介類による特異的な食中毒

近年の流行から

薬局＇ 10, (11)' 21, 1959 

近年問題となっている魚介類による特異的な食中毒，

とくに水俣奇病，ポラによる食中毒3 イカによる食中

辺野喜正夫

毒3 生魚による食中毒についてその現況を述べた。

13. 最近東京都内から分離された赤痢菌の薬剤耐性について

日本化学療法学会雑誌＇ 8, (1), 81～83, 1960 

吉田孝人吉津 ｜路 橋本真寿男

辺野喜正夫

昭和34年 1月から 4月まで3 当所において分離した

赤痢菌100株について薬剤耐性試験調査を行なった。そ

の結果昨年度と異なる点は，ストレプトマイ νシにお

いては耐性菌の耐性度が高くなり 3 さらに著明な現象

としてはクロラームフエニコーノレの高度耐性菌の増加

であった。しかしクロラームブエニコーノレ単独耐性菌

は全く認める事はできなかった。そして，これら高度

耐性菌に対して，コリスチンM，ポリマイ i/Y'B，カ

ナマイ iiY'は充分な感受性を示しており 3 今後の赤痢

治療に大まな役割をはたすものと思われる。

14. 推定原因食からの原因菌検索について

食品衛生研究， 9, (11)' 9～19, 1959 

食中毒の原因検索は必ず患者の材料と原因食品と二

者を併行して行なわなければならない。そこで細菌性

食中毒の要点について，ナノレモネラ3 ブドワ球菌，腸

辺 野 喜 正 夫

球菌，ワェノレνュ菌，ボツリヌス中毒の3 重点におく

べき検査材料および、その取扱い上の注意，検査方法で

とくに注意すべき点について述べた。

15. 東京都における昭和33年5月以降のインフルエンザの検索成績

第23回東京都衛生局職員業務研究発表会（昭和34年 6月5日〉口演

辺野喜正夫 浅田富士子 坂井千ー

岩崎謙二

昭和33年 5月以降のイシプノレエシず・ワイノレス分離

試験成績および都内居住成人血中抗体の逐月消長につ

いて述べた。

(176) 

なおイシブノレエシず・ワイノレス人工変異株の作成試

験成績についても述べた。



16. 抗生物質高度耐性赤痢蘭の細菌学的研究

第 7回日本化学療法学会総会＇ 1959年6月

吉田孝人橋本真寿男古津 暁

辺野喜正夫中沢昭ヨ浜田 雅

山本郁夫

抗生物質高度耐性赤痢菌の細菌学的追及を行ない次

の結果を得た。

標準菌に比して形態的に電子顕微鏡で膨化膨大を認

め，さらに耐熱性であった。とのことは Cellwallの

構造上の問題と同時に Protein の性質上の変化を含

んでいると思われる。

17，食中毒の現 況（細菌学）

東京都職員業務研究発表会報告書第24号＇ 1960年 1月

現在知られている食中毒起因菌，すなわち，ナノレモ

ネラ，プドク球菌，腸球菌，ポツリヌス菌，クェノレVュ

菌，病原性好塩細菌3 等についてその現況を総括的に

辺野喜正夫

述べ，あわせて腐敗と食中毒3 食中毒と赤痢の関係等

にも言及し3 食中毒の細薗学的事項について概要を論

じた。

18. ふん便内赤痢菌の一新増菌倍地（B.Y. Broth）について（第1報）

第14回日本細菌学会関東支部総会， 1959年11月

ふん便内赤痢菌の検出には現在直接培養以外に適切

な増菌方法がない。我々は此の点に着目し 3 ふん便内

赤痢菌を撰択的に増菌する一新増菌培地 B.Y. Broth 

を考案した。

辺野喜正夫薮内 清

これを実際に赤痢保菌者の再検使材料 200件の検査

に使用したところ，寵接培養法のみでは10件の陽性者

で、あったが3 本培地を併用することにより30件の陽性

者を検出することがで、きた。

19. ブドウ球菌コアグラーゼ型別について

日本細菌学雑誌＇ 15, ( 3 ), 343, 1960 

善養寺浩寺山

桑原章否

武 辺野喜正夫

プドワ球菌の分類にゴアグラーゼ型別法，ブァージ

型別法，血清学的型別法の 3法を用い3 その関連性に

つき比較検討。した。

コアグラーゼ用菌株5株，血清学的菌株 8株3 ブァ

~v増殖用菌株20株を標準菌株としておのおのの型別

( 177) 

結果を比較した場合3 コアグラーゼ用菌株のうちブァ

ージ型別されたもの 1株，血清学的に型別されたもの

2株である。血清学的菌株のうちコアグラーゼ型別さ

れたもの 5株，ブプージ型別されたもの 2株である。

つぎにブァージ増殖用菌株ではコアグラ…ゼ型別され



るもの12株，血清学的に型別されるもの 18株であっ

た。血清学的菌株とファージ増殖用菌株でコアグラー

ゼ型別されたものは17株あり，このうちコアグラーゼ

Newman型に属するものが 8株で， 8株中 7株がプァ

ージ型E群にj高し，また血清学的には a,b, c抗原を

有するものが 6株存在した。さらにコアグラーゼ Stp

-28型に属するものは 3株あり， 3株すべてがブァー

ジ型工群に属し，プァージ型とコアグラーゼ型との相

関性がうかがわれた。しかし他のコアグラーゼ型との

関係は明らかにされなかった。つぎに由来をq異にする

4群 80菌株について同様な型別比較を行なった。 80

菌株中ゴアグラーゼ型別可能なもの27株，ブァージ型

別されるもの27株3 血清学的型別可能なもの58株であ

った。しかしながら標準菌株の型別でみられたような

ゴアグラーゼ型3 ブァージ型及び血清型との関連性は

認められなかった。

20. 実験的ブドウ球萄感染ならびに免疫について

日本細菌学会関東地方会， 1959年6月

マクスによるプドヲ球菌感染実験の可否を検討した

結果s ある程度の制限はあるがp 実験動物として使用

できる。免疫実験結果では αートキソイドの免疫効

武 辺野喜正夫詩養寺治寺山

果は本実験の範聞内では認められなかった。生菌免疫

群では顕著ではないが，ある程度免疫効果が認められ

た。しかし非特異的な効果も考慮したい。

2 J. SalmoneUa tennessee による食中患の 1発生例について

食品衛生研究， 10, ( 2)' 91～93, 1960 

昭和34年8月24日東京都玉川保健所管内の某電気工

業会社に発生した Salmonella tennesseeに起因す

辺野喜正夫薮内 清田中 滋

歌代古雄高 俊雄坂 ill奇 利

ると思われる我国最初の食中毒例について述べ，あわ

せて分離菌の諸性状を報告した。

22. 最近経験したゲルトネル菌食中毒3例について

衛生検査＇ 8, ( 6 ), 203～206, 1959 

昭和34年5月江戸川保健所管内にs 数日後府中保健

所管内にp 又同年7月麻布保健所管内にいずれもゲノレ

薮 内 清田中 滋 歌 代 吉 雄

トネノレ菌による食中毒が発生し，それらの検索状況，

分離菌の諸性状等について報告した。

23. 納豆によっておこったゲ‘ルトネル菌食中毒の 1例

衛生検査， 8, ( 6 ), 20～22, 1959 

昭和34年 1月21日東京都渋谷保健所管内の某出版社

に発生した納豆を原因食とした典型的食中毒例につい

辺野喜正夫 薮内

｜壬｜代秀雄山下

清日：i中

章稲葉

滋

昇

て述べ，あわせて分離閣の諸性状を報告した。
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ハムスター腎細胞による日本脳炎Bウイルスの培養24. 

慶応医学， 37, ( 3)' 438～446, 1960 

千－

の増殖を24時間ごとに 168時間まで観察するとマウス

脳継代株では長期間持続的にワイノレスを排出するが，

ハムスター腎細胞継代株では48～72時間にそのピーク

があり p 以後は急激にワイノレスの排出が衰える。この

ことはCp Eの観察結果とよく一致した。

；）~： 坂

日本脳炎Bワイノレスはハムスター腎細砲に継代培養

することによって3 マクスおよびハムスターに対する

病原作i：の著明な低下を来した。

この病原性の低下した株はマクス脳内またはハムス

ター脳内に継代することによって病原性が復帰した。

マクス脳継代中山株と，ハムスター腎細胞継代中山株

I 研究る関すドウ球菌ブ25. 

Coagulaseの型別について

武叫l寺

日新医学， 47, (3), 187～192, 1960 

普養寺 浩

辺野喜正夫

五
口
一
ニ

章

千

原

井

桑

坂

Coagulase型別を行なった。その結果80菌株のうち27

株を型別し得たが53株は型別不能であった。従って今

後さらに多くの型別が可能であると思われる。

3) 正常ヒト血清の Coagulase抗体を測定し， 74

血清のうち 56倒について 1種以上の抗体を証明し得

た。

4) 正常ヒト血清の Coagulase抗体を保有する頻

度と抗体価との間には平行関係が認められた。

ブドク球菌の分類にコアグラーゼ型別法，ブァージ

型別法，血清学的型別法の 3法を用い3 その関連性に

つき比較検討し，つぎの結果を得た。

1) Coagulaseの抗原性を確認するとともに，現

在までに抗原的に異なる 5型の Coagulaseを証明す

ることができた。

2) 抗原的に異なる 5型のうち 4型の Coagulase 

抗血清を作り，由来を具にする 4群 80株について

Salmonella potsdamによる集団食中毒の 1例について26. 

衛生検査， 9, ( 1 ), 28～30, 1960 

滋

onella postdamによる集団食中毒事件について述べ，

あわせて分離菌の諸性状について報告した。

中田ム柱士一
μ｛－~ 歌清1J3 薮

昭和34年10月8日東京都江戸川保健所管内の某小学

校に発生したマカロニサラダを原因食とする Salm-

ブドウ球菌の白血球内における運命について27. 

辺野喜正夫武

第13回日本細菌学会関東支部倒会，（1960.4. 27) 

1l1 寺浩

立

口

苦養寺

桑原 章

すなわち， Coagulase（十〉前も Coagulase（ー） l誌

も白血球により容易に食菌されるが， Coagulase（十〉

碕は菌数の著明な減少はなく p むしろ細胞内で増殖す

( 179) 

家兎復水細胞あるいは血液白血球を用いてプドワ球

閣の食菌およびその後の細胞内の菌の運命を検討した

結果次の点を明らかにしたO



る傾向を示した。一方 Coagulase（一）菌は食菌後2

～3時間で大部分消失した。

菌数計算を行なう際，プドワ球菌は集塊を作り易い

ので，菌数計算前処理法として 0.1%KOHを用いて

満足な結果を得た。

つぎに Coag.産生能と，食菌後の菌の運命との相関

性を見た場合， Coag.（十〉の新鮮株は常に白血球内で

の抵抗性は高いが，たとえ高い Coag.産生能を有する

菌株でも陳旧株で、は必ず、しも抵抗性は強くなく，また

完全に Coag.（－）の菌でも抵抗性の高いものもあり，

Coag. 産生の有無と白血球内での運命との間には厳

密な関連は見られない。この場合 Coag.以外の Cell

Wallに何か重要性があると考えられる。

また免疫血清の作用についても言及したが未だとの

点については結論は得られていない。

28. ShigeHaの H2S産生能について

日本細菌学会関東支部例会＇ (1960. 4. 27.) 

問 中 滋薮内 清 辺野喜正夫

Shigellaでも H2Sを産生する株があり，その産生 条件3 産生株の性状等について述べた。

29. 病原性好塩細菌の分離培地の考察

臨床検査， 4, ( 6 ), 61～62, 1960 

病原性好塩細菌は食中毒の原因となるばかりでなく，

夏季に下痢を主徴とする急性腸炎患者からしばしば純

培養のように検出されている。これらのことから病原

性好塩細菌は公衆衛生細菌学者ばかりでなく，臨床細

菌検索に当る人々にも重要な細菌である。著者等は病

普養寺 治 辺野喜正夫

原性好塩細菌が乳糖非分解および好塩性である特性を

利用し， BTB乳糖寒天（BTB培地）に4%に食塩を

加えた培地を用いて菌の分離によい結果を得たので、そ

の要点、を報告した。

30. ポリオ・ワクチン接種幼蒐の血中抗体産生について

第25回東京都衛生局職員業務研究発表会口演（昭和35年 5月25日〉

辺野喜正夫 岩崎謙二 坂井千一

浅田富士子 村上

都立荏原病院小児科と共同し 3 都内居住の幼児 116

名に米国製ソーク・ワクチシ接種を行ない，血中中和

抗体の産生状況を検討し，その成績について述べた。

31. Receptor Destroying Enzyme (RDE）に関する研究

とくに RDE力価の 1新検定法について

慶応医学＇ 37, ( 7)' 1121～1130, 1960 

RDEの鶏赤血球！Wi:集性が Vi抗原を持つ Ballerup

培養P液によって1JnfljUされることを発見し3ζの性質

を利用して RDE検定の新改良法を考案した。すなわ

( 180) 

村上

ち RDEの鶏赤血球凝集価はイシブノレエシず、ワイルス

の添加によって増強されたがp イシプノレエシヂワイノレ

スの凝集価は RDEによって増強されなかったο しか



も Ballerup培養P液の血球凝集抑制力と RDEの凝

集力との間には完全な相関々係が認められた。これら

の結果から Ballerup培養1J=it夜 8HID /0. 251111 とイ

シブノレエシザワイノレス 8HAU /0. 251111を用いる RDE

の新検定法を提案した。

32. インフルエンザ A2型ウイルス， P,X,Q各相抗原を用いて

測定した1959年度都民曲中抗体の年間変動

第34四日本伝染病学会総会（昭和35年4月）口演

岩崎謙二 坂井千三 浅田富士子

村 上 一辺野喜正夫

1959年1月から12月にわたって3 都内各保健所・を通

じて Wassermann反応を依頼された成人血清中か

ら，毎月約 100例のサシフリレを選び出して， A2型ワ

イノレス P,X,Q各相株に対する抗体価を測定し，都民

のj室月抗体保有状態を検討した。

33. インフルヱンザ A2型ウイルスの分離におよ｛ます

発育鶏腔卵令の影響

第34四日本伝染病学会総会（昭和35年 4月）口演

岩崎謙二 坂井千三 浅田富士子

村上 一辺野喜正犬

患者材料からのイシブノレエシザワイノレスの分離培養

には，普通12～13日令の発育鶏腔羊膜腔内接種法が採

用されている。われわれは，過去数年の経験から，稿

々の点で10日卵令位のものがよいように思ったので，

各種卵令の発育鶏眠を用い保存ワイノレス株に対する感

受性検討および患者材料からのワイノレス分離試験を行

なった。

34. インフルエンザの流行予測に関する研究一一各型の抗体保有状態

第34回日本伝染病学会総会（昭和35年4月）口演

悶立東京第一病院，国立予防衛生研究所，自衛隊衛

生学校との共同研究である。

イシブノレエシずの流行予測を考えて，時期を追って，

辺野喜正夫

悶立病院の外来患者や職員などのA型及びB型ワイノレ

スに対する抗体保有状態を測定検討した。

35. Shigella sonneiの一般性状についてとくに

生化学的性状を中心としたニ，三の知見

日本獣医畜産大学紀要＇ 9, 24～29, 1960 

最近分離した Shigellasonnei 100株について，

各種の一般性状p とくに生化学的性状を中心として検

討した結果次の結論を得た。

( 181) 

薮内 清石井富士雄

1) 形態および染色性からいえばすべてグラム陰性

の矩稗商であった。

2) KCN反応， PPA反応， Tri卯ethylamine



oxide 還元試験， Indol反応， Voges-Proskauer反

応， Methylred反応3 クエシ酸塩培地3 尿素培地お

よび TSI変法培地における発育についてはすべて成

書の記載と一致した。

3) 薬剤耐性試験においてはすべての試験薬剤に感

'l~l；で、あった。

4) 炭水化物分解能については，大多数の菌株が成

書の記載と一致したが，ただ 1株だけが Mannitol非

分解であった。

36. 1960年度におけるインフルヱンザウイルスに対する都民血中抗体の消長

日本伝染病学会第 6回東日本地方会（昭和35年11月5El）口演

辺野喜正夫 岩崎謙 浅田富士子

坂井千 三村上

1960年 1月～10月まで10カ月間のイシプノレエシザA

2型，日型， CmY.各ワイノレスに対する都民血中抗体の

j歪月消長について招待したわ

37. Salk型ポリオ＠ワクチン接種幼児の血中中和抗体の産生

日本伝染病学会第 6回東日本地方会（昭和35年11月5日）仁1演

岩 11時謙

都立荏原，墨田3 大擦の各病院小児科と共同し 3 約

200名の幼児に米国製の Salk型ワクチシ接種試験を

行ない，血中中和抗体の産生状況を検討し p その成績

について述べた。とくに皮下及び皮内接種時の抗体産

生について考察した。

38. ブドウ球菌に関する研提（第4報）

コアグラーゼ型別について

第15回日本細菌学会関東支部総会， 11月11日， 1960

苦養寺浩寺山

桑原章吾

武 辺野喜正夫

ブドワ球faWの感染に，あるいは免疫に Coagulaseが

どのような意義を有するものであるかを明らかにする

ため，その抗原性および型特異性を検討し Coagulase

に 6つの単独型と 2つの混合型が存店することを認めp

これと Phage 担との l＇＼~i f系について述べたのさらに各

の々 Phageに対する感受性と Coagulaseの抗原性

との間に特異性が存在するか否かについても言及し

た。

39. 細菌学会関東支部総会の展望

衛生検査＇ 9, (1), 41～41, 1960 

辺 野 喜 正 夫

第14四日木細商学会関東支；1附窓会にHJ席し，現在の たn

細菌学会の問題点を紹介して総括的にその概要を述べ

( 182) 



40. ブドウ球菌とその感染症（ 2) 

一一一溶血毒在中心に一一

医学のあゆみ＇ 35, (9), 1960 

抗生物質耐性のプドク球菌がかなり高率に認められ

るようになってp この治療は以前のように容易ではな

くなった。しかも古く多くの研究がなされ広く予防治

療に応用された溶血毒も治療面で‘の効果やトキソイド

菩養寺 治

予防の不完全さからp 軽視される傾向にあるが3 その

意義について宿主側の要因との関連において充分検討

する必要があると考え，その種類，作用3 および病気

との関係を宿主側の要因とからみ合せて検討した。

41. 乳酸菌の検出測定用培地について

メデイヤナークノレ＇ (14)' 10/ 1960 

はつ酵乳，乳酸菌飲料中の乳酸菌検出測定用培地と

して告方面で広く使用されている 4種類の乳酸菌加培

地3 すなわちプレートカワント寒天培地p トマトジュ

春 i五 三 三 位 夫

ース寒天地：j也，ラクチック寒天培地，プリックス変法

トマトジュース寒天培地について，それぞれのi音地の

もつ特徴p 性能3 使用上の注意などを解説した。

42. 乳，乳製品用標準寒天培地の比較

第38回日本獣医公衆衛生学会＇ 35年9月

日本獣医師会雑誌（掲載予定）

春 III三佐夫 伊藤蓮太郎x 中村’ 武＊

手L乳製品仁j:1の生出i測定）Jj培地として標準寒天地地

が用いられp その組成は公定試験法に明記されている

が3 市販の粉末培地の組！或は，これとは必ず‘しも一致

せず，かなり量的の差がみられる。肉エキス 3 ペプト

ンは製品＇ ~重類によって質的な差があるのでp その点

を考えれば当然処方に大なり小なり量的な差が生ずる

ことになる。しかし 3手し乳製品中の生菌数測定｛｜立にど

れほどの影響を与えるものかは疑問である。そこで，

これらの培地を使用した場合p そこに得られる定量伯

間に差があるかどうかをみることによって，出地問に

質的なi'~があるかどうかを知っておく必要があるので

実験を行なった。すなわち， ~Iミ手L，殺1~H乳，アイスク

リームなどを対象として，市販の標準寒天培地4種の

比較を行ない，ついでに現在 A.P.H.A.が公定法

ex匡l立公衆衛生院3 ＊東京l道大微生物学教室）

( 183) 

に採用している Difeoの Bacto-TryptoneGlucose 

Yeast Agar （別名 PlateCount Agar), B. B. L. 

の MilhProtein Hydrolysate Agar （別名 MP-H

Medium）及び市販のプレートカクシト寒天極東，酵

母エキス寒天培地栄Tiff，さらに 2'3のベプトン3肉エ

キスを用いて自家調製した標準寒天堵地などの比較を

行なった。その結果3 定量｛直問に有意差はほとんどみ

られなかった。しかし，生乳の場合は培地によっては

ある程度測定値が近く出るものがみとめられた。この

点については生乳中の菌叢が殺菌乳と大分ちがってい

ることによるものと1'ft察されるがp 今後なお検討の要

があると思われる。製品の場合にはいずれの培地でも

実際上は大した支障はないと思われるO



43. 山羊を用いたま王犬病野外毒接種試験

獣医畜産新報， 290, 12, 1960 

上木英人村上 加藤多右エ門

狂犬病野外毒を山羊の脳内に接種し，その発病経過

を観察して次のような成績をえた。潜伏期24日の後，

25日目から発熱し，最高 41.0。Cを示し＇ 4日間繋留

しその後急に降温している 3 臨床症状は接種後23日自

に食慾減退と興奮症状（4日〉が3 次いて麻陣症状（4

日〉が認められた。病毒分離試験で、は脳，脊髄に認めら

れたのみで， 1唾液，！臓器からは認められなかった3 剖

検成績は主として硬脳））莫うつ血p 脳湿潤p 脳脊髄mz~曽

量，）！？：，牌，腎のうつ血が認められ，中和抗体は11日目

頃から僅かながら認められ， 23日目｜説に幾分増加の傾

向が認められた。

総括して見ると p 接種後体温の乱れと共に，僅かな

がら中和抗体が現われ初め3 次に臨床的に食慾減退，

興奮症状が現われ，ついで体温の上昇と共に興奮症状

が発展し 3 体温が最高に達して降下線を示す頃に麻停

症状が現われp 次第に衰弱してへい死しているO

44. ケイ畿カラムによるポマード中の着色料の試験法

衛生千七学3 7, 129, 1960 

田村健夫戸谷哲也落合輝子

1. ケイ酸カラムを主とする吸着法によるポマード

中の着色料の系統的分析法を目的として3 紙色及び青

色の許可及び許可外色素約20種を対象とし3 本処理に

際しての溶媒の種類による各色素の吸着と溶離性を検

討し，さらにクロマトグラフイー及び吸収スペクトノレ

を測定することによって，ポマード中の油分と着色料

とを3 きわめて容易に分離することができた。

2. 本法は香泊中の着色料の試験法にも応用するこ

とカミで、きる。

45. グjレクロン酸に関する生化学的研究（ I)

遊離グルクロン酸と抱合グJレク口ン酸の分画定量法

生化学＇ 32, 790, 1960 

遊離グノレクロン自主と抱合グノレクロン自主の分画定量法

として，アセテート型イオン交換樹脂を用いる方法を

考案し， ry]z着と溶出の条件を明かにし，さらに基礎と

なる比色定量法全般についても重要な点に検討を加え

た。

本法の特民は次の三つである。 1) 不安定なNグノレ

田村 健夫

クロナイド及びエステノレ型Oグノレクロナイドが存在

する際にも分画が可能であること。 2) 糖との分離が

極めて簡単であること。 3) 抱合グノレクロン般の溶出

械はそのままただちに発色でまること。

水溶液及び尿に添加したグノレクロシ酸及びグノレクロ

ナイドの回収実！肢を行ない満足すべき結果を得た。

46. グルク口ン酸に関する生化学的研究（日）

正常尿及び異常尿のグルクロン酸について

生化学＇ 32, 795, 1960 

1. 正・m’尿を60才以上の老人，学童3 成人の 3昨ι
わけ3 同一人につき昼間尿r 夜間尿にわけ3 5日間採

( 184) 

｜主i 村 健夫

取して p 遊離夕、酸，抱合グ＇~i丸総、グ般の数値を明かに

し3 各群につき推計学的に検討を加えた。



2. 肝疾患その他の異常尿を 5日間採取し， 24時間

尿のグノレクロン酸を定量した。肝硬変症，肝炎，腎炎

及びネフローゼ，ガシ性疾患，貧血症はいずれも健康

人に比較して遊離グ酸，抱合グ般，総グ酸がともにい

ずれも低値で有意、の差があった。ワイノレ病3 パンナ：！甫，

心臓弁膜症は正常範囲内にあった。

3. グノレクロシ般の日々の排出量－の変動を変動係数

によって明らかにし，遊離グ酸，抱合グ酸3 総グ酸の

変動が大きい乙とを示した。

47. 1) Koichi Matsumoto : The Subterranean-Water 

Isopods of the Akiyoshi Limestone Area. 

Jap. Jour. Zool., Vol. 12, No. 4 pp. 603～608, 1960 

(Contribution No. 30 from the Spelaeological Society of Japan: Results of the 

Akiyoshi Expedition 1956 of the Spelaeological Society of Japan, No. 6) 

1956年11月3 日本洞窟地下水学会により行なわれた

山口県秋芳台の諸洞窟及び．同地方の井水の探検調査の

際採集された地下水生物のうち等間瀬にl~~Jする報告で

ある。 1927年秋芳洞内の地下水から Asellusakiyo-

shiensis (Ueno）が記載されたが，本類の分類上最も

重要な雄の諸性質の記載を欠くため他種との関係を研

究することが出来なかった。本報告は同種の諸性質を

記載し 3 更に同地方の地下水生物として，井水から採

集された Mackiniajaponica Matsumoto (1956）を

追加した。

48. 2) Koichi Matsumoto: Subterranean Isopods of the Shikoku 

Destrict, with the Description of Three New Species. 

Bull. Bio. Geo. Soc. Jap., Vol. 22, No. 1, pp. 1～18, 1960. 命

(Contribution from the Spelaeological Society of Japan, No. 36) 

1958年秋著者が行なった四国地方の地下水生物調査

のうち等脚類に関する報告である。従来同地方の地下

水等脚類としては，徳島県富岡の井戸から Asellus

kawamurai (Tattersall），高知県竜河111~内の地下水

から Asellusnipponensis Nichollsが報告されて

いるのみで、あった。筆者は上記2種の他に高知市内の

;I＝！：水からAsellusaioii (uncertain），松山市内の井水

から A.iyoensis，徳島県山川町の井水から A.yoshi-

noensis, 松山市内及び琴平町の井水から A. shi『

kokuensis を， 山川町，松山市p 高知市，琴平町の

水か井ら Mackinia japonicaを採集報告した。 A.

iyoensis, A. Yoshinoensis, A. shikokuensis の3

積は新種として発表したもので， 特に A. iyoensis 

は本邦に近縁種のない特殊な種である。

49. ブドウ球菌食中毒について

日本公衆衛生雑誌3 第7巻＇ fifj 2号＇ 73～88, 1960 

第 1章で昭和28年～33年の 6カ年間に東京都で、多発

したブドワ球的食中毒について，第2章で食中毒か

ら分離した菌株の生物学的性状は全菌株がいわゆる

M. C. N. H.完全型であったこと等を述べ3 第3章

では培養ifit夜を塩化亜鉛沈澱p ME安塩折， ethanol沈

j殿で精製後，電気泳動処置で、分画濃縮した毒素は，猿

の経口投与で体重 1kg当り 1.5 mgで日匝吐反応を惹

( 185) 

北村久寿久

起し，第4草では3 前章の粘製濃縮毒素に明ノミンを加

えた抗原で、注射免疫した兎血清はp ブドワ球菌脊索中

の発曜吐作用を明確に中和し p またこの血清と 3

enterotoxin 産生能のあるプドワ球菌株の培養P液

との沈降反応を3 寒天j国内沈降反応、の術式で試験し，

沈降；m＝の形成が見られたことを報告した。



50, （綜説〉小選芝工業 と放射線の利用

早稲田応用化学会誌＇ 27巻＇ 71号＇ 35貰＇ （昭和35年4月〉

自然科学のほとんど全ての分野において放射性同位

元素の利用法の研究が行なわれており，食品化学の分

野においても食品保存の問題と結びつける研究が種々

の角度から検討されている。本綜説は食品の中でも重

要な地位を占める小麦に r線を照射した時に生ず、る種

々の変化を著者筆の報告（二日七誌， 62巻＇ 4号， 562

～565頁（1959）及び工化誌＇ 62巻＇ 12号＇ 1883～1886 

電事

道 口 正雄

頁（1959））並びに他の報文にもとづいて，照射による

小麦3小麦粉の変化，製パシ性能及び栄養学的変化等に

ついてまとめたものである。小麦粉は殺虫に要する程

度の低線量では変化は認められないが3 殺菌に要する

数十万 repの線量で、は品質の劣化 tを来たすが3 併し

その時生ずる蛋白質の変性やj殿粉の特性の変化を逆に

利用する方法が考えられてよいと思われる。

( 186) 
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